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イラスト目次 イラストから検索

安全・安心のために
お客様に必ずお読みいただきたいこと
（主な項目：チャイルドシートの取扱い、盗難防止装置）

走行に関する情報表示
走行に関する情報を表示する計器類の見方
（主な項目：メーター・マルチインフォメーションディスプレイ）

運転する前に
ドア・ドアガラスの開閉や、運転操作前の調整
（主な項目：キー、ドア、シート）

運転
運転に必要な操作やアドバイス
（主な項目：エンジン始動のしかた、給油のしかた）

室内装備・機能
室内装備の使い方など
（主な項目：エアコン・収納装備の使い方）

お手入れのしかた
車のお手入れ・メンテナンスの方法
（主な項目：内装・外装の手入れ、電球の交換）

万一の場合には
故障したときや、緊急時などの対処
（主な項目：バッテリーあがりやタイヤがパンクしたときの対処）

車両情報
車の仕様やお好みに合わせて選べる機能の情報
（主な項目：指定燃料、各オイル量、タイヤ空気圧）

さくいん
症状から検索

五十音で検索
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本書はオプションを含むすべての
装備の説明をしています。そのた
め、お客様の車にはない装備の説
明が記載されている場合がありま
す。また、車の仕様変更により、
内容がお車と一致しない場合があ
りますのでご了承ください。
本書に記載されている仕様は、印
刷時点での最新情報です。時間の
経過にともない、お客様の車に改
良が加えられ、本書の内容が一部
不完全または不正確になる場合が
あります。トヨタは継続的な製品
改良に努めているため、予告なく
本書の内容を変更する権利を有し
ます。
トヨタが本書を更新した場合、次
のURL から、またはトヨタアプリ
にアクセス可能なモバイル端末で、
お車のモデルおよび年式を選択す
ることで最新の内容をご覧いただ
けます。
www.toyota.com/owners

エンジン停止後、約5時間経過す
ると、数分間、車両下部から音が
聞こえることがあります。これは
燃料蒸発ガス漏れのチェック音で
あり、故障を示すものではありま
せん。

現在、市場にはトヨタ純正品以外
のアクセサリーやスペアパーツが
多数出回っています。これらの製
品について、トヨタは性能、修理、
交換、またはお車への損害や悪影
響に関して保証せず、責任を負い
ません。
本車両は、トヨタ純正品以外で改
造しないでください。トヨタ純正
品以外での改造は、車両の性能、
安全性、耐久性に影響をおよぼす
可能性があり、場合によっては法
規制に違反することもあります。
また、改造によって生じた損傷や
性能上の問題は、保証の対象外と
なる場合があります。
また、このような改造は Toyota 
Safety Sense のような先進安全
装備にも影響を与え、正しく作動
しない危険や作動すべきでない場
面での作動をするおそれがあり危
険です。

電子機器や無線機を取り付けると、
装着された部品を通じてサイバー
攻撃のリスクを高め、思わぬ事故
や個人情報の流出などにつながる
おそれがあります。トヨタ純正品
以外を取り付けたことに起因する
問題に関してトヨタは保証いたし
ません。

知っておいていただきたい
こと

本書の内容について

エンジン停止後の車両下部から
の音について

トヨタ車のアクセサリー、スペ
アパーツおよび改造について

サイバー攻撃のリスクについて
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故障診断コネクター などに、点

検整備用の故障診断装置以外の電
装品を取り付けないでください。
電子機器に悪影響をおよぼしたり、
バッテリーがあがったりするなど、
思わぬトラブルを招くおそれがあ
ります。

お車へRF送信機を取り付けると、
次のようなシステムに影響をおよ
ぼす可能性があります。
● マルチポート燃料噴射システム
／シーケンシャルマルチポート
燃料噴射システム

● Toyota Safety Sense
● ABS（アンチロックブレーキシ
ステム）

● VDIM（ビークルダイナミクス
インテグレイテッドマネージメ
ント）

● SRSエアバッグ
● シートベルトプリテンショナー
悪影響を防ぐための措置や取り付
け方法については、必ずトヨタ販

売店にお問い合わせください。

本車両には高度なコンピューター
が搭載されており、次のような特
定のデータを記録します。
･ エンジン回転数／電動モーター
回転数（駆動用モーター回転数）

･ アクセルの操作状況
･ ブレーキの操作状況
･ 車速
･ 運転支援システムの作動状況
･ カメラの画像状況
車両には複数のカメラが付いてい
ます。どのカメラが画像を記録し
ているかはトヨタ販売店にお問い
合わせください。
グレード／オプション装備により
記録されるデータ項目は異なりま
す。
コンピューターは会話などの音声
や車内の映像は記録しません。
● データの送信
お車に記録されたデータは、通知するこ
となくトヨタに送信されることがありま
す。

● データの利用
トヨタはコンピューターに記録された
データを車両の故障診断・研究開発・品
質の向上を目的に取得・利用することが
あります。

なお、次の場合を除き、トヨタは取得し
たデータを第三者へ開示または提供する
ことはありません。

･ お車の使用者の同意（リース車は借主
の同意）がある場合

･ 警察・裁判所・政府機関などの法的強
制力のある要請に基づく場合

故障診断コネクターなどへの電
装品取り付けについて

RF送信機の取り付けについて

車両データの記録
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･ トヨタが訴訟で使用する場合
･ 統計的な処理を行う目的で、使用者や
車両が特定されないように加工した
データを研究機関などに提供する場合

● 記録した画像情報は、トヨタ販
売店にて、消去することが可能
です。

また、画像情報を記録する機能を停止す
ることも可能です。ただし、機能を停止
するとシステム作動時のデータは残りま
せん。

● トヨタが収集、利用、共有する
車両データの詳細については、
次のウェブサイトをご覧くださ
い。
www.toyota.com/
privacyvts/

マグナソン・モス保証法（15 
U.S.C. s.2301 以降）により、自
動車メーカーが、修理にアフター
マーケット部品や再生部品を使用
した、または認定サービス以外の
者がサービスを行ったという理由
だけで、自動車の保証を無効にし
たり、保証適用を拒否することは
違法とされています。この規定は、
商業用または工業用のみを目的と
して購入された新車には適用され
ません。
連邦法により、車両に装着された
アフターマーケット部品や再生部
品が欠陥品であったり、取り付け
不良により保証対象の他の部品に
損害をおよぼした場合、メーカー
は保証適用を拒否し、修理費用を

請求することがあります。連邦取
引委員会（FTC）は、メーカーが
保証適用を拒否する前に、アフ
ターマーケット部品や再生部品、
または認定サービス以外の者によ
る作業が、保証対象の他の部品に
損害をおよぼしたことを立証する
ことを求めています。
さらに、連邦法では、メーカーが
保証に基づき消費者に部品やサー
ビスを無償提供する場合、または
連邦取引委員会（FTC）から免除
を取得している場合には、自動車
保証を無効にしたり、保証適用を
拒否することが認められています。

お車には、イベントデータレコー
ダー（EDR）が装備されていま
す。EDRは、一定の衝突や衝突に
近い状態（SRSエアバッグの作動
および路上障害物との接触など）
が発生した時に車両システムの作
動状況に関するデータを記録しま
す。EDRは車両の動きや安全シス
テムに関するデータを短時間記録
するように作られています。ただ
し、衝突の程度と形態によっては、
データが記録されない場合があり
ます。
EDRは次のようなデータを記録し
ます。
･ 車両の各システムの作動状況
･ 運転席および助手席のシートベ
ルトの着用状況

･ アクセルペダルおよびブレーキ
ペダルの操作状況

･ 車速
これらのデータは、衝突や傷害が

アフターマーケット部品および
再生部品の保証適用に関する声
明（アメリカオーナー向け）

イベントデータレコーダー
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発生した状況を把握するのに役立
ちます。
注意：EDRは衝突が発生したとき
にデータを記録します。通常走行
時にはデータは記録されません。
また、個人情報（例：氏名・性
別・年齢・衝突場所）は記録され
ません。ただし、事故調査の際に
法執行機関などの第三者が、通常
の手続きとして収集した個人を特
定できる種類のデータと EDR
データを組み合わせて使用するこ
とがあります。EDRで記録された
データを読み出すには、特別な装
置を車両または EDRへ接続する
必要があります。トヨタにくわえ、
法執行機関などの特別な装置を所
有する第三者が車両または EDR
に接続した場合でも情報を読み出
すことができます。
● EDRデータの情報開示
次の場合を除き、トヨタは EDR で記録
されたデータを第三者へ開示することは
ありません。

･ お車の使用者の同意（リース車は借主
の同意）がある場合

･ 警察・裁判所・政府機関などの法的強
制力のある要請に基づく場合

･ トヨタが訴訟で使用する場合

● 必要に応じてトヨタは次のこと
を行うことがあります。

･ データを車両安全性能の研究に使用す
ることがあります。

･ 使用者・車両が特定されないデータを
調査目的で第三者に開示することがあ
ります。

SRSエアバッグおよびシートベル
トプリテンショナーには、爆発性
の化学物質が含まれています。
SRSエアバッグやシートベルトプ
リテンショナーを取り外さずに廃
車にすると、火災などの事故を引
き起こすおそれがあります。廃車
にする前に、SRSエアバッグおよ
びシートベルトプリテンショナー
は、資格のある整備工場またはト
ヨタ販売店で取り外し、適切に処
分してください。

特別な取り扱いが必要な場合があ
ります。詳細は次のURLをご覧く
ださい。www.dtsc.ca.gov/
hazardouswaste/perchlorate
お車には、過塩素酸塩を含む可能
性のある部品があります。これら
の部品には、エアバッグ、シート
ベルトプリテンショナー、ワイヤ
レスリモコン用電池などが含まれ
る場合があります。

QRコードは（株）デンソー
ウェーブの登録商標です。

パワーコントロールユニットなど
の高電圧部位には、取り扱いに注
意することを示すラベルが貼付さ
れている場合があります。

廃車について

過塩素酸塩を含む物質

QRコードについて

高電圧部位に貼り付けられてい
る記号について
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記号の示す意味は次のとおりです。

保証および点検整備については、
別冊「メンテナンスノート」に記
載していますので、併せてお読み
ください。
日常点検整備や定期点検整備は、
お客様の責任において実施してく
ださい。（法律で義務付けられてい
ます）

記号 意味

危険であることを示し
ています。

高電圧部位であること
を示しています。

手でふれてはいけない
部位であることを示し
ています。

高温部位であることを
示しています。

保証および点検について

警告
■運転に関する注意事項

飲酒運転 : アルコールや運転能力を低
下させる薬物の影響下で車両を運転し
ないでください。アルコールや一部の
薬物は反応時間を遅らせ、判断力や運
動能力を低下させるため、死亡または
重傷につながる事故を引き起こすおそ
れがあります。

危険を避ける運転 : 常に危険を避ける
運転を心がけてください。他のドライ
バーや歩行者のミスを予測し、事故回
避の準備をしておくことが重要です。

運転者の不注意 : 運転中は常に運転に
集中してください。車両装備の操作、
携帯電話での通話、読書など、運転者
の注意をそらす行為は、事故につなが
り、運転者自身や同乗者、または、そ
の他乗客に死亡または重傷をもたらす
可能性があります。

■お子さまの安全に関する注意事項

車内にお子さまを放置したり、お子さ
まにキーを持たせたり使用させたりし
ないでください。

お子さまが車両を始動させたり、シフ
トレバーを動かしてしまう可能性があ
ります。また、窓やパノラマムーン
ルーフ、その他の車両装備で遊んでけ
がをするおそれもあります。さらに、
車内の高温や極端な低温は、お子さま
にとって命にかかわる場合があります。
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本書の見方

本書で使用している、記号につ
いて説明します。

本文の記号について

記号 意味

警告：

お守りいただかないと、
お客様自身と周囲の人々
が死亡、または重大な傷
害につながるおそれがあ
ることを説明していま
す。

注意：

お守りいただかないと、
車や装備品の故障や破損
につながるおそれがある
ことを説明しています。

操作・作業の手順を示し
ています。番号の順に
従ってください。

機能や操作方法の説明以
外で知っておいていただ
きたい、知っておくと便
利なことを説明していま
す。

イラスト上の記号について

記号 意味

押す・まわすなど、して
いただきたい操作を示し
ています。

フタが開くなど、操作後
の作動を示しています。

記号 意味

説明の対象となるもの・
場所を示しています。

してはいけません、この
ようにしないでくださ
い、このようなことを起
こさないでくださいとい
う意味です。
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■ 名称から探す
●五十音順さくいん： P.493

■ 取り付け位置から探す
●イラスト目次：P.14

■ 症状や音から探す
●こんなときは（症状別さくいん）： 
P.490

■ タイトルから探す
●目次：P.2

検索のしかた
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イラスト目次

イラスト目次
■外観

ドア ............................................................................................................... P.99

施錠／解錠.................................................................................................... P.99

ドアガラスの開閉..................................................................................... P.150

メカニカルキーでの施錠／解錠.............................................................. P.458

警告メッセージ......................................................................................... P.432

テールゲート............................................................................................. P.106

施錠／解錠................................................................................................. P.106

テールゲートの開閉 ................................................................................. P.107

テールゲートの取り外し.......................................................................... P.113

ドアミラー................................................................................................. P.147

鏡面の角度調整......................................................................................... P.147

ミラーの格納............................................................................................. P.148

調整位置の登録★...................................................................................... P.129

曇りを取る（ミラーヒーター）................................................................ P.356
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イラスト目次

ワイパー..................................................................................................... P.191

冬季の注意................................................................................................. P.349

凍結防止（ウインドシールドデアイサー）............................................. P.359

洗車時の注意（雨滴感知式ワイパー）★................................................ P.395

バックウインドウ..................................................................................... P.153

給油口 ........................................................................................................ P.195

給油方法..................................................................................................... P.195

燃料の種類・燃料タンク容量.................................................................. P.470

タイヤ ........................................................................................................ P.401

サイズ・空気圧.............................................................................P.401，473

冬用タイヤ・タイヤチェーン.................................................................. P.349

点検・ローテーション・タイヤ空気圧警報システム ........................... P.401

パンク時の対処......................................................................................... P.446

ボンネット................................................................................................. P.400

開け方 ........................................................................................................ P.400

エンジンオイル......................................................................................... P.470

オーバーヒート時の対処.......................................................................... P.464

ヘッドランプ............................................................................................. P.185

車幅灯 ........................................................................................................ P.185

方向指示灯................................................................................................. P.178

デイタイムランニングランプ.................................................................. P.185

ヘッドランプ・デイタイムランニングランプ....................................... P.185

方向指示灯................................................................................................. P.178

車幅灯 ........................................................................................................ P.185

サイドマーカーランプ ............................................................................. P.185

走行に関わる外装のランプバルブ
（交換要領： P.419, ワット数： P.474）
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イラスト目次

フォグランプ★.......................................................................................... P.188

尾灯 ............................................................................................................ P.185

方向指示灯................................................................................................. P.178

制動灯

後退灯

シフトポジションをR にする................................................................. P.173
番号灯 ........................................................................................................ P.185

方向指示灯★.............................................................................................. P.178

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。
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イラスト目次

■インストルメントパネル

方向指示レバー......................................................................................... P.178

ランプスイッチ......................................................................................... P.185

ヘッドランプ・車幅灯・尾灯・
番号灯・デイタイムランニングランプ .................................................. P.185

フォグランプ★.......................................................................................... P.188

マルチインフォメーションディスプレイ.................................................. P.81

表示内容........................................................................................................ P.81

警告メッセージ表示時の対処.................................................................. P.442

メーター...............................................................................................P.73，77

見方・明るさの調整 ...........................................................................P.73，77

警告灯／表示灯............................................................................................ P.68

警告灯点灯時の対処 ................................................................................. P.432

ワイパー＆ウォッシャースイッチ.......................................................... P.191

使い方 ........................................................................................................ P.191

ウォッシャー液の補充 ............................................................................. P.400
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イラスト目次

警告メッセージ......................................................................................... P.442

エンジンスイッチ..................................................................................... P.169

エンジンの始動・モード切りかえ.......................................................... P.169

エンジンの緊急停止 ................................................................................. P.426

エンジンが始動できないときの対処 ...................................................... P.456

警告メッセージ......................................................................................... P.442

マルチメディアシステム※

エアコン..................................................................................................... P.354

操作方法..................................................................................................... P.354

バックウインドウの曇り取り（バックウインドウデフォッガー）...... P.356

シフトレバー............................................................................................. P.173

シフトポジションの切りかえ.................................................................. P.174

けん引時の注意......................................................................................... P.429

シフトレバーが動かないときの対処 ...................................................... P.175

ハンドル位置調整スイッチ★／ハンドル位置調整レバー★ ................. P.136

調整方法..................................................................................................... P.136

調整位置の登録★...................................................................................... P.129

ボンネット解除レバー ............................................................................. P.400

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。
※別冊「マルチメディア取扱説明書」を参照してください。



19

Owner’s Manual_Japan_M34645_ja

イラスト目次

■スイッチ類

ワークランプメインスイッチ.................................................................. P.365

オートマチックハイビームスイッチ ...................................................... P.188

Stop & Start キャンセルスイッチ....................................................... P.235

インストルメントパネル照度調整スイッチ.....................................P.76，80

“ODO TRIP”スイッチ .................................................................P.75，79

パーキングサポートブレーキOFF スイッチ★ ..................................... P.261

パワーステップスイッチ

パワーランニングボード★ ...................................................................... P.103

パワーベッドステップ★ .......................................................................... P.117

手動光軸調整ダイヤル★ .......................................................................... P.187

ステアリングヒータースイッチ★........................................................... P.361

AC120Vスイッチ★............................................................................... P.385



20

Owner’s Manual_Japan_M34645_ja

イラスト目次

トレーラーブレーキコントロールスイッチ★

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

4WDスイッチ★....................................................................................... P.328

“DRIVE MODE”スイッチ★.............................................................. P.326

“TOW HAUL”スイッチ★.................................................................. P.176

モードセレクトスイッチ★ ................................ P.176，326，333，336

“MTS”スイッチ★................................................................................ P.336

“DAC/CRAWL”スイッチ★.............................................................. P.333

トレーラーバックアップガイドスイッチ★

カメラスイッチ★...................................................................................... P.282

VSC（ビークルスタビリティコントロール）OFFスイッチ............. P.343

非常点滅灯スイッチ ................................................................................. P.425

車高調整モード選択スイッチ★............................................................... P.323

車高調整スイッチ★.................................................................................. P.323

リヤデフロックスイッチ★ ...................................................................... P.331
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イラスト目次

ブレーキホールドスイッチ...................................................................... P.182

パーキングブレーキスイッチ.................................................................. P.179

かける・解除する..................................................................................... P.179

冬季の注意................................................................................................. P.350

警告ブザー・警告メッセージ......................................................P.181，437

パワーテールゲートオープナースイッチ★ ........................................... P.108
★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

ポジションメモリーボタン★................................................................... P.129

ドアミラースイッチ ................................................................................. P.147

ウインドウロックスイッチ...................................................................... P.152

ドアロックスイッチ ................................................................................. P.101

パワーウインドウスイッチ...................................................................... P.150

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。
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イラスト目次

メーター操作スイッチ ................................................................................ P.82

電話スイッチ※

車間距離切りかえスイッチ...................................................................... P.230

LTA（レーントレーシングアシスト）スイッチ .................................. P.213

クルーズコントロールスイッチ

レーダークルーズコントロール（全車速追従機能付き）..................... P.225

オーディオスイッチ※

トークスイッチ※

※別冊「マルチメディア取扱説明書」を参照してください。
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イラスト目次

■室内

SRSエアバッグ.......................................................................................... P.35

フロアマット................................................................................................ P.26

フロントシート......................................................................................... P.124

リヤシート................................................................................................. P.126

ヘッドレスト............................................................................................. P.133

シートベルト................................................................................................ P.29

ロックレバー............................................................................................. P.102

コンソールボックス ................................................................................. P.369

カップホルダー......................................................................................... P.367

ボトルホルダー......................................................................................... P.368

アシストグリップ..................................................................................... P.384

リヤシートヒーター／ベンチレーター★ ............................................... P.362
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イラスト目次

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

“SOS”ボタン（日本国内では使用できません）

フロントインテリアランプ・パーソナルランプ................................... P.364

パワーバックウインドウスイッチ★....................................................... P.153

パノラマムーンルーフスイッチ★........................................................... P.154

“MOOD”スイッチ★............................................................................ P.364

インナーミラー★...................................................................................... P.138

デジタルインナーミラー★ ...................................................................... P.139

サンバイザー............................................................................................. P.390

バニティミラー★...................................................................................... P.390

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。
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1

安
全
・
安
心
の
た
め
に

安全・安心のために
～必ずお読みください～

1-1. 安全にお使いいただくために
運転する前に................................26

安全なドライブのために.............27

シートベルト................................29

SRS エアバッグ..........................35

助手席乗員検知システム.............44

排気ガスに対する注意.................48

1-2. お子さまの安全
お子さまを乗せるときは.............49

チャイルドシート ........................49

1-3. 盗難防止装置
エンジンイモビライザーシステム
.....................................................64

オートアラーム ............................65



26

Owner’s Manual_Japan_M34645_ja

1-1. 安全にお使いいただくために

1-1. 安全にお使いいただくために

日常点検整備や定期点検整備は、
お客様の責任において実施してい
ただくことが法律で義務付けられ
ています。適切な時期に点検整備
を実施し、車に異常がないことを
確認してください。
日常点検整備や点検項目などの詳細につ
いては、別冊「メンテナンスノート」を
参照してください。

異常が見つかった場合は、トヨタ販売店
で必ず点検整備を受けてください。

専用のフロアマットを、フロア
カーペットの上にしっかりと固定
してお使いください。
1 固定フック（クリップ）にフロ
アマット取り付け穴をはめ込む

2 固定フック（クリップ）上部の
レバーをまわして、フロアマッ
トを固定する

マーク を必ず合わせてください。

固定フック（クリップ）の形状はイラス
トと異なる場合があります。

運転する前に

お車を安全に運転していただく
ために、運転する前は必ず次の
ことを確認してください。

点検整備

フロアマットを固定するには

警告
次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、フロアマット
がずれて運転中に各ペダルと干渉し、
思わぬスピードが出たり車を停止しに
くくなるなど、事故の原因になり重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

■運転席にフロアマットを敷くとき

●トヨタ純正品であっても、他車種お
よび異なる年式のフロアマットは使
用しない

●運転席専用のフロアマットを使用す
る

●固定フック（クリップ）を使って、
常にしっかりと固定する

●他のフロアマット類と重ねて使用し
ない

●フロアマットを前後逆さまにしたり、
裏返して使用しない
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1-1. 安全にお使いいただくために
安
全
・
安
心
の
た
め
に

まっすぐ座り、運転操作時に体

が背もたれから離れないよう、
背もたれの角度を調整する
（P.124）

ペダルがしっかりと踏み込め、

ハンドルを握ったときにひじが
少し曲がるようなシート位置に
する（P.124）

ヘッドレストの中央が耳のいち

ばん上のあたりになるようにす
る（P.133）

シートベルトを正しく着用する

（P.29）

警告
■運転する前に

●フロアマットがすべての固定フック
（クリップ）で正しい位置にしっかり
と固定されていることを定期的に確
認し、特に洗車後は必ず確認を行う

●エンジン停止およびシフトレバーが
Pの状態で、各ペダルを奥まで踏み
込み、フロアマットと干渉しないこ
とを確認する

安全なドライブのために

安全に運転するために、走行前
にシートやミラーなどを適切に
調整してください。

正しい運転姿勢をとるには
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1-1. 安全にお使いいただくために

すべての乗員は、走行前に必ず
シートベルトを正しく着用してく
ださい。（P.29）
シートベルトを正しく着用できな
い小さなお子さまを乗せるときは、
適切な子供専用シートをご用意く
ださい。（P.49）

後方が確実に確認できるように、
インナーミラー★・デジタルイン
ナーミラー★・ドアミラーを正し
く調整してください。（P.138， 
139， 147）
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

警告
■安全な運転のために

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

●走行中は運転席の調整をしないでく
ださい。
運転を誤るおそれがあります。

●背もたれと背のあいだにクッション
などを入れないでください。
正しい運転姿勢がとれないばかりか、
衝突したとき、シートベルトやヘッ
ドレストなどの効果が十分に発揮さ
れないおそれがあります。

●フロントシートの下にものを置かな
いでください。
ものが挟まるとシートが固定されず、
思わぬ事故や調整機構の故障の原因
になります。

●公道を走行するときは、法定速度や
制限速度を遵守してください。

●長距離ドライブの際は、疲れを感じ
る前に定期的に休憩してください。
また、運転中に疲労感や眠気を感じ
たときは、無理に運転せず、すみや
かに休憩してください。

シートベルトを正しく着用する
には

ミラーを調整するには
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1-1. 安全にお使いいただくために
安
全
・
安
心
の
た
め
に

シートベルト

走行前にすべての乗員は必ず
シートベルトを正しく着用して
ください。

警告
急ブレーキや事故の際のけがを避ける
ため、次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

■シートベルトの着用について

●全員がシートベルトを着用する

●シートベルトを正しく着用する

●シートベルトは一組につき一人で使
用する
お子さまでも一組のベルトを複数の
人で使用しない

●お子さまはリヤシートに座らせて
シートベルトを着用させる

●背もたれは必要以上に倒さず、上体
を起こし、シートに深く座る

●肩部ベルトを腕の下に通して着用し
ない

●腰部ベルトはできるだけ低い位置に
密着させ着用する

■妊娠中の女性の場合

医師に注意事項を確認の上、必ず正し
く着用してください。（P.30）

通常の着用のしかたと同じように、腰
部ベルトが腰骨のできるだけ低い位置
にかかるようにお腹のふくらみの下に、
肩部ベルトは確実に肩を通し、お腹の
ふくらみを避けて胸部にかかるように
着用してください。

ベルトを正しく着用していないと、衝
突したときなどに、母体だけでなく胎
児までが重大な傷害を受けたり、最悪
の場合死亡につながるおそれがありま
す。

■疾患のある方の場合

医師に注意事項を確認の上、必ず正し
く着用してください。（P.30）

■お子さまを乗せるとき

P.63

■シートベルトの損傷・故障について

●ベルトやプレート・バックルなどは、
シートやドアに挟むなどして損傷し
ないようにしてください。

●シートベルトが損傷したときはシー
トベルトを修理するまでシートは使
用しないでください。
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1-1. 安全にお使いいただくために

● 肩部ベルトを肩に十分かける
首にかかったり、肩からはずれないよう
にしてください。

● 腰部ベルトを必ず腰骨のできる
だけ低い位置に密着させる

● 背もたれを調整し、上体を起こ
し、深く腰かけて座る

● ねじれがないようにする

知識
■お子さまのシートベルトの使い方

この車のシートベルトは、シートベルト
を装着するのに十分な、大人の体格を
持った人用に設計されています。

●シートベルトが正しい位置で着用でき
ない小さなお子さまの場合は、お子さ
まの体に合った子供専用シートを使用
してください。（P.49）

●シートベルトが正しい位置で着用でき
るお子さまの場合は、シートベルトの
着用のしかたに従ってください。
（P.29）

1 ベルトを固定するには、“カ
チッ”と音がするまでプレー
トをバックルに挿し込む

2 ベルトを解除するには、解除ボ
タン を押す

シートベルトがリトラクターから引き出
せない場合は、ベルトを強く引っ張って
から離してください。

警告
●プレートがバックルに確実に挿し込
まれているか、シートベルトがねじ
れていないかを確認してください。
うまく挿し込めない場合はただちに
トヨタ販売店に連絡してください。

●もし重大な事故にあったときは、明
らかな損傷が見られない場合でも、
シート・シートベルトを交換してく
ださい。

●プリテンショナー付きシートベルト
の取り付けや取りはずし・分解・廃
棄などは、トヨタ販売店以外でしな
いでください。
不適切に扱うと、正常に作動しなく
なるおそれがあります。

正しく着用するには

着け方・はずし方（リヤシート
中央席を除く）
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知識
■シートベルトロックの解除方法（ELR：
Emergency locking retractor）

急停止や衝撃があったときシートベルト
がロックされます。急に体を前に倒した
り、シートベルトをすばやく引き出して
もロックする場合があります。一度シー
トベルトを強く引いてからゆるめ、ゆっ
くり動かせば、シートベルトを引き出す
ことができます。

■チャイルドシート固定機構付シートベ
ルト（ALR：Automatic locking 
retractor）

リヤシートの肩部ベルトは、いっぱいま
で引き出してからもどすとその位置で固
定し引き出せなくなります。これは、
チャイルドシートを固定するための機構
です。シートベルトを一度完全に巻きも
どしてからもう一度引き出せば解除でき
ます。（P.49）

■リヤ外側席シートベルトを使用したあ
とは

バックルを各ポケットに格納してくださ
い。

1 プレートを取り出す

プレートA

プレートB

2 ベルトを固定するには、プレー
トA、プレートBの順に“カ
チッ”と音がするまでプレー
トをバックルに挿し込む

プレートA

プレートB

バックル

着け方（リヤシート中央席）
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1 バックルの解除ボタン を押し

て、ベルトを解除する

2 メカニカルキー（P.96）、ま
たはプレートBをバックルの切
り欠きに挿し込み、ベルトを分
離する

シートベルトを格納するときは、ベルト

を持ちながらゆっくり巻きもどします。

メカニカルキー

プレートB

バックル
3 プレートB、プレートAの順に
ホルダーに格納する

確実に固定されるよう、しっかり奥まで
挿し込んでください。

プレートA

プレートB

警告
■リヤシート中央席シートベルトにつ
いて

リヤシート中央席シートベルトを使用
するときは、必ずプレート Aとプレー
トBをそれぞれのバックルに結合して
ください。結合されていない状態で使
用すると、シートベルトが十分な効果
を発揮せず、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

はずし方・格納のしかた（リヤ
シート中央席を除く）
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4 シートベルトのバックルをポ
ケットに格納する

知識
■シートベルトロックの解除方法（ELR：
Emergency locking retractor）

急停止や衝撃があったときシートベルト
がロックされます。急に体を前に倒した
り、シートベルトをすばやく引き出して
もロックする場合があります。一度シー
トベルトを強く引いてからゆるめ、ゆっ
くり動かせば、シートベルトを引き出す
ことができます。

■チャイルドシート固定機構付シートベ
ルト（ALR：Automatic locking 
retractor）

リヤシートの肩部ベルトは、いっぱいま
で引き出してからもどすとその位置で固
定し引き出せなくなります。これは、
チャイルドシートを固定するための機構
です。シートベルトを一度完全に巻きも
どしてからもう一度引き出せば解除でき
ます。（P.49）

1 解除ボタン を押しながら、ア

ジャスターを下げる

2 解除ボタン を押しながら、ア

ジャスターを上げる
“カチッ”と音がして固定されるとこ
ろまで動かしてください。

シートベルトの高さ調節（フロ
ント席）

警告
■シートベルトの高さ調節について

肩ベルトは必ず肩の中央を通る位置に
調整してください。ベルトが首にかか
らないようにし、肩からずり落ちない
ように装着してください。
お守りいただかないと、急停止、急ハ
ンドルや事故のときに十分な効果を発
揮せず、重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがありま
す。
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前方・側方から強い衝撃を受けた
ときや、横転したときにシートベ
ルトを引き込むことで適切な乗員
拘束効果を確保します。
前方・側方からの衝撃が弱いときや、う
しろからの衝撃のときは通常は作動しま
せん。

知識
■シートベルトプリテンショナーについ
て

シートベルトプリテンショナーは、一度
しか作動しません。玉突き衝突などで連
続して衝撃を受けた場合でも、一度作動
したあとは、その後の衝突では作動しま
せん。

■予防連携機能について

PCS（プリクラッシュセーフティ）に
よって車両との衝突の可能性が高いと判
断されたとき、シートベルトプリテン
ショナーの作動準備を整えます。

シートベルトプリテンショナー
（フロント席・リヤ外側席）

警告
■プリテンショナー付きシートベルト
について

急ブレーキや事故の際のけがを避ける
ため、次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

●助手席座面にはクッションなどを置
かないでください。
乗員の重量が分散されるためセン
サーが乗員を検知せず、衝突時に助
手席のシートベルトプリテンショ
ナーが作動しないことがあります。

●シートベルトプリテンショナーが作
動すると、ＳＲＳエアバッグ／プリ
テンショナー警告灯が点灯します。
その場合はシートベルトを再使用す
ることができないため、必ずトヨタ
販売店で交換してください。
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■ SRSエアバッグの配置

 フロントSRSエアバッグ

運転席SRSエアバッグ／助手席 SRSエアバッグ

運転者と助手席乗員の頭や胸などへの衝撃を緩和

SRSニーエアバッグ

運転者と助手席乗員の衝撃緩和を補助
 SRSサイド＆カーテンシールドエアバッグ

SRSフロントサイドエアバッグ

フロント席乗員の胸などへの衝撃を緩和

SRSカーテンシールドエアバッグ
･ フロント席とリヤ外側席乗員の主に頭部への衝撃を緩和

SRSエアバッグ

SRS エアバッグは乗員に重大な危害がおよぶような強い衝撃を受けた
ときにふくらみ、シートベルトが体を拘束する働きと併せて乗員への衝
撃を緩和させます。

SRSエアバッグシステム
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･ 車両が横転した際に、乗員が車外に放り出されるのを防ぐのに役立ちます

■ SRSエアバッグシステムの構成部品

フロントインパクトセンサー

ニーエアバッグ

助手席エアバッグ

サイドインパクトセンサー（フロント）

カーテンシールドエアバッグ

サイドインパクトセンサー（フロントドア）

助手席乗員検知センサー

“AIR BAG ON”＆“AIR BAG OFF”表示灯

サイドエアバッグ

シートベルトプリテンショナー＆フォースリミッター

サイドインパクトセンサー（リヤ）

運転席エアバッグ

SRS警告灯
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運転席シートベルトバックルスイッチ

運転席シートポジションセンサー

助手席シートベルトバックルスイッチ

エアバッグセンサーアッセンブリー

お客様の車両には、アメリカ自動車安全基準（FMVSS208）に基づいて
設計された先進エアバッグが装備されています。エアバッグセンサーアッ
センブリー（ECU）は、上記のシステム構成図に示されたセンサーなど
から得られる情報に基づいて、エアバッグの作動を制御します。これらの
情報には、衝突の深刻度や乗員に関する情報が含まれます。エアバッグが
作動する際には、インフレーター内の化学反応によって無害なガスが瞬時
に生成され、エアバッグが膨張して乗員の動きを抑制します。

知識
■SRS エアバッグが作動すると

●SRS エアバッグは高温のガスにより非
常に速い速度でふくらむため、すり傷・
やけど・打撲などを受けることがあり
ます。

●作動音と共に白いガスが発生します。

●フロント席・フロントピラー・リヤピ
ラー・ルーフサイドレールの一部分な
どだけでなくエアバッグ構成部品（ハ
ンドルのハブ・エアバッグカバー・イ
ンフレーター）も数分間熱くなること
があります。エアバッグそのものも熱
くなります。

●フロントウインドウガラスが破損する
ことがあります。

●すべてのドアが解錠されます。
（P.100）

●自動的にブレーキと制動灯を制御しま
す。（P.342）

●室内灯が自動で点灯します。
（P.365）

●非常点滅灯が自動で点滅します。
（P.425）

●燃料供給を停止します。（P.431）

■SRS エアバッグが作動するとき（フロ
ントSRSエアバッグ）

●フロント SRS エアバッグは、衝撃の強
さが設定値（移動も変形もしない固定
された壁に、車速約 12 - 18 mph 
[20 - 30 km/h] で正面衝突した場合
の衝撃の強さに相当する値）以上の場
合に作動します。

ただし、次のような場合はエアバッグが
作動する車速は設定値より高くなります。
･ 駐車している車や標識のような衝撃に
よって移動や変形するものに衝突した
場合

･ もぐり込むような衝突の場合（例えば、
車両前部がもぐり込む、下に入り込む、
トラックの下敷きになるなど）

●衝突条件によってはシートベルトプリ
テンショナー、SRS ニーエアバッグの
み作動する場合があります。

●助手席に乗員がいない場合、助手席用
SRS フロントエアバッグは作動しませ
ん。ただし、助手席に荷物が置かれて
いる場合は、乗員がいなくても助手席
用SRSフロントエアバッグが作動する
ことがあります。
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■SRS エアバッグが作動するとき（SRS
サイド＆カーテンシールドエアバッグ）

●SRS サイド＆カーテンシールドエア
バッグは、衝撃の強さが設定値（約
1.5t の車両が、約 12 - 18 mph [20 
- 30 km/h] の速度で客室へ直角に衝突
した場合の衝撃の強さに相当する値）
以上の場合に作動します。

●車両側面のどちらかに衝突があった場
合でも、左右の SRS カーテンシールド
エアバッグが作動します。

●横転時は、左右の SRSカーテンシール
ドエアバッグが作動します。

●前面衝突時でも、特に衝撃が大きい場
合は左右の SRS カーテンシールドエア
バッグが作動する場合があります。

■衝突以外で作動するとき

次のような状況で車両下部に強い衝撃を
受けたときも、フロント SRSエアバッグ
と SRS カーテンシールドエアバッグが作
動する場合があります。

●縁石や歩道の端など、固いものにぶつ
かったとき

●深い穴や溝に落ちたり、乗りこえたと
き

●ジャンプして地面にぶつかったり、道
路から落下したとき

SRSカーテンシールドエアバッグは、次
のような状況で作動する場合があります。

●車両が大きく傾いたとき

●車両が横すべりし縁石などに衝突して
強い衝撃があったとき

■SRS エアバッグが作動しないとき（フ
ロント SRSエアバッグ）

フロント SRS エアバッグは、側面や後方
からの衝撃・横転・または低速での前方
からの衝撃では、通常は作動しません。
ただし、それらの衝撃が前方への減速を
十分に引き起こす場合には、フロント
SRS エアバッグが作動することがありま
す。

●側面からの衝突

●後方からの衝突

●横転

■SRS エアバッグが作動しないとき
（SRSサイド＆カーテンシールドエア
バッグ）

斜めから衝撃を受けた場合や、客室部分
以外の側面に衝撃を受けたときには、
SRS サイド＆カーテンシールドエアバッ
グが作動しない場合があります。

●客室部分以外の側面への衝撃

●斜めからの衝撃
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SRS サイドエアバッグは、前方や後方か
らの衝撃・横転・または低速での側面か
らの衝撃では、通常は作動しません。

●前方からの衝突

●後方からの衝突

●横転

SRSカーテンシールドエアバッグは、後
方からの衝撃、縦方向への転覆、または
低速での前方や側面からの衝撃では、通
常は作動しません。

●後方からの衝突

●縦方向への転覆

■トヨタ販売店に連絡が必要な場合

次のような場合には、点検・修理が必要
になります。できるだけ早くトヨタ販売
店へご連絡ください。

●いずれかの SRS エアバッグがふくらん
だとき

●フロント SRS エアバッグはふくらまな
かったが、事故で車両の前部を衝突し
たとき、または破損・変形などがある
とき

●SRS サイド＆カーテンシールドエア
バッグはふくらまなかったが、事故で
ドアおよびその周辺部分を衝突したと
き、または破損・変形・穴あきなどが
あるとき

●ハンドルのパッド部分・ダッシュボー
ドの助手席 SRS エアバッグ付近・イン
ストルメントパネル下部が傷付いたり、
ひび割れたり、その他の損傷を受けた
とき

●SRS サイドエアバッグが内蔵されてい
るシート表面が傷付いたり、ひび割れ
たり、その他の損傷を受けたとき
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●SRS カーテンシールドエアバッグが内
蔵されているフロントピラー・リヤピ
ラー部・ルーフサイド部が傷付いたり、
ひび割れたり、その他の損傷を受けた
とき

警告
■SRS エアバッグについて

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

●運転者と乗員すべてがシートベルト
を正しく着用してください。
SRS エアバッグはシートベルトを補
助するためのものです。

●SRS運転席用エアバッグは強い力で
ふくらむため、特に運転者がエア
バッグに近付きすぎると、重大な傷
害におよぶか、最悪の場合死亡につ
ながるおそれがあります。

アメリカ道路交通安全局（NHTSA）
は次のように推奨しています。運転席
用エアバッグは膨らみ始める2～ 3 
in.（50 ～ 70 mm）が危険なため、
運転席用エアバッグから 10 in.（約
250 mm）離れることで十分な安全性
が確保できます。この距離は、ハンド
ルの中心から胸骨までで測定します。
エアバッグから10 in.（約 250 mm）
未満の距離に座っている場合は、いく
つかの方法で運転姿勢を調整できます。

･ ペダルに届く範囲で、シートをでき
るだけ後ろに下げる

･ シートの背もたれをわずかに倒す
車両の設計は異なりますが、運転席
をいちばん前にしても、多くの運転
者は背もたれを少し倒すだけで、エ
アバッグからの安全距離10 in.（約
250 mm）を確保できます。背もた
れを倒すと前方の視界が悪くなる場
合は、滑りにくいクッションを使用
するか、車両にシート高さ調整機能
がある場合はシートを上げてくださ
い。

･ ハンドルが調整可能な場合は、下向
きに傾ける
これにより、エアバッグが頭部や首
ではなく、胸部に向かうようになり
ます。

シートは、前述のNHTSAの推奨に
従って調整してください。ただし、ペ
ダル操作、ステアリング操作、および
計器パネルの視認を妨げない位置にし
てください。
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警告
●助手席SRSエアバッグは強い力でふ
くらむため、特に乗員がエアバッグ
に近付きすぎると、重大な傷害にお
よぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。乗員がSRSエ
アバッグのふくらむ場所に近い場合
は特に危険です。シートの背もたれ
を調整して、シートをできるだけ
SRS エアバッグから離し、まっすぐ
に座ってください。

●お子さまがシートにしっかり座って
いないと、SRS エアバッグのふくら
む衝撃で重大な傷害におよぶか、最
悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。お子さまが小さくてシート
ベルトを使用できないときは、チャ
イルドシートでしっかり固定してく
ださい。お子さまはリヤシートに乗
せ、チャイルドシートまたはシート
ベルトを着用させることをおすすめ
します。（P.49）

●シートの縁に座ったり、ダッシュ
ボードにもたれかかったりしない

●お子さまを助手席SRSエアバッグの
前に立たせたり、ひざの上に抱いた
りしない

●運転者および助手席乗員は、ひざの
上に何も持たない

●ドアやフロントピラー・センターピ
ラー・リヤピラー・ルーフサイド
レールへ寄りかからない

●助手席では、ドアに向かってひざを
ついたり、窓から顔や手を出したり
しない
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警告
●ダッシュボード・ハンドルのパッド
部分・インストルメントパネル下部
などには何も取り付けたり、置いた
りしない

●ドア・フロントウインドウガラス・
ドアガラス・フロントピラーおよび
リヤピラー、ルーフサイドレール・
アシストグリップなどには何も取り
付けない

●コートフックにハンガーなどの硬い
ものをかけないでください。SRS
カーテンシールドエアバッグが作動
したときに投げ出されて重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。

●SRS ニーエアバッグがふくらむ場所
にビニールカバーが付いている場合
は、取り除いてください。

●SRSサイドエアバッグがふくらむ場
所を覆うようなシートアクセサリー
を使用しないでください。エアバッ
グが作動する際、アクセサリーが干
渉するおそれがあります。そのよう
なアクセサリーがエアバッグが正常
に作動するのをさまたげ、システム
を不能にしたり、またはエアバッグ
が誤って作動したりして、重大な傷
害におよぶか、最悪の場合死亡につ
ながるおそれがあります。

●SRSエアバッグシステム構成部品の
周辺およびフロントドアの周辺は、
強くたたくなど過度の力を加えない
でください。SRS エアバッグが正常
に作動しなくなるおそれがあります。

●SRSエアバッグがふくらんだ直後
は、構成部品が熱くなっているため、
ふれないでください。

●SRSエアバッグがふくらんだあと
に、もし呼吸が苦しく感じたら、ド
アやドアガラスを開けて空気を入れ
るか、安全を確認して車外に出てく
ださい。皮膚の炎症を防ぐため、残
留物はできるだけ早く洗い流してく
ださい。

●SRSエアバッグが収納されている
パッド部およびフロントピラーガー
ニッシュ部に傷が付いていたり、ひ
び割れがあるときはそのまま使用せ
ず、トヨタ販売店で交換してくださ
い。

●助手席座面にはクッションなどを置
かないでください。乗員の重量が分
散されるため、センサーが乗員を正
しく検知できず、衝突時に助手席用
のフロントSRSエアバッグが作動
しないことがあります。
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警告
■改造・廃棄について

トヨタ販売店への相談なしに、次の改
造・廃棄をしないでください。SRS エ
アバッグが正常に作動しなくなったり、
誤ってふくらむなどして、重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につなが
るおそれがあります。

●SRS エアバッグの取りはずし・取り
付け・分解・修理

●ハンドル・インストルメントパネ
ル・ダッシュボード・シート・シー
ト表皮・フロントピラー・センター
ピラー・リヤピラー・ルーフサイド
レール・フロントドアパネル・フロ
ントドアトリム・フロントドアス
ピーカーなどの周辺の修理・取りは
ずし・改造

●フロントドアパネルの穴あけなどの
改造

●フロントフェンダー・フロントバン
パー・車内側面部の修理・改造

●グリルガード（ブルバー・カンガ
ルーバーなど）・除雪装置・ウィン
チ・ルーフキャリアなどの取り付け

●サスペンションの改造

●CD プレーヤー・無線機などの電化製
品の取り付け

●身体に障がいのある方のための車両
改造
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SRSエアバッグ／プリテンショナー警告灯

運転席・助手席シートベルト非着用警告灯

“AIR BAG OFF”表示灯

“AIR BAG ON”表示灯

助手席乗員検知システム

お車には助手席乗員検知システムが装備されています。このシステムは
助手席の乗員を検知し、助手席用エアバッグおよび助手席用ニーエア
バッグを作動または停止させます。

システムの構成部品

警告
■助手席乗員検知システムについて

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

●シートベルトを正しく着用してくだ
さい。

●助手席に人が座る前に、シートベル
トプレートがバックルに差し込まれ
たままになっていないか、確認して
ください。

●助手席やその装備（例：シートバッ
クポケット）に重い荷物を載せない
でください。

●後部座席から助手席の背もたれに手
や足をかけて、助手席に体重をかけ
ないでください。
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警告
●後部座席の乗員が、足で助手席を持
ち上げたり、脚で背もたれを押した
りしないでください。

●助手席の下に物を置かないでくださ
い。

●助手席の背もたれを後部座席に接触
するほど倒さないでください。背も
たれが後部座席に接触する
と、“AIR BAG OFF”表示灯が点
灯し、助手席用SRSエアバッグが
事故のときに作動しないおそれがあ
ります。もし背もたれが後部座席に
接触する場合は、接触しない位置に
戻してください。走行中は、助手席
の背もたれをできるだけ起こした状
態に保ってください。背もたれを過
度に倒すと、シートベルトシステム
の効果が十分に発揮されないおそれ
があります。

●助手席に大人が座っている場
合、“AIR BAG ON”表示灯が点灯
します。もし“AIR BAG OFF”表
示灯が点灯している場合は、乗員を
次のように対処してください：背筋
をまっすぐにしてシートの奥まで座
り足を床に置く。また、シートベル
トを正しく着用する。それでも
“AIR BAG OFF”表示灯が点灯し
たままの場合は、乗員を後部座席に
移動するか、それが不可能な場合は、
助手席を後ろいっぱいに下げてくだ
さい。

●やむを得ず助手席に前向きチャイル
ドシートを設置する場合は、正しい
手順で取り付けてください。
（P.51）

●助手席および運転席を改造したり取
りはずしたりしないでください。

●助手席を蹴ったり強い衝撃を加えた
りしないでください。助手席乗員検
知システムの故障を示すSRS警告
灯が点灯することがあります。その
場合は、ただちにトヨタ販売店にご
連絡ください。

●後部座席に取り付けたチャイルド
シートが、前席の背もたれに接触し
ないようにしてください。

●シートクッション面を覆うクッショ
ンやシートカバーなどのシートアク
セサリーは使用しないでください。

●助手席および運転席のシート地を張
り替えたり交換したりしないでくだ
さい。
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■ 大人※1

■ 子ども※4

■ 乳児用チャイルドシート※5

助手席乗員検知システムの状態と作動

表示灯／警告灯

“AIR BAG ON”表示灯＆“AIR 
BAG OFF”表示灯

“AIR BAG ON”

SRSエアバッグ／プリテンショナー警
告灯

非表示

運転席・助手席シートベルト非着用警告
灯

非表示※2 または点
滅※3

装置
助手席エアバッグ

作動可能
助手席ニーエアバッグ

表示灯／警告灯

“AIR BAG ON”表示灯＆“AIR 
BAG OFF”表示灯

“AIR BAG OFF”
または“AIR BAG 

ON”※4

SRSエアバッグ／プリテンショナー警
告灯

非表示

運転席・助手席シートベルト非着用警告
灯

非表示※2 または点
滅※3

装置
助手席エアバッグ 作動不可能または作

動可能※4助手席ニーエアバッグ

表示灯／警告灯

“AIR BAG ON”表示灯＆“AIR 
BAG OFF”表示灯

“AIR BAG 
OFF”※6

SRSエアバッグ／プリテンショナー警
告灯

非表示

運転席・助手席シートベルト非着用警告
灯

非表示※2 または点
滅※3

装置
助手席エアバッグ

作動不可能
助手席ニーエアバッグ
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■ 空席

■ システム異常時

※1システムは大人サイズの人を大人として判定します。体格や姿勢によっては、小柄
な大人が助手席に座った場合、システムが大人として認識しないことがあります。

※2助手席乗員がシートベルトを着用している場合
※3助手席乗員がシートベルトを着用していない場合
※4チャイルドシート、ブースターシート、コンバーチブルシートに座る一部のお子さ
まは、システムが子どもとして認識しない場合があります。認識に影響する要因と
しては、体格や座り方などが考えられます。

※5助手席に後向きチャイルドシートを設置しないでください。前向きチャイルドシー
トは、やむを得ない場合のみ助手席に設置してください。（P.49）

※6表示灯が点灯しない場合は、チャイルドシートの正しい取り付け方法について、本
マニュアルを参照してください。（P.51）

表示灯／警告灯

“AIR BAG ON”表示灯＆“AIR 
BAG OFF”表示灯

“AIR BAG OFF”

SRSエアバッグ／プリテンショナー警
告灯

非表示
運転席・助手席シートベルト非着用警告

灯

装置
助手席エアバッグ

作動不可能
助手席ニーエアバッグ

表示灯／警告灯

“AIR BAG ON”表示灯＆“AIR 
BAG OFF”表示灯

“AIR BAG OFF”

SRSエアバッグ／プリテンショナー警
告灯

表示
運転席・助手席シートベルト非着用警告

灯

装置
助手席エアバッグ

作動不可能
助手席ニーエアバッグ
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排気ガスに対する注意

排気ガスには吸引すると人体に
有害な物質が含まれています。

警告
排気ガスには無色・無臭で有害な一酸
化炭素（CO）が含まれているため、次
のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、排気ガスが車
内に侵入し、多量の排気ガスが眠気を
招き事故の原因になるほか、重大な健
康障害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

■走行中の留意事項

●バックウインドウを閉じてください。

●バックウインドウが閉じているのに
車内で排気ガス臭がするときは、ド
アガラスを開けて空気を入れかえ、
すみやかにトヨタ販売店で点検整備
を受けてください。

■駐車するとき

●車庫内など換気が悪い場所や囲まれ
た場所では、エンジンを停止してく
ださい。

●長時間エンジンをかけたままにしな
いでください。
やむを得ないときは、開かれた場所
に車を停め、排気ガスが車内に入っ
てこないことを確認してください。

●降雪時や雪が積もった場所では、エ
ンジンをかけたままにしないでくだ
さい。まわりに積もった雪で排気ガ
スが滞留して、車内に侵入するおそ
れがあります。

■排気管について

排気管は定期的に点検する必要があり
ます。排気管等の腐食などによる穴や
亀裂、および継ぎ手部の損傷、また、
排気音の異常などに気付いた場合は、
必ずトヨタ販売店で点検を受けてくだ
さい。
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1-2. お子さまの安全

知っておいていただきたいこと：
P.49
チャイルドシート：P.51
チャイルドシートを使用するとき
は：P.52
チャイルドシートの取り付け方法
･ アンカーブラケット（トップテ
ザーストラップ）を使用する：
P.54

･ LATCHアンカーで固定する：
P.56

･ シートベルトで固定する：P.59

● チャイルドシートに関する注意
事項および法規について、優先
してお守りください。

お子さまを乗せるときは

お子さまを乗せるときは、次の
ことをお守りください。
お子さまにも必ずシートベルト
を着用させてください。シート
ベルトを正しく着用できない小
さなお子さまを乗せるときは、
適切なチャイルドシートをご用
意ください。

● 運転装置にふれるのを防ぐた
め、お子さまはリヤシートに
乗せることをおすすめします。

● 走行中にドアを開けたり、パ
ワーウインドウを誤操作した
りしないように、チャイルド
プロテクター・ウインドウ
ロックスイッチをご使用くだ
さい。（P.102, 152）

● 小さなお子さまには、パワー
ウインドウ・ボンネット・
テールゲートやシートなど、
体を挟まれるおそれがある装
備類を操作させないでくださ
い。

警告
■お子さまを乗せるときは

お子さまを車の中に残したままにしな
いでください。車内が高温になって熱
射病や脱水症状になり、重大な健康障
害におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。

また、お子さまが車内の装置を操作し、
ドアガラスなどに挟まれたり、運転装
置を動かして、思わぬ事故につながる
おそれがあり危険です。

チャイルドシート

ここでは、お車にチャイルド
シートを取り付ける前にお守り
いただきたいことや、チャイル
ドシートの種類および取り付け
方法などを記載しています。

シートベルトを正しく着用でき
ない小さなお子さまを乗せると
きは、チャイルドシートをお使
いください。お子さまの安全の
ために、チャイルドシートはリ
ヤシートに取り付けてください。
取り付け方法は、商品に付属の
取扱説明書に必ず従ってくださ
い。

目次

知っておいていただきたいこと
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● お子さまが成長し、適切にシー
トベルトが着用できるようにな
るまではチャイルドシートを使
用してください。

● お子さまの年齢・体格に合わせ
て、適切なチャイルドシートを
お選びください。

警告
■お子さまを乗せるときは

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

●事故や急停止の際、効果的にお子さ
まを保護するために、必ず正しく取
り付けられたチャイルドシートを使
用して、しっかり体を固定してくだ
さい。取り付けの詳細については、
チャイルドシートに同梱されている
取扱説明書を参照してください。本
マニュアルには一般的な取り付け手
順が記載されています。

●トヨタでは、お子さまの年齢や体の
大きさに合った適切なチャイルド
シートをリヤシートに取り付けるこ
とを推奨します。事故統計によると、
フロントシートよりリヤシートに適
切に取り付けるほうがより安全です。

●お子さまを腕の中に抱くのはチャイ
ルドシートのかわりにはなりません。
事故の際、お子さまがフロントウイ
ンドウガラスや乗員、車内の装備に
ぶつかるおそれがあります。

■チャイルドシートについて

次のことをお守りいただかないと、急
ブレーキをかけたときや衝突したとき
などに飛ばされるなどして、重大な傷
害におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。

●事故等で車両に強い衝撃を受けた場
合は、チャイルドシートにも目に見
えない破損があるおそれが強いため、
再使用しないでください。

●チャイルドシートの製造元が提供す
るすべての取り付け指示に従い、
チャイルドシートが適切に固定され
ていることを確認してください。

●チャイルドシートを使用しないとき
であっても、シートに適切にしっか
りと取り付けた状態にしてください。
ゆるめた状態で客室内に置くことは
避けてください。

●チャイルドシートの取りはずしが必
要な場合は、車両からはずして保管
してください。
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■ チャイルドシートの取り付け方法
チャイルドシートの取り付けについては、チャイルドシートに付属の取扱
説明書を確認してください。

チャイルドシート

固定方法 ページ

アンカーブラケット（トッ
プテザーストラップ）で固

定する
P.54

LATCHアンカーで固定す
る

P.56

シートベルトで固定する P.59
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■ 助手席にチャイルドシートを取
り付けるとき

お子さまの安全のために、チャイ
ルドシートはリヤシートに取り付
けてください。やむを得ず助手席
にチャイルドシートを取り付ける
場合には、助手席シートを次のよ
うに調整し、チャイルドシートを
取り付けてください。
● シートをいちばんうしろに下げ
る

● 背もたれを可能な限り起こす
前向きチャイルドシートを取り付けると
きに、背もたれとチャイルドシートの間
にすき間がある場合は、背もたれとチャ
イルドシートのすき間が少なくなるよう
に調整してください。

● ヘッドレストとチャイルドシー
トが干渉してチャイルドシート
が正しく取り付けられない場合
は、ヘッドレストを取りはずす

取りはずしができない場合は、ヘッドレ
ストをいちばん上まで上げてください。

チャイルドシートを使用すると
きは

警告
■チャイルドシートを使用するとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

●助手席の“AIR BAG OFF”表示灯
が点灯していても、後向きにチャイ
ルドシートを助手席に取り付けない
でください。うしろ向きに取り付け
ていると、事故などで助手席 SRS
エアバッグがふくらんだとき、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡
につながるおそれがあります。

●やむを得ない場合に限り前向きに
チャイルドシートを助手席に取り付
けることができます。トップテザー
ストラップが必要なチャイルドシー
トは、助手席にトップテザースト
ラップアンカーがないため、助手席
では使用しないでください。
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警告
●助手席に前向きにチャイルドシート
を取り付ける場合は、たとえ“AIR 
BAG OFF”表示灯が点灯していて
も、背もたれの角度を最も直立した
位置に調整し、シートをいちばんう
しろに下げ、シートを最も高い位置
まで上げてください。
ヘッドレストとチャイルドシートが
干渉してチャイルドシートが正しく
取り付けられない場合、ヘッドレス
トの取りはずしが可能なときは、
ヘッドレストを取りはずしてくださ
い。
取りはずしができない場合は、ヘッ
ドレストをいちばん上まで上げてく
ださい。

●チャイルドシートに座らせている場
合でも、ドア・シート・フロントピ
ラー・リヤピラー・ルーフサイド
レール付近にお子さまの頭や体のど
の部分も、もたれかけないようにし
てください。SRS エアバッグがふく
らんだ場合、大変危険であり、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡
につながるおそれがあります。

●Booster seat（ブースターシート）
を使用している場合は、肩部ベルト
が常にお子さまの肩の中心にくるよ
うにしてください。ベルトが首にか
からないようにし、肩からずり落ち
ないようにしてください。

●お子さまの年齢や体の大きさに合っ
たチャイルドシートを使用して、リ
ヤシートに取り付けてください。

●運転席とチャイルドシートが干渉し、
チャイルドシートが正しく取り付け
られない場合は、助手席側のリヤ
シートに取り付けてください。

●助手席シートとチャイルドシートが
干渉しないように、助手席シートを
調整してください。
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■ アンカーブラケット（トップテ
ザーストラップ）について

この車はリヤシートにアンカーブ
ラケットが装備されています。
トップテザーストラップを固定す
るときに使います。
 リヤ外側席

アンカーブラケット

トップテザーストラップ

 リヤ中央席

アンカーブラケット

トップテザーストラップ

■ トップテザーストラップをアン
カーブラケットに固定する

チャイルドシートに付属の取扱説
明書に従ってチャイルドシートを
取り付けてください。
 リヤ外側席
1 ヘッドレストを取りはずす
（P.134）

2 チャイルドシートを車両の前方
を向くように座席に設置する

3 フックをアンカーブラケットに
固定する

1 背もたれを少し前方に倒す
（P.126）

アンカーブラケット（トップテ
ザーストラップ）を使用する
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2 フックをアンカーブラケットに
掛ける

3 トップテザーストラップをたる
みがないように固定する

4 背もたれを元の位置に戻す
4 シートベルト（P.60）また
は LATCHアンカー（P.57）
でチャイルドシートを固定し、
トップテザーストラップを締め
る

トップテザーストラップが確実に固定さ
れていることを確認する。

5 ヘッドレストがチャイルドシー
トの取り付けに干渉しない場合
は、ヘッドレストを取り付けて
ください。

 リヤ中央席
1 ヘッドレストをいちばん上まで
上げる

ヘッドレストがチャイルドシートの取り
付けに干渉し、かつヘッドレストを取り
はずせる場合は、ヘッドレストを取りは

ずしてください。（P.134）

2 チャイルドシートを車両の前方
を向くように座席に設置する

3 フックをアンカーブラケットに
固定する

1 背もたれを少し前方に倒す
（P.126）
2 フックをアンカーブラケットに
掛ける

3 トップテザーストラップをたる
みがないように固定する

4 背もたれを元の位置に戻す
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4 シートベルト（P.60）また
は LATCHアンカー（P.57）
でチャイルドシートを固定し、
トップテザーストラップを締め
る

トップテザーストラップが確実に固定さ
れていることを確認する。

ヘッドレストを上げた状態でチャイルド
シートを取り付ける場合は、トップテ
ザーストラップをヘッドレストの下に通
すようにしてください。

5 ヘッドレストがチャイルドシー
トの取り付けに干渉しない場合
は、ヘッドレストを取り付けて
ください。

知識
■アンカーに関する法令・規制

LATCHシステムは FMVSS225 または
CMVSS210.2 に適合しています。
FMVSS213 またはCMVSS213 規格
に適合するチャイルドシートを使用でき
ます。
本車両はSAE J1819に適合するよう設
計されています。

■ LATCHアンカーについて
この車はリヤ外側席に LATCHア
ンカーが装備されています。

警告
■チャイルドシートを取り付けるとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

●トップテザーストラップがしっかり
固定されて、ベルトがねじれていな
いか確認してください。

●トップテザーストラップはアンカー
ブラケット以外に掛けないでくださ
い。

●必ずチャイルドシートに付属の取扱
説明書をよくお読みの上、確実に取
り付け、使用方法をお守りください。

●リヤ中央席：ヘッドレストを上げた
状態でチャイルドシートを取り付け
るときは、ヘッドレストを引き上げ
てアンカーブラケットに固定したあ
とに、ヘッドレストを下げないでく
ださい。

●シートを調整した場合は、チャイル
ドシートの固定状態を再度確認して
ください。

チャイルドシートを LATCHア
ンカーで固定する
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■ リヤ外側席に取り付ける
チャイルドシートに付属の取扱説
明書に従ってチャイルドシートを
取り付けてください。
チャイルドシートにトップテザー
ストラップが付いている場合は、
チャイルドシートを取り付ける前
にトップテザーストラップを取り
付け、その後チャイルドシートを
取り付けてください。（P.54）
1 ヘッドレストがチャイルドシー
トの取り付けに干渉し、かつ
ヘッドレストを取りはずせる場
合は、ヘッドレストを取りはず
してください。（P.134）

2 シートクッションと背もたれの
間の隙間を少し広げてくださ
い。

 フレキシブルロアアタッチメン
ト付き

3 ロアアタッチメントのフックを
LATCHアンカーに固定する
カナダオーナー：
チャイルドシートのシンボル
は、ロアコネクターシステム

があることを示しています。

カナダのみ
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 リジッドロアアタッチメント付
き

3 バックルを LATCHアンカーに
固定する
カナダオーナー：
チャイルドシートのシンボル
は、ロアコネクターシステム

があることを示しています。

カナダのみ

4 チャイルドシートにトップテ
ザーストラップが付いている場
合は、トップテザーストラップ
を締める（P.54）

5 取り付け後はチャイルドシート
を前後左右にゆすり、しっかり
と固定されていることを確認す
る（P.63）

知識
■アンカーに関する法令・規制

LATCHシステムは FMVSS225 または
CMVSS210.2 に適合しています。
FMVSS213 またはCMVSS213 規格
に適合するチャイルドシートを使用でき
ます。
本車両は SAE J1819 に適合するよう設
計されています。

警告
■チャイルドシートを取り付けるとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

●LATCHアンカーを使用する場合は、
アンカー周辺に異物がないこと、お
よびシートベルトがチャイルドシー
トの後ろに引っかかっていないこと
を必ず確認してください。

●必ずチャイルドシートに付属の取扱
説明書をよくお読みの上、確実に取
り付け、使用方法をお守りください。

●リヤ中央席にはチャイルドシートを
取り付けることはできません。
LATCHアンカーを使用してリヤ中
央席にチャイルドシートを取り付け
ないでください。
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幼児または乳児用のチャイルド
シートは、シートベルトの腰ベル
ト部分で座席に適切に固定されな
ければならない。
■ シートベルトを使用したチャイ
ルドシートの取り付け（チャイ
ルドシートロック機能付きベル
ト）

チャイルドシートに付属の取扱説
明書に従ってチャイルドシートを
取り付けてください。

■ 後ろ向き Infant seat（イン
ファントシート）／
Convertible seat（コンバー
チブルシート）

1 チャイルドシートを車両の後方
を向くようにリヤシートに設置
する

2 シートベルトをチャイルドシー
トに通し、プレートをバックル
に挿入してください。ベルトが
ねじれていないことを確認して
ください。

3 肩部ベルトを最後まで引き出
し、少しもどしてください
（ロックモード）。ロックモード

警告
●リヤシートにチャイルドシートを固
定する場合、一部のタイプでは、
チャイルドシートの隣の座席でシー
トベルトを装着すると、チャイルド
シートに干渉したり、シートベルト
の効果に影響を与えたりすることが
あり、正しく装着できない場合があ
ります。シートベルトが肩から腰に
かけてしっかりと装着されているこ
とを確認してください。装着できな
い場合、またはチャイルドシートの
装着を妨げる場合は、別の座席に移
動してください。お守りいただかな
いと、重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがあり
ます。

●シートを調整した場合は、チャイル
ドシートの固定状態を再度確認して
ください。

チャイルドシートをシートベル
トで固定する
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ではベルトを引き出すことはで
きません。

4 チャイルドシートをリヤシート
に押さえ付けながら、肩部ベル
トを巻き取らせ、チャイルド
シートが確実に固定するまで操
作する

肩部ベルトが完全に巻き戻り、ベルトに
たるみがなくなった後、ベルトが引き出
せないことを確認してください。

5 取り付け後はチャイルドシート
を前後左右にゆすり、しっかり
と固定されていることを確認す
る（P.63）

■ 前向き Convertible seat
（コンバーチブルシート）
リヤシートにチャイルドシートを
取り付ける前に：
チャイルドシートにトップテザー
ストラップが付いている場合は、
トップテザーストラップを取り付
けた後にチャイルドシートを取り
付けてください。（P.54）また、
取り付けに関してはチャイルド
シート製造元の取扱説明書に従っ
てください。
1 シートを調整する
助手席を使用するとき：
やむを得ず助手席にチャイルドシートを
取り付ける場合は、助手席の調整につい
て P.52を参照してください。

2 ヘッドレストがチャイルドシー
トの取り付けに干渉し、かつ
ヘッドレストを取りはずせる場
合は、ヘッドレストを取りはず
してください。（P.134）
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3 チャイルドシートを車両の前方
を向くように設置する

4 シートベルトをチャイルドシー
トに通し、プレートをバックル
に挿入してください。ベルトが
ねじれていないことを確認して
ください。

5 肩部ベルトを最後まで引き出
し、少しもどしてください
（ロックモード）。ロックモード
ではベルトを引き出すことはで
きません。

6 チャイルドシートをリヤシート
に押さえ付けながら、肩部ベル
トを巻き取らせ、チャイルド
シートが確実に固定するまで操
作する

肩部ベルトが完全に巻き戻り、ベルトに
たるみがなくなった後、ベルトが引き出
せないことを確認してください。

7 チャイルドシートにトップテ
ザーストラップが付いている場
合は、トップテザーストラップ
を締める（P.54）

8 取り付け後はチャイルドシート
を前後左右にゆすり、しっかり
と固定されていることを確認す
る（P.63）

■ Booster seat（ブースター
シート）

1 やむを得ず助手席にチャイルド
シートを取り付ける場合は、助
手席の調整についてP.52を参
照してください。

2 ハイバックタイプ：ヘッドレス
トがチャイルドシートの取り付
けに干渉し、かつヘッドレスト
を取りはずせる場合は、ヘッド
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レストを取りはずしてくださ
い。（P.134）

3 チャイルドシートを車両の前方
を向くように設置する

 ブースタータイプ

 ハイバックタイプ

4 お子さまをチャイルドシートに
座らせてください。製造元の指
示に従ってシートベルトをチャ
イルドシートに装着し、プレー
トをバックルに挿入してくださ
い。ベルトがねじれていないこ
とを確認してください。

肩ベルトがお子さまの肩に正しく装着さ
れ、腰ベルトができるだけ低い位置にあ
ることを確認してください。（P.29）

■ チャイルドシートの取りはずし
バックルの解除ボタンを押し、
シートベルトをチャイルドシート
から取りはずす
バックル解除時に、シートクッションの
反発により、チャイルドシートが跳ね上
がることがあります。チャイルドシート
を押さえながらバックルの解除をしてく
ださい。

シートベルトは自動的に巻き取られます
ので、ゆっくりもどしてください。



63

1

Owner’s Manual_Japan_M34645_ja

1-2. お子さまの安全
安
全
・
安
心
の
た
め
に

警告
■チャイルドシートを取り付けるとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

●お子さまをシートベルトで遊ばせな
いでください。万一ベルトが首に巻
き付いた場合、窒息など重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。
誤ってそのような状態になってしま
い、バックルもはずせない場合は、
ハサミなどでシートベルトを切断し
てください。

●シートベルトのプレートとバックル
がしっかり固定されて、ベルトがね
じれていないか確認してください。

●チャイルドシートを前後左右にゆ
すって、しっかり固定されているか
確認してください。

●Booster seat（ブースターシート）
を使用している場合は、肩部ベルト
が常にお子さまの肩の中心にくるよ
うにしてください。ベルトが首にか
からないようにし、肩からずり落ち
ないようにしてください。

●必ずチャイルドシートに付属の取扱
説明書をよくお読みの上、確実に取
り付け、使用方法をお守りください。

●リヤシートにチャイルドシートを固
定する場合、一部のタイプでは、
チャイルドシートの隣の座席でシー
トベルトを装着すると、チャイルド
シートに干渉したり、シートベルト
の効果に影響を与えたりすることが
あり、正しく装着できない場合があ
ります。シートベルトが肩から腰に
かけてしっかりと装着されているこ
とを確認してください。装着できな
い場合、またはチャイルドシートの
装着を妨げる場合は、別の座席に移
動してください。お守りいただかな
いと、重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがあり
ます。

●リヤシートの中央席にチャイルド
シートを取り付けるときは、リヤ
シートの位置と背もたれの角度をあ
わせてください。リヤシートの位置
や背もたれの角度が違うとチャイル
ドシートを正しく取り付けられず、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合
死亡につながるおそれがあります。

●シートを調整した場合は、チャイル
ドシートの固定状態を再度確認して
ください。

■Booster seat（ブースターシート）
を取り付けるとき

シートベルトのロック機構が作動しな
いように肩部ベルトをすべて引き出さ
ないでください。ベルトがロックされ
るとベルトが緩まなくなりお子さまに
けがや不快な思いをさせるおそれがあ
ります。（P.31， 33）
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エンジンスイッチをOFF にする
と、システムの作動を知らせるた
めにセキュリティ表示灯が点滅し
ます。
登録されたキーを携帯し、エンジ
ンスイッチをACCまたはONに
するとシステムが解除され、セ
キュリティ表示灯が消灯します。

知識
■メンテナンスについて

エンジンイモビライザーシステムのメン
テナンスは不要です。

■システムが正常に作動しないとき

●キーが金属製のものに接したり、覆わ
れているとき

●キーが他の車両のセキュリティシステ
ム用キー（信号発信機内蔵キー）と重
なっているときや接近しているとき

■認証情報

P.510

エンジンイモビライザーシ
ステム

キーに信号発信機が内蔵してあ
り、あらかじめ登録されたキー
以外ではエンジンを始動できま
せん。

車両から離れる場合は、車内に
キーを残さないでください。

このシステムは車両盗難の防止
に寄与する機能であり、すべて
の車両盗難に対する完全なセ
キュリティを保証するものでは
ありません。

システムを作動させるには

注意
■エンジンイモビライザーシステムを
正常に作動させるために

システムの改造や取りはずしをしない
でください。システムが正常に作動し
ないおそれがあります。
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■ ドアを施錠する前の確認
オートアラームの思わぬ作動、お
よび盗難を防ぐため、次のことを
必ず確認してください。
● 車内に人が乗っていないか
● ドアガラスとパノラマムーン
ルーフ★が閉じているか

● 車内に貴重品などを放置してい
ないか

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

■ オートアラームを設定するには
ドア・ボンネットを閉め、スマー
トエントリー＆スタートシステ
ム・ワイヤレスリモコンを使って
施錠します。30秒以上経過する
と、自動的に設定されます。

オートアラームがセットされるとインジ
ケーターは点灯から点滅にかわります。

■ オートアラームを解除／停止す
るには

次のいずれかを行ってください。
● スマートエントリー＆スタート
システム・ワイヤレスリモコン
を使ってドアまたはテールゲー
トを解錠する

● エンジンスイッチをACCまたは
ONにするか、エンジンを始動
する（数秒後に解除・停止しま
す）

知識
■メンテナンスについて

オートアラームシステムのメンテナンス
は不要です。

■オートアラームの作動について

次のような場合、オートアラームが作動
することがあります。
オートアラームを解除・作動を停止する
操作を行ってください。

●メカニカルキーを使ってドアを解錠し
たとき

オートアラーム

オートアラームとは、侵入を検
知した場合に音と光で警報する
機能です。
オートアラームを設定すると、
次のような状況でオートアラー
ムが作動します。

● 施錠されたドアまたはテール
ゲートが、スマートエント
リー＆スタートシステム・ワ
イヤレスリモコンを使わずに
解錠されたり、開けられたと
き（ドアは再び自動的に施錠
されます。）

● ボンネットが開けられたとき

オートアラームを設定／解除／
停止する
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●車内に残った人が、ドア・ボンネット・
パワーテールゲート★を開けたり、解錠
したとき

●施錠後、バッテリーあがりなどでバッ
テリーの充電や交換をしたとき
（P.462）

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

■オートアラーム作動によるドアロック
機能

次のような場合、車内への不正な侵入を
防止するため自動的にドアが施錠される
ことがあります。

●車内に残った人がドアを解錠し、オー
トアラームが作動したとき

●オートアラーム作動中に車内に残った
人がドアを解錠したとき

●バッテリーあがりなどで充電・交換し
たとき

注意
■オートアラームを正常に作動させる
ために

システムの改造や取りはずしをしない
でください。システムが正常に作動し
ないおそれがあります。
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走行に関する情報表示

2-1. 計器の見方
警告灯／表示灯 ............................68

計器類（4.2 インチディスプレイ装
着車）...........................................73

計器類（フル液晶ディスプレイ装着
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ヘッドアップディスプレイ.........89
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2-1. 計器の見方

2-1. 計器の見方

次のイラストは、説明のためすべての警告灯／表示灯を示しています。
 4.2 インチディスプレイ装着車

メーターや一部のインジケーターで使用される単位は、対象地域によって異なる場合が
あります。
 フル液晶ディスプレイ装着車

メーターや一部のインジケーターで使用される単位は、対象地域によって異なる場合が
あります。

警告灯／表示灯

メーター・オーバーヘッドコンソールパネル・ドアミラーの警告灯／表
示灯でお車の状況をお知らせします。

メーターの警告灯／表示灯
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システム異常などを警告します。

警告灯一覧

（Type A）

ブレーキ警告灯※1

（P.432）

（Type B）
（赤色）

ブレーキ警告灯※1

（P.432）

（黄色）

ブレーキ警告灯※1

（P.432）

高水温警告灯※2

（P.432）

充電警告灯※2

（P.432）

油圧警告灯※2

（P.433）

（Type A）

エンジン警告灯※1

（P.433）

（Type B）

エンジン警告灯※1

（P.433）

SRS エアバッグ／プリテ
ンショナー警告灯※1

（P.433）

（Type A）

ABS ＆ブレーキアシスト
警告灯※1（P.433）

（Type B）

ABS ＆ブレーキアシスト
警告灯※1（P.433）

（赤色）

パワーステアリング警告
灯※1（P.434）

（黄色）

パワーステアリング警告
灯※1（P.434）

（点滅または点灯）

PCS 警告灯※1

（P.434）

（橙色）

LTA表示灯※3

（P.434）

（点滅）

Stop & Start キャンセ
ル表示灯※1（P.434）

（点滅）

クリアランスソナーOFF
表示灯★※4（P.435）

（点滅）

PKSB OFF 表示灯★※1

（P.435）

（点滅）

“RCTA OFF”表示灯
★※1（P.435）

スリップ表示※1

（P.436）

ペダル誤操作警告灯※2

（P.436）

（点滅）

ブレーキホールド作動表
示灯※1（P.436）

（Type A）
（点滅）

パーキングブレーキ表示
灯（P.437）

（Type B）
（点滅）

パーキングブレーキ表示
灯（P.437）

（点滅）

リヤデフロック作動表示
灯★（P.437）

タイヤ空気圧警告灯※1

（P.437）

燃料残量警告灯
（P.437）
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

※1作動確認のためにエンジンスイッチを
ONにすると点灯し、数秒後またはエ
ンジンを始動すると消灯します。点灯
しない場合や点灯したままのときはシ
ステム異常のおそれがあります。
トヨタ販売店で点検を受けてくださ
い。

※2メッセージと一緒にマルチインフォ
メーションディスプレイに表示されま
す。

※34.2 インチディスプレイ装着車：マル
チインフォメーションディスプレイに
表示されます。

※4クリアランスソナーがONの状態でエ
ンジンスイッチをONにすると、クリ
アランスソナーOFF 表示灯が点灯し
ます。数秒後に消灯します。

システムの作動状況を表示します。

運転席・助手席シートベ
ルト非着用警告灯
（P.438）
リヤ席シートベルト非着
用警告灯（P.438）
エアーサスペンション異
常表示灯★※3

（P.438）

トレーラーブレーキ警告
灯★（P.439）

警告
■安全装置の警告灯が点灯しないとき

ABS や SRSエアバッグなどの安全装
置の警告灯が、エンジンスイッチを
ONにしても点灯しない場合や点灯し
たままの場合は、事故にあったときに
正しく作動せず、重大な傷害におよぶ
か、最悪の場合死亡につながるおそれ
があります。ただちにトヨタ販売店で
点検を受けてください。

表示灯一覧

方向指示表示灯（P.178）

（Type A）

ヘッドランプ表示灯
（P.185）

（Type B）

尾灯表示灯（P.185）

ハイビーム表示灯
（P.187）

オートマチックハイビーム表
示灯（P.188）

フロントフォグランプ表示灯
★（P.188）
スマートエントリー＆スター
トシステム表示灯※1

（P.169）
クルーズコントロール表示灯
※2（P.225）

レーダークルーズコントロー
ル表示灯※2（P.225）

クルーズコントロールセット
表示灯※2（P.225）

（※3）

LTA 表示灯※2（P.202，
218）

クリアランスソナーOFF 表
示灯★※4, 5（P.248）

PKSB OFF 表示灯★※4, 6

（P.261）

（点滅）

スリップ表示灯※6

（P.343）
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VSC OFF 表示灯※4, 6

（P.343）

PCS警告灯※4, 6

（P.205）
BSMドアミラーインジケー
ター★※6, 7（P.241，
254）
BSM OFF 表示灯★※4, 6

（P.242）

“RCTA OFF”表示灯★※4, 
6（P.255）

Stop & Start 表示灯※6

（P.235）

Stop & Start キャンセル表
示灯※4, 6（P.235）

ブレーキホールドスタンバイ
表示灯※6（P.182）

ブレーキホールド作動表示灯
※6（P.182）

セキュリティ表示灯※8

（P.6465）

低温表示灯※2, 9

（P.7478）

（Type A）

パーキングブレーキ表示灯
（P.179）

（Type B）

パーキングブレーキ表示灯
（P.179）

“ECO”モード表示灯※2

（P.326）

“SPORT”モード表示灯
★※2（P.326）

“SPORT S”モード表示灯
★※2（P.326）

“SPORT S+”モード表示
灯★※2（P.326）

“COMFORT”モード表示
灯★※2（P.326）

“CUSTOM”モード表示灯
★※2（P.326）
ダウンヒルアシストコント
ロールシステム表示灯★※2, 6

（P.339）
エアーサスペンション表示灯
★※2（P.323）

“4H”表示灯★

（P.328）

“4L”表示灯★（P.328）

“AUTO LSD”表示灯★※6

（P.330）

リヤデフロック作動表示灯★

（P.331）

クロールコントロール表示灯
★※2, 6（P.333）

クロールコントロール速度レ
ベル表示灯★※2（P.333）

DIRT モード表示灯★※2

（P.336）

SANDモード表示灯★※2

（P.336）

MUDモード表示灯★※2

（P.336）

DEEP SNOWモード表示灯
★※2（P.336）

ROCK モード表示灯★※2

（P.336）

MOGUL モード表示灯★※2

（P.336）
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

※1メッセージと一緒にマルチインフォ
メーションディスプレイに表示されま
す。

※24.2 インチディスプレイ装着車：マル
チインフォメーションディスプレイに
表示されます。

※3システムの作動状態により、表示色と
点灯・点滅の状態が変化します。

※4システムが OFF のときに点灯します。
※5クリアランスソナーがONの状態でエ
ンジンスイッチをONにすると、クリ
アランスソナーOFF 表示灯が点灯し
ます。数秒後に消灯します。

※6作動確認のためにエンジンスイッチを
ONにすると点灯し、数秒後またはエ
ンジンを始動すると消灯します。点灯
しない場合や点灯したままのときはシ
ステム異常のおそれがあります。
トヨタ販売店で点検を受けてくださ
い。

※7ドアミラーに表示されます。
※8オーバーヘッドコンソールパネルに表
示されます。

※9外気温が約 37℉（3℃）以下のと
き、約 10秒間点滅後に点灯します。

“TOW HAUL”表示灯★※2

（P.176）

“TOW+”表示灯★※2

（P.176）
“AIR BAG ON/
OFF”表示灯※4, 8

（P.44）
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メーターや一部のインジケーターで使用される単位は、対象地域によって異なる場合が
あります。

タコメーター
毎分のエンジン回転数を示します。

油圧計
エンジンオイルの圧力を示します。

外気温（P.74）

時計（P.74）
表示される時刻はマルチメディアシステムに連動しています。詳しくは別冊“マルチ
メディア取扱説明書”を参照してください。

電圧計
充電状態を示します。

スピードメーター
車両の走行速度を示します。

燃料計
燃料残量を示します。

計器類（4.2インチディスプレイ装着車）

走行に関する各種の情報がメーターに表示されます。

メーターの表示について
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オドメーター／トリップメーターディスプレイ（P.75）

シフトポジション・ギヤ段表示
選択したシフトポジションまたはギヤ段を示します。（P.173）

マルチインフォメーションディスプレイ
車両に関するさまざまな情報を表示します。（P.81）
車両に異常が発生したときは警告メッセージを表示します。（P.442）

水温計
エンジン冷却水の温度を示します。

知識
■メーター・ディスプレイの作動条件

エンジンスイッチがONのとき

■時計の設定画面

マルチインフォメーションディスプレイ

の を選択したときに時計設定の項目

が表示される場合は、システム異常のお

それがあります。ただちにトヨタ販売店

で点検を受けてください。

■外気温表示について

●次の場合は、正しい外気温が表示され
なかったり、温度表示の更新が遅く
なったりすることがありますが、故障
ではありません。

･ 停車しているときや、低速走行（約
12 mph [20 km/h] 以下）のとき

･ 外気温が急激に変化したとき（車庫・
トンネルの出入り口付近など）

●“--”または“E”が表示されたときは、
システム故障のおそれがあります。
トヨタ販売店で点検を受けてください。

●外気温度を -40℉（-40℃）～122 ℉
（50℃）のあいだで表示します。

●外気温度が約 37℉（3℃）以下のとき

は、外気温表示の横に が点滅し、

そのあと点灯します。

■液晶ディスプレイについて

P.82

■カスタマイズ機能

マルチインフォメーションディスプレイ

の から計器類の表示を変更できます。

（P.85）

警告
■低温時の画面表示について

画面の温度が極めて低いときは、画面
表示の切りかえが遅れる場合がありま
すので、車室内を暖めてからご使用く
ださい。

例えばギヤ段表示を使用した場合、シ
フト操作をしてもすぐにギヤ段の表示
が切りかわらないことで運転者がダウ
ンシフトしなかったと誤解し、再度ダ
ウンシフトすることによって急激に過
度のエンジンブレーキがかかり、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。
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■ 表示項目
● オドメーター
走行した総距離を表示します。

● トリップメーターA／トリップ
メーターB

リセットしてからの走行距離を表示しま

す。トリップ A・トリップBの 2種類
で使い分けることができます。

● 次回のエンジンオイル交換まで
の距離

オイル交換が必要になるまでの走行距離
を表示します

■ 表示の切りかえ
スイッチを押すごとに表示が切り
かわります。また、トリップメー
ター表示中にスイッチを押し続け
ると、走行距離を 0にもどりま
す。

■ 割込表示
状況によって、次の内容が一時的
に表示されることがあります。
次回のエンジンオイル交換までの
距離
次のエンジンオイル交換までの走行距離
を表示します。この表示は、次の状況で
表示されます。

● エンジンスイッチをONにした
とき

● オイル交換を間もなく実施する
必要がある、または実施が必要
であることを示す警告メッセー
ジが表示されたとき

注意
■エンジンや構成部品への損傷を防ぐ
ために

●タコメーターの針がレッドゾーン
（エンジンの許容回転数をこえている
範囲）に入らないようにしてくださ
い。

●水温計の表示がHのレッドゾーンに
入ったときは、オーバーヒートのお
それがあるので、ただちに安全な場
所に停車してください。完全に冷え
たあと、エンジンを確認してくださ
い。（P.464）

■電圧計

エンジン回転中に電圧計が 19 V以上、
または 9 V以下を示すときは、バッテ
リーや充電系統の異常が考えられます
のでトヨタ販売店で点検を受けてくだ
さい。

■油圧計

エンジン回転中に油圧計の値が低下し
たときは、ただちに安全な場所に停車
し、エンジンオイル量を点検してくだ
さい。

エンジンオイルが減っていないのに油
圧が低下する、またはオイルを補給し
ても油圧が上昇しないときは、潤滑系
統の異常が考えられるため、トヨタ販
売店にご連絡ください。

オドメーター／トリップメー
ターディスプレイ
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インストルメントパネル照明の明
るさを調整することができます。
ボタンを押すと、インストルメン
トパネル照明の明るさを調整する
ことができます。
短押し：明るさレベルが 1階変化しま
す。

長押し：ボタンを離すまで明るさレベル
が連続で変化します。

知識
■メーター照度調整について

車幅灯消灯時と点灯時それぞれの明るさ
のレベルを調節することができます。た
だし、周囲が明るいとき（昼間など）に
車幅灯を点灯しても、メーターの明るさ
は切りかわりません。

インストルメントパネル照明の
明るさを調整するには
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メーターや一部のインジケーターで使用される単位は、対象地域によって異なる場合が
あります。

マルチインフォメーションディスプレイ
車両に関するさまざまな情報を表示します。（P.81）
車両に異常が発生したときは警告メッセージを表示します。（P.442）

外気温（P.78）

タコメーター
毎分のエンジン回転数を示します。

時計（P.78）
表示される時刻はマルチメディアシステムと連動しています。詳細は“マルチメディ
ア取扱説明書”をご参照ください。

各種情報ゲージ
運転者にさまざまな車両状態のデータを表示します。（P.80）

シフトポジション・ギヤ段表示
選択したシフトポジションまたはギヤ段を示します。（P.173）

燃料計

計器類（フル液晶ディスプレイ装着車）

走行に関する各種の情報がメーターに表示されます。

メーターの表示について
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燃料残量を示します。

水温計
エンジン冷却水の温度を示します。

スピードメーター
車両の走行速度を示します。

電圧計
充電状態を示します。

油圧計
エンジンオイルの圧力を示します。

オドメーター／トリップメーターディスプレイ（P.79）

知識
■メーター・ディスプレイの作動条件

エンジンスイッチがONのとき

■時計の設定画面

マルチインフォメーションディスプレイ

の を選択したときに時計設定の項目

が表示される場合は、システム異常のお

それがあります。ただちにトヨタ販売店

で点検を受けてください。

■外気温表示について

●次の場合は、正しい外気温が表示され
なかったり、温度表示の更新が遅く
なったりすることがありますが、故障
ではありません。

･ 停車しているときや、低速走行（約
12 mph [20 km/h] 以下）のとき

･ 外気温が急激に変化したとき（車庫・
トンネルの出入り口付近など）

●“--”または“E”が表示されたときは、
システム故障のおそれがあります。
トヨタ販売店で点検を受けてください。

●外気温度を -40℉（-40℃）～122 ℉
（50℃）のあいだで表示します。

●外気温度が約 37℉（3℃）以下のとき

は、外気温表示の横に が点滅し、

そのあと点灯します。

■液晶ディスプレイについて

P.82

■カスタマイズ機能

マルチインフォメーションディスプレイ

の から計器類の表示を変更できます。

（P.85）

警告
■低温時の画面表示について

画面の温度が極めて低いときは、画面
表示の切りかえが遅れる場合がありま
すので、車室内を暖めてからご使用く
ださい。

例えばギヤ段表示を使用した場合、シ
フト操作をしてもすぐにギヤ段の表示
が切りかわらないことで運転者がダウ
ンシフトしなかったと誤解し、再度ダ
ウンシフトすることによって急激に過
度のエンジンブレーキがかかり、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。
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■ 表示項目
● オドメーター
走行した総距離を表示します。

● トリップメーターA／トリップ
メーターB

リセットしてからの走行距離を表示しま

す。トリップ A・トリップBの 2種類
で使い分けることができます。

● 次回のエンジンオイル交換まで
の距離

オイル交換が必要になるまでの走行距離
を表示します。

■ 表示の切りかえ
スイッチを押すごとに表示が切り
かわります。また、トリップメー
ター表示中にスイッチを押し続け
ると、走行距離を 0にもどりま
す。

■ 割込表示
状況によって、次の内容が一時的
に表示されることがあります：
次回のエンジンオイル交換までの
距離
次のエンジンオイル交換までの走行距離
を表示します。この表示は、次の状況で
表示されます：

● エンジンスイッチをONにした
とき

● オイル交換を実施する必要があ
る、または実施が必要であるこ
とを示す警告メッセージが表示
されたとき

注意
■エンジンや構成部品への損傷を防ぐ
ために

●タコメーターの針がレッドゾーン
（エンジンの許容回転数をこえている
範囲）に入らないようにしてくださ
い。

●水温計の表示がHのレッドゾーンに
入ったときは、オーバーヒートのお
それがあるので、ただちに安全な場
所に停車してください。完全に冷え
たあと、エンジンを確認してくださ
い。（P.464）

■電圧計

エンジン回転中に電圧計が 19 V以上、
または 9 V以下を示すときは、バッテ
リーや充電系統の異常が考えられます
のでトヨタ販売店で点検を受けてくだ
さい。

■油圧計

エンジン回転中に油圧計の値が低下し
たときは、ただちに安全な場所に停車
し、エンジンオイル量を点検してくだ
さい。

エンジンオイルが減っていないのに油
圧が低下する、またはオイルを補給し
ても油圧が上昇しないときは、潤滑系
統の異常が考えられるため、トヨタ販
売店にご連絡ください。

オドメーター／トリップメー
ターディスプレイ
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インストルメントパネル照明の明
るさを調整することができます。
ボタンを押すと、インストルメン
トパネル照明の明るさを調整する
ことができます。
短押し：明るさレベルが 1段階変化しま
す。

長押し：ボタンを離すまで明るさレベル
が連続で変化します。

知識
■メーター照度調整について

車幅灯消灯時と点灯時それぞれの明るさ
のレベルを調節することができます。た
だし、周囲が明るいとき（昼間など）に
車幅灯を点灯しても、メーターの明るさ
は切りかわりません。

各種車両情報を表示します。
■ 表示項目
● ブーストメーター
過給圧を表示します。

● 傾斜計
車両の傾き具合の目安を表示します。

● Towゲージ
過給圧、エンジンオイル油温、トランス
ミッション油温を表示します。

● OFF
表示がOFF になります

■ 表示項目の変更

1 メーター操作スイッチの ま

たは を押して を選択する

2 メーター操作スイッチの ま

たは を押して“Customize 

Right Side”を選択し、 ス

イッチを長押しする。

3 変更したい項目を選択し、 ス

イッチを押す。

インストルメントパネル照明の
明るさを調整するには

各種情報ゲージ
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■ ディスプレイの表示
 4.2 インチディスプレイ装着車

走行支援システム表示エリア

以外のメニューアイコンを選択し

ている時に次のシステムが作動している

と、システムの作動状況を表示します。
･ LTA（レーントレーシングアシスト）
（P.213）
･ レーダークルーズコントロール（全車
速追従機能付き）（P.225）

･ RSA（ロードサインアシスト）★

（P.222）
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

コンテンツ表示エリア
メニューアイコンを選択し、走行に関す
るさまざまな情報を表示したり、車両設
定を変更することができます。また、状
況に応じて注意喚起やアドバイスなどを
割り込み表示します。

 フル液晶ディスプレイ装着車

走行支援システム表示エリア
メニューアイコンを選択し、走行に関す
るさまざまな情報を表示したり、車両設
定を変更することができます。また、状
況に応じて注意喚起やアドバイスなどを
割り込み表示します。

走行支援システム表示エリア
･ LTA（レーントレーシングアシスト）
（P.213）
･ レーダークルーズコントロール（全車
速追従機能付き）（P.225）

･ RSA（ロードサインアシスト）★

（P.222）
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

■ メニューアイコン一覧

メーター操作スイッチの または

を押すとメニューアイコンが表

示されます。

マルチインフォメーション
ディスプレイ

マルチインフォメーションディ
スプレイは、燃費に関する情報
や、走行に関する各種の情報な
どを表示します。また、メー
ター操作スイッチの操作で、各
システムの設定などを変更する
こともできます。

ディスプレイの表示とメニュー
アイコン一覧
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 4.2 インチディスプレイ装着車

 フル液晶ディスプレイ装着車

知識
■液晶ディスプレイについて

ディスプレイに小さな斑点や光点が表示
されることがあります。これは液晶ディ
スプレイ特有の現象でそのまま使用して
も問題ありません。

メーター操作スイッチを使って次
のように操作します。

画面のスクロール※・表示内容

の切りかえ※・カーソルの移動

短押し：決定

長押し：リセット・詳細項目表
示

ひとつ前の画面にもどる

電話の発着信・履歴表示
ハンズフリーシステムと連携して、発着
信の表示や操作を行うことができます。
ハンズフリーシステムについて詳しくは、
別冊“マルチメディア取扱説明書”を
参照してください。
※画面のスクロールや表示の切りかえな
どが可能な画面では、スクロールバー、
または表示可能な画面数を示す丸いア
イコンが表示されます。

走行情報表示（P.83）

運転支援機能情報表示
（P.84）

オーディオシステム連携表示
（P.84）

車両情報表示（P.84）

設定（P.85）

警告メッセージ（P.87）

走行情報表示（P.83）

ナビゲーションシステム連携
表示（P.84）
オーディオシステム連携表示
（P.84）

車両情報表示（P.84）

設定（P.85）

警告メッセージ（P.87）

表示を切りかえるには

警告
■走行中の警告

安全のため、メーター操作スイッチは
できるだけ走行中に操作しないでくだ
さい。メーター操作スイッチは、安全
な場所に停車して操作してください。
走行中に操作すると、ハンドル操作を
誤るなど、思わぬ事故につながるおそ
れがあり危険です。また、走行中は画
面を見続けないでください。
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燃費に関するさまざまな情報を表
示します。
■ デジタル車速表示／航続可能距
離（4.2 インチディスプレイ装
着車のみ）

車速表示
現在の車速を表示します。

航続可能距離
現在の燃料残量で走行可能なおよその距
離を表示します。（P.84）

■ 燃費グラフ
表示される数値は参考として利用してく
ださい。

航続可能距離
燃料残量による走行可能な距離を表示し
ます。（P.84）

瞬間燃費

現在の瞬間燃費を表示します。

リセット後平均燃費

平均燃費をリセットするには、メーター

操作スイッチの を長押しします。

平均燃費の表示は、メニューアイ
コンの から変更することができ

ます。（P.85）
● 始動後平均燃費
エンジン始動後の平均燃費を表示します。

● 給油後平均燃費
給油後の平均燃費を表示します。

■ エコドライブインジケーター／
航続可能距離

● エコドライブインジケーター

エコドライブインジケーター

ゾーン表示
エコ運転の範囲と現状のアクセル開度を
表示します。

現状のアクセル開度
現状のアクセル開度がエコ運転の範囲を
こえたとき、エコドライブインジケー
ターゾーン表示の右側が点灯します。

エコ運転の範囲

走行情報表示画面について
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● 航続可能距離
燃料残量による走行可能な距離を
表示します。表示される数値は参
考として利用してください。
（P.84）

知識
■航続可能距離について

●運転履歴から学習した燃費と現在の燃
料残量から算出した走行可能な距離を
表示します。使用環境（気象、渋滞な
ど）や運転方法（急発進、エアコンの
使用など）に応じて燃費がかわるため、
実際に走行できる距離とは異なります。

●燃料給油量が少量のとき、表示が更新
されないことがあります。給油の際は、
エンジンスイッチをOFF にしてくださ
い。エンジンスイッチをOFF にせずに
給油すると、表示が更新されないこと
があります。

●“Refuel” と表示されたときは、燃料
残量が少ないため、航続可能距離の計
算ができません。その場合は、すみや
かに給油してください。

■ 運転支援機能情報
次のシステムの作動状況を表示し
ます。
● LTA（レーントレーシングアシ
スト）（P.213）

● レーダークルーズコントロール
（全車速追従機能付き）
（P.225）

■ ナビゲーションシステム連携表
示

ナビゲーションシステムと連携し
て次の情報を表示します。
● ルート案内表示
● コンパス（ヘッディングアップ
表示）

ナビゲーションシステムと連携し
て次の情報を表示します。
● ルート案内表示
● コンパス（ヘッディングアップ
表示）

オーディオシステムの作動状況を
マルチインフォメーションディス
プレイに表示できます。

■ トレーラーブレーキ
トレーラーブレーキ制御状態とト
レーラータイプ※を表示します。

※トレーラーを選択するには、 メー

ター操作スイッチを長押しします。

（P.86）

■ トレーラーモードBSM

トレーラーの長さ※とトレーラー
の死角状態を表示します。
（P.241）

運転支援機能情報表示画面につ
いて（4.2 インチディスプレイ
装着車のみ）

ナビゲーションシステム連携表
示（フル液晶ディスプレイ装着
車のみ）

オーディオシステム連携表示

車両情報表示について
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※ トレーラーを選択するには、 メー

ター操作スイッチを長押しします。

（P.86）

■ 傾斜計（4.2 インチディスプレ
イ装着車のみ）

車両の傾き具合の目安を表示しま
す。
■ ドライブインフォメーション
“Drive Info Items”の設定で選
択した項目（平均車速・走行距
離・走行時間）を上下に2つ、表
示させることができます。
各情報の内容は、“Drive Info 
Type”の設定（始動後・リセッ
ト後）との組み合わせによって変
化します。（P.85）
表示される情報は、参考としてご利用く
ださい。

表示できる組み合わせは次のとおりです。

● “Trip”
･ “Average Speed”: エンジン始動後
の平均車速を表示※

･ “Distance”: エンジン始動後の走行
距離を表示※

･ “Total Time”: エンジン始動後の経
過時間を表示※

※エンジンを停止するたびに、表示がリ
セットされます。

● “Total”
･ “Average Speed”: リセット後の平
均車速を表示※

･ “Distance”: リセット後の走行距離
を表示※

･ “Total Time”: リセット後の経過時
間を表示※

※リセットするには、リセットしたい項

目を表示中にメーター操作スイッチの

を長押しします。

■ タイヤ空気圧表示
各タイヤの空気圧を表示します。

■ 変更できる項目（メーター表示）
● 言語
表示される言語を選択することができま
す。

● 単位
燃費単位を選択することができます。

● メータータイプ（フル液晶ディ
スプレイ装着車のみ）

メインダイヤルのタイプをスピードメー
ターまたはタコメーターに変更すること
ができます。

● ／ （走行情報表示画面設

定）
･ 燃費グラフ
平均燃費の表示を始動後／リセット後／
給油後から選択することができます。
（P.83）

● ／ （オーディオ設定）

オーディオ連動表示の表示・非表示を選
択することができます。

● ／ （車両情報表示画面設

定）
次の設定を変更することができます。

･ ドライブインフォメーションタイプ
始動後／リセット後から選択することが
できます。

設定について
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･ ドライブインフォメーション項目
1行目と2行目の項目を別々に、平均車
速／走行距離／走行時間から選択するこ
とができます。

● 割込表示
割り込み表示される項目の表示・非表示
を、項目ごとに変更することができます。

● マルチインフォメーションディ
スプレイの消灯

マルチインフォメーションディスプレイ
を非表示にすることができます。

再度表示させるにはいずれかのメーター
操作スイッチを押してください。

● 表示設定初期化
メーターの表示設定を初期状態にもどす
ことができます。

■ トレーラータイプの設定の変更
● トレーラー設定画面

現在選択されているトレーラー

の名前を表示（トレーラーがま
だ選択されていない場合は
“No Trailer Selected”と表
示されます。）

新しいトレーラーの追加／保存

済みトレーラーの選択
･ 最大10台のトレーラーを保存できま
す。

･ トレーラー名、長さ、ヒッチタイプ、
ブレーキタイプ、車軸数を選択します。

･ 設定できるトレーラーは、車両に搭載
されているトレーラーシステムによっ
て異なります。（トレーラーブレーキコ
ントローラー、トレーラーバックアッ
プガイド、トレーラーモード BSM）

選択されているトレーラーの解

除
･ 4ピントレーラーコネクターが接続さ
れていないときに使用します。（4ピ
ントレーラーコネクターを接続してい
ない場合はトレーラーブレーキコント
ローラーでは自動検出できません）

保存済みトレーラーの編集（名

称、長さ、ヒッチタイプ、ブ
レーキタイプ、車軸数）

･ 編集可能なトレーラーは、車両にどの
トレーラーシステムが搭載されている
かによって異なります。（トレーラーブ
レーキコントローラー、トレーラー
バックアップガイド、トレーラーモー
ドBSM）

保存したトレーラーの削除

● トレーラー詳細画面

現在追加または編集中のトレー

ラーの名前を表示します。

トレーラーの名前を変更しま
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す。

トレーラーのヒッチタイプを

ボールヒッチ（従来型）、グー
スネック、またはフィフスホ
イールから選択します。ただ
し、グースネックとフィフスホ
イールトレーラーは、一部の機
能（トレーラーバックアップガ
イドおよびトレーラーモード
BSM）ではサポートされてい
ません。

トレーラーの長さを変更しま

す。正確な長さが記載されてい
ない場合は、トレーラーの実際
の長さを最も近い値に切り上げ
てください。

“Auto”で長さ検出も選択できます。

車軸の数を変更する。

トレーラーのブレーキタイプ

（電動または電動油圧）と重量
を変更する。またはトレーラー
のトレーラーブレーキをOFF
にします。

トレーラー情報を保存する。
トレーラーの値にエラーがある場合は、
値を再選択するか、トレーラーを削除し
て再度保存してください。エラーが解決
しない場合は、トヨタ販売店にお問い合
わせください。

■ 変更できる項目（機能の切りか
え・車両設定）

P.475

知識
■設定画面の操作について

●一部の項目を除き、車両走行中は設定
画面を操作することができません。設
定を変更するときは、安全な場所に停
車して操作してください。

●警告メッセージが表示されたときは、
設定画面の操作が一時中断されます。

車両に異常が発生した場合に、内
容・対処法などのメッセージを表
示します。（P.442）

警告
■ディスプレイの設定を変更するとき

エンジンがかかった状態で操作を行う
場合、車庫内など囲まれた場所では、
十分に換気をしてください。換気をし
ないと、排気ガスが充満し、排気ガス
に含まれる一酸化炭素（CO）により、
重大な健康障害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

注意
■ディスプレイの設定を変更するとき

バッテリーあがりを起こす可能性があ
りますので、確実にエンジンがかかっ
ている状態で実施してください。

警告メッセージ表示画面につい
て
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● Stop & Startシステム作動時間
（始動後）／状態通知
Stop & Start システムの作動によりエ
ンジンが停止してからの現在の時間を表
示します。
また、Stop & Start システムの状態を
割込表示で表示します。（P.238）

● Stop & Start システムの設定

エアコンの“A/C”スイッチがONの

ときに、Stop & Start システムが作動

する時間は、マルチインフォメーション

ディスプレイの から変更できます。

（P.238）

Stop & Start システムの情報
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★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

イラストは説明のための例であり、実際の表示状況とは異なります。

運転支援システム表示エリア★／ナビゲーションシステム連携表示エ

リア（P.91）

シフトポジション／RSA（ロードサインアシスト）表示エリア★

（P.173，222）

車速表示

エコドライブインジケーター／外気温表示エリア（P.92）
★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

知識
■ヘッドアップディスプレイの作動条件

エンジンスイッチがONのとき

■ヘッドアップディスプレイを使用する
ときは

サングラス（特に偏光サングラス）を着
用していると、ヘッドアップディスプレ
イの表示が見づらくなる場合があります。
表示が見づらい場合は、輝度を調整する

ヘッドアップディスプレイ★

ヘッドアップディスプレイは、フロントウインドウガラスに運転支援シ
ステムの作動状況や走行に関するさまざまな情報を表示することができ
ます。

システムの構成部品
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か、サングラスをはずしてください。

■交差点名表示について

地図データに情報がない場合など、状況
によっては交差点名称が表示されない場
合があります。

マルチインフォメーションディス
プレイの から“HUD Main”

を選択します。（P.477）
■ ヘッドアップディスプレイの表
示／非表示

メーター操作スイッチの を押す

ごとにヘッドアップディスプレイ
の表示／非表示を切りかえること
ができます。
■ ヘッドアップディスプレイの設
定変更

メーター操作スイッチの を長押

しすると次の設定を変更できます。
● 表示の明るさ／上下位置
表示の明るさや、上下の位置を調整する
ことができます。

● 表示内容
次のいずれかから表示する項目を
選択することができます。
･ 表示なし
･ エコドライブインジケーター表示

● 次の内容の表示／非表示を設定
することができます。

･ 目的地案内
･ 運転支援システム表示

警告
■ヘッドアップディスプレイを使用す
るときは

●映像の明るさ、および表示位置は、
安全運転に支障がないよう適切な状
態に調整してください。
調整が不適切だと運転者の視界のさ
またげとなり、思わぬ事故につなが
るおそれがあり危険です。

●ヘッドアップディスプレイを見続け
ないでください。前方の歩行者、障
害物などを見落とすおそれがあり危
険です。

注意
■ヘッドアップディスプレイ映写部に
ついて

●映写部の付近に飲み物を置かないで
ください。水やその他の液体が映写
部にかかると、装置が故障する原因
になります。

●映写部の上にものを置いたり、シー
ルなどを貼り付けたりしないでくだ
さい。
ヘッドアップディスプレイの表示の
さまたげとなります。

●映写部の内部にふれたり、とがった
ものを押し付けたりしないでくださ
い。
装置が故障する原因となります。

ヘッドアップディスプレイの使
い方
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･ コンパス（ヘッディングアップ表示）
･ オーディオシステム表示

● 表示の傾き
表示の傾きを調整することができます。

知識
■ヘッドアップディスプレイの表示／非
表示について

ヘッドアップディスプレイを非表示にし
たときは、エンジンスイッチをOFF にし
たあとで再度ONにしても、非表示のま
まです。

■表示の明るさについて

マルチインフォメーションディスプレイ

の による明るさの調整に加えて、周

囲の明るさに応じて表示の明るさが自動

で調整されます。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

■ 運転支援システム状況表示
次のシステムの作動状況を表示し
ます。
● LTA（レーントレーシングアシ
スト）（P.213）

● レーダークルーズコントロール
（全車速追従機能付き）
（P.225）
表示される内容はマルチインフォメー
ションディスプレイの表示と同様です。
詳しくは各システムの説明を参照してく
ださい。

■ ナビゲーションシステム連携表
示エリア

ナビゲーションシステムと連携し
てルート案内を表示します。
● 交差点名
● 目的地案内
● コンパス（ヘッディングアップ
表示）

状況に応じて、次の項目が割り込
み表示されます。
■ 運転支援システム
次のシステムの警告／注意喚起／
通知／作動状況を表示します。
● PCS（プリクラッシュセーフ
ティ）（P.202）

● LTA（レーントレーシングアシ

警告
■ヘッドアップディスプレイの設定を
変更するときは

エンジンがかかった状態で操作を行う
場合、車庫内など囲まれた場所では、
十分に換気をしてください。換気をし
ないと、排気ガスが充満し、排気ガス
に含まれる一酸化炭素（CO）により、
重大な健康障害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

注意
■ヘッドアップディスプレイの設定を
変更するときは

バッテリーあがりを起こす可能性があ
りますので、確実にエンジンがかかっ
ている状態で実施してください。

運転支援システム表示エリア★／
ナビゲーションシステム連携表
示エリア

割り込み表示について
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スト）（P.213）
● PKSB（パーキングサポートブ
レーキ）★（P.259）

● ブレーキオーバーライドシステ
ム（P.162）

● ドライブスタートコントロール
（P.167）
表示される内容はマルチインフォメー
ションディスプレイの表示と同様です。
詳しくは各システムの説明を参照してく
ださい。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

■ ／ アイコン

これらのアイコンはマルチイン
フォメーションディスプレイに連
動しています

：マスターウォーニングアイ

コン
マルチインフォメーションディスプレイ
に警告メッセージが表示されているとき
に表示されます。（P.442）

：インフォメーションアイコン

マルチインフォメーションディスプレイ
にアドバイスポップアップが表示された
ときに表示されます。

■ 警告メッセージ
一部の警告メッセージが表示され
ます。（マルチインフォメーション
ディスプレイの表示と同内容）
■ オーディオシステム表示
ハンドル上のオーディオ操作ス
イッチを使用したときに表示され
ます。

■ ハンズフリー作動表示
ハンズフリーの作動中に表示され
ます。

知識
■割り込み表示について

割り込み表示される項目によっては、一
部の表示エリアが非表示になります。割
り込み表示終了後、もとの表示にもどり
ます。

■ エコドライブインジケーター

エコドライブインジケーター

ゾーン表示

現状のアクセル開度

エコ運転の範囲
表示される内容はマルチインフォメー
ションディスプレイのエコドライブイン
ジケーターと同様です。詳しくは、
P.83を参照してください。

■ 外気温表示
エンジンスイッチをONにしたと
き、または低温表示が点滅してい
るときに表示されます。

エコドライブインジケーター／
外気温表示エリア
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知識
■外気温表示について

●外気温が約 37℉（3℃）以下のとき、
低温表示灯が約 10秒間点滅し、外気
温が非表示になります。
外気温が約 41℉（5℃）以上になると
再度外気温が表示されます。

●次の場合は、正しい外気温が表示され
なかったり、温度表示の更新が遅く
なったりすることがありますが、故障
ではありません。

･ 停車しているときや、低速走行（約
16 mph [25 km/h] 以下）のとき

･ 外気温が急激に変化したとき（車庫・
トンネルの出入り口付近など）

●“--” が表示されたときは、システム故
障のおそれがあります。トヨタ販売店
で点検を受けてください。

■ 瞬間燃費画面

1 メインメニューの にタッチ

する。

2 “Trip information”にタッチ
する。

瞬間燃費画面以外が表示されたとき
は、“Current” にタッチします。

エンジン始動後平均車速

航続可能距離

エンジン始動後経過時間

燃費画面

燃費に関する情報をマルチメ
ディアディスプレイに表示しま
す。

燃費画面の表示のしかた
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過去15分間の1分ごとの燃費

（平均燃費）

瞬間燃費

履歴消去

表示される平均燃費は、参考として利用
してください。
表示画面については実際の状況とわずか
に異なる場合があります。

■ 燃費履歴画面

1 メインメニューの にタッチ

する。

2 “Trip information”にタッチ
する。

燃費履歴以外が表示されたとき
は、“History” にタッチします。

最新値表示

過去最高値表示

過去平均燃費表示

履歴消去

最新値更新

表示される平均燃費は、参考として利用
してください。

表示画面については実際の状況とわずか
に異なる場合があります。

知識
■過去の区間平均燃費の記録を更新する
には

燃費履歴画面で“Update”を選択する
と、平均燃費の値とグラフが更新され、
新たに平均燃費の記録を開始します。

■燃費データをリセットするには

“Clear data” を選択すると、燃費デー
タがリセットされます。

■航続可能距離について

現在の燃料残量で走行できるおよその距
離を示します。

表示される距離は、過去の平均燃費をも
とに算出されるため、表示される距離を
実際に走行できるとは限りません。
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お客様へ次のキーをお渡しします。

電子キー
･ スマートエントリー＆スタートシステ
ムの作動（P.119）

･ ワイヤレス機能の作動（P.97）

メカニカルキー

キーナンバープレート

知識
■航空機に乗るとき

航空機に電子キーを持ち込む場合は、航
空機内で電子キーのスイッチを押さない
でください。また、かばんなどに保管す
る場合でも、簡単にスイッチが押されな
いように保管してください。スイッチが
押されると電波が発信され、航空機の運
行に支障をおよぼすおそれがあります。

■電池の消耗について

●電池の標準的な寿命は 1～ 2年です。

●電池残量が少なくなると、エンジンを
停止した際に車内から警告音が鳴り、
マルチインフォメーションディスプレ
イにメッセージが表示されます。

●電子キーを長時間使用しないときは、
節電モードにすることで電池の消耗を

抑えることができます。（P.121）

●電子キーは常に電波を受信しているた
め、使用していないあいだでも電池が
消耗します。次のような状態になった
ときは、電池が消耗している可能性が
あります。新しい電池に交換してくだ
さい。

･ スマートエントリー＆スタートシステ
ムやワイヤレスリモコンが作動しない

･ 作動範囲が狭くなった
･ 電子キーの LEDが点灯しない

●電池の著しい消耗を防ぐため、次のよ
うな磁気を発生する電化製品の3 ft.
（1 m）以内に電子キーを保管しないで
ください。

･ TV
･ パソコン
･ 携帯電話やコードレス電話機、および
充電器

･ 電気スタンド
･ 電磁調理器

■電池の交換方法

P.414

■キー登録本数の確認について

車両に登録されたキーの本数を確認する
ことができます。詳しくはトヨタ販売店
へご相談ください。

■マルチインフォメーションディスプレ
イに“A New Key has been 
Registered Contact Your Dealer 
for Details” と表示されたときは

追加で新しく電子キーが登録された場合、
車外から解錠して運転席ドアを開けたと
きにメッセージが表示されることが 10
日ほど続きます。
電子キーの登録をした覚えがないにも関
わらずメッセージが表示されたときは、
お持ちの電子キー以外に登録されている
電子キーがないかをトヨタ販売店で確認
してください。

キー

キーの種類
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キーには次のワイヤレス機能が搭
載されています。

 パワーテールゲート非装着車

 パワーテールゲート装着車

全ドアおよびテールゲートを施

錠する（P.99）

全ドアおよびテールゲートを解

錠する（P.99）

ドアガラスとパノラマムーン

ルーフ★を開く※（P.99）

テールゲートを開く、または、

パワーテールゲート★の開閉と

パワーベッドステップ★の展開
※（P.107，118）

アラームを鳴らす
※トヨタ販売店での設定変更が必要です。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

注意
■キーの故障を防ぐために

●落としたり、強い衝撃を与えたり、
曲げたりしない

●温度の高いところに長時間放置しな
い

●ぬらしたり超音波洗浄器などで洗っ
たりしない

●キーに金属製または磁気を帯びた製
品を取り付けたり、近付けたりしな
い

●分解しない

●電子キー表面にシールなどを貼らな
い

●テレビやオーディオ・電磁調理器な
どの磁気を帯びた製品の近くに置か
ない

●電気医療機器（マイクロ波治療器や
低周波治療器など）の近くに置いた
り、身につけたまま治療を受けない

■キーを携帯するとき

電源を入れた状態の電化製品とは 3.9 
in.（10cm）以上離して携帯してくだ
さい。3.9 in.（10cm）以内にあると
電化製品の電波と干渉し正常に機能し
ない場合があります。

■スマートエントリー＆スタートシス
テムの故障などで販売店に車両を
持っていくとき

P.458

■電子キーを紛失したとき

P.457

ワイヤレス機能について
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知識
■盗難防止（パニック）モード

ボタンを約1秒以上押すと、ア

ラームが断続的に鳴り、ライトが点滅し

て、車両への不正な侵入や破損を抑止し

ます。

電子キーのいずれかのスイッチを押すと、
アラームは停止します。

メカニカルキーを取り出すには、
解除レバー をスライドさせて

キーを取り出してください。
メカニカルキーは挿し込み方向に指定の
ある片溝キーです。キーシリンダーに挿
し込めないときは、キー溝面の向きをか
えて挿し込んでください。

使用後はもとにもどし、電子キーと一緒
に携帯してください。電子キーの電池が
切れたときやスマートエントリー＆ス
タートシステムが正常に作動しないとき、
メカニカルキーが必要になります。
（P.458）

知識
■駐車場などでキーを預けるとき

メカニカルキーを取り出し、電子キーの
みを渡してください。

■メカニカルキーを紛失したとき

P.457

■不正キーの使用について

指定のメカニカルキー以外のキーを使用
すると、キーシリンダーが空まわりして
解錠できません。

メカニカルキーを使うには
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3-2. ドアの開閉、ロックのしかた

■ スマートエントリー＆スタート
システムを使用する

電子キーを携帯して操作します。

1 運転席ドアハンドルを握るとド
アが解錠されます。運転席ドア
ハンドルを約2秒間握り続ける
と、全ドアが解錠されます。助
手席のドアハンドルを握ると、
全ドアが解錠※されます。

ハンドル裏面のセンサー部に確実にふれ
てください。
施錠操作後 3秒間は解錠できません。

2 ドアハンドル上部、または、下
部のロックセンサー部（ドアハ
ンドルのくぼみ部）にふれ施錠
する

必ず施錠されたことを確認してください。
※ドアの解錠方法は変更することができ
ます。

■ ワイヤレス機能を使用する

1 全ドアおよびテールゲートを施
錠する

ドアとテールゲートが必ず施錠されたこ
とを確認してください。

2 全ドアおよびテールゲートを解
錠する

ボタンを押すと運転席ドアが解錠されま
す。5秒以内に再度ボタンを押すと、他
のドアも解錠されます。
押し続けるとドアガラスとパノラマムー
ンルーフ★が開きます。※

※トヨタ販売店での設定が必要です。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

知識
■解錠するドアを切りかえるには

ワイヤレスリモコンを使用して、スマー
トエントリー＆スタートシステムで解錠
できるドアの設定を切りかえることがで
きます。
1 エンジンスイッチをOFF にする

2 キー表面のインジケーターが消灯して

いるときに ボタンと同時に、

★、 ★、または

のいずれかを約 5秒間押し

続ける

ドア（フロントドア・リヤ
ドア）

車外から解錠／施錠するには
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操作を行うごとに次のように設定が切り
かわります。（続けて切りかえ操作を行う
場合は、ボタンから手を離したあと5秒
以上間隔をあけてから手順 2を行ってく
ださい）
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

オートアラームの誤作動防止のため、登

録後はいったんワイヤレスリモコンで解

錠し、ドアを開閉してください。（ ボ

タンを押して 60秒以内にドアを開けな

かった場合は、ドアが再び施錠されオー

トアラームが設定されます）

オートアラームが作動し警報が鳴ってし

まったときは、作動を停止する操作を

行ってください。（P.65）

■衝撃感知ドアロック解除システム

車両が前後から強い衝撃を受けると、す
べてのドアが解錠されます。衝撃の度合
いや事故の状況によっては作動しないこ

とがあります。

■作動の合図

ドアの施錠・解錠を、ブザーと非常点滅
灯の点滅で知らせます。（施錠は 1回、解
錠は2回）

ドアガラスの開閉をブザーで知らせます。

■解錠操作のセキュリティ機能

解錠操作後、約 60秒以内にドアを開け
なかったときは、盗難防止のため自動的
に施錠されます。

■ドアハンドル上部のロックセンサーで
施錠できないとき

ドアハンドル上部のロックセンサーに指
でふれても施錠できないときは、上部と
下部の両方のロックセンサーにふれてく
ださい。

■ドアオープン警告ブザー

ドアが完全に閉まっていない状態でドア
を施錠しようとすると、警告ブザーが約
5秒間連続して鳴ります。ブザーを止め
るには、ドアを完全に閉めてから、再度
施錠してください。

■オートアラームの設定制御

施錠するとオートアラームが設定されま
す。（P.65）

■スマートエントリー＆スタートシステ
ムやワイヤレスリモコンが正常に働か
ないおそれのあるとき

P.121

マルチインフォ
メーションディス
プレイ表示／ブ

ザー音

解錠できるドア

車外：3回鳴動

室内：1回鳴動

運転席のドアハン
ドルを握ると運転
席のみ解錠

助手席のドアハン
ドルを握ると全ド
アとテールゲート
の解錠

車外：2回鳴動

室内：1回鳴動

フロントドアのド
アハンドルを握る
と全ドアとテール
ゲートの解錠
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■スマートエントリー＆スタートシステ
ムやワイヤレスリモコンが正常に作動
しないとき

メカニカルキーを使ってドアの施錠・解
錠ができます。（P.458）
電子キーの電池が消耗しているときは、
電池を交換してください。（P.414）

■バッテリーがあがったとき

スマートエントリー＆スタートシステム
やワイヤレスリモコンでドアの施錠・解
錠ができなくなります。メカニカルキー
で施錠・解錠してください。（P.458）

■リヤシートリマインダー機能

●リヤシートへの荷物の置き忘れなどを
防止するため、次の操作を行ってから
エンジンスイッチをOFF にするとブ
ザーが鳴り、約 6秒間マルチインフォ
メーションディスプレイにメッセージ
が表示されます。

･ リヤドアを開閉したあと約 10分以内
にエンジンを始動した

･ エンジンがかかっている状態でリヤド
アを開閉した

ただし、リヤドアを開けてから約2秒以
内にリヤドアを閉めたときは、リヤシー
トリマインダー機能は作動しません。

●リヤシートリマインダー機能は、リヤ
ドアの開閉によりリヤシートに荷物な
どを載せたと判断します。そのため使
い方によっては、リヤシートに荷物な
どを置き忘れていてもリヤシートリマ
インダー機能が作動しないなど、実際
の状況とは異なる作動をする場合があ
ります。

●リヤシートリマインダー機能の作動／
非作動を設定できます。（P.475）

■カスタマイズ機能

一部の機能はカスタマイズ可能です。
（P.475）

■ ドアロックスイッチを使用する

1 全ドアを施錠する
2 全ドアを解錠する

警告
■事故を防ぐために

運転中は次のことを必ずお守りくださ
い。
お守りいただかないと、不意にドアが
開き車外に放り出されるなど、重大な
傷害におよぶか、最悪の場合死亡につ
ながるおそれがあります。

●すべてのドアを確実に閉め、施錠す
る

●走行中はドア内側のドアレバーを引
かない

特に、フロントドアはロックレバーが
施錠側になっていてもドアが開くため、
注意してください。

●お子さまをリヤ席に乗せるときは、
チャイルドプロテクターを使用して
車内からドアが開かないようにする

■ドアを開閉するときの留意事項

傾斜した場所・ドアと壁などのあいだ
が狭い場所・強風など、周囲の状況を
確認し、予期せぬ動きにも対処できる
よう、ドアハンドルを確実に保持して
ドアを開閉してください。

車内から解錠／施錠するには
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■ ロックレバーを使用する

1 ドアを施錠する
2 ドアを解錠する
フロントドアは、ロックレバーが施錠側
になっていても、車内のドアレバーを引
くと開きます。

知識
■キーを使わずに外側からフロント席を
施錠するとき

1 ロックレバーを施錠側にする
2 ドアを閉める

エンジンスイッチがACCまたは ONの
ときや、車内に電子キーが放置されてい
るときは施錠されません。ただし、キー
が正しく検知されずに施錠される場合が
あります。

■半ドア走行時警告ブザー

ドアが確実に閉まっていない状態のまま、
車速が約3 mph（5 km/h）をこえると
警告ブザーが鳴ります。
開いているドアがマルチインフォメー
ションディスプレイに表示されます。

施錠側にすると、リヤ席ドアが車
内から開かなくなります。

1 解錠
2 施錠
お子さまが車内からリヤ席ドアを開けら
れないようにできます。両側のリヤ席ド
アを施錠側にしてください。

次の機能を設定・解除することが
できます。
設定変更のしかたについては、P.475
を参照してください。

チャイルドプロテクター

オートドアロック・アンロック
機能

機能 作動内容

車速感応オート
ドアロック

速度が約12 mph
（20 km/h）以上にな
ると全ドアが施錠され
ます。

シフト操作連動
ドアロック

シフトレバーを P以
外にしたとき全ドアが
施錠されます。
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

シフト操作連動
アンロック

シフトレバーをPに
したとき全ドアが解錠
されます。

運転席ドア開連
動アンロック

エンジンスイッチを
OFFにしてから約
45秒以内に運転席ド
アを開けると全ドアが
解錠されます。

機能 作動内容 パワーランニングボード★

パワーランニングボードは、車
内からのスイッチ操作、もしく
はドアの開閉に連動して展開・
格納します。

また、約3 mph（5 km/h）以
上で走行すると自動的に格納さ
れます。

警告
■パワーランニングボードの使用にあ
たって

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

●パワーランニングボードの作動中は
すべての乗員と周囲の人がパワーラ
ンニングボードに手をふれたり、体
の一部がボードと車両のあいだに挟
まれないようにしてください。

●乗り降りする前に、パワーランニン
グボードが完全に展開／格納したこ
とを確認してください。パワーラン
ニングボード作動中に乗り降りする
と、作動が停止することがあります。

●スイッチを操作するときは周囲の人
やものに注意してください。パワー
ランニングボードが展開／格納する
と、周囲の人やものにぶつかるおそ
れがあります。
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1 ドアを開ける：パワーランニン
グボードが展開されます。

2 ドアを閉める：パワーランニン
グボードが格納されます。

知識
■挟み込み防止機能

パワーランニングボード展開時に障害物
に接触すると格納されます。格納時に障
害物がパワーランニングボードと車両の
あいだに挟まると、パワーランニング
ボードが展開されます。

パワーランニングボード作動中に 3 回連
続で障害物を検知すると、パワーランニ
ングボードはその障害物が接触している
位置で停止します。障害物を取り除いた
あと、停止している側のドアを開閉する
かスイッチを操作すると、パワーランニ
ングボードが再度展開／格納されます。

■自動格納機能

次のときは、安全のためパワーランニン

警告
●パワーランニングボードを清掃する
ときやジャッキアップ前、または車
両の下に何かものを置く前、パワー
ランニングボードが正常に作動して
いない場合は必ずパワーランニング
ボードの作動をOFF にしておいてく
ださい。

●お子さまにパワーランニングボード
を操作させないでください。パワー
ランニングボードを操作することで
周囲の人にパワーランニングボード
がぶつかり、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれが
あります。

■挟み込み防止機能

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
つながるおそれがあります。

体の一部を挟んだりしないでください。

挟まれたものの形状によっては、挟み
込み防止機能が作動しないおそれがあ
ります。

ドア連動機能
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グボードが自動で格納されます。

●パワーランニングボードが完全に格納
されていない

●車速が約 3 mph（5 km/h）以上のと
き

車速が約3 mph（5 km/h）未満になっ
てもパワーランニングボードは再び展開
しません。

■マルチインフォメーションディスプレ
イに“Running Board Unable to 
Deploy”が表示されたときは

パワーランニングボードが完全に展開さ
れない可能性があります。

再度ドアを開閉するかスイッチ
（P.105）を操作し、パワーランニング
ボードを完全に展開してください。

■マルチインフォメーションディスプレ
イに“Power Steps Unable to 
Retract” が表示されたときは

パワーランニングボードが完全に格納さ
れない可能性があります。

パワーランニングボードと車両のあいだ
に何も挟まっていないことを確認してく
ださい。

■マルチインフォメーションディスプレ
イに“Power Steps System 
Malfunction See Owner’s 
Manual”が表示されたときは

パワーランニングボードに異常があるお
それがあります。トヨタ販売店で点検を
受けてください。

■パワーランニングボードに雪や泥が付
着したり、凍結しているときは

パワーランニングボードが正常に作動し
ない場合があります。

ボードを使用前に、ボードが完全に展開
されていることを確認してください。

パワーランニングボードが正常に作動し
ない場合は、スイッチを“OFF”にして

使用を中止してください。

■バッテリーを脱着したときは

パワーランニングボードが完全に展開／
格納していない場合、最初の操作で正し
く作動しないことがあります。ただし、2
回目以降は正常に動作します。

■車両に乗り降りするときは

衣服や靴が車両下部に接触して汚れない
ように注意してください。

1 両側のパワーランニングボード
を展開する 

2 両側のパワーランニングボード
を格納する

パワーベッドステップもスイッチ操作に
連動します。（P.117）
スイッチを中立位置にすると、パワーラ
ンニングボードがAUTO モードになり
ます。AUTO モードでは、ドアの開閉に
連動して作動します。
“OUT”側にするとパワーランニング
ボードとパワーベッドステップの両方が
展開します。すでに展開している場合は
作動しません。
“OFF”側にすると、パワーランニング
ボードおよびパワーベッドステップの両
方が格納されます。すでに格納されてい
る場合は作動しません。

車内からパワーランニングボー
ドを展開／格納するには
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知識
■自動格納機能

次の場合、安全のためパワーランニング
ボードは自動的に格納します。

●車速が約 3 mph（5 km/h）以上にな
ると自動で格納されます。

■ スマートエントリー＆スタート
システムを使用する

電子キーを携帯して操作します。

1 テールゲートを解錠する（パ
ワーテールゲート非装着車）ま
たは、テールゲートを開閉しま
す（パワーテールゲート装着
車）

施錠操作後 3秒間は解錠できません。

テールゲート

テールゲートは次の方法で施錠・
解錠、および開閉することがで
きます。

警告
■運転するとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

●テールゲートが開いている状態で走
行しないでください。

●リヤステップバンパーに人を乗せな
いでください。

テールゲートを解錠／施錠する
には
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2 すべてのドアとテールゲートを
施錠する

テールゲートが確実にロックされている
ことを確認してください。

■ ワイヤレス機能を使用する
P.97

■ テールゲートを開ける
 ハンドルスイッチを使用して開
閉する

テールゲートを解錠してから操作
してください。
テールゲートオープナースイッチ
を押したまま、テールゲートを
ゆっくり開ける
サポートケーブルがテールゲートを水平
に保持します。

 テールゲートリリーススイッチ
を使用して開閉する

電子キーを携帯して、左側テール
ランプにあるテールゲートオープ
ナースイッチを押す
テールゲートは自重によって開きます。

サポートケーブルがテールゲートを水平
に保持します。

 ワイヤレス機能を使用して開閉
する★

スイッチを押し続ける※

テールゲートは自重によって開きます。

サポートケーブルがテールゲートを水平
に保持します。
※トヨタ販売店での設定変更が必要です。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

■ テールゲートを閉める
テールゲートを持ち上げて閉める
テールゲートを閉じたあとは、手前に引
いてしっかりとロックされていることを
確認します。

テールゲートを開閉するには
（パワーテールゲート非装着車）
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知識
■テールゲート開放警告の設定変更につ
いて

テールゲートを開いたまま放置すると、
ブザーが鳴り、マルチインフォメーショ
ンディスプレイに警告メッセージが表示
されます。

マルチインフォメーションディスプレイ

の から設定を変更できます。  

Alert を選択し、設定を変更してくださ

い。（P.479）

■カスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（P.475）

■ ワイヤレス機能を使用して開閉
する

スイッチを押し続ける

警告
■テールゲート開閉について（テール
ゲートリリーススイッチおよびワイ
ヤレスリモコン）

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、体を挟むなど
して重大な傷害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

●人がいるときは、作動させる前に安
全を確認し、動かすことを知らせる
「声かけ」をしてください。

●上り坂では、テールゲートリリース
スイッチや電子キーのスイッチを押
すと、テールゲートが突然開くこと
があります。テールゲートが完全に
開いていることを確認してください。

●下り坂では、テールゲートリリース
スイッチや電子キーのスイッチを押
しても、テールゲートが開きにくい
場合があります。テールゲートが完
全に開いていることを確認してくだ
さい。

注意
■テールゲート開閉について（テール
ゲートリリーススイッチおよびワイ
ヤレスリモコン）

●周囲の安全を確認し、障害物や持ち
物に接触しないことを確認してくだ
さい。

●テールゲートが凍結していないか、
開閉が妨げられていないか確認して
ください。

●テールゲートリリーススイッチ付近
に強い衝撃が加わった場合は、トヨ
タ販売店で点検を受けてください。

●テールゲートリリーススイッチに
シールなどを貼ったり塗装したりし
ないでください。

●テールゲートにトヨタ純正品以外の
アクセサリー用品を付けないでくだ
さい。

■テールゲートを閉じたあとは

手前に引いてしっかりとロックされて
いることを確認してください。

テールゲートを開閉するには
（パワーテールゲート装着車）
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パワーテールゲートが自動で開閉します。

開閉作動中にスイッチを押すと、作動が
停止します。作動が停止した状態から再
度スイッチを約 1 秒間押し続けると、パ
ワーテールゲートは反転作動します。

■ 車内からスイッチ操作で開閉す
る

スイッチを押し続ける
パワーテールゲートが自動で開閉します。

開閉作動中にスイッチを押すと、作動が
反転します。作動が反転した状態から再
度スイッチを 2回押すと、パワーテール
ゲートは停止します。

■ テールゲートを開ける
テールゲート解錠時：
テールゲートオープナースイッチを押す

テールゲート施錠時：
電子キーを携帯して、テールゲートオー
プナースイッチを押す

パワーテールゲートが自動で開きます。

パワーテールゲートの開閉中にスイッチ
を押すと、動作が反転します。さらに 2
回反転操作を行うと、スイッチの機能は
停止します。スイッチを再度有効にする
には、テールゲートを手動で閉めてくだ
さい。

サポートケーブルがテールゲートを水平
に保持します。

 テールランプのテールゲート
オープナースイッチ

 テールゲートハンドルのテール
ゲートオープナースイッチ

■ テールゲートを閉じる
 テールランプのテールゲート
オープナースイッチを使用する

スイッチを押す
パワーテールゲートが自動で閉じます。
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開閉作動中にスイッチを押すと、作動が
反転します。作動が反転した状態から再
度スイッチを 2回押すと、パワーテール
ゲートは停止します。

 クローズアシスト
テールゲートが全開の状態から、
手または膝を使って約0.8in.
（2cm）以上持ち上げます。
テールゲートのクローズアシスト機能が
作動し、パワーテールゲートが自動的に
完全に閉まります。

知識
■テールゲート開放警告の設定変更につ
いて

テールゲートを開いたまま放置すると、
ブザーが鳴り、マルチインフォメーショ
ンディスプレイに警告メッセージが表示

されます。

マルチインフォメーションディスプレイ

の から設定を変更できます。

 Alert を選択し、設定を変更して

ください。（P.479）

■テールゲートクローザー

テールゲートが半ドア状態になったとき、
テールゲートクローザーが作動し自動で
完全に閉まります。

エンジンスイッチがどの状態であっても、
テールゲートクローザーは作動します。

■バッテリー節電機能

エンジンスイッチがOFF の状態で、テー
ルゲートが 8時間以上開いたままの場合、
クローズアシスト機能が作動しないこと
があります。

その際は、ドアの解錠または電子キーを
携帯した状態でドアを開ける（P.120）
と、システムが再起動し、クローズアシ
ストが作動します。

■パワーテールゲートの作動条件

次の作動条件を満たしているときに作動
します。

●パワーテールゲートの作動がONのとき
（P.113）

●テールゲートが解錠されているとき

ただし電子キーを携帯してテールゲート
ハンドルやテールランプのオープナース
イッチを押したときは、テールゲートが
施錠されていてもパワーテールゲートが
作動します。（P.109）

●車速が約 2 mph（3 km/h）未満のと
き

■パワーテールゲートの作動について

●作動開始時に非常点滅灯が2回点滅しま
す。
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●電子キーを携帯した状態であれば、他
のドアが施錠されていてもテールゲー
トを操作できます。

●パワーテールゲートの作動がOFF のと
きは、パワーテールゲートは作動しま
せんが、オープナースイッチを押すこ
とで手動で開閉できます。

●パワーテールゲートが自動で開いてい
るときに、人や異物などにより異常を
感知すると、作動が停止します。

●荷物がテールゲートに押し付けられて
いたり、寄りかかっているとテール
ゲートが急に開くおそれがあります。
操作前に荷物を持ち上げるか位置を変
更するなどしてください。また、99lbf
（441N、45kgf）以上でテールゲート
を開けようとすると通常より速く開く
ことがあります。

■挟み込み防止機能

パワーテールゲートの左右端部には、セ
ンサーが付いています。

テールゲートを自動で閉めているときに、
挟み込みなどによりセンサーが押される
と挟み込み防止機能が作動し、その位置
からドアは自動的に反対方向に少し動き、
作動が停止します。（P.445）

■パワーテールゲートの初期化

テールゲートを脱着したときやバッテ
リーを再接続した場合は、パワーテール
ゲートを適切に作動させるために、初期
設定としてテールゲートを手動で一度全
閉にしてください。

■手動モード

次の条件ではパワーテールゲートは手動
モードに切りかわります：

･ 挟み込み防止機能が作動したとき

･ マルチインフォメーションディスプレ
イでパワーテールゲートシステムが
OFF にされたとき

･ パワーテールゲートが故障したとき

･ テールゲートを脱着（コネクター接続
済み）後、テールゲートを閉じていな
いとき

･ バッテリー再接続後、テールゲートを
閉じていないとき

■カスタマイズ一部の機能はカスタマイ
ズ可能です。

（カスタマイズ可能な機能：P.475）

警告
■テールゲートクローザーについて

●テールゲートが半ドア状態になった
とき、テールゲートクローザーが作
動し自動で完全に閉まります。また、
作動し始めるまでに数秒かかります。
指などを挟まないように注意してく
ださい。骨折など重大な傷害を受け
るおそれがあります。

●テールゲートクローザーは、テール
ゲートの作動がOFF のときにも作動
するため、指などの挟み込みには十
分注意してください。

■パワーテールゲートについて

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、体を挟むなど
して重大な傷害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

●周辺の安全を確かめ、障害物がない
か、身のまわりの品が挟み込まれる
危険がないか確認してください。
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警告
●人がいるときは、作動させる前に安
全を確認し、動かすことを知らせる
「声かけ」をしてください。

●自動開閉中にパワーテールゲートの
作動をOFF にすると、作動が停止し
手動で操作をする必要があります。
上り坂では、テールゲートが突然開
くおそれがあるので、十分注意して
ください。

●自動開閉中に作動条件を満たさなく
なったときは、ブザーが鳴り、作動
が停止するため、手動で操作する必
要があります。
上り坂では、テールゲートが突然開
くおそれがあるので十分注意してく
ださい。

●テールゲート開閉中に、テールゲー
トの端に無理な力をかけないでくだ
さい。テールゲートが急に開くおそ
れがあります。

●次のような場合、システムが異常と
判断して自動作動が停止するため、
手動で操作する必要があります。
上り坂では、テールゲートが突然開
くおそれがあるので十分注意してく
ださい。

･ 自動作動中、障害物に干渉したとき

･ エンジン停止時でパワーテールゲー
トが自動作動しているときに、エン
ジンスイッチをON にしたりエンジ
ンを始動したりして、バッテリー電
圧が急に低下したとき

■挟み込み防止機能

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、体を挟むなど
して重大な傷害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

●挟み込み防止機能を故意に作動させ
ようとして、体の一部を挟んだりし
ないでください。

●挟み込み防止機能は、テールゲート
が完全に閉まる直前に異物を挟むと
作動しない場合があります。指など
を挟まないように注意してください。

●挟み込み防止機能は、挟まれるもの
の形状や挟まれかたによっては作動
しない場合があります。指などを挟
まないように注意してください。

注意
■テールゲートクローザーの故障を防
ぐために

テールゲートクローザーの作動中は無
理な力をかけないでください。無理な
力をかけると、テールゲートクロー
ザーの故障の原因になります。

■パワーテールゲートの故障を防ぐた
めに

●パワーテールゲートを作動させる前
に、凍結によるテールゲートの貼り
付きがないことを確認してください。
テールゲートに無理な力がかかって
いる状態で作動させると、故障の原
因になります。
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マルチインフォメーションディス
プレイの から設定を変更できま

す。 を選択し、設定を変更し

てください。
パワーテールゲートの設定を変更した場
合、エンジンスイッチをOFF にしても
設定内容はリセットされません。設定を
もとにもどすには、再度、マルチイン
フォメーションディスプレイの設定操作
が必要です。

■ テールゲートを取り外す前に
テールゲートを取り外す前に、
テールゲート開放警告およびパ
ワーテールゲート★の作動をOFF
にしてください。（P.108）

コネクターカバー※については、
テールゲートを取り外す際に配線

のコネクターが汚れるのを防ぐた
めに使用します。
※コネクターカバーについては、トヨタ
販売店にお問い合わせください。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

コネクターカバー（タイプA）

コネクターカバー（タイプB）

コネクターカバー（タイプC）

コネクターカバー（タイプD）

コネクターカバー（タイプ E）

コネクターカバー（タイプ F）

使用しないときは、コネクターカ
バーをビニール袋に入れ、グロー
ブボックス内に保管してください。
1 テールゲートを開ける

注意
●パワーテールゲート左右端部のセン
サーを刃物などの鋭利なもので傷付
けないように注意してください。セ
ンサーが切断されると自動で閉める
ことができなくなります。

パワーテールゲートの設定を変
更するには（パワーテールゲー
ト装着車）

テールゲートの取り外し
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2 コネクターを取りはずす

3 車両側のコネクターに、コネク
ターカバー（タイプA、B、C）
を取り付ける

各コネクターは形状が異なるため、対応
するコネクターにそれぞれのカバーを取
り付けてください。

コネクターカバー（タイプA）

コネクターカバー（タイプB）

コネクターカバー（タイプC）

4 荷台にあるプラスチック製の配
線用プロテクターにある爪を押
しながら引き出す

5 荷台から配線を引き出す

6 テールゲート側の配線にコネク
ターカバー（タイプD、E、F）
を取り付ける

各コネクターは形状が異なります。対応
するコネクターに、それぞれのコネク
ターカバーを取り付けてください。

コネクターカバー（タイプD）

コネクターカバー（タイプ E）
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コネクターカバー（タイプ F）

■ テールゲートの取りはずし
1 テールゲートの両側にあるフッ
クからサポートケーブルのブラ
ケットをはずせる角度まで開
く。
サポートケーブルはブラケット
を持ち上げながらスライドさせ
てはずす。

ブラケットを取りはずすには、ブラケッ
トのクリップを引き上げながら、ブラ
ケットをフックからはずす。

サポートケーブルブラケット

クリップ

2 テールゲートを約45°の角度
に傾け、右側を持ち上げなが
ら、テールゲートの右側をフッ
クから取りはずす

3 テールゲートを約 15°の角度
まで持ち上げる

4 テールゲートを少し右にスライ
ドさせながら、左側をフックか
ら取りはずす

テールゲートを取り付けるときは、取り
はずしたときと逆の手順で取り付ける。

警告
■テールゲートを取りはずす前に

バックアップカメラと車両側の配線を
取りはずしてください。

お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。
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知識
■テールゲート取りはずし後

テールゲートが取りはずされているあい
だは、エンジンスイッチをONにするた
びにテールゲートが開いていることを知
らせるアイコンが表示されます。

このアイコンは、メーター操作スイッチ

の を押す、もしくはカスタマイズ設定

から解除できます。（P.108， 110）

■パワーテールゲートの初期化

P.111

車両後部を保護し、荷物を積むと
きの踏み台として使用できます。
リヤステップバンパーに乗るときは、図
に示した部分を使用してください。

注意
■テールゲート側の配線の損傷を防ぐ
ために

テールゲートを開ける前に、ワイヤー
ハーネスを全て引き出さないでくださ
い。

■カメラレンズの損傷を防ぐために

取りはずしたテールゲートは、バック
アップカメラのレンズが上向きになる
ように保管してください。

リヤステップバンパー

注意
■リヤステップバンパーの損傷を防ぐ
ために

同時に複数の人がリヤステップバン
パーに乗らないでください。
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

知識
■自動格納機能

次のときは、安全のためパワーベッドス
テップが自動で格納されます。

●車速が約 3 mph（5 km/h）以上のと
き

■マルチインフォメーションディスプレ
イに“Power Steps Unable to 
Retract” が表示されたときは

パワーベッドステップが完全に格納され
ない可能性があります。

パワーベッドステップと車両のあいだに
何も挟まっていないことを確認してくだ
さい。

■マルチインフォメーションディスプレ
イに“Power Steps System 
Malfunction See Owner’s 
Manual”が表示されたときは

パワーベッドステップに異常があるおそ
れがあります。トヨタ販売店で点検を受
けてください。

パワーベッドステップ★

パワーベッドステップは、テー
ルゲートの開閉に連動して展開・
格納します。

また、約3 mph（5 km/h）以
上で走行すると自動的に格納さ
れます。

警告
■パワーベッドステップの使用にあ
たって

次のことを必ずお守りください。お守
りいただかないと、重大な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

●パワーベッドステップの作動中はす
べての乗員と周囲の人がパワーベッ
ドステップに手をふれたり、体の一
部がステップと車両のあいだに挟ま
れないようにしてください。

●乗り降りする前に、パワーベッドス
テップが完全に展開／格納したこと
を確認してください。パワーベッド
ステップ作動中に乗り降りすると、
作動が停止することがあります。

●スイッチを操作するときは周囲の人
やものに注意してください。パワー
ベッドステップが展開／格納すると、
周囲の人やものにぶつかるおそれが
あります。

●パワーベッドステップを清掃すると
きやジャッキアップ前、車両の下に
何かものを置く前、またはパワー
ベッドステップが正常に作動してい
ない場合は必ずパワーベッドステッ
プの作動をOFF にしてください。
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スイッチを押す
パワーベッドステップは、テール
ゲートの開閉と連動して展開・格
納されます。
ボタンを押す前に、パワーベッド
ステップスイッチがAUTOモード
になっていることを確認してくだ
さい。

1 パワーベッドステップを展開す
る 

2 パワーベッドステップを格納す
る

スイッチを中立位置にすると、パ
ワーベッドステップはAUTOモー
ドになります。AUTOモードで
は、テールゲートの開閉に連動し
て作動します。
“OUT”側にするとパワーランニ
ングボードとパワーベッドステッ
プの両方が展開します。車両の速
度が 3 mph（5 km/h）以下の場
合にのみ操作してください。
“OFF”側にすると、パワーラン
ニングボードおよびパワーベッド
ステップの両方が格納されます。
すでに格納されている場合は作動
しません。

警告
●お子さまにパワーベッドステップを
操作させないでください。パワー
ベッドステップが人にぶつかり、重
傷を負うおそれがあり、場合によっ
ては死亡することもあります。

■挟み込み防止機能

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
つながるおそれがあります。

体の一部を挟んだりしないでください。
挟まれたものの形状によっては、挟み
込み防止機能が作動しないおそれがあ
ります。

ワイヤレスリモコンによるパ
ワーベッドステップを開閉する
には

車内からパワーベッドステップ
を展開／格納するには
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1 テールゲートを開ける：ステッ
プが展開されます。

2 テールゲートを閉める：ステッ
プが格納されます。

知識
■アンテナの位置

車外アンテナ（フロントドア）

車室内アンテナ

車外アンテナ（リヤバンパー）

テールゲート連動機能 スマートエントリー＆ス
タートシステム

電子キーをポケットなどに携帯
していると、次の操作が行えま
す。必ず運転者が携帯してくだ
さい。

● ドアを施錠・解錠する
（P.99）

● テールゲートを施錠・解錠す
る（P.106）

● エンジンを始動する
（P.169）
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■作動範囲（電子キーの検知エリア）

ドアの施錠・解錠時

フロントドアのドアハンドルから周囲約
2.3 ft.（0.7 m）以内で電子キーを携帯
している場合に作動します。（電子キーを
検知しているドアハンドルのみ作動しま
す）

エンジン始動時またはエンジンスイッ

チ切りかえ時

車内で電子キーを携帯している場合に作
動します。

テールゲート（パワーテールゲート非

装着車）を開ける、または、パワー

テールゲート（パワーテールゲート装

着車）の開閉

テールゲートの解錠ボタンから周囲約
2.3 ft.（0.7 m）以内で電子キーを携帯
している場合に作動します。

■警告音が鳴ったり警告表示が出たりし
たとき

誤操作などによる予期せぬ事故や盗難を
防ぐため、警告音が鳴ったり、マルチイ
ンフォメーションディスプレイに警告が
表示されることがあります。警告が表示
されたときは、ディスプレイの表示をも
とに適切に対処してください。
（P.442）

警告音のみが鳴る場合の状況と対処方法
は次の通りです。

●車外から警告音が5秒鳴る

●車内から警告音が鳴り続ける

■マルチインフォメーションディスプレ
イに“Smart Key System 
Malfunction See Owner’s 
Manual” と表示されたとき

システムに異常がある可能性があります。
ただちにトヨタ販売店で点検を受けてく
ださい。

■マルチインフォメーションディスプレ
イに“Key Detected in Vehicle”
と表示されたとき

車内に電子キーを置いたまま、スマート
エントリー＆スタートシステムでドアを
施錠しようとすると、警告メッセージが
表示されます。車内から電子キーを取り
出したあと、再度施錠してください。

■節電機能

長期駐車時に電子キーの電池と車両の
バッテリーあがりを防止するため、節電
機能が働きます。

●次の状況では、スマートエントリー＆
スタートシステムによる解錠に時間が
かかる場合があります。

･ 車の外約 6 ft.（2 m）以内に電子キー

状況 対処方法

いずれかのドアが開いて
いるときに施錠しようと

した

全ドアを閉め
たあと、再度
施錠する

状況 対処方法

運転席ドアが開いている
状態でエンジンスイッチ
を ACCにした（エンジ
ンスイッチが ACC のと
き運転席ドアを開いた）

エンジンス
イッチをOFF
にしたあと、
運転席ドアを
閉める

運転席ドアが開いている
状態でエンジンスイッチ

をOFF にした

運転席ドアを
閉める
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を 10 分以上放置した
･ 5 日間以上スマートエントリー＆ス
タートシステムを使用しなかった

●14日間以上スマートエントリー＆ス
タートシステムを使用しなかった場合、
運転席以外での解錠ができなくなりま
す。この場合は、運転席のドアハンド
ルを握る、もしくは、ワイヤレス機能、
メカニカルキーで解錠してください。

■電子キーを節電モードにするには

●節電モードに設定すると、電子キーに
よる電波の受信待機を停止し、電子
キーの電池の消耗を抑えることができ
ます。

電子キーの を押しながら、 を 2回

押し、電子キーのインジケーターが4回

光ることを確認してください。

節電モード中は、スマートエントリー&
スタートシステムを使用できません。節
電モードを解除するには、電子キーのい
ずれかのスイッチを押してください。

●長期間使用しない電子キーは、節電
モードにしておくことをおすすめしま
す。

■機能が正常に働かないおそれのある状
況

スマートエントリー＆スタートシステム
は微弱な電波を使用しています。次のよ
うな場合は電子キーと車両間の通信をさ
またげ、スマートエントリー＆スタート
システムやワイヤレスリモコン、エンジ
ンイモビライザーシステムが正常に作動

しない場合があります。（対処方
法：P.458）

●電子キーの電池が消耗しているとき

●近くにテレビ塔や発電所・ガソリンス
タンド・放送局・大型ディスプレイ・
空港があるなど、強い電波やノイズの
発生する場所にいるとき

●無線機や携帯電話・コードレス式電話
などの無線通信機器を携帯していると
き

●電子キーが、次のような金属製のもの
に接していたり、覆われたりしている
とき

･ アルミ箔などの金属の貼られたカード
･ アルミ箔を使用したタバコの箱
･ 金属製の財布やかばん
･ 小銭
･ カイロ
･ CDや DVDなどのメディア

●近くで他の電波式ワイヤレスリモコン
を使用しているとき

●電子キーを、次のような電波を発信す
る製品と同時に携帯しているとき

･ 他の車の電子キーや電波式ワイヤレス
リモコン

･ パソコンや携帯情報端末（PDAなど）
･ デジタルオーディオプレーヤー
･ ポータブルゲーム機器

●ウインドウガラスに金属を含むフィル
ムなどが貼ってあるとき

●充電器など電子機器の近くに電子キー
を置いた場合

●コインパーキングなど通信をさまたげ
る電波がある場所に駐車したとき

■ご留意いただきたいこと

●電子キーが作動範囲内（検知エリア内）
にあっても、次のような場合は正しく
作動しないことがあります。

･ ドアの施錠・解錠時に電子キーがドア
ガラスやドアハンドルに近付きすぎて
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いる、または地面の近くや高い場所に
ある

･ 電子キーが地面付近や高い位置、また
はリヤバンパー中央付近に近すぎる場
合

･ エンジン始動時またはエンジンスイッ
チの切りかえ時に、電子キーがインス
トルメントパネルやフロア上・ドアポ
ケット・またはグローブボックス内な
どに置かれていた

●インストルメントパネル上面やドアポ
ケット付近に電子キーを置いたまま車
外に出ると、電波の状況によっては車
外アンテナに検知され車外から施錠で
き、電子キーが車内に閉じ込められる
おそれがあります。

●電子キーが作動範囲内にあれば、電子
キーを携帯している人以外でも施錠・
解錠できます。ただし、電子キーを検
知しているドア以外は解錠しません。

●車外でも電子キーがドアガラスに近付
いていると、エンジンを始動できるこ
とがあります。

●電子キーが作動範囲内にあるとき、洗
車や大雨などでドアハンドルに大量の
水がかかると、ドアが施錠・解錠する
ことがあります。（ドアの開閉操作がな
ければ、解錠されても約 60秒後に自
動で施錠します）

●ワイヤレスリモコンなどでの施錠時に
キーが車両の近くにあると、スマート
エントリー＆スタートシステムでの解
錠ができないことがあります。（ワイヤ
レスリモコンを使用すると解錠できま
す）

●手袋を着用していると施錠・解錠しな
いことがあります。

●ロック操作は、連続で 2回まで有効で
す。3回目以降はロック動作しません。

●電子キーを携帯したまま洗車をすると、
水がドアハンドルにかかったときに施
錠・解錠をくり返すことがあります。
その場合は次のような処置をしてくだ
さい。

･ キーを車両から約6 ft.（2 m）以上離
れた場所に置く（盗難に注意し保管し
てください）

･ 電子キーを節電モードに設定してス
マートエントリー＆スタートシステム
の作動を停止する（P.121）

●洗車機での洗車中にキーが車内にある
と、水がドアハンドルにかかったとき
に、マルチインフォメーションディス
プレイに警報が表示され車外のブザー
が吹鳴することがあります。すべての
ドアを施錠すると警報は止まります。

●ロックセンサーの表面に氷や雪、泥が
付着すると、センサーが反応しないこ
とがあります。その場合は氷や雪、泥
を取り除いて再度操作してください。

●すばやいドアハンドル操作や、車外ア
ンテナの作動範囲内へ入ってすぐのド
アハンドル操作では、解錠しないこと
があります。センサーにふれ解錠した
ことを確認してからドアハンドルを引
いてください。

●作動範囲内に他の電子キーがあると、
解錠に時間がかかることがあります。

■長期間運転しないとき

●盗難防止のため、電子キーを車両から6 
ft.（2 m）以上離しておいてください。

●あらかじめスマートエントリー＆ス
タートシステムを非作動にすることが
できます。

●電子キーを節電モードに設定すると、
電池の消耗を抑えることができます。
（P.121）
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■システムを正しく作動させるために

●電子キーを必ず携帯した上で作動させ
てください。また、車外から操作する
場合は電子キーを車両に近付けすぎな
いようにしてください。

作動時の電子キーの位置や持ち方によっ
ては、電子キーが正しく検知されず、シ
ステムが正しく作動しないことがありま
す。（誤って警報が鳴ったり、キー閉じ込
み防止機能が働かないこともあります）

■スマートエントリー＆スタートシステ
ムが正常に働かないとき

●ドアの施錠・解錠：P.458

●エンジンの始動：P.459

■カスタマイズ機能

一部の機能はカスタマイズ可能です。
（P.475）

■カスタマイズ機能でスマートエント
リー＆スタートシステムを非作動にし
たときは

●ドアの施錠と解錠、テールゲートを開
ける
ワイヤレス機能、またはメカニカル
キーを使う。（P.99， 107， 108， 
458）

●エンジンの始動・エンジンスイッチの
モード切りかえ：P.459

●エンジンの停止：P.170

■認証情報

P.510

警告
■電波がおよぼす影響について

●植込み型心臓ペースメーカー、植込
み型両心室ペーシングパルスジェネ
レータまたは植込み型除細動器を装
着されている方は、アンテナ
（P.119）から離れてください。
電波が植込み型心臓ペースメーカー、
植込み型両心室ペーシングパルス
ジェネレータまたは植込み型除細動
器の作動に影響を与えるおそれがあ
ります。必要に応じてスマートエン
トリー＆スタートシステムを非作動
にすることができます。電波の周波
数や送信タイミングなどの詳細につ
いてはトヨタ販売店にお問い合わせ
ください。その上で、スマートエン
トリー＆スタートシステムを無効に
すべきかどうか、医師に相談してく
ださい。

●植込み型心臓ペースメーカー、植込
み型両心室ペーシングパルスジェネ
レータまたは植込み型除細動器以外
の医療用電気機器を使用される場合
は、電波による影響について医療用
電気機器製造業者などに事前に確認
してください。電波により医療用電
気機器の動作に影響を与えるおそれ
があります。

スマートエントリー＆スタートシステ
ムを非作動にすることもできます。詳
しくはトヨタ販売店にお問い合わせく
ださい。
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3-3. シートの調整

 マニュアルシート装着車

前後位置調整

リクライニング調整

 パワーシート装着車

前後位置調整

リクライニング調整

クッション前端の上下調整

シート全体の上下調整

クッションの長さ調整★

腰部上下調整（ランバーサポー

ト）★

腰部調整（ランバーサポート）
★

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

知識
■シートを調整するときは

●周囲の人やものがシートに挟まれない
よう注意してください。

●ヘッドレストが天井にあたらないよう
に注意してください。

フロントシート

シートの前後・上下位置などの
調整ができます。正しい運転姿
勢がとれるよう調整してくださ
い。

調整するには
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■パワーイージーアクセスシステム★

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

エンジンスイッチのモード切りかえ・運
転席シートベルトの脱着に連動して、運
転席シートとハンドルが動きます。
（P.129）

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

エアーの作動による押圧機能を備

えたリフレッシュシステムが装備
されています。コースと作動の強
さをお好みにより調整することが
できます。

1 マルチメディアディスプレイの
メインメニューで にタッチ

し、サブメニューの“Seat 
controls”タッチする

2 “Massage”にタッチする
3 運転席または助手席を選択する
4 コースを選択する
● “Centripetal”
シートクッションの前部から背もたれの
上部まで順番に行います。

● “Centrifugal”
背もたれの上部からシートクッションの
前部まで順番に行います。

● “Upper body”
背もたれの下部から上部まで順番に行い
ます。

● “Lower body”
シートクッションの前部から後部まで順
番に行います。

● “Lumbar”
背もたれ腰部の下部から上部まで順番に
行います。

5 お好みの強さを選択するには

（作動）を選択する

5段階から選択することができます。

作動を停止するには、 （非作動）を選

択してください。

シートに乗員がいないときは、リフレッ
シュシステムを使用しないでください。

警告
■シートを調整するとき

●同乗者がシートにあたってけがをし
ないように注意してください。

●シートの下や動いている部分に手を
近付けないでください。
指や手を挟み、重大な傷害を受ける
おそれがあり危険です。

●足元のスペースを確保し足を挟まな
いように注意してください。

■リクライニング調整について

●背もたれは必要以上に倒さないでく
ださい。
必要以上に倒しすぎると、事故のと
きに体がシートベルトの下にもぐり、
腹部などに強い圧迫を受けたり肩部
ベルトが首にかかるなどして、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡
につながるおそれがあります。

●運転中はシートの調整をしないでく
ださい。
運転を誤るおそれがあります。

●マニュアルシート装着車：シート調
整後はシートがきちんと固定されて
いることを確認してください。

フロントシートリフレッシュシ
ステム★
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知識
■作動条件

●エンジンスイッチがONのとき

●助手席：シートが乗員の重量を検知し
ているとき

一度シートが重量を検知すると、助手席
ドアを開閉する、またはエンジンスイッ
チをOFFにするまで、検知状態が継続し
ます。

■自動停止機能

作動開始から約 15分で自動的に停止し
ます。

■ 背もたれを倒す
1 フロントシートを前方に移動す
る（P.124）

2 リヤアームレストを格納する★
（P.384）
3 リヤシートのシートベルトバッ
クルとリヤシート中央席のシー
トベルトを格納する（P.31， 
32）

4 リヤシートのシートベルトをベ
ルトハンガーに挟む

5 リヤシート中央席のヘッドレス
トをいちばん下まで下げ、リヤ
シート外側席のヘッドレストは
折りたたんでください
（P.133）
6 ロック解除ストラップを引き上
げながら、背もたれを前方に倒
す

警告
■走行中の留意事項

走行中に運転席のリフレッシュシステ
ムを使用したり、設定を調整しないで
ください。
運転を誤り、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

■フロントシートリフレッシュシステ
ムのご使用について

●妊娠中のかた、出産直後のかた、静
養を要する疾患（心臓疾患）のある
かたは、使用する前に必ず医師に相
談してください。

●お子さまは使用しないでください。

●食後や飲酒後、または長時間の使用
は避けてください。

●使用中に気分が悪くなった場合は、
ただちに使用を止めてください。

リヤシート

リヤシートの背もたれは倒すこ
とができます。また、シート
クッションは持ち上げることが
できます。

背もたれを倒す・もどす
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背もたれはそれぞれ倒すことができます。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

■ 背もたれをもとにもどす
1 背もたれがロックされる位置ま
でおこす

シートベルトを挟み込まないように背も
たれをもとにもどしてください。

2 リヤシート外側席のヘッドレス
トを元の位置にもどしてくださ
い（P.133）

■ シートクッションを持ち上げる
1 フロントシートを前方に移動す
る（P.124）

警告
次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

■リヤシートを倒すときは

●走行中に背もたれを操作しない。

●平坦な場所でパーキングブレーキを
確実にかけ、シフトポジションをP
にする。

●倒した背もたれの上に人を乗せて走
行しない。

●右側のリヤシートを倒した状態で、
リヤシート中央席に人を座らせない
でください。右側のリヤシートを倒
すとシートベルトのバックルが使用
できなくなります。

●操作をするときに、可動部や結合部
に手や足などを挟まないように注意
する。

●リヤシートを折りたたむ前に、フロ
ントシートの位置を調整してくださ
い。フロントシートがリヤシートに
干渉しないようにしてください。

■背もたれをもとにもどしたあとは

●シートを前後に軽くゆさぶり、確実
に固定する。シートが確実に固定さ
れていないときは、ロック解除スト
ラップに赤色が見えます。赤色が見
えていないことを確認してください。

●シートベルトを挟み込まないように
背もたれをもとにもどしてください。

シートクッションを持ち上げる・
もどす
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2 リヤアームレストを格納する
（P.384）★

3 リヤシートのシートベルトバッ
クルを格納する

4 リヤシートのシートベルトをベ
ルトハンガーに挟む

5 シートクッションを持ち上げる
シートクッションはそれぞれで持ち上げ
ることができます。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

■ シートクッションをもとにもど
す

ストラップを引きながら、もう片
方の手でシートクッションをゆっ
くりとおろす
シートベルトがねじれたり、背もたれに
挟み込まれていないかを確認してくださ
い。

警告
次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

■シートクッションを持ち上げるとき

●走行中に操作をしない。

●平坦な場所でパーキングブレーキを
確実にかけ、シフトレバーをPにす
る。

●収納ボックスの上に人を座らせない
でください。

●右側のシートクッションを持ち上げ
た状態で、リヤ中央シートに人を座
らせないでください。右側のシート
クッションを持ち上げた状態では
シートベルトのバックルが使用でき
なくなります。

●シートクッションを持ち上げる前に、
フロントシートの位置を調整してく
ださい。フロントシートがリヤシー
トに干渉しないようにしてください。
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

乗降時に運転者が乗り降りしやす
いよう、シートやハンドルが自動
で動きます。

次のすべての操作を行ったとき、
シートとハンドルが乗り降りしや
すい位置に自動で調整されます。

警告
■シートクッションをもとにもどすと
き

●シートのあいだに手や足などを挟ま
ないよう注意する。

●シートベルトがねじれていたり、
シートクッションに挟み込まれてい
ないか確認する。

パワーイージーアクセスシ
ステム★／ポジションメモ
リー★／メモリーコール機
能★

自動で運転席・ハンドル・ドア
ミラーを動かし、乗り降りしや
すい位置に調整したり、お好み
のドライビングポジションに調
整します。

ドライビングポジションは、2
パターンまで登録できます。

ドライビングポジションを電子
キーに登録することで、電子
キーごとにドライビングポジ
ションを自動で呼び出すことが
できます。

パワーイージーアクセスシステ
ム
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● シフトポジションを Pにする
● エンジンスイッチをOFFにする
● シートベルトをはずす
次のいずれかの操作を行ったとき、
シートとハンドルがもとの位置に
もどります。
･ エンジンスイッチを ACCまた
はONにする

･ シートベルトを着用する

知識
■パワーイージーアクセスシステムの作
動について

降車時に、シートの位置が最後方付近に
あるなど、パワーイージーアクセスシス
テムが作動しない場合があります。

■カスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（P.475）

■ 登録方法
1 シフトポジションがPにあるこ
とを確認する

2 エンジンスイッチをONにする
3 運転席・ハンドル・ドアミラー
角度をお好みの位置に調整する

4 SET ボタンを押しながら、ま
たはSETボタンを押したあと
3秒以内に 1または2のうち
登録したいボタンをブザーが鳴
るまで押す

すでに同じボタンに登録されている場合

は、上書きされます。

■ 呼び出し方法
1 シフトポジションがPにあるこ
とを確認する

2 エンジンスイッチをONにする
3 1または2のうち呼び出したい
ポジションのボタンをブザーが
鳴るまで押す

知識
■ポジションの呼び出し作動を途中で止
めたいとき

次のいずれかの操作をします。

●SET ボタンを押す

●1または 2のボタンを押す

●シート調整スイッチのいずれかを操作
する（シートのみ作動停止）

●ハンドル位置調整スイッチを操作する
（ハンドルのみ作動停止）

ドライビングポジションを登録
する／呼び出すには（ポジショ
ンメモリー）
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■登録できるシート位置（P.124）

次のシート位置が登録できます。

●前後位置調整

●リクライニング調整

●クッション前端の上下調整

●シート全体の上下調整

●クッションの長さ調整★

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

■エンジンスイッチOFF後の作動

運転席ドアを開けて180秒以内、または
運転席ドアを閉めて60秒以内に呼び出
したいポジションのボタンを押すと、
シートの位置が調整されます。

■ポジションメモリーを正しくお使いい
ただくために

登録位置がシート各調整位置の最端部に
ある状態で、さらに同じ方向に操作をす
ると、呼び出し位置にずれが生じること
があります。

■ポジションを呼び出すとき

ヘッドレストが天井にあたらないよう注
意してください。

■登録したシート位置が呼び出せないと
き

シート位置を特定の範囲内に登録した場
合、状況によってはシート位置を呼び出
せないことがあります。詳しくはトヨタ
販売店にご相談ください。

■ 登録方法
お好みのドライビングポジション
をあらかじめ1または 2のいずれ
かのボタンに登録しておきます。
登録させたいキーのみ携帯して、
運転席ドアを閉めてください。
車内にキーが2つ以上あると、正
確に登録できません。
1 シフトポジションがPにあるこ
とを確認する

2 エンジンスイッチをONにする
3 登録させたいドライビングポジ
ション（1または2）を呼び出
す

4 呼び出したドライビングポジ
ションのボタンを押しながら、
ドアロックスイッチの施錠側ま
たは解錠側を“ピー”とブ
ザーが鳴るまで押す

登録できなかった場合は、約 3秒間ブ
ザーが鳴り続けます。

警告
■シート調整時の警告

シート調整中は、シートがリヤ席乗員
にあたったり、運転者の体がハンドル
に圧迫されたりしないよう注意してく
ださい。

電子キーにドライビングポジ
ションを登録／呼び出し／解除
するには（メモリーコール機能）
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■ 呼び出し方法
1 ドライビングポジションを登録
した電子キーを携帯し、運転席
ドアをスマートエントリー＆ス
タートシステムまたはワイヤレ
スリモコンで解錠してドアを開
ける

ハンドルを除くドライビングポジション
が登録された位置へ動きますが、シート
位置は乗り込みやすくするために、登録
された位置より少し後方に動きます。

ドライビングポジションがすでに登録さ
れた位置にある場合は、シートやミラー
は動きません。

2 エンジンスイッチをACCまた
はONにするか、シートベルト
を着用する

シートおよびハンドルが登録したドライ
ビングポジションに動きます。

■ 解除方法
解除させたいキーのみ携帯して、
運転席ドアを閉めてください。
車内にキーが2つ以上あると、正
確に解除できません。
1 シフトポジションがPにあるこ
とを確認する

2 エンジンスイッチをONにする
3 SET ボタンを押しながら、ド
アロックスイッチの施錠側また
は解錠側を“ピッピッ”とブ
ザーが鳴るまで押す

登録できなかった場合は、約 3秒間ブ
ザーが鳴り続けます。

知識
■メモリーコール機能によるドライビン
グポジションの呼び出しについて

●電子キーごとにドライビングポジショ
ンを登録できるため、携帯する電子
キーによっては呼び出されるドライビ
ングポジションが異なる場合がありま
す。

●運転席ドア以外のドアをスマートエン
トリー＆スタートシステムで解錠した
場合は、ドライビングポジションの呼
び出しは行われません。その場合は、
登録したドライビングポジションのボ
タンを押してください。

■カスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（P.475）
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■ フロントシート

1 上げる
ヘッドレストを引き上げます。

2 下げる

下げるときは、解除ボタン を押しなが

ら操作します。

■ リヤシート
 中央席

1 上げる
ヘッドレストを引き上げます。

2 下げる

下げるときは、解除ボタン を押しなが

ら操作します。

 外側席

1 使用位置
ヘッドレストを使用位置まで持ち上げて
から、下に押し下げてください。

2 格納位置

解除ボタン を押しながらヘッドレスト

を持ち上げて前方に倒してください。

ヘッドレスト

ヘッドレストはすべてのシート
に装備されています。

警告
■ヘッドレストについて

次のことをお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

●ヘッドレストは、それぞれのシート
専用のものを使用する

●ヘッドレストを必ず正しい位置に調
整する

●ヘッドレストを調整したあとは、
ヘッドレストを押し下げて固定され
ていることを確認する

●ヘッドレストをはずしたまま走行し
ない

調整するには
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知識
■ヘッドレストの高さについて（フロン
トシート）

必ずヘッドレストの中心が両耳のいちば
ん上のあたりになるよう調整してくださ
い。

■リヤ中央席について

使用するときは、常に格納位置から一段
上げた位置にしてください。

■ フロントシート

解除ボタン を押しながらヘッド

レストを引き上げます。
ヘッドレストが天井にあたって取
りはずしにくいときは、シートの
高さや角度をかえてください。
（P.124）

■ リヤシート
 中央席

解除ボタン を押しながらヘッド

レストを引き上げます。

 外側席

両側の解除ボタン を押しながら

ヘッドレストを引き上げます。

■ フロントシート
ヘッドレストを取り付け穴に合わ
せて、ロック位置まで押し下げて
ください。

さらに下げるときは、解除ボタン
を押しながら操作してください。

ヘッドレストを取りはずすには

ヘッドレストを取り付けるには
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■ リヤシート
 中央席
ヘッドレストを取り付け穴に合わ
せて、ロック位置まで押し下げて
ください。

さらに下げるときは、解除ボタン
を押しながら操作してください。

 外側席
ヘッドレストを取り付け穴に合わ
せて、ロック位置まで押し下げて
ください。
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3-4. ハンドルの位置・ミラー

 マニュアルチルト＆テレスコ
ピックステアリング装着車

1 ハンドルを持ち、レバーを下げ
る

2 ハンドルを上下・前後に動か
し、適切な位置にする

位置が決定したら、レバーを上げてハン
ドルを固定してください。

 電動チルト＆テレスコピックス
テアリング装着車

スイッチを操作すると、ハンドル
を次の方向に動かします。

1 上方へ
2 下方へ
3 手前へ
4 前方へ

知識
■ハンドル位置調整の作動条件（電動チ
ルト＆テレスコピックステアリング装
着車）

エンジンスイッチがACCまたはONの
とき※

※運転席シートベルトを装着していれば、
エンジンスイッチのモードにかかわら
ず、ハンドルの調整ができます。

■オートチルトアウェイ機能（電動チル
ト＆テレスコピックステアリング装着
車）

エンジンスイッチをOFF にすると、乗降
りがしやすいようにハンドルが自動で動
きます。

エンジンスイッチをACCまたはONに
するともとの位置にもどります。

ハンドル

調整のしかた
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■ハンドル位置の自動調整（ドライビン
グポジションメモリー装着車）

お好みのハンドル位置をドライビングポ
ジションメモリーに登録すると、自動で
調整されます。（P.129）

■パワーイージーアクセスシステム（ド
ライビングポジションメモリー装着車）

エンジンスイッチのモード切りかえ・運
転席シートベルトの脱着に連動して、ハ
ンドルとシートが動きます。（P.129）

■ハンドル位置を調整したあとは（マ
ニュアルチルト＆テレスコピックステ
アリング装着車）

ハンドルが確実に固定されていることを
確認してください。

固定が不十分だとホーンが鳴らない場合
があります。

■カスタマイズ機能

お車に装備されている機能の一部は、設
定を変更することができます。
（P.475）

ハンドルの 周辺部を押すと

ホーンが鳴ります。

警告
■走行中の留意事項

走行中はハンドル位置の調整をしない
でください。
運転を誤り、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

■ハンドル位置を調整したあとは（マ
ニュアルチルト＆テレスコピックス
テアリング装着車）

ハンドルが確実に固定されていること
を確認してください。固定が不十分だ
とハンドルの位置が突然かわり、思わ
ぬ事故につながり、重大な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

ホーン（警音器）を使うには



138

Owner’s Manual_Japan_M34645_ja

3-4. ハンドルの位置・ミラー

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

運転姿勢に合わせてインナーミ
ラーの高さを調整することができ
ます。
インナーミラー本体を持って、上
下方向に調整する。

 手動防眩タイプ装着車
レバーを操作することで、後続車
のヘッドランプによる反射光を減
少させます。

1 通常使用時
2 防眩時
 自動防眩タイプ装着車
後続車のヘッドランプのまぶしさ
に応じて反射光を自動的に減少さ
せます。
自動防眩機能のON/OFF を切りか
える

ONのときはインジケーター が点灯し

ます。

エンジンスイッチをONにしたときは、

ミラーは常に自動防眩機能がONになっ

ています。

ボタンを押すとOFFになりインジケー

ター が消灯します。

インナーミラー★

後方を十分に確認できるように
ミラーの位置を調整することが
できます。

上下調整のしかた

警告
■走行中の留意事項

走行中はミラーの調整をしないでくだ
さい。
運転を誤って、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

防眩機能
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知識
■センサーの誤作動防止（自動防眩タイ
プ装着車）

センサーの誤作動を防ぐため、センサー
にふれたりセンサーを覆ったりしないで
ください。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

デジタルインナーミラー★

車両後方カメラの映像をミラー
内のディスプレイに表示する装
置です。

切りかえレバーを操作すること
で、鏡面ミラーモードからデジ
タルミラーモードに切りかえる
ことができます。

ヘッドレストや荷物などで視界
をさえぎられずに後方を確認す
ることができます。また、リヤ
席を映さないことで乗員のプラ
イバシーを保護することができ
ます。

警告
次のことをお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

■デジタルインナーミラーをお使いに
なる前に

●走行前に必ずミラーの調整を行って
ください。（P.141）

･ 鏡面ミラーモードに切りかえて、鏡
面を後方が正しく映る位置に調整す
る

･ デジタルミラーモードに切りかえて、
ディスプレイに表示される映像を調
整する

●ディスプレイに表示される映像と鏡
面ミラーに映る範囲は異なりますの
で、あらかじめ違いを確認してくだ
さい。
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カメラインジケーター
カメラが正常に作動していることを示し
ます。

アイコン表示エリア
調整アイコン（P.141）調整ゲージが
表示されます。

選択／調整スイッチ
調整項目の設定を変更します。

メニュースイッチ
調整アイコンの表示や、調整項目の移動
を行います。

切りかえレバー
デジタルミラーモードと鏡面ミラーモー
ドの切りかえを行います。

デジタル防眩モードインジケー

ター
デジタルミラーモード時、防眩機能が
ONに設定されていることを示します。
（P.141）

切りかえレバーを操作することで、
デジタルミラーモードと鏡面ミ
ラーモードを切りかえることがで
きます。

1 デジタルミラーモード
車両後方の映像を表示します。

ディスプレイに が表示されます。

2 鏡面ミラーモード
映像が消え、鏡面ミラーとして使用でき
ます。

知識
■デジタルミラーモードの作動条件

エンジンスイッチがONのとき
エンジンスイッチをONから OFF または
ACC にすると、数秒後に表示が消えま
す。

■デジタルミラーモードについて

●ミラーの反射や汚れ、カメラに水滴や
ほこりが付いているなどでディスプレ
イに表示される映像が見えにくい場合
や、後続車のライトのちらつきや圧迫
感が気になる場合は、光学ミラーモー
ドに切りかえてください。

●ディスプレイが反射して見えにくい場
合は、サンシェード（パノラマムーン
ルーフ装着車）を閉めてください。

●夜間など暗いところでは、次のような
現象が発生することがありますが、異
常ではありません。

･ 映像の色と実際の色が異なって見える
･ 後続車のライトの高さなどによっては、
後続車の周囲が白くぼやけて見える

･ 周辺を明るく見せるために映像が自動
的に調整されることにより、特有のち

各部の名称

モードを切りかえるには
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らつきが発生する

映像が見えにくい場合や、ちらつきが気
になる場合は、光学ミラーモードに切り
かえてください。

●デジタルインナーミラー本体が発熱す
ることがありますが、異常ではありま
せん。

●体調・年齢などにより、ディスプレイ
に表示される映像に焦点が合うまで時
間がかかる場合があります。焦点が合
わせづらいと感じたときは、鏡面ミ
ラーモードに切りかえてください。

●主に同乗者がディスプレイを凝視する
と、車酔いを起こすおそれがあります。

■システムに異常が発生したとき

デジタルミラーモード時に、図で示すシ
ンボルが表示されます。シンボルの表示
は数秒後に消えます。切りかえレバーを
操作し、鏡面ミラーモードに切りかえて、
トヨタ販売店で点検を受けてください。

■ ミラー本体の上下調整
運転姿勢に合わせてインナーミ
ラーの高さを調整することができ
ます。
光学ミラーモードに切りかえて、
インナーミラー本体を持って、上
下方向に調整する

■ ディスプレイの調整（デジタル
ミラーモード）

デジタルミラーモードの調整や機
能のON/OFF ができます。
1 メニュースイッチを押す
調整アイコンが表示されます。

2 メニュースイッチをくり返し押
して、調整したい項目（調整ア
イコン）を選択する

3 または を押して、

設定を変更する
約5秒以上スイッチ操作をしないと、調
整アイコンと各調整画面の表示が消えま
す。

調整するには

調整ア
イコン

設定内容

ディスプレイの明るさを調整す
ることができます。

ディスプレイの表示映像を上下
に調整することができます。
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※光学ミラーモード使用時の機能ですが、
デジタルミラーモード使用時にも設定
できます。

■ 自動防眩機能のON/OFF切りか
え（光学ミラーモード）

光学ミラーモードの自動防眩機能
のON/OFF を変更できます。変更
はデジタルミラーモード使用時、
光学ミラーモード使用時のいずれ
からでも行えます。

 デジタルミラーモード使用時
P.141
 光学ミラーモード使用時
1 メニュースイッチを押す
アイコンが表示されます

2 メニュースイッチを数回押し

て、 を選択します

設定画面が表示されます。

3 または を押して、

自動防眩機能のON/OFF を切
りかえる

約5秒以上スイッチを操作しない状態が
続くと、設定画面の表示が消えます。

知識
■ディスプレイの調整について（デジタ
ルミラーモード）

●ディスプレイ表示の調整を限界値まで
行うと、映像がゆがむ場合があります
が故障ではありません。

●ディスプレイ表示が明るすぎると、目
が疲れることがあります。適度な明る
さに調整してください。目が疲れた場
合には、鏡面ミラーモードに切りかえ
てご使用ください。

ディスプレイの表示映像を左右
に調整することができます。

ディスプレイの表示映像の傾き
を調整することができます。

ディスプレイの表示映像を拡大
／縮小することができます。

自動防眩機能のON/OFF を切
りかえることができます。※

ONにすることで、後続車の
ヘッドランプのまぶしさに応じ
て反射光を自動的に調整しま
す。
エンジンスイッチをONにした
ときは、常に自動防眩機能が
ONになっています。

光学ミラーモード使用時の機能
ですが、デジタルミラーモード
使用時にも設定できます。

デジタル防眩モードのON/
OFF を切りかえることができま
す。
ONにすることで、夜間にディ
スプレイの表示映像の明るさを
抑えて表示し、後続車のヘッド
ランプのまぶしさを抑えます。

調整ア
イコン

設定内容
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●ディスプレイ表示の明るさは、車両前
方の明るさに合わせて自動でかわりま
す。

●デジタル防眩モードは周囲が暗い場所
でのみ働き、周囲の照度環境によって
は映像の明るさが抑えられず、後続車
のヘッドランプのまぶしさが低減でき
ない場合があります。

■センサーの誤作動防止

センサーの誤作動を防ぐため、センサー
にふれたりセンサーを覆ったりしないで
ください。

■ デジタルインナーミラーのお手
入れについて

ミラー表面が汚れていると、映像
が見えにくくなることがあります。
あらかじめ、乾いたやわらかい布
などで汚れをそっとふき取ってく
ださい。
■ カメラのお手入れについて
カメラレンズに水滴、雪、泥など
の異物や汚れが付着していると、
鮮明な画像を見ることができませ
ん。この場合、大量の水でカメラ
の汚れを流し、水で湿らせた柔ら
かい布でカメラレンズの水滴をふ
き取ってください。

知識
■カメラについて

デジタルインナーミラーのカメラは、図
の位置にあります。

警告
次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

■走行中の留意事項

●走行中は、デジタルインナーミラー
の位置やディスプレイに表示される
映像を調整しないでください。
デジタルインナーミラーの操作ス
イッチは、安全な場所に停車して操
作してください。
走行中に操作すると、ハンドル操作
を誤るなど、思わぬ事故につながる
おそれがあり危険です。

●必ず車両周辺の状況を直接確認して
ください。

デジタルミラーモード使用時は、ディ
スプレイ上に映る車両や障害物が実際
の大きさと異なる場合があります。
後退時は、必ず後方や周囲の安全を直
接確認しながら運転してください。
また、夜間など暗いところで後続車が
接近したときは、周囲が暗く映る場合
があります。

■安全にお使いいただくために

煙が出る、異臭がするなど異常な状態
で使用すると、発火の原因になります。
ただちに使用を中止してトヨタ販売店
にご相談ください。

お手入れについて
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注意
■デジタルインナーミラーの故障や誤
作動を防ぐために

●ミラーをふくときはシンナー・ベン
ジン・アルコールなどの溶剤を使用
しないでください。変色・劣化・故
障の原因になります。

●ミラーの近くでは、喫煙したりマッ
チやライターなどで火を起こしたり
しないでください。故障や車両火災
につながるおそれがあり危険です。

●ミラー本体の取りはずし・分解・改
造はしないでください。

■カメラの故障や誤作動を防ぐために

●デジタルインナーミラーが正常に作
動しなくなるおそれがありますので、
次のことにご注意ください。

･ カメラ部を強くたたいたり、ものを
ぶつけるなど、強い衝撃を与えない
でください。カメラの位置・取り付
け角度がずれるおそれがあります。

･ カメラ部は防水構造となっています
ので、取りはずし・分解・改造をし
ないでください。

･ カメラレンズを洗うときは、大量の
水でカメラの汚れを流したあと、水
で湿らせたやわらかい布でカメラレ
ンズの水滴をふき取ってください。
カメラレンズを強くこするとカメラ
レンズが傷付いて、車両後方の状態
を鮮明に見ることができなくなるお
それがあります。

･ カメラのカバーは樹脂ですので、有
機溶剤・ボデーワックス・油膜取り
剤・ガラスコート剤などを付着させ
ないでください。付着したときは、
すぐにふき取ってください。

･ 寒いときにお湯をかけるなどして急
激な温度変化を与えないでください。

･ 洗車時に高圧洗浄機でカメラやカメ
ラ周辺に直接水をあてないでくださ
い。強い水圧により衝撃が加わり、
装置が正常に作動しなくなるおそれ
があります。

●カメラ部をぶつけたときは、カメラ
の故障などのおそれがあります。
早めにトヨタ販売店で点検を受けて
ください。

●ミラーの通風口をふさがないでくだ
さい。ミラー内部に熱がこもり、故
障や車両火災につながるおそれがあ
り危険です。



145

3

Owner’s Manual_Japan_M34645_ja

3-4. ハンドルの位置・ミラー
運
転
す
る
前
に

デジタルミラーモード使用時に次のような症状で気になったときやお困り
になったときは、考えられる原因と処置を参考に、もう一度確認してくだ
さい。
処置をしても直らないときは、トヨタ販売店で点検を受けてください。

故障とお考えになる前に

症状 考えられる原因 処置

ディスプレイに表示さ
れる映像が見にくい

ミラー表面が汚れている
乾いたやわらかい布などで
汚れをそっとふき取ってく
ださい。

強い光（太陽やヘッドランプの
光など）がデジタルインナーミ
ラーにあたった

光学ミラーモードに切りか
えてください。
（パノラマムーンルーフ装着
車：天井からの光があたっ
ているときは、サンシェー
ドを閉めてください）

●夜間など暗いところで使用し
た

●テレビ塔・放送局・発電所な
ど、強い電波やノイズが発生
する場所の近くで使用した

●カメラ付近の温度が高い、ま
たは低い

●外気温が低い

●雨天時など湿度が高い

●太陽やヘッドランプの光が直
接カメラのレンズにあたった

●蛍光灯・ナトリウム灯・水銀
灯などの照明の下で使用した

●排気ガスが映り込んでいる

光学ミラーモードに切りか
えてください。
（カメラおよびその周辺環境
が改善されてから、再びデ
ジタルミラーモードをご使
用ください）

ディスプレイに表示さ
れる映像が見にくい

カメラレンズに水滴、雪、泥な
どの異物や汚れが付着している

●光学ミラーモードに切り
かえてください。

●大量の水でカメラの汚れ
を流し、水で湿らせた柔
らかい布でカメラレンズ
の水滴をふき取ってくだ
さい。
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ディスプレイに表示さ
れる映像がずれている

カメラ部に強い衝撃が与えられ
た

光学ミラーモードに切りか
えて、トヨタ販売店で点検
を受けてください。

ディスプレイ上に

が表示され、ディ

スプレイに表示される

映像が暗くなった
システムに異常が発生した

光学ミラーモードに切りか
えて、トヨタ販売店で点検
を受けてください。

ディスプレイ上の

が消灯した

ディスプレイ上に

が表示された

デジタルインナーミラーの温度
が非常に高い
（徐々にディスプレイが暗くな
り、その後も温度が上がり続け
ると映像が消えます）

ミラーの温度を下げるため
に、車室内の温度を下げる
ことを推奨します。

（ミラーの温度が下がると

が消えます）

ミラーの温度が下がっても

が消えない場合は、光

学ミラーモードに切りかえ

て、トヨタ販売店で点検を

受けてください。

切りかえレバーが正常
に作動しない

切りかえレバーに異常が発生し
た

光学ミラーモードに切りか
えて、トヨタ販売店で点検
を受けてください。
（メニュースイッチを約 10
秒間押し続けることで、光
学ミラーモードに切りかえ
ることができます）

症状 考えられる原因 処置
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知識
■寒冷時にドアミラーを使用するとき

寒冷時にドアミラーが凍結していると、
ドアミラーの格納・復帰や鏡面の調整が
できない場合があります。ドアミラーに
付着している氷や雪などを取り除いてく
ださい。

1 調整するミラーを選ぶには、ス
イッチをまわす

左

右

2 ミラーの鏡面を調整するにはス
イッチを操作する

上

右

下

左

知識
■鏡面調整の作動条件

エンジンスイッチがACCまたはONの
とき

ドアミラー

安全に運転していただくために
は、運転する前に視界が確保で
きるようミラーの角度を調整し
てください。

警告
■走行中の留意事項

走行中は次のことを必ずお守りくださ
い。
お守りいただかないと、運転を誤って
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。

●ミラーの調整をしない

●ドアミラーを格納したまま走行しな
い

●走行前に必ず、運転席側および助手
席側のミラーをもとの位置にもどし
て、正しく調整する

調整するには



148

Owner’s Manual_Japan_M34645_ja

3-4. ハンドルの位置・ミラー

■ミラーが曇ったとき

リヤウインドウデフォッガーを作動させ
ると、ミラーヒーターが同時に作動し、
曇りを取ることができます。（P.356）

■ミラー角度の自動調整（ドライビング
ポジションメモリー装着車）

お好みのミラー角度をドライビングポジ
ションメモリーに登録すると、自動で調
整されます。（P.129）

■自動防眩機能★※

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

※ミラーには自動防眩機能（左側のみ）
が付いています。

インナーミラーを自動モードにしておく
と、ドアミラーも連動して防眩機能が作
動します。（P.138）

 車外から
手で後方に押して格納する

 車内から★

1 ミラーを格納する
2 ミラーをもとの位置にもどす
スイッチを中立の位置（“A”）にする
とオート作動に切りかわり、スマートエ
ントリー&スタートシステムやワイヤレ
スリモコンによるドアの施錠・解錠と連
動して作動します。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

知識
■寒冷時に“オート作動”で使用すると
き

寒冷時に“オート作動”で使用してい
ると、ドアミラーが凍結して、自動で格
納・復帰ができないことがあります。こ
の場合、ドアミラーに付着している氷や
雪を取り除いたあと、“マニュアル作動
”で作動させるか、手で動かしてくださ
い。

■カスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（P.475）

警告
■ミラーヒーターが作動しているとき

ドアミラーの鏡面が非常に熱くなりま
す。やけどをするおそれがあるのでふ
れないでください。

ドアミラーを格納・復帰するに
は

警告
■ミラーが動いているとき

手をふれないでください。
手を挟んでけがや、ミラーの故障など
の原因になるおそれがあります。
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

ミラー選択スイッチの Lまたは R
どちらかが選択されているときは、
後退時に鏡面が下向きになり、下
方が見やすくなります。
この機能を使用しないときは、ミ
ラー選択スイッチの選択が解除さ
れた状態にしてください。
■ 後退時に下向きになる角度を調
整するときは

シフトポジションをRにした状態
で鏡面位置を調整することで、下
向きに動く角度を調整できます。
次回からシフトポジションをRに
するたびに、その角度で作動しま
す。
通常時（シフトポジションがR以外のと
き）の鏡面位置を基準に下向きに動く角
度を記憶するため、調整後に通常時の鏡
面位置を変更すると、それに伴って後退
時の鏡面位置も変化します。
通常時の鏡面位置を変更したときは、後
退時に下向きになる角度も調整してくだ
さい。

リバース連動機能★
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3-5. ドアガラスの開閉

スイッチを操作し、ドアガラスを
開閉できます。
スイッチを操作すると、ドアガラ
スは次のように動きます：

1 閉める
2 自動全閉※

3 開ける
4 自動全開※
※途中で停止するときは、スイッチを反
対側へ操作します。

知識
■作動条件

エンジンスイッチがONのとき

■エンジン停止後の作動

エンジンスイッチをACCまたは OFF に
したあとでも、約 45秒間はドアガラス
を開閉できます。ただし、そのあいだに
フロントドアを開けると作動しなくなり
ます。

■挟み込み防止機能

ドアガラスを閉めているときに、窓枠と
ドアガラスのあいだに異物が挟まると、
作動が停止し、少し開きます。

■巻き込み防止機能

ドアガラスを開けているときに、異物が
ドアガラスとドアのすき間に巻き込まれ
ると、作動が停止します。

■ドアガラスを開閉することができない
とき

挟み込み防止機能や巻き込み防止機能が
異常に作動してしまい、ドアガラスを開
閉することができないときは、開閉する
ことができないドアのパワーウインドウ
スイッチで、次の操作を行ってください。

●車を停止し、エンジンスイッチをONの
状態で、挟み込み防止機能や、巻き込
み防止機能が作動したあと約 4秒以内
に、パワーウインドウスイッチを「自
動全閉」の位置で引き続ける。または、
「自動全開」の位置で押し続けることで
ドアガラスを開閉することができます。

●上記の操作を行ってもドアガラスが開
閉できない場合、機能の初期化を次の
手順で実施してください。

1 エンジンスイッチをONにする
2 パワーウインドウスイッチを「自動全
閉」の位置で引き続け、ドアガラスを
全閉にする

3 いったんパワーウインドウスイッチか
ら手を離して、再度パワーウインドウ
スイッチを「自動全閉」の位置で約6
秒以上引き続ける

4 パワーウインドウスイッチを「自動全
開」の位置で押し続け、ドアガラスを
全開にしたあと、さらにスイッチを約
1秒以上押し続ける

5 いったんパワーウインドウスイッチか
ら手を離して、再度パワーウインドウ
スイッチを「自動全開」の位置で約4
秒以上押し続ける

6 再度、パワーウインドウスイッチを
「自動全閉」の位置で引き続け、ドア
ガラスを閉めたあと、さらにスイッチ
を約 1秒以上引き続ける

パワーウインドウ

ドアガラスを開閉するには
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ドアガラス作動途中でスイッチから手を
はなすと、最初からやり直しとなります。
以上の操作を行っても反転して閉じ切ら
ない、または全開にならない場合は、ト
ヨタ販売店で点検を受けてください。

■ドアロック連動ドアガラス開閉機能

●メカニカルキーでドアガラスを開閉で

きます。※（P.458）

●ワイヤレスリモコンでドアガラスを開

けることができます。※（P.99）

●オートアラームがセットされていると
きに、ドアロック連動ドアガラス開閉
機能でドアガラスを閉めると、オート
アラームが作動することがあります。
（P.65）
※トヨタ販売店での設定が必要です。

■窓開警告機能

エンジンスイッチがOFF でドアガラスが
開いていると、運転席ドアを開けたとき
にマルチインフォメーションディスプレ
イにメッセージが表示されます。

■カスタマイズ機能

一部の機能はカスタマイズ可能です。
（P.475）

警告
次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

■ドアガラスを開閉するとき

●運転者は、乗員の操作を含むすべて
のドアガラス開閉操作について責任
があります。特にお子さまの誤った
操作による事故を防ぐため、お子さ
まにはドアガラスの操作をさせない
でください。お子さまや他の人がド
アガラスに挟まれたり巻き込まれた
りするおそれがあります。
また、お子さまが同乗するときはウ
インドウロックスイッチを使用する
ことをおすすめします。（P.152）

●ドアガラスを開閉するときは、乗員
の手・腕・頭・首などを挟んだり巻
き込んだりしないようにしてくださ
い。特にお子さまへは手などを出さ
ないよう声かけをしてください。

●ワイヤレスリモコンやメカニカル
キーを使ってドアガラスを操作する
ときは、ドアガラスに人が挟まれる
おそれがないことを確認してから操
作してください。またお子さまには、
ワイヤレスリモコンやメカニカル
キーによる操作をさせないでくださ
い。お子さまや他の人がドアガラス
に挟まれたり巻き込まれたりするお
それがあります。

●車から離れるときはエンジンスイッ
チをOFF にし、キーを携帯してお子
さまも一緒に車から離れてください。
いたずらなどによる誤った操作によ
り、思わぬ事故につながるおそれが
あります。
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お子さまが誤ってドアガラスを開
閉することを防止できます。

スイッチを押すと、インジケー
ター が点灯し、運転席以外のド

アガラスが非作動になります。
ウインドウロックスイッチがONの場合
でも、運転席側のスイッチから運転席以
外のドアガラスも開閉することができま
す。

知識
■作動条件

エンジンスイッチがONのとき

■バッテリーをはずしたとき

ウインドウロックスイッチがOFFになる
ため、バッテリーを接続したあと、再度
ウインドウロックスイッチをONにする
必要があります。

警告
■挟み込み防止機能

●挟み込み防止機能を故意に作動させ
るため、乗員の手・腕・頭・首など
を挟んだりしないでください。

●挟み込み防止機能は、ドアガラスが
完全に閉まる直前に異物を挟むと作
動しない場合があります。また、挟
み込み防止機能は、スイッチを引き
続けた状態では作動しません。指な
どを挟まないように注意してくださ
い。

■巻き込み防止機能

●巻き込み防止機能を故意に作動させ
るため、乗員の手・腕・服などを巻
き込ませたりしないでください。

●巻き込み防止機能は、ドアガラスが
完全に開く直前に異物を巻き込むと
作動しない場合があります。手・
腕・服などが巻き込まないように注
意してください。

誤操作を防止するには（ウイン
ドウロックスイッチ）
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

 タイプ A

1 開ける
2 閉める

 タイプB

1 開ける
2 閉める

知識
■作動条件

エンジンスイッチがONのとき

■エンジン停止後のパワーバックウイン
ドウ操作

エンジンスイッチをACCまたはOFF に
したあとでも、約43秒間はパワーバッ
クウインドウを開閉できます。ただし、
そのあいだにフロントドアを開けると作
動しなくなります。

パワーバックウインドウ★

警告
■走行中の注意

バックウインドウは閉じたままにして
ください。

荷物が飛び出すのを防ぐとともに、排
気ガスの車内への流入を防ぐことがで
きます。

パワーバックウインドウを開閉
するには

警告
■バックウインドウを閉めるとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

■ 電動サンシェードを開閉するに
は

1 開ける※

スイッチを後方方向に押し続けると、

自動で全開します。

2 閉める※

スイッチを前方方向に押し続けると、

自動で全閉します。
パノラマムーンルーフが完全に閉まって
いないときは、電動サンシェードが閉ま
る前にパノラマムーンルーフが閉まりま
す。

※途中で停止するときは、 スイッチを

もう一度どちらかの方向に押して離し

ます。

警告
●運転者は、乗員の操作を含むすべて
のパワーバックウインドウ開閉操作
について責任があります。特にお子
さまの誤った操作による事故を防ぐ
ため、お子さまにはパワーバックウ
インドウの操作をさせないでくださ
い。お子さまや他の人がパワーバッ
クウインドウに挟まれたり巻き込ま
れたりするおそれがあります。

●パワーバックウインドウを開閉する
ときは、乗員の手・腕・頭・首など
を挟んだり巻き込んだりしないよう
にしてください。特にお子さまへは
手などを出さないよう声かけをして
ください。

●車から離れるときはエンジンスイッ
チをOFF にし、キーを携帯してお子
さまも一緒に車から離れてください。
いたずらなどによる誤った操作によ
り、思わぬ事故につながるおそれが
あります。

パノラマムーンルーフ★

頭上のスイッチでパノラマムー
ンルーフと電動サンシェードの
操作ができます。

電動サンシェード・パノラマ
ムーンルーフを操作するには
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■ パノラマムーンルーフをチルト
アップ／ダウンするには

チルトアップするには、 スイッ

チを押す※

パノラマムーンルーフをチルトアップす
ると、電動サンシェードがルーフの半分
の位置まで開きます。

※途中で停止するときは、 スイッチを

もう一度軽く押してください。

チルトダウンするには、 スイッ

チを押し続ける
パノラマムーンルーフがチルトアップし
ている状態のときに、チルトダウンでき
ます。

■ パノラマムーンルーフを開閉す
るには

開ける※

スイッチを後方方向に押し続けると、

パノラマムーンルーフと電動サンシェー

ドが自動で開きます。

チルトアップした状態からでも開くこと
ができます。

※途中で停止するときは、 スイッチを

もう一度どちらかの方向に押して離し

ます。

閉める

スイッチを前方方向に押し続けると、

パノラマムーンルーフが自動で閉じます。

知識
■作動条件

エンジンスイッチがONのとき

■エンジン停止後の作動

エンジンスイッチをACCまたはOFF に
したあとでも、約45秒間はパノラマ
ムーンルーフ・電動サンシェードの開閉
ができます。ただし、そのあいだにフロ
ントドアを開閉すると作動しなくなりま
す。

■挟み込み防止機能

次の状況で異物の挟み込みを感知すると、
作動が停止し少し開きます。

●パノラマムーンルーフを閉めるとき、
またはチルトダウンするとき
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●電動サンシェードを閉めるとき

■パノラマムーンルーフと電動サン
シェードの両方を閉じるには

スイッチを前方方向に押す。

電動サンシェードがルーフの半分の位置
まで閉まった後、いったん停止し、パノ
ラマムーンルーフが閉じます。その後、
電動サンシェードが全閉します。

■ドアロック連動パノラマムーンルーフ
開閉機能

●メカニカルキーでパノラマムーンルー

フを開けることができます。※

（P.458）

●ワイヤレスリモコンでパノラマムーン

ルーフを開閉できます。※（P.97）

●オートアラームがセットされていると
きに、ドアロック連動パノラマムーン
ルーフ開閉機能でパノラマムーンルー
フを閉めると、オートアラームが作動
することがあります。（P.65）

※トヨタ販売店での設定変更が必要です。

■パノラマムーンルーフまたは電動サン
シェードが正常に閉まらないとき

次の操作を行ってください。
1 車を停止する

2 スイッチを前方方向に押して、パ

ノラマムーンルーフを閉じてくださ

い。

3 スイッチを前方方向に押し15秒

間保持してください。約10秒後にガ

ラスが前方方向へ移動し、ストッパー

に当たって停止した後、閉じる位置へ

ともどります。

4 ５秒以内に、再度 スイッチを前方

方向に押し続けてください。電動サン

シェードが全開位置まで移動し停止し

ます。続いて、パノラマムーンルーフ

が全開後に閉まります。最後に電動サ

ンシェードが閉じます。

以上の操作を行っても反転して閉じ切ら
ない場合は、トヨタ販売店で点検を受け
てください。

■パノラマムーンルーフ開警告機能

エンジンスイッチがOFF でパノラマムー
ンルーフが開いていると、運転席ドアを
開けたときにブザーが鳴り、マルチイン
フォメーションディスプレイにメッセー
ジが表示されます。

■カスタマイズ機能

一部の機能はカスタマイズ可能です。
（P.475）

警告
次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと重大な傷害にお
よぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

■電動サンシェードを開閉するとき

●電動サンシェードを開閉するときは、
乗員の手・腕・頭・首を挟んだり巻
き込んだりしないように注意してく
ださい。
特にお子さまへは手などを出さない
よう声かけをしてください。
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警告
●お子さまには、電動サンシェードの
操作をさせないでください。電動サ
ンシェードに挟まれたり巻き込まれ
たりするおそれがあります。

■パノラマムーンルーフを開けている
とき

●走行中はルーフから手や顔を出さな
い

●開口部に腰かけない

■パノラマムーンルーフを開閉すると
き

●運転者は、パノラマムーンルーフの
開閉操作について責任があります。
特にお子さまの誤った操作による事
故を防ぐため、お子さまにはパノラ
マムーンルーフの操作をさせないで
ください。お子さまや他の人がパノ
ラマムーンルーフに挟まれたり巻き
込まれたりするおそれがあります。

●パノラマムーンルーフを開閉や、チ
ルトダウンするときは、乗員の手・
腕・頭・首を挟んだり巻き込んだり
しないように注意してください。
特にお子さまへは手などを出さない
よう声かけをしてください。

●ワイヤレスリモコンやメカニカル
キーを使ってパノラマムーンルーフ
を操作するときは、パノラマムーン
ルーフに人が挟まれるおそれがない
ことを確認してから操作してくださ
い。またお子さまには、ワイヤレス
リモコンやメカニカルキーによる操
作をさせないでください。お子さま
や他の人がパノラマムーンルーフに
挟まれたり巻き込まれたりするおそ
れがあります。

●車から離れるときはエンジンスイッ
チをOFF にし、キーを携帯してお子
さまも一緒に車から離れてください。
いたずらなどによる誤った操作によ
り、思わぬ事故につながるおそれが
あります。

■挟み込み防止機能

●挟み込み防止機能を故意に作動させ
るため、乗員の手・腕・頭・首など
を挟んだりしないでください。

●挟み込み防止機能は、パノラマムー
ンルーフ・電動サンシェードが完全
に閉まる直前に異物を挟むと作動し
ない場合があります。また、挟み込
み防止機能は、スイッチを押し続け
た状態では作動しません。指などを
挟まないように注意してください。

■やけどやけがを防ぐために

ルーフの下側と電動サンシェードのす
き間にはふれないでください。手を挟
んでけがをするおそれがあります。ま
た、車を直射日光のあたる場所に長時
間駐車するとルーフの下側が熱くなる
ため、やけどをするおそれもあります。
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注意
■パノラマムーンルーフの損傷を防ぐ
ために

●開く前は、開口部付近に石や氷など
の異物がないことを確認してくださ
い。

●パノラマムーンルーフの表面・端面
には、硬いものをぶつけないでくだ
さい。

●パノラマムーンルーフは車両の外側
に開くため、車高が高くなります。
パノラマムーンルーフを開けた状態
での開閉操作や走行時（低いガレー
ジに入れるときなど）はご注意くだ
さい。

■洗車後や雨が降ったあとなどは

パノラマムーンルーフを開く前にルー
フに付いた水をふき取ってください。
そのまま開くと、車内に水が入るおそ
れがあります。
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4-1. 運転にあたって
運
転

4-1. 運転にあたって

■ エンジンを始動する
P.169
■ 発進する
1 ブレーキペダルを踏んだまま、
シフトレバーをDにする

2 パーキングブレーキがかかって
いるときは、パーキングブレー
キを解除する（P.179）

パーキングブレーキがオートモードの場
合、シフトレバーをP以外の位置にシフ
トすると、パーキングブレーキは自動的
に解除されます。（P.179）

3 ブレーキペダルから徐々に足を
離し、アクセルペダルをゆっく
り踏み発進する

■ 停車する
1 シフトレバーはDのまま、ブ
レーキペダルを踏む

Stop & Start が作動している場合、ブ
レーキペダルを踏むとエンジンが停止し
ます。（P.235）

2 必要に応じて、パーキングブ
レーキをかける

長時間停車する場合は、シフトレバーを
Pにします。（P.173）

■ 駐車する
1 シフトレバーはDのまま、ブ
レーキペダルを踏み、車を完全
に停止させる

2 パーキングブレーキをかけて
（P.179）、シフトレバーをP
にする（P.173）

パーキングブレーキ表示灯が点灯してい
ることを確認してください。

シフトレバーを Pにしたあとは、シフト
レバーのボタンを押さないでください。

3 エンジンスイッチを押してエン
ジンを停止する

4 電子キーを携帯していることを
確認し、ドアを施錠する

坂道の途中で駐車をする場合は、必要に
応じて輪止め※を使用してください。
※輪止めはトヨタ販売店で購入すること
ができます。

■ 上り坂で発進する
1 ブレーキペダルを踏んだまま、
シフトレバーをDにする

ヒルスタートアシスト制御が作動します。

2 パーキングブレーキスイッチを
引いて、手動でパーキングブ
レーキをかける（P.179）

3 ブレーキペダルから徐々に足を
離し、アクセルペダルをゆっく
り踏む

4 車が動き出す感触を確認した
ら、パーキングブレーキスイッ
チを押し、パーキングブレーキ
を解除し発進する（P.179）

パーキングブレーキ自動解除機能
（P.180）

知識
■雨の日の運転について

●雨の日は視界が悪くなり、またガラス
が曇ったり、路面がすべりやすくなっ
たりするので、慎重に走行してくださ

運転にあたって

安全運転を心がけて、手順に
従って走行してください。

安全に走行するには
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い。

●雨の降りはじめは路面がよりすべりや
すいため、慎重に走行してください。

●雨の日の高速走行などでは、タイヤと
路面のあいだに水膜が発生し、ハンド
ルやブレーキが効かなくなるおそれが
あるので、スピードは控えめにしてく
ださい。

■走行中のエンジン回転数について

次の場合、走行中にエンジン回転数が高
くなることがあります。これは走行状況
に合わせてシフトアップの制限、または
シフトダウンの実施を自動的に行うため
で、急加速を示すものではありません。

●車両が上り坂、または下り坂を走行し
ていると判断したとき

●アクセルペダルを離したとき

●“TOW HAUL”モードまたは
“TOW+”モードが選択されている状
態でブレーキペダルを踏んだとき★

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

■エンジン出力の抑制について（ブレー
キオーバーライドシステム）

●アクセルペダルとブレーキペダルが同
時に踏まれたとき、エンジン出力を抑
制する場合があります。

●ブレーキオーバーライドシステム作動
中は、マルチインフォメーションディ
スプレイにメッセージが表示されます。

■慣らし運転について

お車の寿命をのばすために、次の注意事
項を守ることをお勧めします。

●最初の200 miles（300 km）の間：

急ブレーキは避ける

●最初の500 miles（800 km）の間：

トレーラーをけん引しない

●最初の1000 miles（1600 km）の

間：
･ 極端な高速走行は避ける
･ 急加速は避ける
･ 低速ギアでの連続運転はしない
･ 長時間にわたり一定速度での運転はし
ない

■エンジン停止前のアイドリング運転に
ついて

ターボ装置などの損傷を防ぐため、高速
走行・登坂走行直後は、アイドル運転を
行ってからエンジンを停止してください。

車両停止時にエンジンをアイドリング状
態にするには、Stop & Start キャンセル
スイッチを無効にしてください。
（P.235）
（Stop & Start システムが ONのとき
は、車両停止時にStop & Start システ
ムによりエンジンが停止します。）

運転条件
アイドリング時

間

通常の市街地走行 不要

高速走行（約 50 
mph [80 km/h] の定

速走行）
不要

急勾配の坂道走行、ま
たは 62 mph (100 
km/h) 以上での連続
走行（サーキット走行

など）

約 1分

警告
次の警告をお守りください。お守りい
ただかないと重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

■発進するとき

エンジンがかかったまま停車している
ときは、常にブレーキペダルを踏んで
ください。クリープ現象で車が動き出
すのを防ぎます。
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警告
■運転するとき

●踏み間違いを避けるため、ブレーキ
ペダルとアクセルペダルの位置を十
分把握した上で運転してください。

･ アクセルペダルをブレーキペダルと
間違えて踏むと、車が急発進して思
わぬ事故につながるおそれがありま
す。

･ 後退するときは体をひねった姿勢と
なるため、ペダルの操作がしにくく
なります。ペダル操作が確実にでき
るよう注意してください。

･ 車を少し移動させるときも正しい運
転姿勢をとり、ブレーキペダルとア
クセルペダルが確実に踏めるように
してください。

･ ブレーキペダルは右足で操作してく
ださい。左足でのブレーキ操作は緊
急時の反応が遅れるなど、思わぬ事
故につながるおそれがあり危険です。

●燃えやすいものの上を走行したり、
可燃物付近に車を停めたりしないで
ください。排気管や排気ガスは高温
になり、可燃物が近くにあると火災
になるおそれがあり危険です。

●通常走行時は、走行中にエンジンを
停止しないでください。走行中にエ
ンジンを停止してもハンドルやブ
レーキの操作は可能ですが、バッテ
リーの残量や使用状況によっては、
車両が停止する前に操作力補助がな
くなり、ハンドルとブレーキの操作
が困難になるおそれがあります。安
全を確認した上で、すみやかに道路
脇に停車してください。
なお、通常の方法で車両を停止する
ことができないような緊急時は、
P.426 を参照してください。

●急な下り坂では、エンジンブレーキ
を使用してスピードを下げてくださ
い。フットブレーキを連続して使い
すぎると、ブレーキが過熱して正常
に機能しなくなります。（P.173）

●走行中はハンドル・シート・ドアミ
ラー・インナーミラーの調整をしな
いでください。運転を誤るおそれが
あります。

●すべての乗員は頭や手、その他の体
の一部を車から出さないようにして
ください。

●制限速度をこえて運転しないでくだ
さい。法定速度で許可されている場
合でも、高速走行対応タイヤを装着
していない限り、85 mph（140 
km/h）をこえて運転しないでくださ
い。85 mph（140 km/h）をこえ
て運転すると、タイヤの破損による
制御不能、さらには事故につながる
おそれがあります。そのような速度
で運転する前に、必ずタイヤ販売店
にご相談いただき、車両のタイヤが
高速走行対応タイヤかどうかを確認
してください。

●電子制御サスペンション搭載車にお
いて、水深約20 in. (500 mm) を
こえる深水域を走行する場合は、車
高調整スイッチで車高を“HI” モー
ドに設定後、車高調整モード選択ス
イッチを押して手動モードに切り替
えてください。車両速度は18 mph 
(30 km/h) 以下で走行してくださ
い。車高が“HI” モードであって
も、水深約28 in. (700 mm) をこ
える水域は走行しないでください。
（P.323）

■すべりやすい路面を運転するとき

●急ブレーキ・急加速・急ハンドルは
タイヤがスリップし、車両の制御が
できなくなるおそれがあります。



164

Owner’s Manual_Japan_M34645_ja

4-1. 運転にあたって

警告
●急激なアクセル操作、シフト操作に
よるエンジンブレーキやエンジン回
転数の変化は、車が横すべりするな
どのおそれがあります。

●水たまり走行後はブレーキペダルを
軽く踏んでブレーキが正常に働くこ
とを確認してください。ブレーキ
パッドがぬれるとブレーキの効きが
悪くなったり、ぬれていない片方だ
けが効いたりしてハンドルをとられ
るおそれがあります。

■シフトレバーを操作するとき

●シフトレバーを前進側のシフトポジ
ションに入れたまま惰性で後退した
り、Rに入れたまま惰性で前進する
ことは絶対にやめてください。エン
ジンが停止し、ブレーキの効きが悪
くなったり、ハンドルが重くなった
りして、思わぬ事故や故障の原因と
なるおそれがあります。

●車両が動いているあいだは、シフト
レバーを Pに入れないでください。
トランスミッションにダメージを与
えたり、車両のコントロールができ
なくなるおそれがあります。

●車両が前進しているあいだは、シフ
トレバーを Rに入れないでくださ
い。トランスミッションにダメージ
を与えたり、車両のコントロールが
できなくなるおそれがあります。

●車両が後退しているあいだは、シフ
トレバーを前進側のシフトポジショ
ンに入れないでください。
トランスミッションにダメージを与
えたり、車両のコントロールができ
なくなるおそれがあります。

●走行中にシフトレバーをNに入れる
と、トランスミッションとエンジン
の動力伝達が解除され、エンジンブ
レーキが効かなくなります。

●アクセルペダルを踏み込んだまま操
作しないように気を付けてください。
シフトレバーがPまたは N以外にあ
ると、車が急発進して思わぬ事故に
つながるおそれがあり危険です。

■継続的にブレーキ付近から警告音
（キーキー音）が発生したとき

できるだけ早くトヨタ販売店で点検を
受け、ブレーキパッドを交換してくだ
さい。
必要なときにパッドの交換が行われな
いと、ディスクローターの損傷につな
がる場合があります。
パッドやローターなどの部品は、役割
を果たすと共に摩耗していきます。摩
耗の限界をこえて走行すると故障を引
き起こすばかりでなく、事故につなが
るおそれがあります。

■停車するとき

●空ぶかしをしないでください。
シフトレバーがPまたは N以外にあ
ると、車が急発進して思わぬ事故に
つながるおそれがあり危険です。

●車が動き出すことによる事故を防ぐ
ため、エンジン回転中は常にブレー
キペダルを踏み、必要に応じてパー
キングブレーキをかけてください。

●坂道で停車するときは、前後に動き
出して事故につながるのを防ぐため、
常にブレーキペダルを踏み、必要に
応じてパーキングブレーキをかけて
ください。
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警告
●停車中に空ぶかしをしないでくださ
い。
排気管が過熱し、可燃物が近くにあ
ると火災につながるおそれがあり危
険です。

■駐車するとき

●炎天下では、メガネ・スプレー缶・
炭酸飲料の缶などを車内に放置しな
いでください。
放置したままでいると、次のような
ことが起こるおそれがあり危険です。

･ ライターやスプレー缶からガスがも
れたり、出火する

･ プラスチックレンズ・プラスチック
素材のメガネが、変形またはひび割
れを起こす

･ 炭酸飲料の缶が破裂して車内を汚し
たり、電気部品がショートする原因
になる

●ライターを車内に放置したままにし
ないでください。ライターをグロー
ブボックスなどに入れておいたり、
車内に落としたままにしておくと、
荷物を押し込んだりシートを動かし
たときにライターの操作部が誤作動
し、火災につながるおそれがあり危
険です。

●フロントウインドウガラスなどには
吸盤を取り付けないでください。ま
た、インストルメントパネルやダッ
シュボードの上に芳香剤などの容器
を置かないでください。
吸盤や容器がレンズの働きをして、
車両火災につながるおそれがあり危
険です。

●シルバー色などの金属蒸着フィルム
を曲面ガラスに貼った場合は、ドア
やウインドウを開けたまま放置しな
いでください。
直射日光が曲面ガラスの内側に反射
し、レンズの働きをして火災につな
がるおそれがあり危険です。

●車から離れるときは、必ずパーキン
グブレーキをかけ、シフトレバーを
Pに入れ、エンジンを停止し、施錠
してください。
エンジンがかかっているあいだは、
車から離れないでください。
パーキングブレーキをかけずにシフ
トレバーをPにした状態では、車が
動き思わぬ事故につながるおそれが
あり危険です。

●エンジン回転中またはエンジン停止
直後は排気管にふれないでください。
やけどをするおそれがあります。

●4WD車：4WDスイッチを操作した
際、“4L”作動表示灯が点灯または
消灯する前にシフトレバーを操作す
ると、トランスファーの切りかえが
完了せず、シフトポジションに関係
なく駆動軸が拘束されません。（表示
灯が点滅し、ブザーが鳴ります）
この場合、シフトレバーをPに入れ
ても車両が動くおそれがあり危険で
す。必ず、トランスファーの切りか
えを完了させてください。
（P.328）
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警告
■仮眠するとき

必ずエンジンを停止してください。
エンジンをかけたまま仮眠すると、無
意識にシフトレバーを動かしたり、ア
クセルペダルを踏み込んだりして、事
故やエンジンの異常過熱による火災が
発生するおそれがあります。さらに、
風通しの悪い場所に停めると、排気ガ
スが車内に侵入し、重大な健康障害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

■ブレーキをかけるとき

●ブレーキがぬれているときは、普段
よりも注意して走行してください。
ブレーキがぬれていると、制動距離
が長くなり、ブレーキのかかりに、
左右の違いが出るおそれがあります。
また、パーキングブレーキがしっか
りとかからないおそれもあります。

●ブレーキ倍力装置が機能しないとき
は、他の車に近付いたりしないでく
ださい。また、下り坂や急カーブを
避けてください。
この場合ブレーキは作動しますが、
通常よりも強く踏む必要があります。
また制動距離も長くなります。ただ
ちにブレーキの修理を受けてくださ
い。

●万一エンジンが停止したときは、ブ
レーキペダルをくり返し踏まないで
ください。ペダルを踏むたびに、ブ
レーキのアシスト力の蓄えを使い
切ってしまいます。

●ブレーキシステムは2つの独立した
システムで構成されており、一方の
油圧システムが故障しても、もう一
方は作動します。この場合、ブレー
キペダルを通常より強く踏む必要が
あり、制動距離が長くなります。た
だちにブレーキの修理を受けてくだ
さい。

■万一脱輪したときは

いずれかのタイヤが宙に浮いていると
きは、むやみに空転させないでくださ
い。駆動系部品の損傷や、車両の飛び
出しによる思わぬ事故につながるおそ
れがあり危険です。

注意
■運転しているとき

●運転中にアクセルペダルとブレーキ
ペダルを同時に踏まないでください。
アクセルペダルとブレーキペダルを
同時に踏むと、エンジン出力を抑制
する場合があります。

●坂道で停車するために、アクセルペ
ダルを使ったり、アクセルペダルと
ブレーキペダルを同時に踏んだりし
ないでください。

■駐車するとき

必ずパーキングブレーキをかけ、シフ
トレバーを Pにしてください。パーキ
ングブレーキをかけシフトレバーを P
にしておかないと、車が動き出したり、
誤ってアクセルペダルを踏み込んだと
きに急発進するおそれがあります。

■部品の損傷を防ぐために

●パワーステアリングの損傷を防ぐた
め、ハンドルをいっぱいにまわした
状態を長く続けないでください。
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アクセルペダルを踏み込んだまま、
次のようにシフトポジションを切
りかえたとき、エンジン出力を抑
制することがあります。
･ Rに切りかえたとき※
･ PまたはRから、Dなどの前進
シフトポジションに切りかえた
とき※

この場合、マルチインフォメーション
ディスプレイにメッセージが表示されま
す。表示された画面の指示に従ってくだ
さい。
※状況によっては操作できない場合があ
ります。

知識
■ドライブスタートコントロールについ
て

TRAC の作動を停止（P.343）する
と、急発進の抑制制御も停止します。急
発進の抑制制御により、ぬかるみや新雪
などからの脱出が困難な場合は、TRAC
の作動を停止してください。（P.343）

また、次のときは急発進の抑制制御は作
動しません。

●4WDスイッチが“4L”か“4H”にあ
るとき（4WD車のみ）

●AUTO LSD モードのとき★

●マルチテレインセレクトを選択してい
るとき★

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

注意
●ディスクホイールなどの損傷を防ぐ
ため、段差などを通過するときは、
できるだけゆっくり走行してくださ
い。

●高負荷走行直後は、エンジンを停止
しないでください。必ずアイドル運
転を行い、ターボ装置などを冷却し
てからエンジンを停止してください。

■走行中にタイヤがパンクしたら

次のようなときはタイヤのパンクや損
傷が考えられます。ハンドルをしっか
り持って徐々にブレーキをかけ、ス
ピードを落としてください。

●ハンドルがとられる

●異常な音や振動がある

●車両が異常に傾く

タイヤがパンクした場合の対処法は
P.446 を参照してください。

■冠水路走行に関する注意

大雨などで冠水した道路では、次のよ
うな重大な損傷を受けるおそれがある
ため、走行しないでください。

●エンストする

●電装品がショートする

●水を吸い込んでのエンジン破損

万一、冠水した道路を走行し、水中に
浸かってしまったときは、必ずトヨタ
販売店で次の点検をしてください。

●ブレーキの効き具合

●エンジン・オートマチックトランス
ミッション・トランスファー（4WD
車）・ディファレンシャルなどのオイ
ルやフルードの量および質の変化

●プロペラシャフト・各ベアリング・
各ジョイント部などの潤滑不良

急発進および後退速度の抑制
（ドライブスタートコントロー
ル）
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荷物を積むときの注意

保管上の注意事項、積載量およ
び積荷に関する次の情報に注意
してください

警告
■積んではいけないもの

次のようなものを積むと引火するおそ
れがあり危険です。

●燃料が入った容器

●スプレー缶

■荷物を積むとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、ブレーキペダ
ル・アクセルペダルを正しく操作でき
なかったり、荷物が視界をさえぎった
り、荷物が乗員に衝突したりして、思
わぬ事故につながるおそれがあり危険
です。

●フロントシートのうしろに、背もた
れより高い位置にものを置かないで
ください。

●次の場所には荷物を積まないでくだ
さい。

･ 運転手の足元

･ 助手席やリヤシート（荷物を積み重
ねる場合）

･ インストルメントパネル

･ ダッシュボード

･ フタのない小物入れ／トレイ

●室内に積んだ荷物はすべてしっかり
と安定させてください。

●荷台に人を乗せないでください。
乗員用には設計されていません。
乗員は、適切にシートベルトを着用
させ、座席に座らせてください。お
守りいただかないと、急ブレーキや
衝突の際に、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれが
あります。

■荷物の重量・荷重のかけ方について

●荷物を積み過ぎないでください。

●荷重を不均等にかけないようにして
ください。
これはタイヤに負担をかけるだけで
なく、ハンドル操作性やブレーキ制
御の低下により思わぬ事故につなが
り、重大な傷害におよぶか、最悪の
場合死亡につながるおそれがありま
す。
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4-2. 運転のしかた

1 パーキングブレーキがかかって
いることを確認するため、パー
キングブレーキスイッチを引く
（P.179）

メーター内のパーキングブレーキ表示灯
が点灯します。

2 シフトレバーが Pの位置にある
ことを確認する

3 ブレーキペダルをしっかり踏む

マルチインフォメーションディスプレイ

に とメッセージが表示されます。表

示されないと、エンジンは始動しません。

4 エンジンスイッチを短く確実に
押す

短く確実に押せば、押し続ける必要はあ
りません。

エンジンが始動するまで最大 30秒間ス
ターターが回転します。

完全にエンジンが始動するまでブレーキ
ペダルを踏み続けてください。

エンジンスイッチのどのモードからでも

エンジンを始動できます。

知識
■エンジンが始動しないとき

●エンジンイモビライザーシステムが解
除されていない可能性があります。
（P.64）
トヨタ販売店へご連絡ください。

●始動操作に関するメッセージがマルチ
インフォメーションディスプレイに表
示されている場合は、画面の指示に
従ってください。

■バッテリーがあがったとき

スマートエントリー＆スタートシステム
でエンジンを始動することができません。
エンジンを始動するは、P.460を参照し
てください。

■電子キーの電池の消耗について

P.96

■スマートエントリー＆スタートシステ
ムが正常に働かないおそれのある状況

P.121

■ご留意いただきたいこと

P.121

エンジン（イグニッショ
ン）スイッチ

電子キーを携帯して次の操作を
行うことで、エンジンの始動ま
たはエンジンスイッチのモード
を切りかえることができます。

エンジンをかけるには
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■マルチインフォメーションディスプレ
イに“Smart Key System 
Malfunction See Owner’s 
Manual”が表示されたときは

システムに異常があるおそれがあります。
ただちにトヨタ販売店で点検を受けてく
ださい。

■マルチインフォメーションディスプレ
イに“Check Fuel Cap”が表示され
たときは

P.196

■電子キーの電池交換

P.414

■エンジンスイッチの操作について

●スイッチを短く確実に押せていない場
合や早く連続して押した場合は、モー
ドの切りかえやエンジンの始動ができ
ない場合があります。

●エンジンスイッチOFF後、すぐに再始
動させようとする場合は、エンジンが
始動しない場合があります。エンジン
スイッチOFF 後の再始動は、数秒待っ
てから操作してください。

■カスタマイズ機能

カスタマイズ機能でスマートエントリー
＆スタートシステムを非作動にしたとき
は、P.458 を参照してください。

1 車両を完全に停止させる
2 パーキングブレーキをかけて
（P.179）、シフトレバーをP
の位置にする

メーター内のパーキングブレーキ表示灯
が点灯していることを確認します。

シフトレバーを Pにしたあとは、シフト
レバーのボタンを押さないでください。

3 エンジンスイッチを短く確実に
押す

エンジンが停止し、メーター表示が消灯
します。

4 ブレーキペダルから足を離して
マルチインフォメーションディ
スプレイの“ACCESSORY”
や“IGNITION ON”の表示が
消灯していることを確認する

警告
■エンジンを始動するとき

必ず運転席に座って行ってください。
このとき決してアクセルペダルは踏ま
ないでください。
思わぬ事故につながり、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

注意
■エンジンを始動するとき

●エンジンが冷えた状態で空ぶかしし
ないでください。

●もしエンジンが始動しにくかったり、
ひんぱんにエンストする場合は、た
だちにトヨタ販売店で点検を受けて
ください。

■エンジンスイッチの操作について

エンジンスイッチ操作時に引っかかり
などの違和感があるときは、故障のお
それがあります。すみやかにトヨタ販
売店にご連絡ください。

エンジンを停止するには
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知識
■エンジン自動停止機能

●シフトレバーが Pの位置にあり、エンジ
ンが長時間かけっぱなしになった場合、
自動的にエンジンを停止する機能が装
備されています。

●シフトレバーがPの位置でエンジンをか
けたままにすると、約1時間後に自動
的にエンジンが停止します。

●ブレーキペダルを踏むか、シフトレ
バーをP以外の位置にすると、自動停
止機能のタイマーはリセットされます。

●駐車後、室内のドアロックスイッチ
（P.101）で施錠するか、外側からメ
カニカルキーで施錠した場合は、エン
ジン自動停止機能は無効になります。
運転席ドアを開けると、自動停止機能
のタイマーは再び有効になります。

ブレーキペダルを踏まずにエンジ
ンスイッチを押すと、モードを切
りかえることができます。（スイッ
チを押すごとにモードが切りかわ
ります）

警告
■緊急時のエンジン停止方法

●走行中にエンジンを緊急停止したい
場合には、エンジンスイッチを 2秒
以上押し続けるか、素早く3回以上
連続で押してください。（P.426）
ただし、緊急時以外は走行中にエン
ジンスイッチにふれないでください。
走行中にエンジンを停止してもハン
ドルやブレーキの操作は可能ですが、
操作力補助がなくなり、ハンドルと
ブレーキの操作が困難になります。
安全を確認した上で、すみやかに道
路脇に停車してください。

●走行中にエンジンスイッチを操作す
ると、マルチインフォメーション
ディスプレイに警告メッセージが表 
示され、警告ブザーが鳴ります。

●走行中にエンジンを緊急停止したあ
と、走行中にエンジンを再始動させ
る場合は、シフトレバーをNにして
エンジンスイッチを短く確実に押し
てください。

■駐車するとき

排気ガスには無色・無臭で有害な一酸
化炭素（CO）が含まれているため、次
のことを必ずお守りください。

お守りいただかないと、排気ガスが車
内に侵入し、多量の排気ガスが眠気を
招き事故の原因になるほか、重大な健
康障害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

●換気が悪い場所や車庫内など囲まれ
た場所ではエンジンを停止してくだ
さい。

●長時間エンジンをかけたままにしな
いでください。
どうしても必要な場合は、開かれた
場所に車を停め、排気ガスが車内に
入ってこないことを確認してくださ
い。

●降雪時や雪が積もった場所では、エ
ンジンをかけたままにしないでくだ
さい。
まわりに積もった雪で排気ガスが滞
留して車内に入るおそれがあります。

エンジンスイッチを切りかえる
には
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“ACCESSORY”

“IGNITION ON”

1 OFF※

非常点滅灯が使用できます。
マルチインフォメーションディスプレイ
は表示されません。

2 ACC
オーディオなどの電装品が使用できます。
マルチインフォメーションディスプレイ
に“ACCESSORY”が表示されます。

3 ON
すべての電装品が使用できます。
マルチインフォメーションディスプレイ
に“IGNITION ON”が表示されます。
※シフトレバーが P以外またはシフトレ
バーのボタンを押しているときはON
のままになり、OFF になりません。

知識
■自動電源OFF 機能

シフトレバーが Pにあり、シフトレバー
のボタンを押していないとき、20分以上
ACCか 1時間以上ON（エンジンがか
かっていない状態）にしたままにしてお
くと、エンジンスイッチが自動でOFF に
なります。

ただし、自動電源OFF 機能は、バッテ
リーあがりを完全に防ぐものではありま
せん。エンジンがかかっていないときは、
エンジンスイッチをACCまたはONに
したまま長時間放置しないでください。

シフトレバーがP以外またはシフ
トレバーのボタンを押していると
きにエンジンを停止させた場合、
エンジンは停止しますが、エンジ
ンスイッチのモードはOFF になり
ません。次の手順でOFF にしてく
ださい。
1 パーキングブレーキがかかって
いることを確認する

2 シフトレバーをPの位置にする
シフトレバーを Pにしたあとは、シフト
レバーのボタンを押さないでください。

3 マルチインフォメーションディ
スプレイに“IGNITION ON”
が表示されていることを確認
し、エンジンスイッチを短く確
実に押す

注意
■バッテリーあがりを防止するために

●エンジンがかかっていないときは、
エンジンスイッチをACC またはON
にしたまま長時間放置しないでくだ
さい。

●エンジンがかかっていないときに、
マルチインフォメーションディスプ 
レイの“ACCESSORY”または
“IGNITION ON”の表示が消灯し
ていない場合、エンジンスイッチが
OFFになっていません。エンジンス
イッチをOFFにしてから車両を離れ
てください。

シフトレバーがP以外でエンジ
ンを停止したとき
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4 マルチインフォメーションディ
スプレイの“ACCESSORY”
または“IGNITION ON”の表
示が消灯していることを確認す
る

※1燃費向上や騒音の低減のために、通常
はDポジションを使用してください。

※2Sモードではシフトレンジを選択する
ことで、加速力やエンジンブレーキ力
を切りかえることができます。

知識
■下り坂での運転

下り坂では、エンジンブレーキを効かせ
るために、自動的にシフトダウンする場
合があります。

シフトダウンが行われると、エンジン回
転数が高くなる場合があります。

■オートマチックトランスミッションの
保護制御

●ぬかるみや砂地・雪道などでスタック
してタイヤが空転する状態が続くとき
や、走行時にアクセルペダルをくり返
し踏んだり離したりする状況が続くと、
トランスミッションが高温になり損傷

注意
■バッテリーあがりを防止するために

シフトレバーがP以外またはシフトレ
バーのボタンを押している状態でエン
ジンを停止させないでください。シフ
トレバーが P以外またはシフトレバー
のボタンを押している状態でエンジン
を停止させた場合、エンジンスイッチ
がONのままとなるため、そのまま放
置するとバッテリーあがりの原因にな
ります。

オートマチックトランス
ミッション

目的や状況に応じてシフトポジ
ションを選択してください。

シフトポジションの使用目的に
ついて

シフトポジ
ション

目的および状態

P 駐車またはエンジンの始動

R 後退

N 動力が伝わらない状態

D 通常走行※1

S S モード走行※2

（P.175）
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するおそれがあります。
このとき、トランスミッションが損傷
しないように、ギヤ段が一時的に固定
される場合があります。
トランスミッションの温度が下がると
ギヤ段の固定は解除され、通常作動に
もどります。

●トランスミッションフルードの温度が
高くなると、マルチインフォメーショ
ンディスプレイに“Transmission Oil 
Temp. High Stop in a Safe Place 
and See Owner’s Manual”が表示
されます。
ただちに安全な場所に停車し、シフト
レバーを Pにして、エンジンをかけた
まま温度が下がるまで待ちます。しば
らくして表示が消えたら、走行可能に
なります。表示が消えないときは、ト
ヨタ販売店にご連絡ください。

■レーダークルーズコントロール（全車
速追従機能付き）作動状態での走行時

エンジンブレーキを目的に次の操作を
行っても、レーダークルーズコントロー
ルが解除されないためエンジンブレーキ
は効きません。

●S モードで走行中に、9、8、7、6、
5、または 4速にシフトダウンした場
合。（P.175）

■急発進の抑制について（ドライブス
タートコントロール）

P.167

■AI-SHIFT

AI-SHIFT は、運転者の運転操作と走行状
況により、自動的に適切なギヤ段に切り
かえます。
AI-SHIFT は、シフトレバーがDまたは
Sのときに、AI シフトが自動的に作動し
ます。

エンジンスイッチがONの状態

で、ブレーキペダルを踏んだ状態
でシフトレバーのボタンを押しな

がら操作します。※

シフトレバーのボタンを押しな

がら操作します。

シフトレバーのボタンを押さず

そのまま操作します。
PとDのあいだの操作は、ブレーキペダ
ルを踏み、車を完全に止めてから行って

警告
■すべりやすい路面を走行するとき

急なアクセル操作や、シフト操作を行
わないでください。エンジンブレーキ
力の急激な変化が横すべりやスピンの
原因になりますので注意してください。

シフトレバーの動かし方
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ください。
※シフトレバーのボタンを押す前にブ
レーキペダルを踏んでください。シフ
トレバーのボタンを最初に押してもシ
フトロックは解除されません。

知識
■シフトロックシステム

シフトロックシステムは、発進時のシフ
トレバーの誤操作を防止するためのシス
テムです。
エンジンスイッチがONでブレーキペダ
ルを踏んだままシフトレバーのボタンを
押した状態でなければ、シフトレバーを
Pからシフトできません。

■シフトレバーをPからシフトできないと
き

ブレーキペダルを踏んでいることを確認
してください。
ブレーキペダルを踏んだままシフトレ
バーのボタンを押した状態でシフトレ
バーがシフトできない場合、シフトロッ
クシステムなどの故障が考えられます。
ただちにトヨタ販売店で点検を受けてく
ださい。
ただし一時的な処置として、次の方法で
シフトレバーをシフトすることができま
す。

シフトロックの解除のしかた：
1 パーキングブレーキをかける
2 エンジンスイッチをOFFにする
3 ブレーキペダルを踏む
4 マイナスドライバーなどを使ってカ
バーを取りはずす
傷が付くのを防ぐため、マイナスドラ
イバーの先端に布などを巻いて保護し
てください。

5 シフトロック解除ボタンを押しながら
シフトレバーのボタンを押す
シフトロック解除ボタンを押している
あいだは、レバーをシフトできます。

■ ドライブモードセレクト
P.326

シフトレバーがSの位置にあると
き、シフトレバーは次のように操

警告
■シフトロック解除時の事故を防ぐた
めに

シフトロック解除ボタンを押すときは、
必ずパーキングブレーキをかけブレー
キペダルを踏んでください。
誤ってアクセルペダルを踏んでいると、
シフトロック解除ボタンを押してシフ
トレバーを操作したときに、車が急発
進して思わぬ事故につながり、重大な
傷害におよぶか最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。

走行モードの選択

Sモードでのシフトレンジ選択
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作できます。

1 シフトアップ
2 シフトダウン
選択されたシフトポジション（S1から
S10）がマルチインフォメーションディ
スプレイに表示されます。

Sモードでの初期シフトポジションは、
車速に応じて自動的に4、5、6、7、ま
たは 8速に設定されます。

ただし、シフトレバーがDポジションに
あるときに AI-SHIFT が作動した場合、
初期シフトポジションは 4速に設定され
ることがあります。（P.174）

知識
■S モードについて

●エンジンブレーキ力は、10段階から選
択が可能です。

●シフトポジションの数字の小さい方が
エンジンブレーキ力は大きくなり、エ
ンジン回転数も高くなります。

●エンジンのオーバーレブを防ぐため、
自動的にシフトアップする場合があり
ます。

●オートマチックトランスミッションを
保護するため、トランスミッションフ
ルードの温度が高い場合は、自動的に
高いシフトポジションを選択します。

●シフトポジションが9速以下のとき、シ
フトレバーを“＋”側へ保持すると 

10速に設定されます。

■シフトダウン制限警告ブザー

安全や走行性能を確保するため、シフト
ダウン操作には制限があり、シフトレ
バーを操作してもシフトダウンできない
場合があります。

■シフトレバーをSにしても、Sインジ
ケーターが点灯しないとき

システム異常のおそれがあります。
ただちにトヨタ販売店で点検を受けてく
ださい。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

トレーラーをけん引する場合や重
い荷物を運搬する場合は、TOW 
HAULまたは TOW+モードを使
用してください。
TOW HAULまたはTOW+モー
ドをONにすると、エンジン、ト
ランスミッション、操舵機能がト
レーラーのけん引に適した状態に
切りかわります。

TOW HAULインジケーター

TOW HAUL スイッチ★
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TOW+インジケーター

TOW HAUL スイッチ

モード選択スイッチ

1 TOW HAUL スイッチを押しま
す。

TOW HAUL インジケーターが点灯しま
す。

もう一度スイッチを押すとモードが解除
されます。

2 モードセレクトスイッチを回し
て TOW HAULまたは TOW+
モードを切りかえます。

TOW HAUL モードより強いけん引力が
必要な場合は、TOW+モードを使用し
てください。（P.177）

TOW+インジケーターが点灯します。

知識
■TOW HAULおよび TOW+モードの自
動解除

TOW HAUL および TOW+モードは、次
の条件で解除されます。

●4WDスイッチ★が 4L の場合

●ドライブモードセレクト★またはマルチ
テレインセレクト★が選択されている場
合

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

■TOW HAULモードと TOW+モードの
違いについて

けん引するトレーラーの重量に応じて、
各モードを使い分けることをおすすめし
ます。

●TOW HAUL モードは、けん引重量が
5,000 lb.（2,268kg）未満のトレー
ラーをけん引する場合に使用します。

●TOW+モードは、けん引重量が5,000 
lb.（2,268kg）をこえるトレーラーを
けん引する場合に使用します。
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1 右折
2 右側へ車線変更（レバーを途中
まで動かして離す）

右側方向指示灯が 3回点滅します。

3 左側へ車線変更（レバーを途中
まで動かして離す）

左側方向指示灯が 3回点滅します。

4 左折

知識
■作動条件

エンジンスイッチがONのとき

■表示灯の点滅が異常に速くなったとき
は

各方向指示灯の電球が切れていないか確
認してください。

■車線変更を行う前に方向指示灯が消灯
した場合

レバーをもう一度操作してください。

■カスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（P.475）

方向指示レバー

操作のしかた
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■ マニュアルモード
手動でパーキングブレーキをかけ
る・解除することができます。

タイプA

タイプB
1 スイッチを引き、パーキングブ
レーキをかける

パーキングブレーキ表示灯が点灯します。
緊急時、走行中にパーキングブレーキを
かける必要があるとき、スイッチを引き

続けてください。

2 スイッチを押し、パーキングブ
レーキを解除する

･ ブレーキペダルまたはアクセルペダル
を踏みながら操作してください。アク
セルペダルを踏むときはゆっくり踏ん
でください。

･ パーキングブレーキ自動解除機能
（P.180）
解除後、パーキングブレーキ表示灯が消
灯します。

パーキングブレーキ表示灯が点滅
した場合は、再度スイッチを操作
してください。（P.437）
■ オートモードをONにする
停車中に、ブザーが鳴り、マルチ
インフォメーションディスプレイ
にメッセージが出るまでスイッチ
を引き続ける

“EPB Shift Interlock 

Function Activated”
オートモードをONにすると、
パーキングブレーキが次のように
作動します。
● シフトレバーをPからP以外にす
ると、パーキングブレーキが解
除され、パーキングブレーキ表
示灯が消灯します。

パーキングブレーキ

自動または手動でパーキングブ
レーキをかける・解除すること
ができます。

オートモードのときは、シフト
レバーの操作に応じてパーキン
グブレーキが自動で作動します。

また、オートモードのときでも
手動でパーキングブレーキをか
ける・解除することができます。

操作のしかた
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● シフトレバーをP以外からPにす
ると、パーキングブレーキがか
かり、パーキングブレーキ表示
灯が点灯します。

シフトレバーは、停車した状態で
ブレーキペダルを踏みながら操作
してください。
■ オートモードをOFF にする
停車中にブレーキペダルを踏みな
がら、ブザーが鳴り、マルチイン
フォメーションディスプレイに
メッセージが出るまでスイッチを
押し続ける。

“EPB Shift Interlock 

Function Deactivated”

知識
■パーキングブレーキの作動

●エンジンスイッチがON以外では、パー
キングブレーキスイッチによる解除は
できません。

●エンジンスイッチがON以外では、オー
トモード（かける・解除する）は作動
しません。

■パーキングブレーキ自動解除機能につ
いて

次の条件をすべて満たしたとき、アクセ
ルペダルをゆっくり踏むことによりパー
キングブレーキを解除することができま

す。

●運転席ドアが閉まっているとき

●運転席シートベルトを着用していると
き

●シフトレバーが 前進もしくは後退の位
置にある

●エンジン警告灯やブレーキ警告灯が消
灯している。

パーキングブレーキ自動解除機能が作動
しない場合、手動で解除してください。

■パーキングブレーキ自動作動機能につ
いて

次の条件をすべて満たしたとき、パーキ
ングブレーキが作動します。

●ブレーキを踏んでいないとき

●運転席のドアが開いているとき

●運転席のシートベルトを装着していな
いとき

●シフトレバーがPまたはN以外にあると
き

●エンジン警告灯やブレーキ警告灯が消
灯しているとき

■マルチインフォメーションディスプレ
イに“Parking Brake Temporarily 
Unavailable” と表示されたときは

短時間に作動をくり返すと、システムの
過熱防止のために作動制限することがあ
ります。その場合は、操作を控えてくだ
さい。1分程度でもとの状態にもどりま
す。

■マルチインフォメーションディスプレ
イに“Parking Brake 
Unavailable” と表示されたときは

パーキングブレーキスイッチを操作して
ください。何度か操作してもメッセージ
が消えない場合は、システムに異常があ
るおそれがあります。トヨタ販売店で点
検を受けてください。
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■パーキングブレーキの作動音

パーキングブレーキが作動するとき、
モーターの音（“ウィーン”という音）
が聞こえることがありますが、異常では
ありません。

■パーキングブレーキ表示灯について

●パーキングブレーキをかけたとき、エ
ンジンスイッチのモードによって、次
のようにパーキングブレーキ表示灯が
点灯します。
ON：パーキングブレーキを解除するま
で点灯します。
ON以外：約15秒間点灯します。

●パーキングブレーキをかけた状態でエ
ンジンスイッチをOFFにしたとき、
パーキングブレーキ表示灯が約 15秒
間点灯したままになりますが、異常で
はありません。

■パーキングブレーキスイッチが故障し
たとき

自動的にオートモードがONになります。

■駐車するとき

P.161

■パーキングブレーキ未解除走行時警告
ブザー

パーキングブレーキをかけたまま走行す
ると、警告ブザーが鳴り、マルチイン
フォメーションディスプレイに
“Parking Brake ON”が表示されます。
（車速が 3 mph [5 km/h] をこえたとき）

■ブレーキ警告灯が点灯したときは

P.432

■冬季のパーキングブレーキの使用につ
いて

P.350

警告
■駐車するとき

お子さまだけを車の中に残したままに
しないでください。お子さまが誤って
パーキングブレーキを解除し、車が動
き出して思わぬ事故につながり、重大
な障害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

■パーキングブレーキスイッチについ
て

パーキングブレーキスイッチの周辺に
ものを置かないでください。ものとス
イッチが干渉して、思わぬパーキング
ブレーキの作動につながるおそれがあ
ります。

注意
■駐車するとき

車から離れるときは、シフトレバーを
Pにし、パーキングブレーキをかけて
ください。

車が動かないことを確認してください。

■システムに異常が発生したら

安全な場所に車を停め、警告メッセー
ジを確認してください。

■故障などでかかったままになったと
き

パーキングブレーキがかかったまま走
行すると、ブレーキ部品が過熱し、ブ
レーキの効きが悪くなったり、早く摩
耗したりするおそれがあります。この
場合は、ただちにトヨタ販売店で点検
を受けてください。
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スイッチを押して、ブレーキホー
ルドシステムをONにする

ブレーキホールドスタンバイ表示
灯（緑） が点灯します。ブレーキ

保持中はブレーキホールド作動表
示灯（黄） が点灯します。

知識
■システムの作動条件

次のときはブレーキホールドシステムを
ONにできません。

●運転席ドアが閉まっていない

●運転席シートベルトを着用していない

●パーキングブレーキがかかっている

ブレーキホールドシステムがONのとき
に上記いずれかを検出したときは、シス
テムがOFF になり、ブレーキホールドス
タンバイ表示灯（緑）が消灯します。ブ
レーキ保持中に検出した場合は、さらに
警告音と共にマルチインフォメーション
ディスプレイにメッセージが表示され、
自動的にパーキングブレーキがかかりま
す。

■ブレーキ保持について

●ブレーキ保持中にブレーキペダルが踏
まれていない状態が約 3分継続すると、
自動的にパーキングブレーキがかかり
ます。このときはブザーが鳴り、マル
チインフォメーションディスプレイに
メッセージが表示されます。

●急坂路ではブレーキ保持できないこと
があり、その場合運転者が、ブレーキ
をかける必要があります。このときブ
ザーが鳴り、マルチインフォメーショ
ンディスプレイにメッセージが表示さ
れます。表示された画面の指示に従っ
てください。

●ブレーキ保持中にシステムをOFFにす
るときは、ブレーキペダルをしっかり
踏み、もう一度スイッチを押してくだ
さい。

■ブレーキ保持中にパーキングブレーキ
が自動的にかかったとき

発進時は次のいずれかの操作でパーキン
グブレーキを解除してください。

●運転席シートベルトを着用した状態で
アクセルペダルを踏む（シートベルト
が着用されていない場合や、ドアが開
いている場合、シフトレバーがPまた
はNになっている場合は、パーキング
ブレーキは解除されません。）

●ブレーキペダルを踏みながら、パーキ
ングブレーキスイッチを操作して手動
で解除する

操作したあとパーキングブレーキ表示灯

ブレーキホールド

シフトレバーがD・SまたはN
でブレーキホールドシステムが
ONのとき、ブレーキペダルを
踏んで停車するとブレーキがか
かったまま保持されます。シフ
トレバーがDまたはSのとき、
アクセルペダルを踏むと同時に
解除され、スムーズに発進でき
ます。

システムを作動させるには
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が消灯したことを確認してください。
（P.179）

■トヨタ販売店で点検が必要なとき

ブレーキホールドシステムの作動条件を
満たしているときに、ブレーキホールド
スイッチを押してもブレーキホールドス
タンバイ表示灯（緑）が点灯しないとき
はシステムの異常が考えられます。ただ
ちにトヨタ販売店で点検を受けてくださ
い。

■マルチインフォメーションディスプレ
イに“Brake Hold Malfunction 
Press Brake to Deactivate Visit 
Your Dealer”“Brake Hold 
Malfunction Visit Your Dealer” が
表示されたときは

システムに異常があるおそれがあります。
ただちにトヨタ販売店で点検を受けてく
ださい。

■警告メッセージ・警告ブザーについて

操作に関して注意が必要な場合や、シス
テムに異常が発生したときには、警告
メッセージ・警告ブザーで注意をうなが
します。マルチインフォメーションディ
スプレイに警告メッセージが表示された
ときは、表示された画面の指示に従って
ください。

■ブレーキホールドシステムと他制御を
同時に作動させた場合

次のいずれかのときは、マルチインフォ
メーションディスプレイにメッセージが
表示されます。

●“Brake Hold Unavailable, See the 
Owner’s Manual”

･ ダウンヒルアシストコントロールシス
テムが作動中に、ブレーキホールドス
イッチを押したとき

･ 4WDスイッチが 4Lモードで、ブレー
キホールドスイッチを押したとき

●“Brake Hold Unavailable, Press 

Brake to Deactive.”
･ ブレーキホールドシステムが作動中に、
DAC/CRAWLスイッチを操作したと
き

･ ブレーキホールドシステムが作動中に、
4WDスイッチを 4L モードにしたとき

ブレーキホールドシステムは、ダウンヒ
ルアシストコントロールシステムまたは
4WDスイッチが 4Lモードと同時に作動
させることができません。

ブレーキペダルを踏んだ状態でブレーキ
ホールドスイッチを押し、ブレーキホー
ルドシステムをOFFにしてください。

■ブレーキホールド作動表示灯（黄）が
点滅したときは

P.436

警告
■急坂路では

急坂路でブレーキホールドシステムを
使用するときは注意してください。急
坂路ではブレーキホールドシステムに
てブレーキを保持できないことがあり
ます。
また、勾配によってはシステム自体が
作動しないことがあります。

■すべりやすい路面では

タイヤのグリップ限界をこえて停車さ
せることはできません。すべりやすい
路面での使用は控えてください。
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注意
■駐車するとき

ブレーキホールドは長時間駐車するた
めの機能ではありません。ブレーキ保
持中にエンジンスイッチをOFFにする
と、保持が解除されて車が動き出す場
合があります。エンジンスイッチを操
作するときは、ブレーキペダルを踏み、
シフトレバーをPにして、パーキング
ブレーキをかけてください。
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4-3. ランプのつけ方・ワイパーの使い方

次のように スイッチを操作する

と、ランプが点灯します。

※スイッチを 3 の位置へ操作し

手を離すと、自動的に 2 の位置へ

戻ります。

タイプA

タイプB

1 サイドマーカーランプ・車

幅灯・尾灯・番号灯・インスト
ルメントパネルランプとヘッド
ランプを点灯

2 上記すべてのランプとデ

イタイムランニングランプ

（P.185）を自動点灯・消灯

3 保持しているときのみ消

灯

知識
■AUTOモードの作動条件

エンジンスイッチがONのとき

■デイタイムランニングランプ機能

●一部グレードのデイタイムランニング
ランプはヘッドランプと同じランプを
使用し、減光して点灯します。

●日中での走行時、自車が他の運転者か
ら見やすくなるように、次の条件がす
べて満たされたとき、自動的にデイタ
イムランニングランプが点灯します。
（デイタイムランニングランプは夜間の
使用を意図したものではありません。）

･ エンジンが始動している
･ パーキングブレーキが解除されている

･ ランプスイッチが ※の位置に

なっている
※周囲が明るい場合

●デイタイムランニングランプは点灯後、
パーキングブレーキを再度かけても点
灯したままになります。

■ライトセンサーについて

センサーの上にものを置いたり、セン
サーをふさぐようなものをフロントウイ
ンドウガラスに貼らないでください。周
囲からの光がさえぎられると、自動点灯・

ランプスイッチ

自動または手動でヘッドランプ
などを点灯・消灯できます。

点灯のしかた
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消灯機能が正常に働かなくなります。

■ランプ消し忘れ防止機能

●ヘッドランプ点灯時：エンジンスイッ

チをACC、またはOFF にして運転席

ドアを開閉すると、30秒後にヘッドラ

ンプおよび尾灯が消灯します。

（すべてのドアを閉めた後にキーの

を押すと、ランプはすぐに消灯しま

す。）

●尾灯のみ点灯時：エンジンスイッチを
ACC、またはOFF にして運転席ドア
を開けると、尾灯は自動的に消灯しま
す。

再びランプを点灯する場合は、エンジン

スイッチをONにするか、一度ランプス

イッチをOFF にしてから の位置に

します。

■ランプ消し忘れ警告ブザー

ランプが点灯している状態でエンジンス
イッチをACCまたは OFFにして運転席
ドアを開けると、ランプ類の消し忘れを
警告するブザーが鳴ります。

■ドアを解錠するとき（おむかえ照明機
能）★

スマートエントリー＆スタートシステム
またはワイヤレスリモコンでドアを解錠
すると、車幅灯と尾灯が自動で点灯しま
す。
ランプスイッチが AUTOの位置にあり、
周囲が暗い場合にこの機能が作動します。
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

■オートレベリングシステム★

通行人や対向車がまぶしくないように、
乗車人数・荷物の量などによる車の姿勢
の変化に合わせて、ヘッドランプの光軸

を自動で調整します。
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

■ワイパー連動ヘッドランプ点灯機能

日中での走行時、ランプスイッチが

でワイパーを作動してしばらくす

ると、自車が他車から見やすくなるよう

にヘッドランプが自動点灯します。

■節電機能

車両のバッテリーあがりを防止するため、
エンジンスイッチがOFF の状態でヘッド
ランプまたは尾灯が点灯している場合、
節電機能が働き約20分後すべてのラン
プが自動消灯します。
エンジンスイッチをONにすると節電機
能は解除されます。
次のいずれかを行った場合、節電機能は
いったん解除され、再度節電機能が働き
約 20分後すべてのランプが自動消灯し
ます。

●ランプスイッチを操作したとき

●ドアを開閉したとき

■カスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（P.475）

注意
■バッテリーあがりを防止するために

エンジンを停止した状態でランプ類を
長時間点灯しないでください。
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運
転

1 ヘッドランプ点灯時ハイビーム
に切りかえ

レバーをもとの位置へもどすとロービー
ムにもどります。

2 レバーを引いているあいだ、ハ
イビームを点灯

ランプが消灯していても、ハイビームが
点灯します。レバーを離すと、ロービー
ムにもどる、または消灯します。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

乗車人数や荷物の量などによる車
の姿勢の変化に合わせて、ヘッド
ランプの光軸を調整することがで
きます。
車両に荷物がない場合、ダイヤル
をできるだけ0に近い位置にして
おいてください。荷物が増えるに
つれて通行人や対向車がまぶしく
ならないように数字が大きくなる
方向に調整してください。

1 上向きに調整
2 下向きに調整

ハイビームにするには

手動光軸調整ダイヤル★
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

1 ※1/ ※2 フロントフォ

グランプを消灯する

2 フロントフォグランプを点

灯する
※1タイプ A
※2タイプ B

知識
■点灯条件

車幅灯が点灯しているとき、またはヘッ
ドランプがロービームで点灯していると
きに使用できます。

1 オートマチックハイビームス
イッチを押す

2 ランプスイッチを または

の位置にする

フォグランプスイッチ★

雨や霧などの悪天候下では、前
方の視界を確保するためにフロ
ントフォグランプを点灯させま
す。

操作のしかた

AHB（オートマチックハ
イビーム）

オートマチックハイビームは、
フロントウインドウガラス上部
に設置された前方カメラにより
前方車両のランプや街路灯など
の明るさを判定し、自動的にハ
イビームとロービームを切りか
えます。

警告
■安全にお使いいただくために

オートマチックハイビームを過信しな
いでください。運転者は常に自らの責
任で周囲の状況を把握し、安全運転を
心がけ、必要に応じて手動でハイビー
ムとロービームを切りかえてください。

■オートマチックハイビームの誤作動
を防ぐために

荷物を積み過ぎないでください。

オートマチックハイビームを使
うには
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転

レバーがロービームの位置にあるとき、
オートマチックハイビームが有効になり、
AHB表示灯が点灯します。

知識
■ハイビームとロービームの自動切りか
え条件

●次の条件をすべて満たすと、ハイビー
ムを点灯します。（約 1秒後）

･ 車速が約 21 mph（約 34 km/h）以
上

･ 車両前方が暗い
･ 前方にランプを点灯した車両がいない
･ 前方の道路沿いの街路灯の光が少ない

●次の条件のいずれかのときはロービー
ムが点灯します。

･ 車速が約 17 mph（約 27 km/h）以
下

･ 車両前方が明るい
･ 前方車両がランプを点灯している
･ 前方の道路沿いの街路灯の光が多い

■前方カメラの検知について

●次の状況では、ハイビームが自動で
ロービームに切りかわらない場合があ
ります。

･ 見通しの悪いカーブで対向車と突然す
れ違ったとき

･ 他車が前方を横切ったとき
･ 連続するカーブや中央分離帯、街路樹
などで前方車両が見え隠れするとき

･ 前方車両が離れた車線から接近してき
たとき

･ 前方車両が無灯火のとき

●前方車両のフォグランプにより、ハイ
ビームがロービームに切りかわる場合
があります。

●街路灯や信号・広告などの照明、また
は標識・看板などの反射物によりハイ
ビームがロービームに切りかわる場合
や、ロービームが継続する場合があり
ます。

●次の原因により、ハイビームとロー
ビームの切りかえのタイミングが変化
する場合があります

･ 前方車両のランプの明るさ
･ 前方車両の動きや向き
･ 前方車両のランプが片側のみ点灯して
いるとき

･ 前方車両が二輪車のとき
･ 道路の状態（勾配やカーブ、路面状況
など）

･ 乗車人数や荷物の量

●ハイビームとロービームが運転者の感
覚に合わず切りかわる場合があります。

●自転車などの軽車両は検知しない場合
があります。

●次のような状況では、周囲の明るさが
正確に検知されず、ハイビームが歩行
者や前方車両などの迷惑になる場合や、
ロービームが継続する場合があります。
このような場合は、手動でハイビーム
とロービームを切りかえてください。

･ 悪天候時（霧・雪・砂嵐・大雨など）
･ フロントウインドウガラスが汚れてい
るときや、曇っているとき

･ フロントウインドウガラスにひび割れ
や破損があるとき

･ 前方カメラが変形しているときや、汚
れているとき

･ 前方カメラが極端に高温になっている
とき

･ 周囲にヘッドランプや尾灯などに似た
光があるとき

･ 前方車両のランプが無灯火のときや、
ランプに汚れや変色があったり光軸が
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ずれているとき
･ 先行車から水・雪・土埃などの巻き上
げがあるとき

･ 急激な明るさの変化が連続するとき
･ 起伏や段差が多い道路を走行している
とき

･ カーブが多い道路を走行しているとき
･ 車両前方に標識やミラーのように光を
強く反射するものがあるとき

･ コンテナなど、先行車の後部が光を強
く反射するとき

･ 自車のヘッドランプが破損または汚れ
ているとき

･ パンクやけん引などにより車両が傾い
ているとき

･ ハイビームとロービームをひんぱんに
切りかえているとき

･ ハイビームの使用に問題がある、また
は他の運転者・付近の歩行者の迷惑に
なると思われるとき

■センサーの感度を一時的に下げる

センサーの感度は一時的に下げることが
できます。
1 以下の条件を満たしている間は、エン
ジンスイッチをOFF にしてください

●ランプスイッチが または

の位置にあるとき

●ランプスイッチはロービームの位置に
あるとき

●オートマチックハイビームスイッチが
ONのとき

2 エンジンスイッチをONにする
3 手順 2から 60秒以内に、ランプス
イッチのレバーをハイビームの位置に
押し込み、元の位置に素早く10回引
いた後、レバーを元の位置にしたまま
にする

4 感度が変更されると、AHB表示灯が
3回点灯および消灯します

車両が停止しているときでも、オートマ

チックハイビーム（ヘッドランプ）が点
灯する場合があります。

■ ハイビームへの切りかえ
レバーを前方へ押す
AHB表示灯が消灯し、ハイビーム表示
灯が点灯します。

オートマチックハイビームにもどすには、
レバーをもとの位置にもどします。

■ ロービームへの切りかえ
オートマチックハイビームスイッ
チを押す
AHB表示灯が消灯します。

オートマチックハイビームにもどすには、
再度スイッチを押します。

手動制御に切りかえるには
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■ 一時的なロービームへの切りか
え

レバーを手前に引き、もとの位置
にもどす
レバーを引いているあいだはハイ
ビームが点灯しますが、レバーが
もとの位置にもどるとしばらくの
あいだロービームが点灯します。
その後、再度オートマチックハイ
ビームが作動します。

知識
■一時的なロービームへの切りかえにつ
いて

ハイビームの使用に問題がある、または
他の運転者・付近の歩行者の迷惑になる
と思われるときに使用します。

次のように レバーを操作する

と、ワイパーまたはウォッシャー
が作動します。
 間欠時間調整式ワイパー
間欠作動を選択しているとき、間
欠時間を調整することができます。

1 ※1/ ※2 停止

2 ※1/ ※2 間欠作動

ワイパー＆ウォッシャー

レバー操作で、ワイパーの作動
を自動／手動に切りかえたり、
ウォッシャーを作動させたりす
ることができます。

注意
■フロントウインドウガラスが乾いて
いるときは

ワイパーを使わないでください。
ガラスを傷付けるおそれがあります。

操作のしかた



192

Owner’s Manual_Japan_M34645_ja

4-3. ランプのつけ方・ワイパーの使い方

3 ※1/ ※2 低速作動

4 ※1/ ※2 高速作動

5 ※1/ ※2 一時作動

間欠作動を選択しているとき、間
欠時間を調整することができます。

6 間欠ワイパーの作動頻度（増）
7 間欠ワイパーの作動頻度（減）

8 ウォッシャー液を出す
レバーを手前に引くとワイパーと連動し
てウォッシャーが作動します。
（数回作動したあと、液だれ防止としてさ
らに 1回作動します。ただし、走行中は
液だれ防止作動は行いません。）
※1タイプ A
※2タイプ B

 雨滴感知式ワイパー

を選択しているとき、雨滴

量と車速に応じてワイパーが作動
します。

1 ※1/ ※2 停止

2 AUTOモード
雨を検知すると、ワイパーが自動で作動
します。雨滴量と車速に応じてワイパー
作動間隔を自動で調整します。

3 ※1/ ※2 低速作動

4 ※1/ ※2 高速作動

5 ※1/ ※2 一時作動

が選択されているときは、

次のようにツマミをまわして、雨
滴センサーの感度を調整できます。
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6 雨滴センサーの感度調整（高）
7 雨滴センサーの感度調整（低）

8 ウォッシャー液を出す
レバーを手前に引くとワイパーと連動し
てウォッシャーが作動します。
（数回作動したあと、液だれ防止としてさ
らに 1回作動します。ただし、走行中は
液だれ防止作動は行いません。）
※1タイプ A
※2タイプ B

知識
■作動条件

エンジンスイッチがONのとき

■車速による作動への影響（雨滴感知式
ワイパー装着車）

低速作動選択時は停車時のみ間欠作動へ
切りかわります。（雨滴センサーの感度調
整が最高に調整されているときは、低速
作動を続けます）

■雨滴感知センサー（雨滴感知式ワイ
パー装着車）

●雨滴感知センサーが雨滴量を判定しま
す。
光学センサーを使用しているため、フ
ロントウインドウガラスに朝日や夕日
が断続的にあたるときや、虫などで汚
れたときに、正しく作動しないことが
あります。

●エンジンスイッチがONのときにワイ
パースイッチをAUTO モードにする
と、動作確認のためワイパーが1回作
動します。

●雨滴感知センサーの温度が 185°F 
(85°C) 以上または 5°F (-15°C) 以
下のときは、AUTO作動しないことが
あります。その場合は、AUTO モード
以外でワイパーを使用してください。

■ウォッシャー液が出ないときは

ウォッシャー液量が不足していないのに
ウォッシャー液が出ないときは、ノズル
のつまりを点検してください。

警告
■AUTOモード時のワイパー作動につ
いて（雨滴感知式ワイパー装着車）

AUTOモードでは、センサーにふれた
り、フロントウインドウガラスに振動
があるなどの要因で不意にワイパーが
作動するおそれがあります。ワイパー
で指などを挟まないように注意してく
ださい。
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警告
■ウォッシャーを使用するとき

寒冷時はフロントウインドウガラスが
暖まるまでウォッシャー液を使用しな
いでください。ウォッシャー液がフロ
ントウインドウガラスに凍りつき、視
界不良を起こして思わぬ事故につなが
り、重大な傷害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

注意
■ウォッシャー液が出ないときは

ウォッシャースイッチを操作し続けな
いでください。
ポンプが故障するおそれがあります。

■ノズルがつまったときは

ノズルがつまったときはトヨタ販売店
へご連絡ください。
ピンなどで取り除かないでください。
ノズルが損傷するおそれがあります。
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4-4. 給油のしかた

● エンジンスイッチをOFFにし、
すべてのドアと窓が閉まってい
ることを確認してください。

● 燃料の種類を確認してください。

知識
■燃料の種類

P.470

■無鉛ガソリン用燃料タンク

誤った給油を防ぐため、お車には無鉛ガ
ソリン用燃料ポンプの専用ノズルに対応
した燃料タンク開口部が設けられていま
す。

給油口の開け方

燃料タンクのキャップを開ける
には、以下の手順に従ってくだ
さい。

給油する前に

警告
■給油するとき

給油するときは、以下の注意事項を必
ず守ってください。
お守りいただかないと火災を引き起こ
すなど、重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがありま
す。

●給油前にボデーなどの金属部分にふ
れて体の静電気を除去してください。
除去したあとは給油が完了するまで、
車内にもどったり、他の人やものに
ふれないでください。また、給油口
に静電気を除去していない人を近付
けないでください。静電気を帯電し
た人が給油口に近付くと、放電によ
る火花で燃料に引火するおそれがあ
ります。

●キャップはツマミ部分を持ち、ゆっ
くりと開けてください。また、
キャップをゆるめたときに、“
シュー”という音がする場合は、そ
の音が止まるまでキャップを保持し
てください。
すぐに開けると、気温が高いときな
どに、給油口から燃料が噴き出るお
それがあります。

●体内の静電気を放電していない人を
開いた燃料タンクに近づけないでく
ださい。

●気化した燃料を吸わないようにして
ください。
燃料の成分には、有害物質を含んで
いるものもあります。

●燃料補給中は喫煙しないでください。
燃料に引火し、火災の原因となる可
能性があります。

●車内に戻ったり、静電気を帯びてい
る人や物にふれたりしないでくださ
い。静電気が発生し、発火の危険が
生じる可能性があります。

■給油するとき

燃料タンクからの燃料のあふれを防ぐ
ため、以下の注意事項を守ってくださ
い。

●燃料ノズルを燃料給油口にしっかり
と差し込んでください。
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1 給油扉のドアを開きます。

2 燃料タンクキャップをゆっくり
回して開け、燃料給油口のホル
ダーに差し込みます。

給油後、燃料タンクのキャップを
カチッという音がするまで回して
ください。
キャップを外すと、反対方向に少
し回転します。

知識
■マルチインフォメーションディスプレ
イに“Check Fuel Cap”と表示され
た場合は

燃料タンクキャップが緩んでいる可能性
があります。エンジンスイッチをOFF に
し、キャップの状態を確認して、しっか
りと締め直してください。メッセージが
消えない場合は、数秒待ってからエンジ
ンスイッチを再度OFF にしてください。

警告
●燃料ノズルが自動的にカチッと音が
して外れたら、給油を中止してくだ
さい。

●燃料タンクに燃料を満タンにしない
でください。

注意
■給油するとき

給油するときは燃料をこぼさないでく
ださい。
燃料をこぼすと、排出ガス浄化装置が
異常作動したり、燃料系統の部品や車
両の塗装面が損傷するなど、車両に損
傷を与える可能性があります。

給油口を開けるには

給油口を閉めるには
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警告
■燃料タンクキャップを交換する際は

トヨタ純正の燃料タンクキャップ以外
は使用しないでください。
車両専用のものを使用してください。
火災などの原因となり、死亡または重
傷につながるおそれがあります。
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4-5. 運転支援装置について

■ PCS（プリクラッシュセーフ
ティ）

P.202
■ LTA（レーントレーシングアシ
スト）

P.213
■ AHB（オートマチックハイビー
ム）

P.188
■ RSA（ロードサインアシスト）
★

P.222
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

■ レーダークルーズコントロール
（全車速追従機能付き）

P.225

フロントグリルとフロントウイン
ドウガラスにある 2種類のセン
サーにより、各運転支援装置に必
要な情報を認識します。

レーダー

前方カメラ

Toyota Safety Sense

Toyota Safety Sense は、次
の運転支援装置によって運転者
を補助し、安全で快適なドライ
ブを支援します。

運転支援装置

警告
■Toyota Safety Sense

Toyota Safety Sense は運転者の安
全運転を前提としたシステムであり、
事故被害や運転負荷の軽減に寄与する
ことを目的としています。

本システムは認識性能・制御性能に限
界があります。システムを過信せず、
運転者は常に自らの責任で周囲の状況
を把握し、安全運転を心がけてくださ
い。

前方センサー

警告
■レーダーの故障や誤作動を防ぐため
に

次のことをお守りください。

お守りいただかないと、レーダーが正
常に作動せず、思わぬ事故につながり、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。
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警告
●レーダーとレーダー専用カバーは常
にきれいにしておく

レーダー

レーダー専用カバー

レーダー前面やレーダー専用カバー前
後面に汚れ・水滴・雪などが付着した
場合は、取り除いてください。

お手入れをする際は、レーダーやレー
ダー専用カバーを傷付けないよう、や
わらかい布を使ってください。

●レーダーやレーダー専用カバー周辺
にアクセサリーを付けたり、ステッ
カー（透明なものを含む）などを
貼ったりしない

●レーダー周辺への強い衝撃を避ける
レーダー・フロントグリル・フロン
トバンパーに強い衝撃を受けた際は、
必ずトヨタ販売店で点検を受けてく
ださい。

●レーダーを分解しない

●レーダーやレーダー専用カバーを改
造したり、塗装したりしない

●次のようなときは、レーダーの再調
整が必要です。詳しくはトヨタ販売
店にご相談ください。

･ レーダー・フロントグリルを脱着や
交換したとき

･ フロントバンパーを交換したとき

■前方カメラの故障や誤作動を防ぐた
めに

次のことをお守りください。

お守りいただかないと、前方カメラが
正常に作動せず、思わぬ事故につなが
り、重大な傷害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

●フロントウインドウガラスは常にき
れいにしておく

･ フロントウインドウガラス外側に汚
れ・油膜・水滴・雪などが付着した
場合は、取り除いてください。

･ フロントウインドウガラスにガラス
コーティング剤を使用していても、
前方カメラ前部に水滴などが付着し
た場合は、ワイパーでふき取ってく
ださい。

･ フロントウインドウガラス内側の前
方カメラ取り付け部が汚れた場合は、
トヨタ販売店にご相談ください。

●フロントウインドウガラスの前方カ
メラ前部（図に示す範囲内）にス
テッカー（透明なものを含む）など
を貼り付けない

フロントウインドウガラス上端から

前方カメラ下端より下約 0.4 in. (

約 1 cm) まで

約 7.9 in. ( 約 20 cm)（前方カメ

ラ中心から左右約 4.0 in. [ 約 10 

cm]）
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知識
■レーダーの取り扱い

P.511

■マルチインフォメーションディスプレイに警告メッセージが表示されたとき

前方センサーが一時的に作動しない、または異常があるおそれがあります。

●次の状況が改善されると警告メッセージが消え、作動可能状態になります。

対処を行っても警告メッセージが表示されたままの場合はトヨタ販売店に
ご相談ください。

警告
●前方カメラ前部のフロントウインド
ウガラスが曇ったり、結露したり、
凍結したりした場合は、エアコンの
機能を使用する（フロントウインド
ウガラスの曇りを取る：P.356）

●前方カメラ前部のフロントウインド
ウガラスの水滴をワイパーが正しく
ふき取れないときは、ワイパーゴム
またはワイパーブレードを交換する

●フロントウインドウガラスにフィル
ムを貼らない

●フロントウインドウガラスに傷・ひ
びなどが生じた場合は、そのまま放
置せずに交換する
フロントウインドウガラスの交換後
は、前方カメラの再調整が必要です。
詳しくはトヨタ販売店にご相談くだ
さい。

●前方カメラに液体をかけない

●前方カメラに強い光を照射しない

●前方カメラのレンズを汚したり、傷
を付けたりしない
フロントウインドウガラス内側を掃
除するときは、ガラスクリーナーが
レンズに付着しないようにしてくだ
さい。また、レンズにはふれないで
ください。
レンズに汚れ・傷がある場合は、ト
ヨタ販売店にご相談ください。

●前方カメラに強い衝撃を加えない

●前方カメラの取り付け位置や向きを
変更したり、取りはずしたりしない

●前方カメラを分解しない

●インナーミラーなどの前方カメラ周
辺部品や天井を改造しない

●ボンネット・フロントグリル・フロ
ントバンパーに、前方カメラの視界
をさえぎる可能性のあるアクセサ
リーを取り付けない
詳しくはトヨタ販売店にご相談くだ
さい。

●ルーフ上に全長の長い荷物（サーフ
ボードなど）を積むときは、前方カ
メラの視界をさえぎらないようにす
る

●ヘッドランプなどのランプ類を改造
しない
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●次のときは周囲の環境が前方センサーの作動可能状態になれば警告メッセージが消え
ます。
周囲の環境が改善されたり、しばらく走行したりしても警告メッセージが表示された
ままの場合はトヨタ販売店にご相談ください。

･ 炎天下や極寒の環境など、レーダー周囲の温度などが作動条件外のとき
･ 暗闇・逆光・雪・霧など、前方カメラが周囲の状況を認識できないとき
･ 車両周辺の状況によってはレーダーが正しく周囲の環境を認識できないとき
その場合には“Pre-Collision System Unavailable See Owner’s Manual”が
表示されます。

状況 対処法

前方カメラ周辺に汚れや付着物（曇り、結
露、凍結などを含む）があるとき

ワイパーやエアコンの機能などを使って、
汚れや付着物を取り除く
（フロントウインドウガラスの曇りを取る
には：P.356）

炎天下や極寒の環境など、前方カメラ周囲
の温度などが作動条件外のとき

炎天下での駐車時など、前方カメラが高温
のときは、エアコンでカメラ周辺の温度を
下げる

特に駐車時に太陽光を反射するサンシェー
ドなどをフロントウインドウガラスに使用
すると前方カメラが高温になりやすくなり
ます。

極寒での駐車時など、前方カメラが低温の
ときは、エアコンで前方カメラ周辺の温度
を上げる

ボンネットが開いているときや、フロント
ウインドウガラスの前方カメラ前部にス
テッカーが貼り付けられているときなど、
前方カメラの前方がさえぎられているとき

ボンネットを閉じる、またはステッカーを
剥がすなど、前方カメラの視界がさえぎら
れないようにする

“Pre-Collision System Radar In Self 
Calibration Unavailable See 
Owner’s Manual” が表示されたとき

レーダーおよびレーダー専用カバーに付着
物がないか確認し、あった場合には取り除
く
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システムは次のものを作動対象と
して検出しています。（機能によっ
て、作動対象が異なります）
● 車両
● 自転車運転者
● 歩行者

■ 衝突警報
衝突の可能性が高いとシステムが
判断したとき、“ピピピ・・・”
とブザー音が鳴り、マルチイン
フォメーションディスプレイに
メッセージを表示し、回避操作を
うながします。

“BRAKE!”

■ プリクラッシュブレーキアシス
ト

衝突の可能性が高いとシステムが
判断したとき、ブレーキペダルが
踏まれる強さに応じてブレーキ力
を増強します。
■ プリクラッシュブレーキ
衝突の可能性が高いとシステムが
判断したときは、ブレーキが自動
でかかり、衝突回避を支援、ある
いは衝突被害の低減に寄与します。
■ 緊急時操舵支援
衝突する可能性が高く自車線内に
回避するための十分なスペースが
あるとシステムが判断した場合で、
運転者の回避操舵があったとき、
操舵支援を行い、車両安定性確保
と車線逸脱抑制に寄与します。作
動時には、表示灯が緑色に点灯し
ます。

PCS（プリクラッシュ
セーフティ）

進路上の作動対象（P.202）
を前方センサーで検出し、衝突
の可能性が高いとシステムが判
断したときに、警報やブレーキ
力制御により運転者の衝突回避
操作を補助します。また、衝突
の可能性がさらに高まったと判
断したときは、自動的にブレー
キを作動させることで、衝突回
避を支援、あるいは衝突被害の
軽減に寄与します。

必要に応じて、プリクラッシュ
セーフティのON/OFF や、警報
タイミングを切りかえることが
できます。（P.205）

システムの作動対象

機能一覧
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■ 交差点右左折支援
次のような状況において衝突の可
能性が高いとシステムが判断した
とき、衝突警報およびプリクラッ
シュブレーキによる支援を行いま
す。
交差点の形状によっては正しく支
援できない場合があります。
● 交差点で右折して対向車の進路
を横切るとき

● 右左折中に、対向方向からの横
断歩行者を検出したとき（自転
車運転者は対象ではありません）

■ サスペンションコントロール★
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

衝突の可能性が高いとシステムが
判断したとき、AVS（P.342）
によってショックアブソーバーの
減衰力を制御することで、安定し
た車両姿勢の維持に寄与します。

警告
■安全にお使いいただくために

●安全運転を行う責任は運転者にあり
ます。常に周囲の状況を把握し、安
全運転に努めてください。
プリクラッシュセーフティを日常の
ブレーキ操作のかわりには絶対に使
用しないでください。本システムは
あらゆる状況で衝突を回避または衝
突の被害を軽減するものではありま
せん。システムに頼ったり、安全を
委ねる運転をしたりすると思わぬ事
故につながり、重大な傷害におよぶ
か、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

●プリクラッシュセーフティは衝突回
避を支援、あるいは衝突被害の軽減
に寄与することを目的としています
が、その効果はさまざまな条件によ
りかわります。そのため、常に同じ
性能を発揮できるものではありませ
ん。
次の項目をお読みいただき、システ
ムを過信せず安全運転に努めてくだ
さい。

･ 衝突の可能性が高くなくてもシステ
ムが作動するおそれがあるとき：
（P.208）

･ システムが正常に作動しないおそれ
があるとき：（P.210）
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警告
●お客様ご自身でプリクラッシュセー
フティの作動テストを行わないでく
ださい。
対象（マネキンや段ボールで作動対
象を模したものなど）や状況によっ
てはシステムが正常に作動せず、思
わぬ事故につながるおそれがありま
す。

■プリクラッシュブレーキについて

●プリクラッシュブレーキが作動した
ときは、強いブレーキがかかります。

●プリクラッシュブレーキの作動によ
り車両が停止したときは、約2秒後
にプリクラッシュブレーキが解除さ
れます。必要に応じて運転者自らブ
レーキをかけてください。

●プリクラッシュブレーキは運転者の
操作状態によっては作動しません。
運転者がアクセルペダルを強く踏ん
でいたり、ハンドルを操作したりし
ていると、場合によっては運転者の
回避操作とシステムが判断し、プリ
クラッシュブレーキが作動しない場
合があります。

●プリクラッシュブレーキ作動中に、
アクセルペダルを強く踏んだり、ハ
ンドルを操作したりすると、場合に
よっては運転者の回避操作とシステ
ムが判断し、プリクラッシュブレー
キの作動が解除されます。

●ブレーキペダルを踏んでいるときは、
運転者の回避操作とシステムが判断
し、プリクラッシュブレーキの作動
開始タイミングが遅れる場合があり
ます。

■緊急時操舵支援について

●緊急時操舵支援は車線逸脱抑制制御
が完了したとシステムが判断した段
階で作動を解除します。

●緊急時操舵支援は運転者の操作状態
によっては作動しない、または作動
中に解除される場合があります。

･ 運転者がアクセルペダルを強く踏ん
でいたり、ハンドルを大きく操作し
たり、ブレーキを踏んでいたり、方
向指示レバーを操作すると、場合に
よっては運転者の回避操作とシステ
ムが判断し、緊急時操舵支援が作動
しない場合があります。

･ 緊急時操舵支援はシステムがトレー
ラーの接続を検知すると、自動的に
解除されます。

･ 緊急時操舵支援作動中に、アクセル
ペダルを強く踏んだり、ハンドルを
大きく操作したり、ブレーキを踏ん
でいると、場合によっては運転者の
回避操作とシステムが判断し、緊急
時操舵支援の作動が解除されます。

･ 緊急時操舵支援作動中に、ハンドル
を保持したりシステムと逆方向にハ
ンドル操作した場合には、緊急時操
舵支援の作動が解除されます。

■プリクラッシュセーフティをOFF に
するとき

システムが正常に作動せず、思わぬ事
故につながり、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

●けん引されるとき

●トレーラー、または他の車両をけん
引しているときは、次の条件をすべ
て満たしている場合を除きます。

･ けん引するトレーラーが、トヨタ純
正の TBC ECUに正しく接続されて
いるとき

･ 車両が、凍結した道路やひどくぬれ
た道路などの滑りやすい路面を走行
していないとき
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■ プリクラッシュセーフティの
ON/OFF を変更する

マルチインフォメーションディス
プレイの  （P.482）から、

プリクラッシュセーフティのON
（作動）／OFF（非作動）を変更
することができます。
エンジンスイッチがONになるとシステ
ムはONになります。

システムをOFFにすると、PCS
警告灯が点灯し、マルチインフォ
メーションディスプレイにメッ
セージが表示されます。

“Pre-Collision System 

OFF”
■ 衝突警報の作動タイミングを変
更する

マルチインフォメーションディス
プレイの  （P.482）から、

衝突警報の作動タイミングを変更
することができます。
変更した作動タイミングはエンジンス
イッチをOFF にしても継続しますが、

警告
●トラック・船舶・列車などに積載す
るとき

●車両をリフトで上げ、エンジンを始
動しタイヤを空転させるとき

●点検でシャシーダイナモやフリー
ローラーなどを使用するとき

●事故などにより、フロントバンパー
やフロントグリルに強い衝撃が加
わったとき

●事故や故障で自車の走行が不安定な
とき

●オフロード走行やスポーツ走行をす
るとき

●タイヤの空気圧が適正でないとき

●メーカー指定サイズ以外のタイヤを
装着しているとき

●タイヤチェーンを装着しているとき

●応急用タイヤやタイヤパンク応急修
理キットを使用しているとき

●車両に前方センサーをさえぎるよう
な装備品（除雪装置など）を一時的
に取り付けているとき

●車両をリフトアップするとき、次の
場合を除きます。

･ トヨタ純正リフトアップキットを使
用する場合、タイヤ高を含め最大 4 
in. (101 mm) までリフトアップで
きます。社外品リフトキットを使用
すると、システム性能が低下するお
それがあります。

プリクラッシュセーフティの設
定変更
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プリクラッシュセーフティをOFF から
ONの状態にすると“中間”に戻りま
す。

衝突警報の作動タイミングを変更
すると、緊急時操舵支援のタイミ
ングも変更されます。
“遅い”を選択した場合、緊急
時操舵支援はほとんどの場合作動
しません。

1 早く
2 中間
初期設定

3 遅い

知識
■プリクラッシュセーフティ各機能の作動条件

プリクラッシュセーフティがONで、前方の作動対象と衝突の可能性が高いとシステム
が判断したときに作動します。

ただし、次のときシステムは作動しません。

･ バッテリー端子を脱着したあと、しばらく走行するまでのあいだ

･ シフトレバーが Rのとき

･ VSC OFF 表示灯が点灯しているとき（衝突警報のみ作動可能状態になります）

各機能の作動速度、作動解除は次のとおりです。

●衝突警報

衝突警報が作動中にハンドルを大きく操作するか、すばやく操作すると、衝突警報が解
除される場合があります。

作動対象 自車速度 相対速度

車両
約7 ～ 110 mph ( 約 10 
～ 180 km/h)

約 7 ～ 110 mph ( 約 10 
～ 180 km/h)

自転車・歩行者
約7 ～ 50 mph (約10 ～ 
80 km/h)

約7 ～ 50 mph (約10 ～ 
80 km/h)
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●プリクラッシュブレーキアシスト

●プリクラッシュブレーキ

プリクラッシュブレーキ作動中に次の操作をすると、プリクラッシュブレーキの作動が
解除される場合があります。

･ アクセルペダルを強く踏み込む

･ ハンドルを大きく操作する、またはすばやく操作する

●緊急時操舵支援

方向指示灯が点滅しているときは、緊急時操舵支援が作動しません。

緊急時操舵支援はシステムがトレーラーの接続を検知すると、自動的に解除されます。

緊急時操舵支援作動中に次の操作をすると、緊急時操舵支援の作動が解除される場合が
あります。

･ アクセルペダルを強く踏み込む

･ ハンドルを大きく操作する、またはすばやく操作する

･ ブレーキペダルを踏む

作動対象 自車速度 相対速度

車両
約20 ～ 110 mph ( 約
30 ～ 180 km/h)

約 20 ～ 110 mph ( 約
30 ～ 180 km/h)

自転車・歩行者
約20 ～ 50 mph ( 約 30 
～ 80 km/h)

約 20 ～ 50 mph ( 約 30 
～ 80 km/h)

作動対象 自車速度 相対速度

車両
約7 ～ 110 mph ( 約 10 
～ 180 km/h)

約 7 ～ 110 mph ( 約 10 
～ 180 km/h)

自転車・歩行者
約7 ～ 50 mph (約10 ～ 
80 km/h)

約7 ～ 50 mph (約10 ～ 
80 km/h)

作動対象 自車速度 相対速度

歩行者
約31 ～ 50 mph ( 約 50 

～ 80 km/h)
約 31 ～ 50 mph ( 約 50 

～ 80 km/h)
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●交差点右左折支援（衝突警報）

方向指示灯が点滅していないときは、対向車に対する交差点右左折支援が作動しませ
ん。

緊急時操舵支援作動中に次の操作をすると、緊急時操舵支援の作動が解除される場合が
あります。

●交差点右左折支援（プリクラッシュブレーキ）

方向指示灯が点滅していないときは、対向車に対する交差点右左折支援が作動しませ
ん。

システムがトレーラーを検出した場合、交差点支援は車両および歩行者に対して無効に
なります。

■作動対象の検出

大きさ・輪郭・動きなどから検出します。
周囲の明るさや、作動対象の動き・姿勢・
角度などによっては、作動対象を検出で
きず、システムが正常に作動しないおそ
れがあります。（P.210）
図は作動対象として検出する対象のイ
メージです。

■衝突の可能性が高くなくてもシステム
が作動するおそれがあるとき

●例えば次のような状況では、システム
が衝突の可能性が高いと判断し、作動
するおそれがあります。

･ 作動対象などのすぐそばを通過すると
き

･ 車線を変更して作動対象などを追いこ
すとき

･ 進路変更時や曲がりくねった道を走行
時など、自車前方の隣車線や路側に作
動対象が存在するとき

作動対象 自車速度 対向車速度 相対速度

車両
約7 ～ 15 mph ( 約
10 ～ 25 km/h)

約 20 ～ 35 mph ( 約
30 ～ 55 km/h)

約 25 ～ 50 mph ( 約
40 ～ 80 km/h)

歩行者
約7 ～ 15 mph ( 約
10 ～ 25 km/h)

-
約 7 ～ 15 mph ( 約
10 ～ 25 km/h)

作動対象 自車速度 対向車速度 相対速度

車両
約 10 ～ 15 mph ( 約
15 ～ 25 km/h)

約 20 ～ 28 mph ( 約
30 ～ 45 km/h)

約 28 ～ 43 mph ( 約
45 ～ 70 km/h)

歩行者
約7 ～ 15 mph ( 約
10 ～ 25 km/h)

-
約 7 ～ 15 mph ( 約
10 ～ 25 km/h)
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･ 作動対象などに急接近したとき
･ 道路脇の作動対象や物体（ガードレー
ル・電柱・木・壁など）などに近付い
たとき

･ カーブ入り口の道路脇に作動対象や物
体などが存在するとき

･ 自車の前方に作動対象との区別がつき
にくい模様・ペイントがあるとき

･ 自車の前方に水・雪・土ぼこりなどの
巻き上げがあるとき

･ 車線変更や右左折している作動対象な
どを追い抜くとき

･ 右左折待ちの作動対象などとすれ違う
とき

･ 作動対象などが自車進路内に入る手前
で停止したとき

･ 路面にうねり・凹凸があるときなど、
車両姿勢が変化しているとき

･ 構造物に囲まれた道（トンネルや鉄橋
など）を走行するとき

･ 自車の前方に金属物（マンホール・鉄
板など）・段差・突起物があるとき

･ 道路上方に物体（道路標識や看板など）
がある場所を走行するとき

･ ETCゲートや駐車場のゲートなどの開
閉バーに接近したとき

･ 洗車機を使用するとき
･ 自車に覆い被さるような障害物（生い
茂った草・垂れ下がった枝・垂れ幕な
ど）がある場所を走行するとき

･ 自車の前方に水蒸気や煙などがあると
き
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･ 電波の反射が強い物体（大型トラック・
ガードレールなど）の横を走行すると
き

･ テレビ塔・放送局・発電所・レーダー
搭載車両など、強い電波やノイズが発
生する場所の近くを走行するとき

･ 周囲にレーダーの電波を反射するもの
が多いとき（トンネルやトラス橋、砂
利道、わだちのある雪道など）

･ 右左折中に、対向車や横断歩行者が自
車の前方を通過したとき

･ 右左折中に、対向車または横断歩行者
のすぐ手前を通過しようとしたとき

･ 右左折中に、対向車または横断歩行者
が、自車進路に入る手前で停止したと
き

･ 交差点内で右左折中に、対向車が右折
または左折をしたとき

･ 対向車の進路に接近するようにハンド
ルを操作したとき

･ 社外品のリフトアップキットを使用し
て車両をリフトアップしたとき

･ 車両を4in. (101 mm) 以上リフト
アップしたとき

■システムが正常に作動しないおそれが
あるとき

●例えば次のような状況では、前方セン
サーが作動対象を検出できず、システ
ムが正常に作動しないおそれがありま
す。

･ 自車に向かって作動対象が近付いてく
るとき

･ 自車や作動対象がふらついているとき

･ 作動対象が急な動きをしたとき（急ハ
ンドル・急加速・急減速など）

･ 作動対象に急接近したとき
･ 作動対象が自車の中心軸からずれてい
るとき

･ 作動対象が壁やフェンス・ガードレー
ル・マンホール・路面の鉄板、他の車
両などのそばにいるとき

･ 上方に構造物がある場所の下に作動対
象がいるとき

･ 作動対象の一部が他のもので隠れてい
るとき（大きな荷物や傘、またはガー
ドレールなど）

･ 周囲にレーダーの電波を反射するもの
が多いとき（トンネルやトラス橋、砂
利道、わだちのある雪道など）

･ 他車両に載っているレーダーにより電
波の影響を受けているとき

･ 作動対象が複数重なっているとき
･ 作動対象が太陽光などの強い光を反射
しているとき

･ 作動対象の色合いが白系統で、極端に
明るく見えるとき

･ 作動対象の色合いや明るさが背景に溶
け込んでいるとき

･ 作動対象が割り込んできたり、飛び出
してきたりしたとき

･ 自車の前方に水・雪・土ぼこりなどの
巻き上げがあるとき

･ 自車の正面方向から強い光（太陽光や
対向車のヘッドランプ光など）が前方
カメラにあたっているとき

･ 横向き、または自車方向を向いている
前方車両に近付いたとき
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･ 前方車両がオートバイのとき
･ 前方車両の全幅が狭いとき（超小型モ
ビリティなど）

･ 前方車両の後端面積が小さいとき（空
荷のトラックなど）

･ 前方車両の後端が低い位置にあるとき
（低床トレーラーなど）

･ 前方車両の最低地上高が極端に高いと
き

･ 前方車両の荷台から荷物がはみ出して
いるとき

･ 前方車両が特殊な形状のとき（トラク
ター・サイドカーなど）

･ 子供用自転車、大きい荷物を載せた自
転車、2人以上乗車している自転車、
または特殊な形状の自転車（チャイル
ドシート装着車・タンデム自転車など）

･ 歩行者・自転車運転者の大きさが約
3.2 ft. ( 約 1 m) 以下、または約 6.5 
ft. ( 約 2 m) 以上のとき

･ 歩行者・自転車運転者の全身の輪郭が
あいまいなとき（レインコート・ロン
グスカートを着用している場合など）

･ 歩行者・自転車運転者が前かがみに
なっている、またはしゃがんでいると
き

･ 歩行者・自転車運転者の移動速度が速
いとき

･ 歩行者がベビーカー・車いす・自転車
などを押しているとき

･ 悪天候（雨・霧・雪・砂嵐など）のと
き

･ 自車の前方に水蒸気や煙などがあると
き

･ 周囲が薄暗い（朝方・夕方など）、また
は周囲が暗い（夜間やトンネル内など）
など、作動対象が背景に溶け込んでい
るとき

･ 周囲の明るさが急激に変化する場所を
走行するとき（トンネルの出入り口な
ど）

･ エンジンを始動したあと、走行を開始
してしばらくのあいだ

･ 右左折中および右左折後の数秒間
･ カーブ走行中およびカーブを曲がり
きってからの数秒間

･ 自車が横すべりしているとき
･ 車両姿勢が変化しているとき

･ ホイールアライメントがずれていると
き

･ ワイパーブレードが前方カメラの視界
をさえぎっているとき

･ 過度な高速走行をしているとき
･ 坂道を走行しているとき
･ 前方センサーの向きがずれているとき
･ 右左折中に、対向車が自車の走行する
車線よりも 2つ以上離れた車線を走行
しているとき

･ 右左折中に、自車の向きが対向車線に
対する正対方向から大きく外れている
とき
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･ 右左折中に、横断歩行者が自車と同じ
方向から直進して近づいてくるとき

･ 社外品のリフトアップキットを使用し
て車両をリフトアップしたとき

･ 車両を4 in. (101 mm) 以上リフト
アップしたとき

●上記に加えて、例えば次のような状況
では緊急時操舵支援が作動しないおそ
れがあります。

･ 車線を区切る白（黄）線が認識できな
い（かすれている、分岐・合流してい
る、影が重なっているなど）とき

･ 車線幅が狭いとき、または広いとき
･ 工事の補修跡などで、道路面に濃淡の
模様があるとき

･ 自車の前方中央付近にいる歩行者と衝
突するとき

･ 対象に近づきすぎたとき
･ 回避するための十分なスペースがない、
または回避先に物があるとき

･ 対向車がいるとき
･ VSC が作動しているとき

●例えば次のような状況では、制動力や
旋回力が十分に得られず、システムの
性能を発揮できないおそれがあります。

･ ブレーキ性能が十分に発揮できない場
合（ブレーキ部品が極度に冷えている・
過熱している・ぬれているなど）

･ 車両の整備状態（ブレーキ部品・タイ
ヤの摩耗や空気圧など）が良好でない
とき

･ 砂利道やすべりやすい路面を走行して
いるとき

･ 道路面に深いわだちがあるとき
･ 坂道を走行しているとき
･ 左右に傾きのある道路を走行している
とき

･ トレーラーや他の車両をけん引してい
るとき

･ 車両をリフトアップしているとき

■VSC を停止したとき

●VSC の作動を停止（P.343）したと
きは、プリクラッシュブレーキアシス
ト・プリクラッシュブレーキの作動も
停止します。

●PCS 警告灯が点灯し、マルチインフォ
メーションディスプレイに“VSC 
Turned OFF Pre-Collision Brake 
System Unavailable” が表示されま
す。
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白（黄）線が整備された道路を走
行中、車線または走路※からの逸
脱の可能性を警告するとともに、
車線または走路※からの逸脱を避
けるためのハンドル操作の一部を
支援します。また、レーダーク
ルーズコントロール（全車速追従
機能付き）の作動中は、車線維持
に必要なハンドルの操作を支援し
ます。

白（黄）線または走路※を前方カ
メラで認識します。また、先行車
を前方カメラやレーダーで認識し
ます。
※アスファルトと草・土・縁石等の境界

LTA（レーントレーシング
アシスト）

機能概要

警告
■LTAをお使いになる前に

●LTAを過信しないでください。LTA
は自動で運転する装置でも前方への
注意を軽減する装置でもないため、
運転者は常に自らの責任で周囲の状
況を把握し、ハンドル操作で進路を
修正し、安全運転を心がけてくださ
い。また、長時間の運転などによる
疲労時は適切に休憩をとってくださ
い。

●適切な運転操作をしなかったり、注
意を怠ったりすると、思わぬ事故に
つながるおそれがあり危険です。

●トヨタ純正TBC ECU に接続可能な
トレーラーを接続した場合、LTAが
トレーラーの接続を検出すると、車
線維持支援機能が自動的に解除され
ます。
その他のトレーラー接続時に車線維
持支援機能が自動的に解除されない
場合は、車線維持支援機能をOFF に
してください。
トレーラーの接続を解除し、エンジ
ンスイッチをOFF にすると、再度、
車線維持支援機能をONにできます。

●この車両には、特定の条件下でト
レーラーを検出できるATD（オート
トレーラーデテクション）機能が搭
載されています。トレーラーが検出
されると、車線維持支援機能はOFF
になります。
一部の状況では、実際にはトレー
ラーが接続されていないにもかかわ
らず、誤ってトレーラーを検出する
可能性があります。その場合でも、
車線維持支援機能はOFF になりま
す。
車線維持支援機能を再度有効にする
には、エンジンスイッチを一度OFF
にし、その後ONにしてください。
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警告
●次のような状況では、トレーラーを
誤検出する可能性があります。
駐車場やキャンプ場などの混雑した
環境、渋滞・ドライブスルー・縦列
駐車などの他の車両に接近している
とき

●車両をリフトアップしている状態で
は、トヨタ純正のリフトアップキッ
ト（タイヤの高さを含め最大4 in.
［101 mm］まで）を使用していな
い限り、車線維持支援機能および車
線逸脱抑制機能を使用しないでくだ
さい。社外品のリフトアップキット
を使用すると、システムの性能が低
下するおそれがあります。

■LTAを使用してはいけない状況

次の状況では、LTAスイッチでシステ
ムをOFF にしてください。思わぬ事故
につながるおそれがあり危険です。

●雨天時や積雪・凍結などで、すべり
やすい路面を走行しているとき

●雪道を走行しているとき

●水たまりや雨・雪・霧・砂ぼこりな
どで白（黄）線が見えにくいとき

●工事によって規制された車線・仮設
の車線を走行しているとき

●工事区間を走行しているとき

●応急用タイヤ・タイヤチェーンなど
を装着しているとき

●タイヤの残り溝が十分にないとき、
または空気圧が不足しているとき

●トレーラー、または他の車両をけん
引しているときは、次の条件をすべ
て満たしている場合を除きます。

･ けん引するトレーラーが、トヨタ純
正の TBC ECUに正しく接続されて
いるとき

●車両をリフトアップするとき、次の
場合を除きます。

･ トヨタ純正リフトアップキットを使
用する場合、タイヤ高を含め最大4 
in. (101 mm) までリフトアップで
きます。社外品リフトキットを使用
すると、システム性能が低下するお
それがあります。

■LTAの故障、または誤作動を防ぐた
めに

●ヘッドランプを改造したり、ランプ
の表面にステッカーなどを貼ったり
しないでください。

●サスペンションなどを改造しないで
ください。交換が必要な場合は、ト
ヨタ販売店にご相談ください。

●ボンネットやグリルの上には、何も
取り付けたり置いたりしないでくだ
さい。また、グリルガード（ブル
バー・カンガルーバーなど）を取り
付けたりしないでください。

●フロントウインドウガラスの修理が
必要な場合は、トヨタ販売店にご相
談ください。

■機能が正常に作動しないおそれのあ
る状況

次のような状況では、各機能が正しく
作動せず車線から逸脱するおそれがあ
ります。運転者は常に自らの責任で周
囲の状況を把握し、本機能を過信せず
にハンドル操作で進路を修正してくだ
さい。
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警告
●先行車追従表示中（P.218）に、
先行車が車線変更したとき（先行車
の動きに合わせて自車も車線変更す
るおそれがあります）

●先行車追従表示中（P.218）に、
先行車がふらついたとき（先行車の
動きに合わせて自車もふらついて走
行しレーンをはみ出すおそれがあり
ます）

●先行車追従表示中（P.218）に、
先行車が車線から逸脱したとき（先
行車の動きに合わせて自車も車線か
ら逸脱するおそれがあります）

●先行車追従表示中（P.218）に、
先行車がレーン内を右、または左に
片寄って走行したとき（先行車の動
きに合わせて自車も片寄って走行し
レーンをはみ出すおそれがあります）

●急カーブを走行しているとき

●路側物に白（黄）線と見間違えるよ
うな構造物や模様があるとき（ガー
ドレール・反射ポールなど）

●分岐・合流路などを走行するとき

●道路の修復で、アスファルト修復後
や白（黄）線の跡が残っているとき

●白（黄）線に平行するような影があ
る、または白（黄）線が影の中にあ
るとき

●料金所や検札所の手前や交差点など、
白（黄）線がない場所を走行すると
き

●白（黄）線がかすれている、または
キャッツアイ（道路鋲）や置き石な
どがあるとき

●白（黄）線が砂ぼこりなどで見えな
い、または見えにくくなっていると
き

●雨天・雨上がり・水たまりなどぬれ
た路面を走行しているとき

●車線が黄色のとき（白線にくらべて
認識率が低下することがあります）
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■ 車線逸脱警報機能

車両が車線または走路※から逸脱
する可能性がある場合に、マルチ
インフォメーションディスプレイ
の表示および、警報ブザーまたは
ハンドルの振動により注意をうな
がします。
警報ブザーが鳴ったとき、またはハンド
ルに振動があったとき、まわりの道路状
況を確認の上、ハンドルを慎重に操作し
て、白（黄）線または走路※内の中央付
近にもどってください。

BSM装着車：車線逸脱により、となり
の車線を走行中の車両と衝突する可能性
があるとシステムが判断した場合、方向
指示灯の点滅中も車線逸脱抑制機能が作
動します。
※アスファルトと草・土・縁石等の境界

警告
●白（黄）線が縁石等の上に引かれて
いるとき

●コンクリート路のような明るい路面
を走行しているとき

●照り返しなどにより明るくなった路
面を走行しているとき

●トンネルの出入口など明るさが急変
する場所を走行しているとき

●対向車のヘッドランプ光・太陽光な
どが前方カメラに入射しているとき

●坂道を走行しているとき

●左右に傾いた道路やうねった道路を
走行しているとき

●舗装されていない道路や荒れた道路
を走行しているとき

●車線の幅が極端に狭いとき、または
広いとき

●重い荷物の積載やタイヤ空気圧の不
足などで、車両が著しく傾いている
とき

●先行車との車間距離が極端に短く
なったとき

●走行中の路面状況（悪路・道路の継
ぎ目など）により、車両が上下に大
きく揺れているとき

●走行中の路面状況（悪路・道路の継
ぎ目など）により、車両が上下に大
きく揺れているとき

●横風を受けているとき

●周辺車両の走行によって発生する風
の影響を受けているとき

●車線変更をした直後、または交差点
を通過した直後

●構造・メーカー・銘柄・トレッドパ
ターンが異なるタイヤを使用したと
き

●メーカー指定のサイズ以外のタイヤ
を装着しているとき

●冬用タイヤなどを装着しているとき

●過度な高速走行をしているとき

●トレーラー、または他の車両をけん
引しているときは、次の条件をすべ
て満たしている場合を除きます。

･ けん引するトレーラーが、トヨタ純
正の TBC ECUに正しく接続されて
いるとき

●車両をリフトアップするとき、次の
場合を除きます。

･ トヨタ純正リフトアップキットを使
用する場合、タイヤ高を含め最大4 
in. (101 mm) までリフトアップで
きます。社外品リフトキットを使用
すると、システム性能が低下するお
それがあります。

LTAに含まれる機能
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■ 車線逸脱抑制機能
車両が車線または走路から逸脱す
る可能性がある場合に、短時間、
小さな操舵力をハンドルに与えて、
車線からの逸脱を避けるために必
要なハンドル操作の一部を支援し
ます。
BSM装着車：車線逸脱により、となり
の車線を走行中の車両と衝突する可能性
があるとシステムが判断した場合、方向
指示灯の点滅中も車線逸脱抑制機能が作
動します。

■ ふらつき警報機能
車両がふらついて走行していると
きに、警報ブザーおよびマルチイ
ンフォメーションディスプレイの
表示により注意をうながします。
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■ 車線維持支援機能
レーダークルーズコントロール
（全車速追従機能付き）と連携し、
現在の車線内を走行するために必
要なハンドル操作の一部を、シス
テムが支援します。
レーダークルーズコントロール（全車速
追従機能付き）が作動していないときは、
車線維持支援機能は作動しません。

渋滞のときなど白（黄）線が見えにくい、
または見えない場合、先行車の軌跡を利
用して先行車に追従する支援を行います。

LTAスイッチを押して、LTAシス
テムをONにしてください。
LTA 表示灯が点灯し、マルチインフォ
メーションディスプレイにメッセージが
表示されます。

LTAスイッチを再度押して、LTA
システムをOFFにしてください。
LTA システムが ONまたは OFF にされ

たとき、次にエンジンを始動した際にも、
LTA システムはそのときの状態を継続し
ます。

“LTA Steering Assist 

Active Lane Centering 
Active”

LTA表示灯
表示灯の点灯状態で、システムの作動状
況をお知らせします。
白色に点灯：車線逸脱監視中
緑色に点灯：車線逸脱抑制機能、または
車線維持支援機能によるハンドル操舵支
援が作動中
橙色に点滅：車線逸脱警報中

ハンドル操舵支援の作動表示
マルチインフォメーションディスプレイ
を運転支援機能情報に切りかえると表示

LTAスイッチを押す

マルチインフォメーションディ
スプレイ表示
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されます。
車線逸脱抑制機能、または車線維持支援
機能によるハンドル操舵支援が作動中で
あることを示しています。
両側点灯：車線維持支援機能によるハン
ドル操舵支援が作動中
片側点灯：車線逸脱抑制機能によるハン
ドル操舵支援が作動中
両側点滅：車線維持支援機能の注意喚起
が作動中

先行車追従表示
マルチインフォメーションディスプレイ
を運転支援機能情報に切りかえると表示
されます。
車線維持支援機能によるハンドル操舵支
援が作動中（先行車に追従中）であるこ
とを示しています。
先行車の動きに合わせて自車も同じ動き
をする場合があります。運転者は常に自
らの責任で周囲の状況を把握し、ハンド
ル操作で進路を修正し、安全運転を心が
けてください。

車線逸脱警報機能表示
マルチインフォメーションディスプレイ
を運転支援機能情報に切りかえると表示
されます。

 白線表示の内側が白いとき

システムが白（黄）線または走路
※を認識していることを示してい
ます。車両が車線から逸脱した場

合、逸脱している側の白線表示が
橙色で点滅します。
 白線表示の内側が黒いとき

システムが白（黄）線または走路
※を認識できていない、またはシ
ステムが一時的に解除されている
ことを示しています。
※アスファルトと草・土・縁石等の境界

知識
■各機能の作動条件

●車線逸脱警報機能

次の条件をすべて満たしたとき作動しま
す。
･ LTA を ONにしているとき
･ 車速が約 32 mph ( 約 50 km/h) 以上
のとき※1

･ システムが白（黄）線または走路※2

を認識しているとき（白［黄］線また
は走路※2が片側しかないとき、認識
している方向のみ作動します）

･ 車線の幅が約 9.8 ft. ( 約 3 m) 以上の
とき

･ 方向指示レバーを操作していないとき
（BSM装着車：方向指示灯方向に車両
がいる場合は除く）

･ 急カーブを走行していないとき
･ システムの異常が検知されていないと
き（P.222）

※1車線維持支援機能が作動中は約30 ft. 
( 約 50 km/h) 以下でも作動します。
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※2アスファルトと草・土・縁石等の境界

●車線逸脱抑制機能

車線逸脱警報機能の作動条件に加えて、
次の条件をすべて満たしたとき作動しま
す。
･ 一定以上の加減速がないとき
･ 車線変更に相当する程度の操舵力でハ
ンドルを操作していないとき

･ ABS・VSC・TRAC・PCS が作動し
ていないとき

･ TRAC または VSC を OFF にしていな
いとき

･ 手放し運転に対する注意喚起が行われ
ていないとき（P.221）

●ふらつき警報機能

次の条件をすべて満たしたとき作動しま
す。

･ 手放し運転に対する注意喚起が行われ

ていないとき で“Sway 

Warning”を“ON”に設定している

とき（P.483）
･ 車速が約 32 mph ( 約 50 km/h) 以上
のとき

･ 車線の幅が約 9.8 ft. ( 約 3 m) 以上の
とき

･ システムの異常が検知されていないと
き（P.222）

●車線維持支援機能

次の条件をすべて満たしたとき作動しま
す。
･ LTA を ONにしているとき

･ マルチインフォメーションディスプレ

イの で“Lane Center” を

“ON”に設定しているとき

（P.483）
･ システムが白（黄）線を認識している
とき、または先行車の軌跡を認識して
いるとき（先行車が二輪車の場合を除
く）

･ レーダークルーズコントロール（全車
速追従機能付き）が車間制御モードで
作動しているとき

･ 車線の幅が約 10 ～ 13 ft. ( 約 3 ～ 4 
m) のとき

･ 方向指示レバーを操作していないとき
･ 急カーブを走行していないとき
･ システムの異常が検知されていないと
き（P.222）

･ 一定以上の加減速がないとき
･ 車線変更に相当する程度の操舵力でハ
ンドルを操作していないとき

･ ABS・VSC・TRAC・PCS が作動し
ていないとき

･ TRACまたは VSCを OFF にしていな
いとき

･ 手放し運転に対する注意喚起が行われ
ていないとき（P.221）

･ 車線中央付近を走行しているとき
･ 車線逸脱抑制機能が作動していないと
き

･ 車両がトレーラーをけん引していない
とき、または緊急でけん引中ではない
とき

■機能の一時解除

●作動条件が満たされなくなった場合、
一時的に機能が解除されますが、ふた
たび作動条件が満たされると、自動的
に復帰します。（P.219）

●車線維持支援機能作動中に、作動条件

（P.219）が満たされなくなった場

合、ハンドル振動または“Alert” と

ブザー音で、一時的に機能が解除され

たことをお知らせする場合があります。

また、カスタマイズ設定で“警報手段

”を に設定している場合は、ブ

ザーの代わりにハンドル振動でお知ら

せします。
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■車線逸脱抑制機能／車線維持支援機能
について

●車速や車線の逸脱状況・路面状況など
により、車線逸脱抑制機能／車線維持
支援機能の作動を感じなかったり、車
線逸脱抑制機能／車線維持支援機能が
作動しなかったりすることがあります。

●これらの各機能によるステアリング制
御は、運転者のハンドル操作によって
修正することができます。

●車線逸脱抑制機能の作動テストを行わ
ないでください。

■車線逸脱警報機能について

●外部の騒音やオーディオの音などによ
り、警報ブザーが聞きとりにくい場合
があります。また、路面状況などによ
り、ハンドルの振動を感じにくい場合
があります。

●BSM装着車：となりの車線を走行中の
車両と衝突する可能性を判断できない
場合があります。

●車線逸脱警報機能の作動テストを行わ
ないでください。

■手放し運転に対する注意喚起について

次の状況では、ハンドル保持をうながす
メッセージと図で示すシンボルがマルチ
インフォメーションディスプレイに表示
され注意喚起を行います。ハンドルを
握ったとシステムが判断すると、注意喚
起を停止します。システムを使用する際
は注意喚起にかかわらず、常にハンドル
をしっかりと握ってください。

●システムの作動中に、手放し運転をし
ているとシステムが判断したとき

さらに操作しない状態が続くとブザーが
鳴り、注意喚起が行われ、機能が一時的
に解除されます。運転者のハンドル操作
が小さい状態が続いたときも同様に注意
喚起が行われます。

また、“警報手段”を に選択して

いる場合でも、ブザーが鳴ります。

●車線維持支援機能作動中にカーブを曲
がりきれず車線から逸脱する可能性が
あるとシステムが判断したとき

車両の状態や路面状況によっては注意喚
起が行われない場合があります。また、
システムがカーブを走行中と判断した場
合は、直線走行時に比べて早いタイミン
グで注意喚起が行われます。

●車線逸脱抑制機能による車線逸脱を避
けるためのハンドル操舵支援中に、手
放し運転をしているとシステムが判断
したとき

さらに、操作しない状態が続きハンドル
操舵支援が行われると、ブザーが鳴り注
意喚起が行われます。ハンドル操舵支援
の回数が増えるごとに、ブザーの継続時
間が長くなります。

また、“警報手段”を に選択して

いる場合でも、ブザーが鳴ります。

■ふらつき警報機能について

システムの作動中に、車両がふらついて
走行しているとシステムが判断したとき、
ブザーと同時にマルチインフォメーショ
ンディスプレイに休憩をうながすメッ
セージと図で示すシンボルで注意喚起を
行います。
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車両の状態や路面状況によっては注意喚
起が行われない場合があります。

■警告メッセージ

次のメッセージがマルチインフォメー
ションディスプレイに表示され、LTA表
示灯が橙色で点灯した場合は、対処方法
に従って適切に対処してください。また、
その他の警告メッセージが表示されたと
きは、表示された画面の指示に従ってく
ださい。

●“LTA Malfunction Visit Your 
Dealer”

システムが正常に作動しなくなって
いるおそれがあります。トヨタ販売
店で点検を受けてください。
●“LTA Unavailable”

前方カメラ以外のセンサーの異常に
よりシステムが一時停止していま
す。いったん LTA をOFF にして、
しばらくしてから再度、LTAを
ONにしてください。
●“LTA Unavailable at Current 
Speed”

車速が LTA の作動可能範囲をこえ
たため、使用できません。車速を落
として走行してください。

■カスタマイズ機能

機能の設定を変更することができます。
（カスタマイズ一覧：P.483）

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

※日本国内においては正しく機能しない
ことがあります。

前方カメラまたはナビゲーション
システム（情報を取得した場合）
を使って特定の道路標識を認識し、
ディスプレイ表示によって道路標
識の情報を運転者にお知らせしま
す。

認識した道路標識の制限速度に対
し、運転者が制限速度を超過して
走行、または禁止行為を行ってい
る等とシステムが判断した場合に、
告知表示およびブザー音もしくは
ハンドルの振動で運転者に告知し
ます。

RSA ( ロードサインアシ
スト ) ★※

機能概要
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前方カメラまたはナビゲーション
システム（情報を取得した場合）
によって標識を認識すると、マル
チインフォメーションディスプレ
イに表示します。
● 運転支援機能情報を選択したと
きは、最大3つの標識を表示で
きます。（P.81）

● 運転支援機能情報以外を選択し
たときは、次のいずれかの標識
が表示されます。（P.81）

･ 最高速度標識
･ 車両進入禁止標識（告知時のみ）

速度制限標識以外を認識した場合、速度
標識の重複表示にてお知らせします。

電光標識も含めて、次の種類の道
路標識を認識します。
ただし、規定外の標識、新しく導入され
た標識は認識されない場合があります。

次の状況では、システムが告知表
示で運転者に告知します。
● 自車の車速がマルチインフォ
メーションディスプレイに表示
されている制限速度より、一定
の速度を超過すると、最高速度
標識の強調やブザーの吹鳴をし
ます。

警告
■RSA をお使いになる前に

RSA システムのみに依存してはいけま
せん。RSAは、道路標識の情報を知ら
せることで運転者を支援しますが、運
転者自身の確認や認識を代行するもの
ではありません。安全運転を行う責任
は運転者にあります。常に周囲の状況
を把握し、安全運転に努めてください。

マルチインフォメーションディ
スプレイ表示 認識される道路標識の種類

最高速度

車両進入禁止

一時停止

ゆずれ

告知機能



224

Owner’s Manual_Japan_M34645_ja

4-5. 運転支援装置について

● システムが進入禁止の標識を認
識し、自車が進入禁止区域に進
入したと判定したときには、マ
ルチインフォメーションディス
プレイに表示される車両進入禁
止標識の点滅やブザーの吹鳴を
します。

状況によっては、告知表示が正常
に作動しない場合があります。

知識
■設定のしかた

1 メーター操作スイッチの または

を押して を選択する

2 メーター操作スイッチの または

を押して“  RSA”、を選択

し、 を押す

■RSA 標識表示

次の状況では、最高速度・車両進入禁止
の標識表示が消えます。

●一定の距離を走行中、新しい標識が認
識されないとき

●右左折等により走行する道路が変わっ
たとシステムが判定したとき

次の状況では、一時停止や徐行の標識表
示が消えます。

●標識を通過したとシステムが判定した
とき

●右左折等により走行する道路が変わっ
たとシステムが判定したとき

■機能が正常に作動しないおそれのある
状況

次のような状況では、システムが正常に
標識を認識できず、正しい標識の表示が
されない場合があります。ただし、これ

らはシステムの異常ではありません。

●前方カメラやセンサー周辺への強い衝
撃などにより、センサーの位置や向き
がずれているとき

●汚れ・雪・ステッカー等がフロントウ
インドウの前方カメラの近くにあると
き

●悪天候時（霧・雪・砂嵐・大雨など）

●強い光（太陽光や対向車のヘッドラン
プ光など）が前方カメラに直接あたっ
ているとき

●標識に汚れ・色あせ・傾きや曲がりが
あるとき

●電光標識のコントラストが低いとき

●標識の全体または一部が、木・電柱な
どで隠れているとき

●前方カメラが標識を認識する時間が短
いとき

●運転の状況（曲がる・車線変更等）が
誤って判断されたとき

●標識が高速道路の分岐した直後、また
は合流直前の隣の車線にあるとき

●先行車の後部分にステッカーが貼って
あるとき

●システムが対応している標識と類似し
た標識が認識されたとき

●本線を走行中であっても、側道の速度
標識が前方カメラの認識範囲内に入っ
たとき

●ロータリー（環状交差路）を走行中、
出口の道路の速度標識が前方カメラの
認識範囲内に入ったとき

●重い荷物を積むなど車両が傾いている
とき

●十分な光がなかったり、明るさが急激
に変化したりしたとき

●トラックなどの車両を対象にした標識
を認識したとき
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●ナビゲーションシステムの地図情報が
古いとき

●ナビゲーションシステムを利用できな
いとき

●マルチインフォメーションディスプレ
イとナビゲーションシステムに表示さ
れる最高速度標識が異なる場合があり
ます。

■速度制限標識表示

マルチインフォメーションディスプレイ
に最高速度標識が表示されているときに、
エンジンスイッチをOFF にすると、次に
エンジンスイッチをONにしたときには
再度同じ標識が表示されます。

■マルチインフォメーションディスプレ
イに“RSA Malfunction Visit Your 
Dealer” が表示されたとき

システムに異常があるおそれがあります。
トヨタ販売店で点検を受けてください。

■カスタマイズ機能

一部の機能は、設定を変更することがで
きます。（カスタマイズ一覧：P.483）

アクセルペダルを踏まなくても、
車間制御モードでは、先行車の車
速変化に合わせた追従走行を行い、
自動的に加速・減速・停止をしま
す。定速制御モードでは、一定の
車速で走行できます。
高速道路や自動車専用道路で使用
してください。
● 車間制御モード（P.228）
● 定速制御モード（P.231）

■ メーター表示

マルチインフォメーションディ

スプレイ

設定速度

表示灯

レーダークルーズコント
ロール（全車速追従機能付
き）

機能概要

システムの構成部品
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■ 操作スイッチ

車間距離切りかえスイッチ

“+RES”スイッチ

キャンセルスイッチ

“-SET”スイッチ

クルーズコントロールメインス

イッチ

警告
■安全にお使いいただくために

●安全運転を行う責任は運転者にあり
ます。システムを過信せず、運転者
は常に自らの責任で周囲の状況を把
握し、安全運転に努めてください。

●レーダークルーズコントロール（全
車速追従機能付き）は運転者の操作
の一部を支援し、操作負担を軽減す
るためのシステムで、支援の範囲に
は限りがあります。
次の項目をお読みいただき、システ
ムを過信せず安全運転に努めてくだ
さい。

･ センサーが正しく検知しないおそれ
のある先行車： P.233

･ 車間制御モードが正しく作動しない
おそれのある状況： P.234

●設定速度は、制限速度・交通の流
れ・路面環境・天候などを考慮して
適切に設定してください。設定速度
の確認は、運転者が行う必要があり
ます。

●システムが正常に機能していても、
運転者が認識している先行車の状況
とシステムが検知している状況が異
なる場合があります。従って注意義
務・危険性の判断・安全の確保は運
転者が行う必要があります。システ
ムに頼ったり、安全を委ねる運転を
したりすると思わぬ事故につながり、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合
死亡につながるおそれがあります。

●レーダークルーズコントロール（全
車速追従機能付き）を使わないとき
はクルーズコントロールメインス
イッチでシステムをOFF にしてくだ
さい。

■システムの支援内容に関する注意点

システムの支援には限界があるため、
次の点に注意してください。システム
を過信すると思わぬ事故につながり、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。

●運転者が見る過程での支援内容

レーダークルーズコントロール（全車
速追従機能付き）は、自車と設定され
た先行車との車間距離を検知するのみ
であり、わき見やぼんやり運転を許容
するシステムでも、視界不良を補助す
るシステムでもありません。
運転者自らが周囲の状況に注意を払う
必要があります。
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警告
●運転者が判断する過程での支援内容

レーダークルーズコントロール（全車
速追従機能付き）は、自車と設定され
た先行車との車間距離が適正かどうか
を判断しており、それ以外の判断はし
ません。このため、危険性があるかど
うかなど運転者は自ら安全の判断をす
る必要があります。

●運転者が操作する過程での支援内容

レーダークルーズコントロール（全車
速追従機能付き）は、先行車への追突
を防止する機能はありません。このた
め、危険性があれば運転者自らが安全
を確保する必要があります。

■レーダークルーズコントロール（全
車速追従機能付き）を使用してはい
けない状況

次の状況では、レーダークルーズコン
トロール（全車速追従機能付き）を使
用しないでください。適切な制御が行
われず、思わぬ事故につながり、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

●歩行者や自転車等が混在している道

●交通量の多い道

●急カーブのある道

●曲がりくねった道

●雨天時や、凍結路・積雪路などのす
べりやすい路面

●急な下り坂や急で勾配の変化が激し
い坂
急な下り坂では車速が設定速度以上
になることがあります。

●高速道路や自動車専用道路の出入り
口

●センサーが正しく検知できないよう
な悪天候時（霧・雪・砂嵐・激しい
雨など）

●レーダー前面または、前方カメラ前
面に雨滴や雪などが付着していると
き

●ひんぱんに加速・減速をくり返すよ
うな交通状況のとき

●トレーラー、または他の車両をけん
引しているときは、次の条件をすべ
て満たしている場合を除きます。

･ けん引するトレーラーが、トヨタ純
正の TBC ECUに正しく接続されて
いるとき

●接近警報がひんぱんに鳴るとき

●車両をリフトアップするとき、次の
場合を除きます。

･ トヨタ純正リフトアップキットを使
用する場合、タイヤ高を含め最大4 
in. (101 mm) までリフトアップで
きます。社外品リフトキットを使用
すると、システム性能が低下するお
それがあります。
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車間制御モードでは、レーダーにより車両前方約328 ft. (100 m) 以内
の先行車の有無・先行車との車間距離を判定して、先行車との適切な車間
距離を確保する制御をします。また、車間距離切りかえスイッチを操作し
て、希望の車間距離に設定することもできます。
下り坂を走行しているときは、車間距離が短くなることがあります。

定速走行：

先行車がいないとき
運転者が設定した速度で定速走行します。

減速走行ー追従走行：

設定した速度より、遅い先行車が現れたとき
先行車を検知すると自動で減速し、より大きな減速が必要な場合はブレーキがかかりま
す（このとき制動灯が点灯します）。先行車の車速変化に合わせて、運転者の設定した
車間距離になるように追従走行します。十分に減速できない状態で先行車に接近した場
合は、接近警報を鳴らします
先行車が停止したときは、続いて停止します（制御停車）。先行車の発進
後、“+RES”スイッチを押すか、アクセルペダルを踏むと追従走行にもどります
（発進操作）。自車が発進操作を行わなかった場合は、制御停車を続けます。
50 mph (80 km/h) 以上で走行中に追い越し車線側へ車線変更する場合、方向指示レ
バーの操作と連動して設定速度まで加速することで、追い越しを支援します。
このシステムが追い越し車線を識別する方法は、車両のハンドルの位置のみに基づいて
決定されている場合があります（左ハンドルか右ハンドルか）。車両が通常走行する地
域と追い越し車線の位置が異なる地域で運転される場合、追い越し車線とは逆方向に方
向指示レバーを操作したときに、車両が加速することがあります。（例：ドライバーが
通常、追い越し車線が右側の地域で運転しているが、その後、追い越し車線が左側の地

車間制御モードでの走行
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域へ移動した場合、右側の方向指示灯を作動させたときに車両が加速する可能性があり
ます。）

加速走行：

設定した速度より、遅い先行車がいなくなったとき
設定速度まで加速し、定速走行にもどります。

1 クルーズコントロールメインス
イッチを押して、システムを
ONにする

レーダークルーズコントロール表示灯が
点灯し、マルチインフォメーションディ
スプレイにメッセージが表示されます。
OFF にするには再度スイッチを押しま
す。

クルーズコントロールメインスイッチを
1.5 秒以上押し続けると定速制御モード
でシステムがONします。（P.231）

“Radar Ready”

2 希望の車速20 mph（約 30 
km/h 以上）までアクセルペダ
ル操作で加速／減速し、“-
SET”スイッチを押して速度
を設定する

クルーズコントロールの“SET”表示
灯が点灯します。

スイッチを離したときの車速で定速走行

できます。

■ スイッチで設定速度をかえる
設定速度をかえるには、希望の速
度が表示されるまで“+RES”ス
イッチまたは“-SET”スイッチ
を押します。

1 速度を上げる（車間制御モード
の制御停車中は除く）

2 速度を下げる
微調整：スイッチを押す

大幅調整：スイッチを押し続けて速度を
かえ、希望の速度で手を離す

速度を設定する（車間制御モー
ド）

設定速度をかえる
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車間制御モードでは、設定速度は、
次のとおりに増減されます：
微調整：スイッチを押すごとに、1 mph 
(1.6 km/h)※1 または 1 km/h (0.6 
mph)※2

大幅調整：スイッチを押し続けているあ
いだ、1 mph (1.6 km/h)※1 または 1 
km/h (0.6 mph)※2 ずつ

定速制御モード（P.231）で
は、設定速度は、次のとおりに増
減されます：
微調整：スイッチを押すごとに 1 mph 
(1.6 km/h)※1 または 1 km/h (0.6 
mph)※2

大幅調整：スイッチを押し続けているあ
いだ連続して変化
※1設定速度が“MPH”で表示されてい
るとき

※2設定速度が“km/h”で表示されてい
るとき

■ アクセルペダルで設定速度を上
げる

1 設定したい車速になるまで、ア
クセルペダルを踏んで加速する

2 “-SET”スイッチを押す

スイッチを押すごとに次のように
車間距離を切りかえます。

1 長い
2 中間
3 短い

先行車がいる場合、先行車マーク も表

示されます。

次の目安を参考に車間距離を選択
してください。（車速 50 mph 
[80 km/h] で走行している場合）
なお、車速に応じて車間距離は増
減します。また、制御停車時は設
定にかかわらず状況に応じた車間
距離で停車します。

先行車の発進後、“+RES”ス
イッチを押す
先行車の発進後にアクセルペダル
を踏んでも追従走行に復帰します。

車間距離を変更する（車間制御
モード）

車間距離選択の目安（車間制御
モード）

車間距離選択 車間距離

長い 約160 ft. (50 m)

中間 約 130 ft. (40 m)

短い 約 100 ft. (30 m)

制御停車から追従走行に復帰さ
せる（車間制御モード）
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“Operate Cruise switch or 

Accelerator Pedal to 
Resume”

1 制御を解除するには、キャンセ
ルスイッチを押す

ブレーキペダルを踏んだときも解除され
ます。（車間制御モードの制御停車中は、
ブレーキペダルを踏んでも解除されませ
ん）

2 制御を復帰させるに
は、“+RES”スイッチを押す

追従走行中の他車の割り込みなど、
十分な減速ができない状態で先行
車に接近したときは、表示の点滅
とブザーで運転者に注意をうなが
します。その場合は、ブレーキペ

ダルを踏むなど適切な車間距離を
確保してください。

■ 警報されないとき
車間距離が短くても、次のような
場合は警報されないことがありま
す。
● 先行車と自車の車速が同じか先
行車の方が速いとき

● 先行車が極端な低速走行をして
いるとき

● 速度を設定した直後
● アクセルペダルを踏んだとき

定速制御モードでは、先行車の車
速変化に合わせた追従走行を行わ
ず、一定の車速で走行します。
レーダーの汚れなどにより、車間
制御モードで走行できない場合の
みご使用ください。
1 クルーズコントロールがOFF
の状態で、クルーズコントロー
ルメインスイッチを1.5 秒以上
押し続ける

クルーズコントロールメインスイッチを
押した直後は、レーダークルーズコント
ロール表示灯が点灯します。その後、ク
ルーズコントロール表示灯に切りかわり
ます。

制御を解除する・復帰させる

接近警報（車間制御モード）

定速制御モードでの走行
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システムがOFF の状態から操作したと
きのみ、定速制御モードへの切りかえが
可能です。

2 希望の車速（約 20 mph [30 
km/h] 以上）までアクセルペダ
ル操作で加速／減速し、“-
SET”スイッチを押して速度
を設定する

クルーズコントロール“SET”表示灯
が点灯します。

スイッチを離したときの車速で定速走行
できます。

設定速度をかえる：P.229

制御を解除する・復帰させる：P.231

知識
■設定条件について

●シフトレバーがDのとき設定できます。

●車速が約20 mph (30 km/h) 以上のと
き、希望の設定速度に設定できます。
（ただし車速が約20 mph［30 km/h］
未満で設定したときは、設定速度が約

20 mph［30 km/h］に設定されま
す）

■車速設定後の加速について

通常走行と同様にアクセルペダル操作で
加速できます。加速後、車速が設定速度
にもどります。ただし、車間制御モード
時は先行車との距離を保持するため車速
が設定速度以下になることもあります。

■追従走行中の停車制御について

●制御停車中に“+RES”スイッチを押
した場合、約 3秒以内に先行車が発進
すれば追従走行にもどります。

●先行車に続いて停車したあと約3秒以内
に先行車が発進した場合、追従走行に
もどります。

■車間制御モードの自動解除

次のとき、自動的に車間制御モードが解
除されます。

●VSC が作動したとき

●TRAC が一定時間作動したとき

●TRAC または VSCを OFF にしたとき

●センサーが何かでふさがれて正しく検
知できないとき

●運転支援装置によるブレーキ制御、出
力抑制が作動したとき（例：プリク
ラッシュセーフティ、ドライブスター
トコントロール）

●クルーズコントロールシステム作動中
に、センターデフのロック／ロック解
除が5秒以内に完了しないとき

●パーキングブレーキが作動したとき

●急坂路で制御停車したとき

●制御停車中に次を検出したとき
･ 運転席シートベルトを着用していない
･ 運転席ドアが開いた
･ 車両が停止したあと約 3分経過した

上記以外の理由で車間制御モードが自動
解除されるときは、システムが故障して
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いる可能性があります。トヨタ販売店に
ご相談ください。

■定速制御モードの自動解除

次のとき、自動的に定速制御モードが解
除されます。

●設定速度より車速が約 10 mph（16 
km/h 以上）低下したとき

●車速が約 20 mph (30 km/h) 未満に
なったとき

●VSC が作動したとき

●TRAC が一定時間作動したとき

●TRAC または VSC を OFF にしたとき

●運転支援装置によるブレーキ制御、出
力抑制が作動したとき（例：プリク
ラッシュセーフティ、ドライブスター
トコントロール）

●クルーズコントロールシステム作動中
に、センターデフのロック／ロック解
除が5秒以内に完了しないとき

●パーキングブレーキが作動したとき

上記以外の理由で定速制御モードが自動
解除されるときは、システムが故障して
いる可能性があります。トヨタ販売店に
ご相談ください。

■ブレーキが作動したとき

ブレーキの作動音が聞こえたり、ブレー
キペダルの踏み応えがかわったりするこ
とがありますが異常ではありません。

■レーダークルーズコントロールの警告
メッセージ・警告ブザー

走行操作に関して注意が必要な場合や、
システムに異常が発生したときには、警
告メッセージ・警告ブザーで注意をうな
がします。マルチインフォメーション
ディスプレイに警告メッセージが表示さ
れたときは、表示された画面の指示に
従ってください。（P.200, 442）

■センサーが正しく検知しないおそれの
ある先行車

次のような場合にシステムによる減速が
不十分な場合はブレーキペダルを、加速
が必要な場合はアクセルペダルを、状況
に応じて操作してください。
センサーが正しく車両を検知できず、接
近警報（P.231）も作動しないおそれ
があります。

●先行車が急に割り込んできたとき

●先行車が低速で走行中のとき

●同じ車線に停車中の車がいるとき

●先行車の後部分が小さすぎるとき（荷
物を積んでいないトレーラーなど）

●同じ車線を二輪車が走行中のとき

●周囲の車より水や雪がまき散らされ、
レーダーの検知のさまたげになる場合

●自車の車両姿勢が上向きになる場合
（重い荷物を積んだときなど）

●先行車の車高が極端に高いとき
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●車両がトレーラーをけん引していると
き、または緊急でけん引しているとき

●車両をリフトアップするとき、次の場
合を除きます。

･ トヨタ純正リフトアップキットを使用
する場合、タイヤ高を含め最大 4 in. 
(101 mm) までリフトアップできま
す。社外品リフトキットを使用すると、
システム性能が低下する可能性があり
ます。

■車間制御モードが正しく作動しないお
それのある状況

次の状況では、必要に応じてブレーキペ
ダルで減速（場合によってアクセルペダ
ルを操作）してください。
センサーが正常に車両を検知できず、シ
ステムが正常に作動しないおそれがあり
ます。

●カーブや車線幅が狭い道路などを走行
する場合

●ハンドル操作が不安定な場合や、車線
内の自車の位置が一定でない場合

●先行車が急ブレーキをかけた場合

●道路脇に構造物がある道（トンネル・
橋など）を走行する場合

●アクセルペダルを踏んで加速したあと、
車速が設定速度にもどるとき

●トレーラー、または他の車両をけん引
しているときは、次の条件をすべて満
たしている場合を除きます。

･ けん引するトレーラーが、トヨタ純正
の TBC ECU に正しく接続されている
とき

●車両をリフトアップするとき、次の場
合を除きます。

･ トヨタ純正リフトアップキットを使用
する場合、タイヤ高を含め最大4 in. 
(101 mm) までリフトアップできま
す。社外品リフトキットを使用すると、
システム性能が低下する可能性があり
ます。
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■ エンジンが停止する
シフトポジションをDで走行中、
ブレーキペダルを踏み車両を完全
に停止させると、エンジンが自動
的に停止します。
Stop & Start システムによるエンジン
停止中は表示灯が点灯します。

■ エンジンが再始動する
ブレーキペダルから足を離すと、
エンジンが再始動します。
エンジンが再始動すると表示灯は消灯し
ます。

■ ブレーキホールドシステムが作
動しているとき

● Stop & Startシステムによるエ
ンジン停止中に、ブレーキペダ
ルから足を離しても、エンジン

停止状態を継続します。
● Stop & Startシステムによるエ
ンジン停止中に、アクセルペダ
ルを踏むと、エンジンが再始動
します。

● Stop & Startシステムによるエ
ンジン停止中に、エンジンが自
動的に再始動してもブレーキ
ホールドシステムによるブレー
キ保持は継続します。但し、ブ
レーキホールドシステムの作動
条件（P.182）が満たされな
くなった場合を除きます。

■ レーダークルーズコントロール
システム（全車速追従機能付き）
が作動しているとき

● レーダークルーズコントロール
（全車速追従機能付き）による停
車時、ブレーキペダルを踏まな
くてもエンジンが自動的に停止
します。

● 先行車が発進すると、エンジン
が再始動します。

● Stop & Startシステムによりエ
ンジンが自動的に再始動しても
レーダークルーズコントロール
（全車速追従機能付き）による停
車は継続します。

Stop & Start システムを非作動
にするには Stop & Start キャン
セルスイッチを押して下さい。
Stop & Start キャンセル表示灯
が点灯します。
もう一度 Stop & Start キャンセルス
イッチを押すと、作動可能状態にもどり、

Stop & Start システム

赤信号や交差点などの一時的な
停車中、燃費向上やアイドリン
グ騒音低減のため、エンジンス
イッチを操作することなく、ブ
レーキペダルなどの操作によっ
てエンジンを停止・再始動させ
るシステムです。

Stop & Start システムの作動

Stop & Start システムを非作動
にするには
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Stop & Start キャンセル表示灯が消灯
します。

知識
■Stop & Start システムの自動再開

Stop & Start システムをStop & Start
キャンセルスイッチによって非作動にし
ていても、一度エンジンスイッチをOFF
にしてからエンジンを始動することに
よって、Stop & Start システムは自動的
に作動可能状態にもどります。

Stop & Start システムによるエ
ンジン停止後、エンジンが再始動
し駆動力が発生するまでのあいだ、
ブレーキ力を一時的に保持し坂道
での車両後退を抑制します。駆動
力が発生すると、保持していたブ
レーキ力を自動的に解除します。
● 坂道だけでなく、平坦な場所で
も作動します。

● ブレーキから音が発生すること
がありますが異常ではありませ
ん。

● ブレーキペダルの踏み応えが変
わったり、振動が発生したりす
ることがありますが異常ではあ
りません。

知識
■使用にあたり知っておいていただきた
いこと

●Stop & Start システムによるエンジン
停止中にエンジンスイッチを押した場
合、エンジンは自動で再始動しないた
め、通常のエンジン始動操作
（P.169）でエンジンを始動してくだ
さい。

●Stop & Start システムによりエンジン
が再始動するとき、一時的にアクセサ
リーソケットやアクセサリーコンセン
トなどが使用できないことがあります
が異常ではありません。

●電装品・無線機の取り付け・取りはず
しはStop & Start システムに悪影響
をおよぼす可能性があります。詳しく
はトヨタ販売店にご相談ください。

●長時間停車する場合などには、エンジ
ンスイッチをOFF にしエンジンを停止
してください。

●Stop & Start システムの作動によるエ
ンジン停止状態からエンジンが再始動
するとき、一時的にハンドルが重く感
じることがあります。

■作動条件

●次の条件がすべて満たされたとき、
Stop & Start システムが作動可能状態
になります。

･ 一度、走行したあと
･ ブレーキペダルをしっかりと踏んでい
るとき（レーダークルーズコントロー
ルシステム［全車速追従機能付き］に
よる停車中を除く）

･ シフトポジションがDのとき
･ 運転席シートベルトを着用していると
き

･ 運転席ドアが閉まっているとき
･ 走行モードが“4H”または“4L”
を選択していないとき（4WD車）

坂道発進補助機能
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･ マルチテレインセレクトが作動してい
ないとき★

･ フロントデフロスターがOFF のとき
･ アクセルペダルを踏んでいないとき
･ エンジンが十分暖まっているとき
･ 外気温が 23°F (-5°C) 以上のとき
･ ボンネットが閉まっているとき
（P.237）
･ “TOW HAUL”または“TOW+”が
作動していないとき★

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

●次の状況では、Stop & Start システム
によるエンジン停止が行われない場合
がありますが異常ではありません

･ エアコンを使用しているとき
･ 定期的な充電中のとき
･ バッテリーが十分に充電されていない
とき（例：長期間の駐車後などバッテ
リーの充電量が低下、電気負荷が大き
い、バッテリー液温が低い、バッテ
リーが劣化）

･ ブレーキ倍力装置の負圧が低下したと
き

･ エンジン再始動後の経過時間が短いと
き

･ 渋滞などで、断続的に停車するとき
･ エンジン冷却水温やトランスミッショ
ン油温が低いとき、または高すぎると
き

･ 勾配が急な坂道で停車したとき
･ ハンドル操作をしているとき
･ 標高が高いとき
･ バッテリー液温が低いとき、または高
すぎるとき

･ バッテリーを脱着した後、しばらくの
期間

●Stop & Start システムによるエンジン
停止中、次のときはエンジンが自動的
に再始動します。
（Stop & Start システムによるエンジ
ン停止を再度行うには、一度走行して
ください）

･ エアコンを ONにしたとき
･ フロントデフロスターをONにしたと
き

･ シフトレバーをDまたは P以外にした
とき

･ シフトレバーをP以外にしたとき（P
レンジで Stop & Start システムによ
るエンジン停止中）

･ 運転席シートベルトをはずしたとき
･ 運転席ドアを開けたとき
･ 走行モードが“4H”または“4L”
を選択しているとき（4WD車）

･ マルチテレインセレクトが作動してい
るとき★

･ “TOW HAUL”または“TOW+”が
作動しているとき★

･ Stop & Start キャンセルスイッチを押
したとき

･ ハンドルを操作したとき
･ アクセルペダルを踏んだとき
･ 坂道などで車両が動き出したとき
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

●Stop & Start システムによるエンジン
停止中、次のときはエンジンが自動的
に再始動する場合があります。
（Stop & Start システムによるエンジ
ン停止を再度行うには、一度走行して
ください）

･ ブレーキペダルをさらに強く踏み込む、
またはポンピングブレーキをしたとき

･ エアコンを使用しているとき
･ エアコンに関わる操作をしたとき（デ
フロスタースイッチなど）

･ バッテリーの充電量が低下していると
き

■ボンネットを開けたとき

●Stop & Start システムによるエンジン
停止中にボンネットを開けたときは、
Stop & Start システムによるエンジン
停止状態からエンスト状態に移行され、
エンジンが自動で再始動しません。そ
の場合は通常のエンジン始動操作
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（P.169）でエンジンを始動してくだ
さい。

●ボンネットが開いている状態でエンジ
ンを始動したときは、ボンネットを閉
めてもStop & Start システムは作動
しません。ボンネットを閉め一度エン
ジンスイッチをOFF にし、30秒以上
待ってからエンジンを始動してくださ
い。

■Stop & Start システムによるエンジン
停止中のエアコン作動について

オート設定でエアコンを使用していると
きに、Stop & Start システムによりエン
ジンが停止した場合は、冷房時の温度上
昇や暖房時の温度低下を抑えるため、
ファンの風量を弱めたり、停止したりす
ることがあります。

空調の効きを優先したいときは、Stop & 
Start キャンセルスイッチを押し、Stop 
& Start システムを非作動にして下さい。

●フロントウインドウガラスが曇ったと
き

フロントデフロスターと送風をONにし
てください。（P.356）
断続的にフロントウインドウガラスが曇
るときは、Stop & Start キャンセルス
イッチを押し、Stop & Start システムを
非作動にしてください。

●エアコン吹き出し口から臭いが発生し
たとき

･ Stop & Start キャンセルスイッチを押
してStop & Start システムの作動を
非作動にしてください。

■エアコンがONのときのアイドリングス
トップ時間の長さの切りかえについて

メーターディスプレイの 画面

（P.484）から、エアコンがONのと

きの Stop & Start システムによるエン

ジン停止時間の長さを切りかえることが

できます。（エアコンがOFFのときの

Stop & Start システムによるエンジン停

止時間の長さは切りかえできません）

■アイドリングストップ時間などStop & 
Start システムの作動表示

P.88

■メーターディスプレイのメッセージに
ついて

次のとき、メーターディスプレイに

と、メッセージが表示されること

があります。

●Stop & Start システムによるエンジン
停止が行われないとき

“Press Brake More to 

Activate”
･ ブレーキペダルを踏む力が足りない

ブレーキペダルを踏み足すと作動しま
す。

“Non-Dedicated Battery”

･ Stop & Start システム専用品以外の
バッテリーを装着した可能性がある

Stop & Start システムが作動しませ
ん。トヨタ販売店で点検を受けてくださ
い。

“Battery Charging”

･ バッテリーの充電量が低下している可
能性がある

バッテリー充電を優先するため、一時
的にアイドリングストップを禁止してい
ますが、エンジンをしばらく作動させる
と作動可能状態になります。
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･ リフレッシュ充電中の可能性がある

最大1時間のリフレッシュ充電が完了
すると作動可能状態になります。
･ 長期間（1時間以上）にわたって継続
的に表示される

バッテリ劣化の可能性がありますので
トヨタ販売店に相談してください

“Stop & Start Unavailable”

･ 一時的にアイドリングストップを禁止
している

エンジンをしばらく作動させると作動
可能状態になります。
･ ボンネットが開いている状態でエンジ
ンを始動した可能性がある

ボンネットを閉め一度エンジンスイッ
チをOFFにして、30秒以上待ってから
エンジンを始動すると作動可能状態にな
ります。

“In Preparation”

･ 標高が高い
･ ブレーキ倍力装置の負圧が低下してい
る

ブレーキ倍力装置の負圧が所定値まで
生成されると作動可能状態になります。

“For Climate Control”

･ 外気温が高い、または低いときにエア
コンを使用している

エアコンの設定温度と室内温度の差が
小さくなると作動可能状態になります。
･ フロントデフロスターをONにしてい
る

●Stop ＆ Startシステムによるエンジン
停止中にエンジンが自動的に再始動し
たとき

“In Preparation”

･ ブレーキペダルをさらに踏み込んだ、
またはポンピングブレーキをした

走行することによりブレーキ倍力装置
の負圧が所定値まで生成されると作動可
能状態になります。

“For Climate Control”

･ エアコンを使用している
･ フロントデフロスターをONにした

“Battery Charging”

･ バッテリーの充電量が低下している可
能性がある

エンジンをしばらく作動させることで
バッテリーが充電されると作動可能状態
になります。

■ブザーが鳴ったとき

Stop & Start システムによるエンジン停
止中、シフトポジションがDレンジでア
イドリングストップ中に運転席ドアが開
いたときは警告ブザーが鳴ると同時に
Stop & Start 表示灯が点滅します。ブ
ザーを止めるには運転席ドアを閉めて下
さい。

■Stop & Start システム保護機能

●大音量でオーディオを使用していると
き、バッテリーの消費を抑えるために
オーディオを自動的にOFF にする場合
があります。オーディオを再度使用す
るには、エンジンスイッチをOFFにし
て3秒以上待ってからACCまたは
ONにしてください。

●バッテリーの端子を外して再接続した
ときに、オーディオが作動しないこと
があります。いったんエンジンスイッ
チをOFF にし、次の操作を2回繰り返
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すことでオーディオが作動します。
･ エンジンスイッチをイグニッション
ONモードにし、再度エンジンスイッ
チをOFF にする

■バッテリーを交換するとき

P.462

■Stop & Start キャンセル表示灯が点滅
したままのとき

システムに異常があるおそれがあります。
トヨタ販売店で点検を受けてください。

■メーターディスプレイに“Stop & 
Start System Malfunction Visit 
Your Dealer” が表示されたとき

システムに異常があるおそれがあります。
トヨタ販売店で点検を受けてください。

警告
■Stop & Startシステムが作動してい
るとき

換気が悪い場所では、Stop & Start
システムを非作動にしてください。
エンジンが自動的に再始動する場合が
あるため、排気ガスが充満し、重大な
健康障害におよぶか、最悪の場合死亡
につながるおそれがあります。

●Stop & Startシステムによるエンジ
ン停止中（Stop & Start 表示灯が
点灯中）は、車から離れないでくだ
さい。
エンジンが自動的に始動する場合が
あるため、思わぬ事故につながるお
それがあり危険です。

●Stop & Startシステムによるエンジ
ン停止中（Stop & Start 表示灯が
点灯中）は、必要に応じてブレーキ
ペダルを踏み、パーキングブレーキ
をかけてください。

注意
■Stop & Startシステムを正常に作動
させるために

次のようなときは Stop & Start シス
テムが正常に作動しないおそれがあり
ます。トヨタ販売店で点検を受けてく
ださい。

●運転席シートベルトを着用している
ときに、メーター内のシートベルト
非着用警告灯が点滅するとき

●運転席シートベルトをはずしている
ときに、メーター内のシートベルト
非着用警告灯が点灯しないとき

●運転席ドアを閉めているにもかかわ
らず、メーターディスプレイにドア
開警告表示が表示される、またはイ
ンテリアランプがドア開閉連動ON
のときにインテリアランプが点灯す
るとき

●運転席ドアを開けているにもかかわ
らず、メーターディスプレイにドア
開警告表示が表示されない、または
インテリアランプがドア開閉連動
ONのときにインテリアランプが点
灯しないとき
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

メーター操作スイッチ
ブラインドスポットモニターのON/OFF
を切りかえます。

ドアミラーインジケーター
ドアミラーの死角領域に車両を検知した
とき、または後方からその死角領域に急
速に接近してくる車両を検知したときは、
検知した側のドアミラーインジケーター
が点灯します。検知した側に方向指示レ
バーを操作している場合は、ドアミラー
インジケーターが点滅します。

知識
■ドアミラーインジケーターの視認性に
ついて

強い日差しのもとでは、ドアミラーイン
ジケーターが見えづらいことがあります。

■マルチインフォメーションディスプレ
イに“Blind Spot Monitor 
Unavailable” が表示されたときは

センサー周辺のバンパーに氷・雪・泥な
どが付着していることが考えられます。
（P.242）センサー周辺のバンパーの
氷・雪・泥などを取り除けば、正常に復
帰します。また、極めて高温または低温
の環境で使用した場合、正常に作動しな
いことがあります。

BSM（ブラインドスポッ
トモニター）★

ブラインドスポットモニターは、
リヤバンパー内側にある後側方
レーダーセンサーを使用し、運
転者による車線変更時の判断を
支援するシステムです。

警告
■安全にお使いいただくために

●安全運転を行う責任は運転者にあり
ます。常に周囲の状況を把握し、安
全運転に努めてください。

ブラインドスポットモニターは、ドア
ミラーの死角領域に入った車両の存在
とその死角領域に急速に接近してくる
車両の存在を運転者に提供する、補助
的なシステムです。本システムだけで
安全な車線変更の可否を判断できるも
のではないため、システムを過信する
と思わぬ事故につながり、重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につなが
るおそれがあります。

状況によっては本システムが有効に機
能しないことがあるため、運転者は自
らの目視とミラーによる安全確認をお
こなう必要があります。

●車両をリフトアップした場合、次の
場合を除きます。

･ トヨタ純正リフトアップキットを使
用する場合、タイヤ高を含め最大 4 
in.（101 mm）までリフトアップで
きます。社外品リフトキットを使用
すると、システム性能が低下するお
それがあります。

システムの構成部品
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■マルチインフォメーションディスプレ
イに“Blind Spot Monitor 
Malfunction Visit Your Dealer” が
表示されたときは

センサーの故障や電圧異常などが考えら
れます。トヨタ販売店にて点検を受けて
ください。

■カスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（P.484）

■後側方レーダーセンサーの取り扱いに
ついて

P.512

■ ブラインドスポットモニターの
ON/OFF

メーター操作スイッチを使って
ON/OFF を切りかえます。
（P.82）

1 または を押して を選

択する

警告
■システムを正しく作動させるために

ブラインドスポットモニターのセン
サーは、車両リヤバンパー内側に左右
ひとつずつ設置されています。システ
ムを正しく作動させるために次のこと
をお守りください。

●センサー周辺のリヤバンパーは常に
きれいにしておく

センサー周辺のリヤバンパーに汚れや
着雪がある場合、警告表示
（P.241）とともにシステムが作動
しなくなることがあります。その場合、
汚れや雪を落としたあと、BSM機能
の作動条件（P.246）でしばらく走
行してください（目安：約10分）。そ
れでも警告表示が消えない場合はトヨ
タ販売店にて点検を受けてください。

●センサーやセンサー周辺のリヤバン
パーにアクセサリーを付けたり、ス
テッカー（透明なものを含む）やア
ルミテープなどを貼ったりしない

●センサー周辺のリヤバンパーへの強
い衝撃を避ける
センサーの位置や向きが少しでもず
れると、車両を正しく検知できなく
なったり、装置が正常に動作しなく
なるおそれがあります。
次のような場合には、必ずトヨタ販
売店にて点検を受けてください。

･ センサーやセンサー周辺に強い衝撃
を受けた

･ センサー周辺のリヤバンパーなどに
傷や凹みがある、一部が外れている

●センサーを分解しない

●センサーやセンサー周辺のリヤバン
パーを改造しない

●センサーやリヤバンパーの脱着や交
換が必要な場合は、トヨタ販売店に
ご相談ください。

●リヤバンパーの塗装修理の際にはト
ヨタ設定色以外への変更は行わない
でください

ブラインドスポットモニターの
設定変更
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2 または を押して“  

BSM”を選択し、 を押す

ブラインドスポットモニターが OFF に
なると、BSM OFF 表示灯（P.70）
が点灯します。( エンジンスイッチがON
になるたび、ブラインドスポットモニ
ターはONになります。)

■ トレーラータイプの設定
メーター操作スイッチを使用して
トレーラーの種類を選択します。
（P.82）

1 または を押して を選

択する

2 または を押して“Trailer 

Setting”を選択し、 を長押

しする

3 画面に従って、希望の設定を選
択し、 を押す（P.86）

知識
■オートトレーラーデテクション（ATD）

オートトレーラーデテクション（ATD）
は、トレーラーブレーキコントローラー
（TBC）またはブラインドスポットモニ
ター（BSM）センサーを使用して、ト
レーラーが接続されているかどうかを検
出します。

●TBC を使用するトレーラーは、7ピン
トレーラーブレーキコネクタを使用し
て検出できます。

●他の種類のトレーラーもBSMセンサー
を使用して検出できます。

●BSMまたはTBCでトレーラーが検出さ
れると、RCTA 機能はOFF になりま
す。

●トレーラーが検出されると検出エリア
は車両のリヤバンパーから最大約 16 
ft.（15 m）まで拡大されます。

●トレーラーに7ピンコネクターがない場
合、または7ピンコネクターが接続さ
れていない場合、トレーラーはBSM
センサーによって検出されます。

この場合、PKSB とクリアランスソナー
はOFFになりません。

●7ピンコネクターを接続しない状態でト
レーラーを自動検出するには、車両が
0.6 mph（1 km/h）以上の速度で少
なくとも 10秒間前進する必要があり
ます。

●ATD 機能は、エンジンスイッチのON/
OFF するごと、またはシフトレバーが
Pまたは Nの位置で車両が 90秒以上
停止した場合に作動します。

●混雑した駐車場、キャンプ場のような
木々に囲まれた場所などやセンサーが
トレーラーを十分に検出できないほど
の物体が周囲にある場合は、BSM セン
サーによるトレーラーの検出が遅れる
ことがあります。

■トレーラーレングスデテクション
（TLD）

●トレーラーが検出され、メーター内の
トレーラーの長さが“Auto” に選択
されている場合、TLD機能はBSMセ
ンサーを使用してトレーラーの長さを
推定します。

TLD機能と検知エリアを使用して
トレーラーの長さを推定するには、
少なくとも 90度の旋回を2回す
る必要があります。
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トレーラーの長さをマルチインフォ
メーションディスプレイから手動で
入力した場合、検知できる範囲もト
レーラーの長さをこえるように調整

されます。
●トレーラーの種類や寸法によっては、
TMW性能が低下する場合があります。

■ 検知できる車両
ブラインドスポットモニターは後側方レーダーセンサーにより隣の車線を
走行する次の車両を検知し、ドアミラーのインジケーターによってその車
両の存在を運転者に知らせます。
● トレーラーをけん引していないとき

ドアミラーに映らない領域（死角領域）を併走する車両

後方からドアミラーに映らない領域（死角領域）に急速に接近してく

る車両
● トレーラーをけん引するとき

ドアミラーに映らない領域（死角領域）を併走する車両

ブラインドスポットモニターの作動
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■ 検知できる範囲
次の範囲に入った車両を検知します。
● トレーラーをけん引していないとき

検知できる範囲：

車両の両側面について、側面から約 1.6 ft.（0.5 m） 離れた面から約 

11.5 ft.（3.5 m）の領域 ※1

リヤバンパーから約3.3 ft.（1 m）前方の領域

リヤバンパーから約9.8 ft.（3 m）後方の領域

リヤバンパーから後方約9.8 ft.（3 m）～ 197 ft.（60 m）の領域
※2

● トレーラーをけん引するとき

検知できる範囲：

車両の両側面について、側面から約 1.6 ft. (0.5 m）離れた面から約 

11.5 ft.（3.5 m）の領域※1

リヤバンパーから約3.3 ft.（1 m）前方の領域

トレーラー全長※3
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トレーラー後端から約 9.8 ft.（3 m）後方の領域※3

※1車両側面から外側に約 1.6 ft.（0.5 m）は検知しません。
※2自車と他車の速度差が大きいほど、ドアミラーインジケーターは他車がより遠くに
いる状況で点灯・点滅します。

※3幅 8.5 ft.（2.59 m）以上、または長さ 39 ft.（12.0 m）以上のトレーラーには
対応していません。幅 8.5 ft.（2.59 mm）以下、長さ 39 ft. （12.0 m）以下の
ボックストレーラーおよび一部のトレーラータイプの場合でも隣接車線の車両が自
車との速度差が大きいときは、ドアミラーインジケーターの警告が遅れることがあ
ります。

知識
■作動条件

次の条件をすべて満たしているときに作
動します。

●ブラインドスポットモニターがONのと
き

●シフトポジションがR以外のとき

●車速が約 6 mph（10 km/h）以上のと
き

■センサーが車両を検知する条件

ブラインドスポットモニターは、次のよ
うな状況で検知範囲に入った車両を検知
します。

●隣の車線を走行する他車に自車が追い
こされるとき

●小さい速度差で隣の車線を走行する他
車を追いこすとき

●他車が車線変更中に検知範囲に進入す
るとき

■ブラインドスポットモニターが車両を
検知しない条件

ブラインドスポットモニターは、次のよ
うな車両や車両以外のものを検知対象と
しません。

●小型のオートバイ・自転車・歩行者な

ど※

●対向車

●ガードレール・壁・標識・駐車車両な

どの静止物※

●同じ車線を走行する後続車※

●2つ隣の車線を走行する他車※

●大きい速度差で自車が追い越す他車※

※状況によっては検知をすることがあり
ます。

■システムが正しく作動しないおそれが
ある状況

●次のような状況では車両を正しく検知
しないおそれがあります。

･ センサーやセンサー周辺への強い衝撃
などにより、センサーの位置や向きが
ずれているとき

･ 泥・雪・氷・ステッカーなどがセン
サーやセンサー周辺のリヤバンパーに
付着したとき

･ 大雨・雪・霧などの悪天候時、水たま
りなどの濡れた路面を走行するとき

･ 複数台の他車が狭い間隔で連続して接
近するとき

･ 自車と後続車の車間距離が短いとき
･ 検知範囲に入る他車と自車の速度差が
大きすぎるとき

･ 自車と他車の速度差に変化があるとき
･ 検知範囲に入る他車と自車の速度がほ
とんど等しいとき

･ 停止状態から発進した際に、検知範囲
に他車が存在し続けたとき

･ 急勾配の上り・下りが連続した坂道や
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道路のくぼみ等を走行しているとき
･ きついカーブや連続したカーブ、起伏
がある場所を走行するとき

･ 車線の幅が広い、もしくは車線の端を
走行するなど、隣の車線の他車が自車
から離れすぎているとき

･ 車両後部に自転車キャリアなどのアク
セサリーを装着しているとき

･ テールゲートを開いた状態で運転して
いるとき、または開いたテールゲート
に荷物（木材など）を積んでいるとき

･ テールゲートを開けた状態で走行して
いるとき、自車と検知エリアに進入し
てきた車両との間に大きな高さ差があ
るとき、または開いたテールゲートに
木材などの荷物を積んでいるとき

･ ブラインドスポットモニターをONに
した直後

●特に次のような状況では不要な検知が
増えることがあります。

･ センサーやセンサー周辺への強い衝撃
などにより、センサーの位置や向きが
ずれているとき

･ ガードレールや壁などとの距離が短い
状況で、それらが検知範囲に入ったと
き

･ 急勾配の上り・下りが連続した坂道や
道路のくぼみ等を走行しているとき

･ 車線の幅が狭い、もしくは車線の端を
走行するなど、隣の車線以外を走行す
る車両が検知範囲に入ったとき

･ きついカーブや連続したカーブ、起伏
がある場所を走行するとき

･ タイヤがスリップ（空転）していると
き

･ 自車と後続車の車間距離が短いとき
･ 車両後部にサイクルキャリアなどのア
クセサリーを装着しているとき

･ トレーラーをけん引しながら交差点を
曲がるときに隣接する車両が直進を続
けている

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

■ センサーの種類

フロントコーナーセンサー

フロントセンターセンサー

リヤコーナーセンサー

リヤセンターセンサー

■ 画面
壁などの静止物を検知すると、マ
ルチインフォメーションディスプ
レイまたはマルチメディアディス
プレイに表示されます。（物体まで
の距離が短くなると、距離表示が
点滅することがあります。）

クリアランスソナー★

クリアランスソナーは、車両と
壁などの静止物とのおおよその
距離を超音波センサーによって
検知して、メーター内のマルチ
インフォメーションディスプレ
イおよびマルチメディアディス
プレイに距離表示とブザー音で
運転者にお知らせします。

システムの構成部品
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 マルチインフォメーションディ
スプレイの表示

 マルチメディアディスプレイの
表示

フロントコーナーセンサー作動

表示

フロントセンターセンサー作動

表示

リヤコーナーセンサー作動表示

リヤセンターセンサー作動表示

クリアランスソナーの ON/OFF
は、カスタマイズメニューから切
りかえることができます。
（P.82）

1 または を押して を選

択する

2 または を押して を選

択し、 を押す

クリアランスソナー機能がOFF になっ
ているときは、クリアランスソナーOFF
表示灯（P.70）が点灯します。

システムをOFF( 非作動 ) にした場合、

再度作動するには、マルチインフォメー

ションディスプレイの から を選

択してからON( 作動 ) にします。

エンジンスイッチをOFF にしたあとで

再度ONにしても、復帰しません。

知識
■トレーラーをけん引するとき

7 ピンコネクタが接続され、オートト
レーラーデテクション（ATD）
（P.243）が作動すると、リヤセンサー
は自動的にOFF になります。

クリアランスソナーの ON/OFF
を切りかえるには

警告
■安全にお使いいただくために

本システムは認識性能・制御性能に限
界があります。システムを過信せず、
運転者は常に自らの責任で周囲の状況
を把握し、安全運転を心がけてくださ
い。

■システムを正しく作動させるために

必ず次のことをお守りください。

正常に作動しないことがあり、思わぬ
事故につながるおそれがあり危険です。

●センサーに傷を付けたりせずに、常
にきれいにしておいてください。
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知識
■作動条件

●エンジンスイッチがONのとき

●クリアランスソナー機能がONのとき

●車両の速度が約6 mph（10 km/h）以
下のとき

●シフトポジションが P以外にあるとき

■“Parking Assist Unavailable 
Clean Parking Assist Sensor” と
マルチインフォメーションディスプレ
イに表示されたとき

センサーは水滴、氷、雪、汚れなどで覆
われている場合があります。システムを
正常な状態に戻すには、センサーから水
滴、氷、雪、汚れなどを取り除いてくだ
さい。

また、低温時にはセンサーに氷が付着す
るため、警告メッセージが表示されたり、
センサーが物体を検知できなかったりす
る場合があります。氷が溶けると、シス
テムは正常に戻ります。

センサーが汚れていなくても警告メッ
セージが表示される場合は、センサーの
故障が考えられます。トヨタ販売店で点
検を受けてください。

警告
●センサー付近に市販の電装部品（字
光式ナンバープレート・フォグラン
プ・フェンダーポール・無線アンテ
ナなど）を取り付けないでください。

●センサー周辺へ衝撃を与えないでく
ださい。衝撃を受けた際はトヨタ販
売店で点検を受けてください。前後
のバンパーやグリルの脱着や交換が
必要な場合はトヨタ販売店にご相談
ください。

●改造・分解・塗装をしないでくださ
い。

●ライセンスプレートカバーを取り付
けないでください。

●適正なタイヤ空気圧を維持してくだ
さい。

■機能をOFF にするとき

次のときはシステムをOFF にしてくだ
さい。機能が正常に作動しないことが
あり、思わぬ事故につながるおそれが
あり危険です。

●上記の内容が守られないとき

●純正品以外のサスペンションを取り
付けないでください。

■洗車時の注意

センサー部分に水や蒸気を集中的に当
てないでください。

センサーが故障する可能性があります。

●高圧洗車機を使用して洗車するとき
は、センサー部に直接水をあてない
でください。強い水圧により衝撃が
加わり、正常に作動しなくなるおそ
れがあります。

●スチームを使用した洗車機などで洗
車するときは、スチームをセンサー
部に近付けすぎないようにしてくだ
さい。スチームにより、正常に作動
しなくなるおそれがあります。
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■マルチインフォメーションディスプレ
イに“Parking Assist 
Unavailable” と表示されたとき

大雨などの場合、センサー表面を水が流
れ続けることがあります。システムが正
常であると判断すると、システムは正常
状態に戻ります。

■センサーの検知について

●センサーの検知範囲は車両前部と後部
のバンパー周辺に限られます。

●使用中に以下の状況が発生する可能性
があります。

･ 静止物の形状・条件によって検知でき
る範囲が短くなることや、検知できな
いことがあります。

･ センサーが静止物に近づきすぎると検
知できないことがあります。

･ 静止物を検知してから、表示が出る
（ブザーが鳴る）までに多少時間がかか
ります。低速走行時の場合でも表示が
出る（ブザーが鳴る）までに、静止物
まで約11.9 ft.（30 cm） 以内に接近
するおそれがあります。

･ オーディオ・エアコン使用時は、音楽
やファンの音などにより、ブザーの音
が聞き取りづらくなる場合があります。

･ 他システムのブザー音などにより本シ
ステムの音が聞き取りづらくなる場合
があります。

■システムが正しく検知できないことが
ある静止物

静止物の形状・条件によっては検知でき
る範囲が短くなることや、次のようなも
のは検知しないことがあります。注意し
て運転してください。

●針金・フェンス・ロープなどの細いも
の

●綿・雪などの音波を吸収しやすいもの

●鋭角的な形のもの

●背の低いもの

●背が高く上部が張り出しているもの

■システムが正常に作動しないおそれの
ある状況

車両の状態や周囲の環境によっては、セ
ンサーが物体を正しく検知できない場合
があります。具体的には、以下のような
状況が考えられます。

●センサーに水滴・氷・雪・泥などが付
着したとき（取り除けば、正常に復帰
します）

●センサー部が凍結したとき（解ければ、
正常に復帰します）
特に低温時には凍結などにより異常表
示が出たり、壁などの静止物があって
も検知しないことがあります。

●炎天下や寒冷時

●凸凹道・坂道・砂利道・草むら走行時
など

●他車のホーン・オートバイのエンジン
音・大型車のエアブレーキ音・他車の
センサーなど超音波を発生するものが
近付いたとき

●大雨や水しぶきがかかったとき

●センサーに静止物が近付きすぎたとき

●超音波を反射しにくい歩行者（例：
ギャザーやフリルの多いスカートなど）

●地面に対して垂直でないもの、車両進
行方向に対して直角でないもの、凹凸
なもの、波打っているものが検知範囲
にあるとき

●風が強いとき

●霧・雪・砂嵐などの悪天候のとき
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●作動対象物と車両の間に検知できない
対象物があるとき

●車・オートバイ・自転車・歩行者など
の作動対象が車両の横から割り込んだ
り、飛び出してきたとき

●衝突などで、センサーの方向がずれた
とき

●センサー付近にけん引フック・輸送用
フック・バンパープロテクター・バン
パートリム・サイクルキャリア・除雪
装置（スノーブラウ）などを取り付け
たとき

●積載状況などにより車高が著しく変化
したとき（ノーズアップ・ノーズダウ
ンなど）

●事故や故障で自車の走行が不安定なと
き

●タイヤチェーン・応急用タイヤ・タイ
ヤパンク応急修理キットを使用してい
るとき

●テールゲートを開けたとき

■衝突の可能性がなくてもシステムが作
動する状況

次のような状況では、衝突の可能性がな
くてもシステムが作動する場合がありま
す。

●狭い道路を走行するとき

●垂れ幕や旗やのれん、垂れ下がった枝、
遮断機（踏切のバー・ETC のバー・駐
車場のバーなど）に向かって走行する
とき

●地面にわだちや穴がある場合

●排水溝などの金属のフタ（グレーチン
グ）走行時

●急な登坂路や降坂路を走行するとき

●冠水している道路でセンサーに水がか
ぶったとき

●センサーに水滴・氷・雪・泥などが付
着したとき（取り除けば、正常に復帰
します）

●大雨や水しぶきがかかったとき

●霧・雪・砂嵐などの悪天候のとき

●風が強いとき

●他車のホーン・オートバイのエンジン
音・大型車のエアブレーキ音・他車の
センサーなど超音波を発生するものが
近付いたとき

●積載状況などにより車高が著しく変化
したとき（ノーズアップ・ノーズダウ
ンなど）

●衝突などで、センサーの方向がずれた
とき

●背の高い縁石や直角の縁石に向かって
進んだとき

●立体駐車場や工事現場などで柱（H 形
鋼など）の付近を走行するとき

●事故や故障で自車の走行が不安定なと
き

●凸凹道・坂道・砂利道・草むら走行時
など
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●タイヤチェーン・応急用タイヤ・タイ
ヤパンク応急修理キットを使用してい
るとき

■けん引しているとき

トレーラーの接続が検出されると、リヤ
センサーはOFF になります。

後退時には、リヤセンサーはOFF になり
ますが、フロントコーナーセンサーは作
動します。

■クリアランスソナーの取り扱いについ
て

P.514

■ 静止物を検知できる範囲

約3.3 ft.（100 cm）

約4.9 ft.（150 cm）

約2.0 ft.（60 cm）
検知できる範囲は図のとおりです。
ただし、静止物がセンサーに近付きすぎ
ると検知できません。

■ 検知距離とブザー音

距離表示の見方

静止物までのおおよその距離 ブザー音

フロントセンター：

3.3 ft. to 2.0 ft. （100 cm to 60 
cm）※

リヤセンター：

4.9 ft. to 2.0 ft. （150 cm to 60 
cm）※

断続音

2.0 ft. to 1.5 ft. （60 cm to 45 
cm）※

早い断続音

1.5 ft. to 1.0 ft. （45 cm to 30 
cm）※

非常に早い断続音
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※自動ミュート機能あり（P.253）

■ ブザー動作と静止物までの距離
静止物を検知すると、ブザーが鳴
ります。
● 静止物との距離が近付くと、ブ
ザーの断続時間が短くなります。
静止物との距離が約 1.0 ft. 
（30 cm）以下のとき、連続音
“ピー”になります。

● 複数のセンサーが同時に静止物
を検知しているときは、もっと
も近い静止物との距離に合わせ
たブザー音が鳴ります。

● ブザー吹鳴後、静止物との距離
が近づかない場合は、自動でブ
ザーが消音されます。（自動
ミュート機能）

■ ブザー音量調整
ブザーの音量はマルチインフォ
メーションディスプレイで調整で
きます。
メーター操作スイッチを使用して
設定を変更します。（P.82）

1 メーター操作スイッチの ま

たは を押して を選択する

2 メーター操作スイッチの ま

たは を押して を選択し、

を押し続ける

3 音量を選択して、 を押す

スイッチを押すたびに、音量レベルが

1、2、3の間で切り替わります。

■ ブザー音の一時ミュート（消音）

物体を検知すると、マルチイン
フォメーションディスプレイに
ミュートボタンが表示されます。
ブザーをミュートするには、 ボ

タンを押してください。
クリアランスソナーとRCTA機能
★のブザーは同時にミュートされ
ます。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

● 次の時、自動でミュート（消音）
が解除されます。

● シフトポジションを切りかえた
とき

● 車速が一定値以上になったとき
● センサー異常やシステムが一時
使用不可となったとき

● 使用中の機能をOFFにしたとき
● エンジンスイッチをOFFにした
とき

1.0 ft. to 0.5 ft. （30 cm to 15 cm）
連続音

0.5 ft. （15 cm）以下

静止物までのおおよその距離 ブザー音
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

メーター操作スイッチ
RCTA 機能の ON/OFF を切りかえま
す。

ドアミラーインジケーター
自車の右後方または左後方から接近して
いる車両を検知したときは、両側のドア
ミラーインジケーターが点滅します。

マルチメディアディスプレイ
自車の右後方または左後方から接近して
いる車両を検知したときは、マルチメ
ディアディスプレイに検知した側の
RCTA アイコン（P.255）が点灯し
ます。イラストは両後方から車両が接近
している例です。

RCTAブザー
自車の右後方または左後方から接近して
いる車両を検知すると、ブザーが鳴りま
す。RCTA機能がONになった直後にも
約 1秒間ブザーが鳴ります。

RCTA （リアクロストラ
フィックアラート）★

RCTA（リヤクロストラフィッ
クアラート）機能はリヤバン
パー内側にあるブラインドス
ポットモニターの後側方レー
ダーセンサーを使用し、運転者
の目視だけでは感知しづらい領
域の確認を補助する機能です。
後退時に運転者を支援します。

警告
■システムの使用に関する注意事項

●本システムは認識性能・制御性能に
限界があります。システムを過信せ
ず、運転者は常に自らの責任で周囲
の状況を把握し、安全運転を心がけ
てください。（P.241）

●車両をリフトアップした場合、次の
場合を除きます。

･ トヨタ純正リフトアップキットを使
用する場合、タイヤ高を含め最大
4in.（101 mm）までリフトアップ
できます。社外品リフトキットを使
用すると、システム性能が低下する
おそれがあります。

■システムを正しく作動させるために

P.242

システムの構成部品
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メーター操作スイッチを使って 
ON/OFF を切りかえます。
（P.82）

1 または を押して 選択

する

2 または を押して 

“RCTA”を選択し、 を押

す
RCTA 機能が OFF の時は、RCTA OFF
表示灯（P.70）が点灯します。( エン
ジンスイッチが ON になるたび、RCTA 
機能は ON になります。)

知識
■トレーラーをけん引するとき

オートトレーラーデテクション（ATD）
（P.243）が作動している場合、機能は
自動的にOFF になります。

■ドアミラーインジケーターの視認性に
ついて

強い日差しのもとでは、ドアミラーイン
ジケーターが見えづらいことがあります。

■RCTA ブザー音の聞こえ方について

大音量のオーディオなど大きな音がする
場合、RCTA ブザー音が聞こえづらくな
る場合があります。

■マルチインフォメーションディスプレ
イに“Rear Cross Traffic Alert 
Unavailable” と表示されているとき

センサー電圧が異常になったり、リヤバ
ンパーのセンサー付近に水、雪、泥など
が付着している可能性があります。
（P.242）

センサー付近の水、雪、泥などを取り除
けば、センサーは正常に戻ります。また、

極端に暑いまたは寒い天候で使用すると、
センサーが正常に機能しない場合があり
ます。

■マルチインフォメーションディスプレ
イに“Rear Cross Traffic Alert 
Malfunction Visit Your Dealer” と
表示されたときは

センサーの故障または位置ずれの可能性
があります。トヨタ販売店で車両を点検
してください。

■後側方レーダーセンサーについて

P.242

■ RCTA 機能の作動
RCTA 機能は後側方レーダーセン
サーにより自車の右後方または左
後方から接近している車両を検知
し、ドアミラーのインジケーター
とブザーによってその車両の存在
を運転者に知らせます。

接近車両

接近車両を検知できる範囲

■ RCTA アイコンの表示
自車の右後方または左後方から接
近している車両を検知したときは、
マルチメディアディスプレイ上に
次の表示をします。

設定のしかた

RCTA 機能
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例：両方向から車両が接近してい
るとき

■ RCTA 機能で検知できる範囲
次の範囲に入った車両を検知しま
す。

速度が速い車両に対しては、より
離れた位置でブザーを鳴らします。
例：

知識
■RCTA 機能の作動条件

RCTA 機能は、次の条件をすべて満たし
ているときに作動します。

●エンジンスイッチが ON のとき

●RCTA 機能が ON のとき

●シフトポジションが R のとき

●自車の車速が約 5mph （約 8km/h）
以下のとき

●接近する他車の車速が約 5mph （約
8km/h）～ 17mph （約 28km/h）
のあいだのとき

●トレーラーブレーキコントローラー用
の7ピンコネクタが接続されていない
とき★

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

■ブザーの音量調整

マルチインフォメーションディスプレイ
上でブザー音量の調整ができます。

メーター操作スイッチで設定を変更しま
す。（P.82）

1 メーター操作スイッチの または

を押して を選択する

2 メーター操作スイッチの または

を押して“RCTA”を選択し、

を押し続ける

3 を押して音量を選択する

スイッチを押すたびに、音量レベルが 1、
2、3の間で切り替わります。

■ブザー音の一時ミュート（消音）

作動対象を検知した場合、マルチイン

フォメーションディスプレイ上に一時

ミュート（消音）ボタンが表示されます。 

を押すとブザー音がミュートされま

す。

RCTA と intuitive parking assist は一

接近車両 速度
警報距離

（概算）

速い
17 mph 

（28 km/h）
66 ft. 
（20 m）

遅い
5 mph （8 
km/h）

18 ft. 
（5.5 m）
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括でミュート（消音）されます。

一時ミュート（消音）が解除されるとき：

●シフトポジションを切りかえたとき

●車速が一定値以上になったとき

●センサー異常やシステムが一時使用不
可となったとき

●使用中の機能を OFF にしたとき

●エンジンスイッチを OFF にしたとき

■システムが検知しない車両について

RCTA 機能は、次のような車両や車両以
外のものを検知対象としません。

●真後ろから接近する車両

●自車の隣の駐車スペースで後退する車
両

●障害物のためにセンサーが検知できな
い車両

●ガードレール・壁・標識・駐車車両な

どの静止物※

●小型のオートバイ・自転車・歩行者な

ど※

●自車から遠ざかる車両

●自車の隣の駐車スペースから接近する

車両※

●センサーと接近車両との距離が近すぎ
るとき

※状況によっては、車両や物体の検知が
発生する場合があります。

■システムが正常に作動しないおそれの
ある状況

RCTA 機能は、次のような状況では車両
を有効に検知しないおそれがあります。

●センサーやセンサー周辺への強い衝撃
などにより、センサーの位置や向きが
ずれているとき

●泥・雪・氷・ステッカーなどがセン
サーやセンサー周辺のリヤバンパーに
付着したとき

●大雨・雪・霧などの悪天候時、水たま
りなどのぬれた路面を走行するとき

●複数台の他車が狭い間隔で連続して接
近するとき

●車両が高速で接近するとき

●センサー付近にけん引フック・バン
パープロテクター・バンパートリム・
サイクルキャリア・除雪装置（スノー
ブラウ）などを取り付けたとき

●勾配の変化が激しい坂で後退している
とき

●斜めの駐車場から出庫するとき
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●RCTA 機能を ON にした直後

●RCTA 機能を ON にした状態で、エン
ジンをかけた直後

●検知範囲に入る他車と自車の高さに差
がありすぎるとき

●炎天下や寒冷時

●ローダウンサスペンションや、純正と
異なるサイズのタイヤを取り付けたと
き

●車高が極端に変化しているとき（ノー
ズアップ、ノーズダウンなど）

●自車が旋回しているとき

●旋回しながら車両が近付いてきたとき

■衝突の可能性がなくてもシステムが作
動する状況

RCTA 機能は、特に次のような状況では
不要な検知が増えることがあります。

●駐車場に面した道を車両が走行してい

るとき

●車両後方に電波の反射しやすい金属
（ガードレール・壁・標識・駐車車両な
ど）が存在するとき

●センサー付近にけん引フック・バン
パープロテクター・バンパートリム・
サイクルキャリア・除雪装置（スノー
ブラウ）などを取り付けたとき

●車両が自車の横を通過するとき

●自車の近くで旋回していく移動物が存
在するとき

●自車近くに室外機などの回転体がある
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とき

●センサーに向けてスプリンクラーなど
による水の飛散があったとき

●動いているもの（旗・排気ガス・大粒
の雨や雪、路面の雨水など）

●ガードレールや壁などとの距離が短い
状況で、それらが検知範囲に入ったと
き

●グレーチングや側溝

●炎天下や寒冷時

●ローダウンサスペンションや、純正と
異なるサイズのタイヤを取り付けたと
き

●車高が極端に変化しているとき（ノー
ズアップ、ノーズダウンなど）

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

■ パーキングサポートブレーキ
（前後方静止物）

P.264
■ パーキングサポートブレーキ
（後方接近車両）

P.267

PKSB（パーキングサポー
トブレーキ）★

パーキングサポートブレーキは、
駐車時などの低速走行時や後退
時に作動する以下の機能で構成
されています。

システムが検知した物体や歩行
者との衝突の可能性が高いと判
断した場合は、警報を発してド
ライバーに回避操作を促します。
また、システムが検知した物体
や歩行者との衝突の可能性が高
いと判断した場合は、自動的に
ブレーキを作動させ、衝突の回
避または衝突時の衝撃の軽減を
支援します。

PKSB（パーキングサポートブ
レーキ）システム
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警告
■システムの使用に関する注意事項

システムを過信しないでください。シ
ステムを過信すると思わぬ事故につな
がるおそれがあり危険です。

必ず車両周辺の安全を確認しながら運
転してください。

道路状況、車両状態および天候など、
状況によっては作動しない場合があり
ます。

センサー、レーダーでの検知には限界
があります。必ず車両周辺の安全を確
認しながら運転してください。

●安全運転を行う責任は運転者にあり
ます。常に周囲の状況を把握し、安
全運転に努めてください。PKSB
（パーキングサポートブレーキ）は作
動対象への衝突を緩和し、衝突被害
軽減に寄与できる場合がありますが、
状況によっては作動しない場合もあ
ります。

●PKSB（パーキングサポートブレー
キ）は、完全に車両を停止させるシ
ステムではありません。また、車両
を停止させることができたとしても、
ブレーキ制御は約 2 秒で解除される
ため、すぐにブレーキペダルを踏ん
でください。

●故意に車や壁に向かって走行するな
ど、システムの作動を確認する行為
は大変危険です。絶対におやめくだ
さい。

■パーキングサポートブレーキを OFF
にするとき

次のときは、PKSB（パーキングサ
ポートブレーキ）を OFF にしてくださ
い。衝突の可能性がなくてもシステム
が作動する場合があります。

●点検などで、シャシーローラー・
シャシーダイナモ・フリーローラー
などを使用する場合

●船舶・トラックなどへ積載する際の
進入時

●ローダウンサスペンションや、純正
と異なるサイズのタイヤを取り付け
た場合

●積載状況などにより車高が著しく変
化した場合（ノーズアップ、ノーズ
ダウンなど）

●センサー付近にけん引フック・バン
パープロテクター・バンパートリ
ム・サイクルキャリア・除雪装置
（スノーブラウ）などを取り付けたと
き

●自走式洗車機を使用する場合

●事故や故障で自車の走行が不安定な
とき

●オフロード走行やスポーツ走行をす
るとき

●タイヤの空気圧が適切でないとき

●著しく摩耗したタイヤを装着してい
るとき

●タイヤチェーン・応急用タイヤ・タ
イヤパンク応急修理キットを使用し
ているとき



261

4

Owner’s Manual_Japan_M34645_ja

4-5. 運転支援装置について
運
転

スイッチを押すとパーキングサ
ポートブレーキをON/OFF しま
す。
パーキングサポートブレーキ（静
止物）、パーキングサポートブレー
キ（後方接近車両）を一括でON/
OFF します。

パーキングサポートブレーキが解除され
ると、PKSB OFF インジケーターが点
灯します。（P.70）

システムをON( 作動 ) にするには、ス
イッチをもう一度押します。この方法で
OFF( 非作動 ) にした場合、エンジンス
イッチをOFF にしてから ONにしても
システムは復帰しません。

知識
■トレーラーをけん引するとき

7 ピンコネクターが接続され、オートト
レーラーデテクション（ATD）
（P.243）が作動している場合、機能は
自動的にOFF になります。

■“4L”モードを選択したとき（4WD
モデル）

パーキングサポートブレーキは自動的に
解除されます。

エンジン出力抑制制御・ブレーキ
制御が作動したときは、ブザーで
お知らせするとともに、マルチイ
ンフォメーションディスプレイお
よびヘッドアップディスプレイ★、
マルチメディアディスプレイに、
システムによる加速制限を示す
メッセージや、ブレーキ操作を促
すメッセージが表示されます。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

出力抑制制御は状況により、加速制限制
御か出力最大抑制制御のいずれかが作動
します。

● エンジン出力抑制制御作動中
（加速制限制御）
一定以上の加速をシステムが制限してい
るとき：

マルチインフォメーションディスプレ
イ：“ObjectDetected Acceleration 
Reduced”

マルチメディアディスプレイおよびヘッ
ドアップディスプレイ★表示例：警告表
示なし

注意
■マルチインフォメーションディスプ
レイに“PKSB Unavailable” と
表示され、PKSB OFF インジケー
ターが点灯しているとき

エンジンスイッチをONにした直後に
このメッセージが表示された場合は、
周囲に注意しながら慎重に運転してく
ださい。システムが正常に戻るまで、
しばらく運転する必要がある場合があ
ります。（しばらく運転してもシステム
が正常に戻らない場合は、バンパーの
センサーとその周辺を清掃してくださ
い。）

システムを作動させるには

エンジン出力抑制制御・ブレー
キ制御の表示・ブザーについて



262

Owner’s Manual_Japan_M34645_ja

4-5. 運転支援装置について

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

PKSB OFF 表示灯：消灯のまま

ブザー：吹鳴なし

● エンジン出力抑制制御作動中
（出力最大抑制制御）
通常よりやや強めのブレーキ操作が必要
だとシステムが判断したとき：

マルチメディアディスプレイ表示
例：“BRAKE！”

マルチインフォメーションディスプレイ
とヘッドアップディスプレイ★表示
例：“BRAKE！”
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

PKSB OFF 表示灯：消灯

ブザー：ピー（単発音）

● システム作動により車両停止
ブレーキ制御作動後に車両が停止したと
き：

マルチインフォメーションディスプレイ
とヘッドアップディスプレイ★表示
例：“BRAKE！”
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

PKSB OFF インジケーター表示灯：消
灯のまま

ブザー：ピー（単発音）

● システム作動により車両停止
ブレーキ制御作動後に車両が停止したと
き：

マルチメディアディスプレイ表
示：“Press Brake Pedal”

マルチインフォメーションディスプレイと
ヘッドアップディスプレイ★：“Switch 
to Brake”（アクセルペダルが踏まれて
いない場合は、“Press Brake Pedal”

と表示されます。）
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

PKSB OFF インジケーター表示灯：点
灯

ブザー：ピー（単発音）

パーキングサポートブレーキが検
知物との衝突の可能性があると判
断した場合、エンジン出力を制限
し、車速の上昇を抑制します。（エ
ンジン出力制限制御：図 2）
さらに、アクセルペダルを踏み続
けると、自動的にブレーキが作動
し、車速が低下します。（ブレーキ
制御：図3）
● 図 1（PKSB［パーキングサ
ポートブレーキ］非作動時）

エンジン出力

制動力

時間

● 図 2（エンジン出力抑制制御時）

システムの概要
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エンジン出力

制動力

時間

エンジン出力抑制制御開始（作

動対象と衝突の可能性があると
システムが判断したとき）

● 図 3（エンジン出力抑制制御か
つブレーキ制御時）

エンジン出力

制動力

時間

エンジン出力抑制制御開始（作

動対象と衝突の可能性があると
システムが判断したとき）

ブレーキ制御開始（作動対象と

衝突の可能性が非常に高いとシ
ステムが判断したとき）

知識
■パーキングサポートブレーキが作動し
たとき

パーキングサポートブレーキの作動によ
り車両が停止した場合、パーキングサ
ポートブレーキは解除され、PKSB OFF
インジケーターが点灯します。パーキン
グサポートブレーキが不必要に作動した
場合は、ブレーキペダルを踏むか、約 2
秒間待つことでブレーキ制御を解除でき
ます。その後、アクセルペダルを踏むこ
とで車両を操作できます。

■PKSB（パーキングサポートブレーキ）
が作動したときは

システム作動により PKSB（パーキング
サポートブレーキ）が停止したあとに、
PKSB（パーキングサポートブレーキ）
を復帰させたい場合は、PKSB（パーキ
ングサポートブレーキ）を再度 ON にす
るか、（P.261）エンジンスイッチを
いったん OFF にしてから、再度 ON に
してください。

また、次の状況でも自動的に PKSB
（パーキングサポートブレーキ）が復帰
し、運転支援情報表示灯が消灯します。

●シフトポジションを P にした

●進行方向の作動対象がなくなった状態
で車両を走行させた

●車両の進行方向が切りかわった

■マルチインフォメーションディスプレ
イに“PKSB Unavailable”と表示さ
れ、PKSB OFF インジケーターが点灯
しているとき

パーキングサポートブレーキの作動によ
り車両が停止した場合、パーキングサ
ポートブレーキは解除され、PKSB OFF
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インジケーターが点灯します。

●センサー部に水滴・氷・雪・泥などが
付着していることが考えられます。
この場合はセンサーの水滴・氷・雪・
泥などを取り除けば、正常に復帰しま
す。また、低温時にはセンサーの凍結
などにより異常表示が出たり、作動対
象を検知しないことがあります。氷が
解ければ、正常に復帰します。

●センサーの汚れを取り除いても表示が
出るとき、センサーが汚れていなくて
も表示がでるときは、トヨタ販売店で
点検を受けてください。

■バッテリーを脱着したときは

システムを初期化する必要があります。
約 22mph（約 35km/h）以上の車速で 
5 秒以上直進走行することで初期化でき
ます。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

次のようなときに進行方向の静止
物を検知してシステムが作動しま
す。
■ 低速走行時にブレーキペダルを
踏み損なってしまった、または
踏み遅れてしまったとき

パーキングサポートブレー
キ（静止物）★

駐車時や低速走行時において、
壁などの静止物への衝突のおそ
れがあるときや、アクセルペダ
ルの踏み間違いや踏みすぎによ
る急発進、および、シフトポジ
ション選択を誤って発進時に、
センサーが前後進行方向の静止
物を検知するとシステムが作動
し、衝突を緩和し衝突被害低減
に寄与します。

システム作動例
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■ アクセルペダルを踏みすぎてし
まったとき

■ 誤ってシフトポジションを D に
して前進してしまったとき

P.247

センサーの種類

警告
■システムを正しく作動させるために

以下の注意事項を守ってください。

これを怠ると、車両が安全に運転でき
なくなり、事故につながる可能性があ
ります。

●センサーを損傷しないようにし、常
に清潔に保ってください。

●レーダーセンサーの近くには、ス
テッカーを貼ったり、バックライト
付きナンバープレート（特に蛍光灯
タイプ）、フォグランプ、フェンダー
ポール、無線アンテナなどの電子部
品を設置したりしないでください。

●センサー周辺に強い衝撃を与えない
でください。衝撃を受けた場合は、
トヨタ販売店で点検を受けてくださ
い。フロントバンパーまたはリヤバ
ンパーの取り外し、取り付け、また
は交換が必要な場合は、トヨタ販売
店にご連絡ください。

●センサーを改造、分解、塗装しない
でください。

●ナンバープレートカバーを取り付け
ないでください。

●適正なタイヤ空気圧を維持してくだ
さい。

■サスペンションの取り扱い

サスペンションを改造しないでくださ
い。車両の高さや傾斜が変化すると、
センサーが物体を正しく検知できなく
なったり、システムが作動しなくなっ
たり、不必要に作動したりする可能性
があります。
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知識
■パーキングサポートブレーキ機能（静
止物）作動開始条件

この機能は、PKSB OFF インジケーター
が点灯（P.70, 435）または点滅して
おらず、次の条件がすべて満たされてい
るときに作動します。

●エンジン出力抑制制御
･ PKSB（パーキングサポートブレーキ）
を ON（作動）にしているとき

･ 車速が約 9mph （約 15km/h）以下
･ 車両進行方向に作動対象となる静止物
があるとき（約 6～ 13 ft. 先まで［約 

2～ 4m 先まで］）
･ 衝突回避には、通常よりやや強めのブ
レーキ操作が必要とシステムが判断し
たとき

●ブレーキ制御
･ エンジン出力抑制制御作動中
･ 接近車両への衝突回避には、急ブレー
キ操作が必要とシステムが判断したと
き

■パーキングサポートブレーキ（静止物）
の作動終了条件

次のいずれかの条件のときに作動が終了
します。

●エンジン出力抑制制御
･ PKSB（パーキングサポートブレーキ）
を OFF（非作動）にしたとき

･ 通常のブレーキ操作で衝突回避が可能
になったとき

･ 車両進行方向の作動対象となる静止物
がなくなったとき（約 6～ 13 ft. 先ま
で［約 2～ 4m 先まで］）

●ブレーキ制御
･ PKSB（パーキングサポートブレーキ）
を OFF（非作動）にしたとき

･ ブレーキ制御により車両が停止して約
２秒が経過したとき

･ ブレーキ制御により車両が停止したあ
とに、ブレーキペダルを踏んだとき

･ 車両進行方向の作動対象となる静止物
がなくなったとき（約 6～ 13 ft. 先ま
で［約2～ 4m先まで］）

■パーキングサポートブレーキ機能の検
知範囲（静止物）

パーキングサポートブレーキ（静止物）
の検知範囲は、クリアランスソナーの検
知範囲と異なります。(P.252) そのた
め、クリアランスソナーが物体を検知し
て警告を発しても、パーキングサポート
ブレーキ（静止物）が作動しない場合が
あります。

警告
■パーキングサポートブレーキが（静
止物）不必要に作動した場合（踏切
などで）

踏切などでパーキングサポートブレー
キ（静止物）が不必要に作動した場合、
約2秒後にブレーキ制御が解除され、
前進してその場から退出できます。ま
た、ブレーキペダルを踏むことでもブ
レーキ制御を解除できます。ブレーキ
制御解除後にアクセルペダルを踏むと、
前進してその場から退出できます。

■洗車時の注意点

センサー部分に水や蒸気を集中的に当
てないでください。

センサーが故障する可能性があります。

●高圧洗浄機を使用して車両を洗浄す
る際は、センサーに直接水を噴射し
ないでください。センサーが故障す
るおそれがあります。

●車両をスチームで洗浄する際は、ス
チームをセンサーに近づけすぎない
でください。センサーに近づけすぎ
ると、センサーが故障する可能性が
あります。
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■システムが正常に作動しないおそれの
ある状況

P.250

■衝突の可能性がなくてもシステムが作
動する状況

P.251

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

次のようなときに進行方向の車両
を検知してシステムが作動します。
■ 後退時、近接車両接近中にブ
レーキペダルを踏み損なってし
まった、または踏み遅れてし
まったとき

P.242

パーキングサポートブレー
キ（後方接近車両）★

後側方レーダーセンサーで自車
の右後方または左後方から接近
している車両を検知し、システ
ムが衝突の危険性があると判断
した場合にブレーキ制御をする
ことで、接近車両への衝突を緩
和し衝突被害軽減に寄与します。

システム作動例

センサーの種類
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知識
■パーキングサポートブレーキ（後方接
近車両）の作動開始条件

この機能は、PKSB OFF インジケーター
（P.70, 435）が点灯または点滅して
おらず、次の条件をすべて満たすと作動
します。

●エンジン出力抑制制御
･ PKSB（パーキングサポートブレーキ）
を ON（作動）にしているとき

･ 車速が約 9mph （約 15km/h）以下
･ 後側方から接近する車両の車速が約
5mph（約 8km/h）以上

･ シフトポジションが R のとき
･ 後側方からの接近車両への衝突回避に
は、通常よりやや強めのブレーキ操作

が必要とシステムが判断したとき

●ブレーキ制御
･ エンジン出力抑制制御作動中
･ 接近車両への衝突回避には、急ブレー
キ操作が必要とシステムが判断したと
き

■パーキングサポートブレーキ（後方接
近車両）の作動終了条件

次のいずれかの条件のときに作動が終了
します。

●エンジン出力抑制制御
･ PKSB（パーキングサポートブレーキ）
を OFF（非作動）にしたとき

･ 通常のブレーキ操作で衝突回避が可能
になったとき

･ 自車後側方への接近車両がなくなった
とき

●ブレーキ制御
･ PKSB（パーキングサポートブレーキ）
を OFF（非作動）にしたとき

･ ブレーキ制御により車両が停止して約
２ 秒が経過したとき

･ ブレーキ制御により車両が停止したあ
とに、ブレーキペダルを踏んだとき

･ 自車後側方への接近車両がなくなった
とき

■パーキングサポートブレーキ（後方接
近車両）の検知範囲について

パーキングサポートブレーキ（後方接近
車両）の検知範囲は、RCTA の検知範囲
とは異なります。（P.256） そのため、
RCTA が障害物との接近をお知らせして
も、パーキングサポートブレーキ（後方
接近車両）は作動を開始していない場合
があります。

■システムが正常に作動しないおそれの
ある状況

P.257

警告
■システムを正しく作動させるために

後方レーダーセンサーについては、以
下の注意事項を必ず守ってください。
（P.242） 守らないと、センサーが正
常に作動せず、事故につながるおそれ
があります。

●センサーを改造、分解、塗装しない
でください。

●リヤレーダーセンサーを純正品以外
の部品と交換しないでください。

●後方レーダーセンサーを損傷しない
でください。レーダーセンサーとそ
の周辺を常に清潔に保ってください。

●後方レーダーセンサー周辺に衝撃が
加わると、センサーの故障によりシ
ステムが正常に作動しない場合があ
ります。トヨタ販売店で点検を受け
てください。

●リヤレーダーセンサーの取り扱い上
の注意事項を守ってください。
（P.242）
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■衝突の可能性がなくてもシステムが作
動する状況

P.258 ★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

知識
本文中で使用している画面のイラストは
例であり、イラストと実際に映し出され
る映像では車両の映り込みなどが異なる
ことがあります。

バックガイドモニターは、後退操
作を補助する装置です。後退する
際は、必ず目視やインナーミラー、
ドアミラーなどで周囲の安全を確
認し、十分注意した上で運転して
ください。車をぶつけたり、思わ
ぬ事故を引き起こすおそれがあり
ます。
バックガイドモニターを使用する
ときは次のことをお守りください。

バックガイドモニター★

バックガイドモニターは後退時
（例えばバックで駐車するとき）
に車両後方の映像を表示するこ
とで運転者を支援する装置です。
表示をワイドリヤビューに切り
かえることで、より横に広い映
像を表示することができます。

運転時の注意事項

警告
●画面だけを見ながら運転操作するこ
とは絶対にしないでください。
画面に映し出されている映像と実際
の状況は異なることがあります。

●後退するときは、ブレーキペダルを
踏んで速度調整しながら、ゆっくり
後退してください。
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エンジンスイッチがONの状態で、
シフトレバーをRに入れると、
バックガイドモニターの画面が表
示されます。
表示モード切り替えボタンを選択
するたびに、モードが下記の通り
切りかわります。
リヤビュー：車両の後方映像を表示しま
す。

ワイドリヤビュー：リヤビューカメラの
画角を180°までワイド化した映像を
表示します。

画面モード切りかえボタン
バックビューとワイドバックビューが切
りかわります。

ガイド線切りかえボタン
ガイド線表示モードを切りかえます。
（P.271）
･ ボタンを選択するたびに、表示モード
が下記の順番で切り替える：

予想進路線表示モード駐車ガイド線表
示モード距離ガイド線表示モード
中央ガイド線表示モード

警告
●周辺の車両や障害物、人などに接触
しそうなとき、または路肩に乗り上
げそうになったときは、ブレーキペ
ダルを踏んで停車してください。

●バックガイドモニターの各モードの
操作手順はあくまでも一例であり、
駐車時の道路事情、路面、車の状況
などにより、ハンドル操作のタイミ
ングや操作量は異なります。以上の
ことを十分理解した上で、バックガ
イドモニターをご使用ください。

●駐車するときは、必ず駐車スペース
に車を駐車できるかを確認してから
後退してください。

●次のような状況では、バックガイド
モニターを使用しないでください。

･ 雪道、凍結した道などのすべりやす
い路面

･ タイヤチェーン、応急用タイヤを使
用しているとき

･ テールゲートが完全に閉まっていな
いとき

･ カーブや坂道など平坦やまっすぐで
はない道路

･ サスペンションを改造している、ま
たはメーカー指定と異なる大きさの
タイヤが装着されている場合

●外気温が低い場合、画面が暗くなっ
たり、映像がうすれたりすることが
あります。また、走行中に映像が歪
む、または画面から見えなくなるこ
とがあります。
必ず目視やインナーミラー、ドアミ
ラーなどで周囲の安全を確認してか
ら運転してください。

●タイヤサイズを変更した場合、画面
に表示されるガイド線の位置に誤差
が生じることがあります。

●カメラのレンズの特性により、画面
に映る人や障害物は、実際の位置や
距離と異なります。（P.275）

画面表示
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RCTA（リヤクロストラフィッ

クアラート）★

後方からの接近車両をセンサーで検知す
ると、画面にインジケーターが表示され、
ブザーが吹鳴します。

クリアランスソナー★

センサーが障害物を検知すると、画面に
インジケーターが表示され、ブザーが吹
鳴します。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

知識
RCTA（リヤクロストラフィックアラー
ト）（P.254）およびクリアランスソ
ナー（P.247）の詳細については、そ
れぞれのページを参照してください。

シフトレバーをR以外にすると、
バックガイドモニターは解除され
ます

以下のモードのいずれかを使用し
てください。

 予想進路線モード（P.272）
ハンドル操作に連動した予想進路
線などが表示されます。

 駐車ガイド線モード
（P.273）
ハンドルの切り返し点（駐車ガイ
ド線）が表示されます。
予想進路線表示を必要とせずに駐
車できる、車両感覚に慣れた方に
おすすめします。

警告
RCTA（リヤクロストラフィックア
ラート）の表示は、カメラ映像に重畳
して表示しているため、周囲の明るさ
や色などによっては見えにくい場合が
あります。

バックガイドモニターを解除
する

バックガイドモニターを使用す
る
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 距離目安線モード（P.273）
距離目安線のみが表示されます。
ガイド線を必要としない方におす
すめします。

 車両中央予想進路線モード
（P.273）
ハンドル操作に連動して、予想進
路線や車両中央線の目安などが表
示されます。

後方車幅延長線
車をまっすぐ後退させたときの進路の目
安を示します。

後方予想進路線
ハンドル操作と連動して、進路の目安を
示します。

後方距離目安線
車の後方の距離を示します。
･ 予想進路線と連動します。
･ リヤバンパー後端の中心位置から約
1.5 ft.（0.5 m）（赤色）／約 3 ft.
（1 m）（黄色）を示します。 

後方距離目安線
車両後方との距離を示します。
･ リヤバンパー後端から約 1.5 ft. 先
（0.5 m）（青色）を示します。

車両中央線
車両の予想される中心位置を示します

予想進路線モード

画面説明

警告
ハンドルがまっすぐ（直進状態）で車
幅ガイド線と予想進路線がずれている
ときは、トヨタ販売店で点検を受けて
ください。



273

4

Owner’s Manual_Japan_M34645_ja

4-5. 運転支援装置について
運
転

後方車幅延長線
車をまっすぐ後退させたときの進路の目
安を示します。
･ 実際の車幅より広く表示されます。

駐車ガイド線
もっとも後方へ小まわりしたときの進路
の目安を示します。

後方距離目安線
車の後方の距離を示します
･ リヤバンパー後端の中心位置から約
1.5 ft.（0.5 m）（赤）の位置を示し
ます。

車両中央線
車両の予想される中心位置を示します。

後方距離目安線
車の後方の距離を示します。
･ リヤバンパー後端の中心位置から約
1.5 ft.（0.5 m）先（赤色）を示しま
す。

車両中央ガイド線
車両の予想される中心位置を示します。

駐車ガイド線モード

画面説明

距離目安線モード

画面説明

車両中央予想進路線モード

画面説明
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バックガイドモニターは、車両後
方をバンパーから見たような映像
で表示します。
 リヤビュー

バンパーの角
バンパーの両端付近は表示されません。

 ワイドリヤビュー

バンパーの角
バンパーの両端付近は表示されません。

知識
●バックガイドモニターの画質調整の方
法はマルチメディアディスプレイの調
整方法と同じです。（マルチメディア取
扱説明書を参照）

●車や路面の状況により、映る範囲は異
なることがあります。

●バンパーの両端付近やバンパーの下に
あるものは映りません。

●カメラのレンズ特性により、画面に映
る映像の距離感覚は実際の距離とは異
なります。

●カメラより高い位置にあるものについ
ては、モニターに映らないことがあり
ます。

バックガイドモニターの注意事
項

画面に映る範囲
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バックガイドモニターのカメラは、
図の位置にあります。

■ カメラの使用について
カメラに水滴、雪、泥などの異物
や汚れが付着していると、鮮明な
画像を見ることができません。こ
の場合、大量の水でカメラの汚れ
を流し、水で湿らせたやわらかい
布でカメラレンズをふき取ってく
ださい。

● 距離目安線や車幅延長線と駐車
スペースの区画線が画面では平
行に見えても、実際は平行では
ないことがあります。必ず直接
確かめてください。

● 車幅延長線と駐車スペース左右
の区画線の間隔が画面では左右
均等に見えても、実際は左右均
等ではないことがあります。必
ず直接確かめてください。

● 距離目安線は、平らな路面に対
しての距離の目安を示していま
す。そのため、次の状態のとき
は、画面のガイドと実際の路面
上の距離や進路に誤差が生じま
す。

カメラの位置

注意
●バックガイドモニターが正常に作動
しなくなるおそれがあります。次の
ことにご注意ください。

･ 車両後部に衝撃が加わった場合、カ
メラの位置、取り付け角度がずれる
おそれがあります。

･ カメラ部は防水構造となっています。
取りはずし、分解、改造をしないで
ください。

･ カメラレンズを洗うときは、大量の
水でカメラの汚れを流したあと、水
で湿らせたやわらかい布でカメラレ
ンズをふき取ってください。カメラ
レンズを強くこするとカメラレンズ
が傷付いて、鮮明な画像を見ること
ができなくなるおそれがあります。

･ カメラのカバーは樹脂です。有機溶
剤、ボデーワックス、油膜取り剤、
ガラスコート剤などを付着させない
でください。付着したときは、すぐ
にふき取ってください。

･ 寒いときにお湯をかけるなどして急
激な温度変化を与えないでください。

･ 洗車時に高圧洗浄機でカメラやカメ
ラ周辺に直接水を当てないでくださ
い。カメラの故障の原因となります。

●カメラ部をぶつけたときは、カメラ
の故障などのおそれがあります。早
めにトヨタ販売店で点検を受けてく
ださい。

画面と実際の路面との誤差
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■ 急な上り坂が後方にあるとき
実際の距離より手前に距離目安線
が表示されます。そのため、上り
坂にある障害物は実際より遠くに
見えます。同様にガイド線と実際
の路面上の進路にも誤差が生じま
す。

■ 急な下り坂が後方にあるとき
実際の距離よりうしろに距離目安
線が表示されます。そのため、下
り坂にある障害物は、実際より近
くに見えます。同様にガイド線と
実際の路面上の進路にも誤差が生
じます。

■ 車が傾いているとき
乗車人数、積載量などにより車が
傾いているときは、実際の距離、
進路と誤差が生じます。

誤差
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予想進路線は平らな路面に対して
表示されているため、立体物の位
置を判断できません。張り出しの
ある立体物（トラックの荷台など）
が近くにあるときは、次のことに
ご注意ください。

後方や周囲の安全を直接確認して
ください。画面では、トラックの
荷台が予想進路線の外側にあり、
ぶつからないように見えても、実
際は荷台が進路上に張り出してい
るためぶつかることがあります。
予想進路線を目安にして後退する
と、車両がトラックに衝突するお
それがあります。

予想進路線

後方や周囲の安全を直接確認して
ください。画面では、距離目安線
により の位置にトラックが駐車

してあるように見えます。しかし
実際には の位置まで後退すると、

ぶつかります。画面では が最も

近く、 が最も遠く見えます。しか

し、実際は と は同じ距離で、

は と より遠い距離にありま

す。

立体物が近くにあるとき

予想進路線について

距離目安線
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次のような症状で気になったりお困りになったときは、考えられる原因と
処置を参考に、もう一度確認してください。
処置をしても直らないときは、トヨタ販売店で点検を受けてください。

知っておいていただきたいこと

異常に気付いた場合は

症状 考えられる原因 対策

画面が見にくい

●夜間など暗いところで使
用。

●レンズ付近の温度が高い、
または低い。

●外気温が低いとき。

●カメラに水滴がついた。

●雨天時など湿度が高い。

●カメラ付近に異物（泥な
ど）がついた。

●太陽やヘッドランプの光
が直接カメラのレンズに
あたった。

●蛍光灯、ナトリウム灯、
水銀灯などの照明下で使
用した。

車両周囲の状況を直接確認
しながら、運転してくださ
い。（カメラおよびその周辺
環境が改善されてから、再
びバックガイドモニターを
ご使用ください。）

バックガイドモニターの画
質調整の方法は、マルチメ
ディアディスプレイの調整
と同じです。（詳細はマルチ
メディア取扱説明書を参照
してください。）

画面が不鮮明
カメラのレンズに水滴、雪、
泥など異物や汚れが付着し
ている。

大量の水でカメラの汚れを
流したあと、水で湿らせた
やわらかい布でカメラレン
ズをふき取ってください。

画面がずれている
カメラ部、またはその周辺
に強い衝撃を受けた。

トヨタ販売店で点検を受け
てください。

ガイド線が大きくずれる

カメラの位置がずれている。
トヨタ販売店で点検を受け
てください。

●車が傾いているとき（重
い荷物の積載やパンクし
てタイヤ空気圧が低いと
きなど）。

●傾斜地で使用するとき。

これらが原因の場合、異常
ではありません。

車両周囲の状況を直接確認
しながら、運転してくださ
い。



279

4

Owner’s Manual_Japan_M34645_ja

4-5. 運転支援装置について
運
転

ハンドルが直進状態である
にも関わらず予想進路線が
動いている

ステアリングセンサーの信
号に異常が発生している

トヨタ販売店で点検を受け
てください。

ガイド線が表示されない テールゲートが開いている

テールゲートを閉める。

直らない場合は、トヨタ販
売店で点検を受けてくださ
い。

が表示される

●バッテリーの脱着中にハ
ンドル操作を行った。

●バッテリー能力が低下し
た。

●バッテリーを脱着した。

●ステアリングセンサーを
脱着した。

●ステアリングセンサーの
信号に異常が発生した。

車を止め、ハンドルを左右
いっぱいにまわしてくださ
い。

直らない場合は、トヨタ販
売店で点検を受けてくださ
い。

症状 考えられる原因 対策
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

知識
本文中で使用している画面のイラストは
例であり、イラストと実際に映し出され
る映像では車両の映り込みなどが異なる
ことがあります。

パノラミックビューモニターは、
車両周囲確認を補助する装置です。
運転する際は、必ず目視やイン
ナーミラー、ドアミラーなどで周
囲の安全を確認した上で運転して
ください。車をぶつけ思わぬ事故
を引き起こすおそれがあります。
パノラミックビューモニターを使
用するときは次のことをお守りく
ださい。

パノラミックビューモニ
ター★

パノラミックビューモニターは、
車両に取り付けたフロント、サ
イド、バックカメラの映像を合
成して画面上につなぎ目のない
車両上方からの映像を表示させ
ることで、低速時の運転を補助
する装置です。
エンジンスイッチがONの状態
で、カメラスイッチを押すか、
シフトレバーをRにすると、パ
ノラミックビューモニターが表
示されます。
モニターには、車両の位置や周
囲のさまざまなビューが表示さ
れます。

運転時の注意事項

警告
●パノラミックビューモニターを過信
しないでください。画面上のガイド
線の位置は実際の位置と異なる場合
があります。ほかの車を運転すると
きと同じように、必ず注意して運転
してください。

●運転する際は、必ず目視やインナー
ミラー、ドアミラーなどで周囲の安
全を確認してから運転してください。

●画面だけを見ながら運転操作するこ
とは絶対にしないでください。周辺
の車両や障害物、人などに接触して
事故を起こすおそれがあります。運
転する際は、必ず目視やインナーミ
ラー、ドアミラーなどで周囲の安全
を確認し、十分注意した上で運転し
てください。

●乗車人数、積載量、路面の勾配など
により、画面のガイド線の示す位置
はかわります。必ず後方や周囲の安
全を直接確認しながら運転してくだ
さい。

●次のような場合は、パノラミック
ビューモニターを使用しないでくだ
さい。

･ 雪道、凍結した道などのすべりやす
い路面

･ タイヤチェーン、応急用タイヤを使
用しているとき

･ フロントドア、テールゲートが完全
に閉まっていないとき

･ カーブや坂道など平坦やまっすぐで
はない道路

･ サスペンションを改造している、ま
たはメーカー指定と異なる大きさの
タイヤが装着されている場合
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警告
●外気温が低い場合、画面が暗くなっ
たり、映像がうすれたりすることが
あります。また、走行中に映像が歪
む、または画面から見えなくなるこ
とがあります。必ず周囲の安全をイ
ンナーミラー、ドアミラーや直接目
で確認しながら運転してください。

●タイヤサイズを変更した場合、画面
に表示されるガイド線の位置に誤差
が生じることがあります。

●カメラのレンズの特性により、画面
に映る人や障害物は、実際の位置や
距離と異なります。（P.305）

●画面の表示エリアに社外品が取り付
けられている場合

注意
●シースルービュー、ムービング
ビュー、パノラミックビューは、フ
ロントカメラとバックカメラ、左右
サイドカメラが撮影した映像を合成
処理した映像です。表示可能な範囲
や表示内容には限界があるため、パ
ノラミックビューモニターの特性を
十分理解した上で使用してください。

●シースルービュー、ムービング
ビュー、パノラミックビューの四隅
には、それぞれのカメラ映像境界位
置を中心に映像合成処理領域が存在
し、映像の鮮明度が低下することが
ありますが、故障ではありません。

●それぞれのカメラ付近の照度条件に
より、シースルービュー、ムービン
グビュー、パノラミックビューに明
暗ができる場合があります。

●シースルービュー、ムービング
ビュー、パノラミックビューでは、
それぞれのカメラの取り付け位置や
撮像範囲より上部は表示されません。

●車両付近には死角があり、パノラ
ミックビューモニターには表示され
ない領域があります。

●ワイドフロントビューまたはバック
ビュー、ワイドバックビュー、サイ
ドビューに表示されている立体物が、
シースルービュー、ムービング
ビュー、パノラミックビューでは表
示されない場合があります。

●パノラミックビューモニターは、人
物や障害物などの立体物が実際と異
なって表示される場合があります。
（倒れているように表示される場合
や、映像合成処理領域付近で消えて
しまう場合、映像合成処理領域付近
から現れるように表示される場合、
表示位置の距離感が実際と異なるな
ど）

●バックカメラが取り付けられたテー
ルゲート、サイドカメラを内蔵した
ドアミラーが取り付けられたフロン
トドアが開いている場合、パノラ
ミックビューモニターは正しく表示
されません。

●シースルービュー、ムービング
ビュー、パノラミックビューに表示
される車両アイコンは、コンピュー
ターグラフィックによる画像を表示
しているため、実際の車両とは色や
形状、大きさなどが異なります。こ
のため、車両付近の立体物が車両と
接触しているように見える場合や、
立体物との位置関係が実際の位置関
係と異なる場合があります。



282

Owner’s Manual_Japan_M34645_ja

4-5. 運転支援装置について

カメラスイッチは、図に示されて
いる位置にあります。

次のボタンから表示される画面を選択することができます。また、ボタン
の組み合わせにより、さまざまな画面に切り替えることもできます。
ボタンの表示は、表示されている画面や車速、シフトポジション、車両の
装備など、車両の状況によって変化します。
メニューボタンは、シフトレバーがD、N、または R の位置にあるときに表示されま
す。

フロントビューボタン

フロントスプリットビューボタン

パノラミックビューON/OFF ボタン

ガイド線選択ボタン（P.288， 293）

オートモードON/OFF ボタン（P.289）

マルチテレインモニターON/OFF ボタン（P.312）

車両中央線ON/OFF ボタン（P.293）

ベッドビューボタン（P.299）

カメラスイッチについて

メニューボタンについて
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リヤスプリットビューボタン

リヤビューボタン

シフトレバーがPのとき
 ムービングビュー

を押す

 シースルービュー

を押す

シフトレバーがP以外のとき
 パノラミックビュー&フロント
ビュー

フロントビューボタンを選択し、

パノラミックビューボタンをON
にする

 ワイドフロントビュー
フロントビューボタンを選択し、
パノラミックビューボタンをOFF
にする

 フロントスプリットビュー
フロントスプリットビューボタン
を選択する

画面表示

車両の周囲を確認する

車両前方と周囲を確認する
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シフトレバーがP以外のとき
 パノラミックビュー&リヤ
ビュー

リヤビューボタンを選択し、パノ
ラミックビューボタンをONにす
る。

 ワイドリヤビュー
リヤビューボタンを選択し、パノ
ラミックビューボタンをOFFにす
る。

 リヤスプリットビュー
リヤスプリットビューボタンを選
択する。

ベッドビューボタンを選択する。

ムービングビューとシースルー
ビューは、駐車時の車両周囲の確
認を補助します。
表示される画面は、4台のカメラ
から撮影した車両周辺の映像が合
成表示されます。
運転席から見たような映像や、車
両周りの斜め上方から見たような
映像を表示します。

ムービングビュー／シースルー
ビューを表示するには、シフトレ
バーをPにし、かつクリアランス
ソナーがONのときに、 を押し

てください。

車両後方と周囲を確認する

荷台を確認する

車両の周囲を確認する
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 ムービングビュー

 シースルービュー

表示モード切りかえボタン
シースルービュー／ムービングビューを
切り替えます。

一時停止／再回転ボタン
回転表示を一時停止、再開する。

回転したいときは を選択します。

ボデーカラー設定スイッチ
ボデーカラー設定画面が表示され、パノ
ラミックビューモニターで表示される車
両のボデーカラーを変更することができ
ます。（P.300）

知識

画面上の を押す、または をもう一

度押すことで、直前に表示されていた画

面（例えばナビゲーション画面）にもど

ります。

パノラミックビュー＆フロントビュー、ワイドフロントビュー、フロント
スプリットビューは、T字交差点や見通しの悪い交差点で発進する際に車
両前方と周辺の確認を補助します。

表示させるには、シフトレバーがDまたはN、かつ10 mph (16 km/h) 
以下の車速で を押します。

また、クリアランスソナーが車両前方の静止物を検出した場合にも、この
画面が表示されます。（クリアランスソナー連動表示）

表示モード切りかえボタンを選択するごとに、次のように表示が切りかわ
ります。

画面表示

車両前方と周囲を確認する

画面表示
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 パノラミックビュー&フロントビュー

前方距離目安線
車両前方の距離を表示します。
･ バンパー前端から約3 ft.（1 m）の位置を示します。

クリアランスソナー
センサーが障害物を検出すると、障害物の方向とおおよその距離が表示され、ブザーが
吹鳴します。

予想進路線
ハンドル操作と連動して、進路の目安を表示します。
･ 直進状態から 90度以上ハンドル操作をした場合に表示します。

ガイド線表示モード切りかえボタン
スイッチを押すたびに、距離目安線表示と予想進路線表示が切り替わります。
（P.288）

自動表示モード切りかえボタン
自動表示モードのON/OFFを切りかえます。（P.289）

表示モード切りかえボタン
ボタンの組み合わせにより、さまざまな画面に切りかえることができます。

 ワイドフロントビュー
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距離目安線
車両前方の距離を表示します。
･ バンパー前端から約3 ft.（1 m）の位置を示します。

クリアランスソナー
センサーが障害物を検出すると、障害物の方向とおおよその距離が表示され、ブザーが
吹鳴します。

自動表示モード切りかえボタン
自動表示モードのON/OFFを切りかえます。（P.289）

表示モード切りかえボタン
ボタンの組み合わせにより、さまざまな画面に切りかえることができます。

 フロントスプリットビュー

距離目安線
車両前方の距離を表示します。
･ スプリットビュー：バンパー前端から約 1.5 ft.（0.5 m）の位置を示します。
･ パノラミックビュー：バンパー前端から約 3 ft.（1 m）の位置を示します。

車幅平行線
ドアミラーを含めた車両の幅の位置を示します。

前輪接地線
前輪が地面に接する位置の位置を示します。

自動表示モード切りかえボタン
自動表示モードのON/OFFを切り替えます。（P.289）

クリアランスソナー
センサーが障害物を検出すると、障害物の方向とおおよその距離が表示され、ブザーが
吹鳴します。
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知識

●画面上の を押す、または をもう一度押すことで、直前に表示されていた画面

（例えばナビゲーション画面）にもどります。

●クリアランスソナーの詳細については、P.247を参考にしてください。

●クリアランスソナーの表示位置と、カメラ画像に表示される障害物の位置は一致しま
せん。

ガイド線表示モード切りかえボタ
ンを選択するごとに、表示モード
が切りかわります。
 距離目安線

距離目安線のみが表示されます。

 予想進路線

予想進路線に加え、距離目安線に表示さ
れます。

フロントスプリットビューは、左
右のドアミラーにあるカメラの映
像を表示します。この画面は、狭
い道路を走行するときなど、車両
の側方周囲を確認できるようにす
ることで、ドライバーの安全運転
を補助します。

警告
●クリアランスソナーの表示にあるセンサーインジケーターが赤色に点灯したり、ブ
ザーが連続して吹鳴した場合は、必ずすぐに車両の周囲を確認し、安全が確保され
るまでそれ以上進まないでください。予期せぬ事故が発生する可能性があります。

●クリアランスソナーの表示はカメラ映像の上に重ねて表示されるため、周囲の色や
明るさによっては、クリアランスソナーの表示が見えにくい場合があります。

ガイド線表示モード切りかえ（パ
ノラミックビュー＆フロント
ビュー）

車幅平行線の使い方（フロントス
プリットビュー）
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車幅平行線と、障害物や路肩の縁石など
の目標物との位置および距離を確認して
ください。

● 画面に示されているように、車
幅平行線が目標物に重ならない
ように注意しながら、縁石に
沿って停車してください。

● 車幅平行線が目標物に対して平
行になっていることを確認して
ください。

を操作することによる画面切り

かえに加えて、自動表示モードが
利用可能です。このモードでは、
車速に応じて画面が自動的に切り
かわります。
“AUTO”ボタンを選択するごと
に、自動表示モードが有効 /無効
になります。
自動表示モードでは、モニターは
次の状況において自動的に映像を
表示します。
● シフトレバーをDまたはNに入
れたとき。

● 車速が約10 mph（16 km/h）
以下に減速したとき。

自動表示モードについて
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パノラミックビュー&リヤビュー、ワイドリヤビュー、リヤスプリット
ビュー画面は、駐車するときなどの後退時に後方と周辺の確認を補助しま
す。
シフトレバーをRにすると画面が表示されます。

表示モード切りかえボタンを選択するごとに、次のように表示が切りかわ
ります。
 パノラミックビュー&リヤビュー

クリアランスソナー
センサーが障害物を検知すると、その障害物の方向とおおよその距離が表示され、ブ
ザーが鳴ります。

RCTA（リヤクロストラフィックアラート）
センサーが障害物を検知すると、障害物の方向が表示されブザーが鳴ります。

ガイド線表示モード切りかえスイッチ
スイッチを押すたびにガイド線表示モードが切り替わります。（P.293）

表示モード切りかえスイッチ
スイッチを押すたびに、様々な表示に切りかえることができます。

車両中央線ON/OFF スイッチ 
車両中央線のON/OFF を切りかえます。（P.293）

車両後方と車両周囲を確認する

画面表示
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 ワイドリヤビュー

クリアランスソナー
センサーが障害物を検知すると、その障害物の方向とおおよその距離が表示され、ブ
ザーが鳴ります。

RCTA（リヤクロストラフィックアラート）
センサーが障害物を検知すると、障害物の方向が表示されブザーが鳴ります。

ガイド線表示モード切りかえスイッチ
スイッチを押すたびにガイド線表示モードが切り替わります。（P.293）

表示モード切りかえスイッチ
スイッチを押すたびに、様々な表示に切りかえることができます。

車両中央線ON/OFF スイッチ 
車両中央線のON/OFF を切りかえます。（P.293）

ズームスイッチ
スイッチを押すたびに、ワイドリアビューモード・ナローリアビューモード・ヒッチ
ビューモードで切りかわります。（P.296）
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 リヤスプリットビュー

クリアランスソナー
センサーが障害物を検知すると、その障害物の方向とおおよその距離が表示され、ブ
ザーが鳴ります。

RCTA（リヤクロストラフィックアラート）
センサーが障害物を検知すると、障害物の方向が表示されブザーが鳴ります。

ガイド線表示モード切りかえスイッチ
スイッチを押すたびにガイド線表示モードが切りかわります。（P.293）

カメラ角度調整（P.296）

ズームスイッチ（P.296）

知識
●シフトレバーを R以外にすると、モニターがキャンセルされます。

●クリアランスソナーと RCTA（リヤクロストラフィックアラート）の詳細については
（P.247, 254）をご覧ください。

●クリアランスソナーの表示位置とカメラ映像に映し出される障害物の位置は合わない
ことがあります。

警告
●クリアランスソナーのセンサー表示灯が赤で点灯するとき、またはブザーが継続的
に鳴るときは、すぐに車両周囲を確認し、安全が確保できるまでは進まないでくだ
さい。予期せぬ事故が発生するおそれがあります。

●クリアランスソナー、RCTA（リヤクロストラフィックアラート）の表示は、カメ
ラ映像に重畳して表示しているため、周囲の明るさや色などによっては見えにくい
場合があります。
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ガイド線切りかえボタンを選択するごとに、次のように表示が切りかわり
ます。
 予想進路線モード
ハンドル操作に連動した予想進路線などが表示されます。

前方距離目安線
車両前方の距離を示します。
･ バンパー前端から約3 ft.（1 m）の距離を示します。

側方予想進路線
ハンドル操作と連動して、進路の目安を表示します。

後方距離目安線
ハンドルを切った際、車両後方の距離を示します。
･ 予測進路線と連動して動きます。
･ バンパー後端から約1.5 ft. （0.5 m）（赤色）と、約 3 ft. （1 m）（黄色）の距離
を示します。

後方距離目安線
車両後方の距離を示します。
･ バンパー後端から約1.5 ft. （0.5 m） （青色） の距離を示します。

後方車幅延長線
車をまっすぐ後退させたときの進路の目安を示します。

車両中央線
後方車幅延長線の中心位置を示します。

画面に表示されるガイド線
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 駐車ガイド線モード
ハンドルの切り返し点（駐車ガイド線）が表示されます。予想進路線表示
を必要とせずに駐車できる、車両感覚に慣れた方におすすめします。

前方距離目安線
車両前方の距離を示します。
･ バンパーの前端から約 3 ft. （1 m）の距離を示します。

後方距離目安線
車両後方の距離を示します。
･ バンパーの後端から約 1.5 ft. （0.5 m）（赤色）の距離を示します。

車両中央線
後方車幅延長線の中心位置を示します。

後方車幅延長線
車をまっすぐ後退させたときの進路の目安を示します。

駐車ガイド線
車両後方で最小の回転で可能な進路を示します。

 距離目安線モード
距離目安線のみ表示されるモードです。ガイド線を必要としない方におす
すめします。
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前方距離目安線
･ 車両前端から約 3 ft. （1 m）を示します。

後方距離目安線
車の後方の距離を示します。
･ リヤバンパー後端の中心位置から約 1.5 ft. （0.5 m） 先（赤色）を示します。

 車両中央予想進路線モード
ハンドル操作に連動して、予想進路線や車両中央線の目安などが表示され
ます。

車両中央予想進路線
地面上での推定される車両の中心を示します。

知識
クリアランスソナーの表示位置とカメラ映像に映し出される障害物の位置は合わないこ
とがあります。

警告
●車両の状況（乗車人数、荷物の量など）によっては、画面に表示されるガイド線の
位置が変化することがあります。進行する前に、必ず車両の周囲を視覚で確認して
ください。

●ハンドルがまっすぐな状態で、車幅ガイド線と予測進路線が一致していない場合
は、トヨタ販売店で点検を受けてください。

●路面が平坦でない（起伏がある）道路や、まっすぐでない（カーブなど）道路で
は、表示が不正確になるため、このシステムを使用しないでください。
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ズームボタンを押すたびに、モードは次のように変化します :

ワイドリヤビュー

ナローリヤビュー

ヒッチズームビュー

知識

●ヒッチズームビューは、車速が約10 mph（16 km/h）以上で走行中に を押す

と、一定時間表示できます。

●画面表示中にスイッチを押すと、ヒッチズームビューとベッドズームビュー
（P.299）を切りかえることができます。

トレーラーを牽引している場合は、車両後方の見にくい部分を拡大する
か、画面表示を変更してください。

リヤビューモードの変更

リヤスプリットビューの使用
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ズームボタン
現在表示されているリヤスプリットビューを拡大できます。

カメラアングル調整ボタン
カメラの向きを左から右へ 5段階で変更できます。

次の手順と逆方向の駐車スペース
に駐車するときは、ハンドル操作
はすべて左右逆です
1 シフトレバーを R にします。

2 予測進路線が駐車スペースの内
側に入るようにハンドルを操作
して、ゆっくりと後退します。

駐車スペース

予測進路線

駐車時

予想進路線モードを使用して駐車
する
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3 車両の後部が駐車スペースに
入ったら、車幅ガイド線が駐車
スペースの左右の区画線の間に
入るようにハンドルを操作しま
す。

車幅目安線
4 車幅延長線と駐車スペースの区
画線が平行になったら、ハンド
ルをまっすぐにして、車が駐車
スペースにすべて入るまで、
ゆっくり後退します。

5 適切な位置で停車し、駐車を終
えます。

次の手順と逆方向の駐車スペース
に駐車するときは、ハンドル操作
はすべて左右逆です。
1 シフトレバーを Rにします。

2 駐車ガイド線が駐車スペースの
区画線に合うまで後退したら止
まる。

駐車ガイド線

3 ハンドルを左いっぱいにまわし
て、ゆっくり後退します。

4 車が駐車スペースと平行になっ
たら、ハンドルをまっすぐにし
て、車が駐車スペースにすべて
入るまで、ゆっくり後退しま
す。

5 適切な位置で停車し、駐車を終
えます。

駐車ガイド線モードを使用して駐
車する



299

4

Owner’s Manual_Japan_M34645_ja

4-5. 運転支援装置について
運
転

荷台の積載物の状態を確認するために使用します。

ベッドビューボタン

ズームボタン

知識

●ベッドズームビューは、車速が約 10 mph（16 km/h）以上で走行中に が押され

ると、一定時間表示できます。

●画面表示中にスイッチを押すと、ベッドズームビューとヒッチズームビュー
（P.296）を切りかえることができます。

画面に映っているものが小さく見
えにくい場合に、画面を拡大して
表示させることができます。
パノラミックビューの拡大させた
いエリアをタッチします。

1 クリアランスソナーをONにし
ます。

2 拡大したいエリアを選択しま
す。

● パノラミックビューは、車両の
前後左右 4 カ所のいずれかを拡
大して表示させることができま

荷台を確認する

画面表示

画面を拡大表示する

表示の拡大
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す。
（点線は実際のディスプレイには
表示されません）

● 拡大表示を解除するには、再度
画面をタッチします。

知識
●次の条件をすべて満たすと拡大機能を
使用できます。

･ パノラミックビュー＆フロントビュー、
またはパノラミックビュー＆リヤ
ビューが表示されている。

･ 車速が約 10 mph （16 km/h）未満
のとき。

･ クリアランスソナーがONになってい
る

●次のいずれかの条件を満たすと拡大表
示が自動的に解除されます。

･ 車速が約 10 mph （16 km/h）以上
になったとき。

･ クリアランスソナーをOFF にしたと
き。

●パノラミックビューの拡大表示は、ガ
イド線を表示しません。

パノラミックビューモニターに表
示される車両の色を変更できます。

1 ムービングビュー /シースルー
ビュー画面を表示します。
（P.284）

2 を選択します。

3 希望のカラーを選択します。

パノラミックビューモニターは、車両周辺の映像を表示します。
パノラミックビューは、平らな路面に基づいて映像を処理・表示するた
め、路面より高い位置にある立体的な物体（車両のバンパーなど）の正確
な位置を表現できません。画面では車両の周辺に何も表示されていなくて
も、実際には障害物が進路上にあるため、接触することがあります。必ず
周囲の安全を直接確認してください。

ボデーカラーを設定する

パノラマビューモニターに表
示されるボデーカラーの変更

パノラミックビューモニターの注意事項

画面に映る範囲

パノラミックビューの表示範囲
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画面に映らない障害物
黒色部分内にある障害物は画面に表示されません。

画面に映らない部分
路面より高い部分は画面に表示されません。

知識
●シースルービュー、ムービングビュー、パノラミックビューは、4つのカメラから得
られた画像を平らな路面を基準に加工して表示しているため、次のように表示される
ことがあります。

･ 立体物が倒れて細長く、もしくは大きく見える。
･ 路面より高い位置にある立体物が実際より遠くに見える、もしくは見えない。
･ 高さのあるものが合成のつぎ目から現れてくるように見える場合がある。

●照度条件により、カメラごとの映像の明るさにばらつきが出る場合があります。

●乗員人数、積載状況、ガソリン残量による車体の傾きや車高の変化などにより、表示
映像がずれる場合があります。

●ドアやテールゲートがが完全に閉まっていないと、表示映像やガイド線が正しく表示
されない場合があります。

●車両アイコンと路面や障害物の位置関係が、実際の位置と異なる場合があります。

●車両アイコンまわりの黒色部分はカメラに映らない部分です。直接確認してくださ
い。
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●図の○部分は画像を合成しているため、映像が見えにくい場合があります。

 パノラミックビュー＆フロント
ビュー

 フロントスプリットビュー

警告
クリアランスソナーの表示にあるセンサーインジケーターが赤色に点灯したり、ブ
ザーが連続して吹鳴した場合は、必ずすぐに車両の周囲を確認し、安全が確保される
までそれ以上進まないでください。予期せぬ事故が発生する可能性があります。

カメラによって捉えられる映像の
範囲
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 パノラミックビュー＆リヤ
ビュー

画面に映らない障害物
バンパーの両端付近は画面に映りません。

 ワイドリヤビュー

画面に映らない障害物
バンパーの両端付近は画面に映りません。

 リヤスプリットビュー

カメラアングル調整によって、見える範
囲が変わります。

カメラアングルが中央の場合

（左 : 50%/ 右 : 50%）

カメラアングルが左側最大の場

合（左 : 100%）
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 ヒッチズームビュー

 ベッドズームビュー

知識
●カメラの映し出される範囲には限度が
あり、バンパーの両端付近やバンパー

の真下付近にあるものは映し出されま
せん

●車や路面の状況により、映る範囲は異
なることがあります。

●カメラは特殊なレンズを使用していま
す。画面に表示される映像の距離は、
実際の距離と異なります。

●リヤスプリットビューでは、トレー
ラーのサイズ（長さと高さ）により、
死角が生じます。

●ヒッチズームビューでは、字光式ナン
バープレートを装着していると、画面
上に映り込むことがあります。

●ベッドズームビューでは、運転席付近
の範囲が死角になります。

パノラミックビューモニターの各
カメラは図の位置にあります。
 フロントカメラ

 サイドカメラ

カメラの位置
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 バックカメラ

 荷台カメラ

カメラに水滴、雪、泥などの異物
や汚れが付着していると、鮮明な
画像を見ることができません。こ
の場合、大量の水でカメラの汚れ
を流し、水で湿らせた柔らかい布
でカメラレンズをふき取ってくだ
さい。 ● 距離目安線や車幅延長線と駐車

スペースの区画線が画面では平
行に見えても、実際は平行では
ないことがあります。必ず直接
確かめてください。

● 車幅延長線と駐車スペース左右
の区画線の間隔が画面では左右
均等に見えても、実際は左右均
等ではないことがあります。必
ず直接確かめてください。

カメラの使用について

注意
●パノラミックビューモニターが正常
に作動しなくなるおそれがあります
ので、以下のことにご注意ください。

･ カメラ部を強くたたいたり、物をぶ
つけるなど、強い衝撃を与えないで
ください。カメラの位置、取り付け
角度がずれるおそれがあります。

･ カメラ部は防水構造となっています
ので、取りはずし・分解・改造をし
ないでください。

･ カメラレンズを洗うときは、大量の
水でカメラの汚れを流した後、水で
湿らせた柔らかい布でカメラレンズ
をふき取ってください。カメラレン
ズを強くこするとカメラレンズが傷
ついて、鮮明な画像を見ることがで
きなくなるおそれがあります。

･ カメラのカバーは樹脂ですので、有
機溶剤・ボディワックス・油膜取り
剤・ガラスコート剤などを付着させ
ないでください。付着したときは、
すぐにふき取ってください。

･ 寒いときにお湯をかけるなどして急
激な温度変化を与えないでください。

･ 洗車時に高圧洗浄機でカメラやカメ
ラ周辺に直接水を当てないでくださ
い。強い水圧により衝撃が加わり、
装置が正常に作動しなくなるおそれ
があります。

●カメラ部をぶつけたときは、カメラ
の故障などのおそれがあります。早
めにトヨタ販売店で点検を受けてく
ださい。

画面と実際の路面との違い
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● 距離目安線は、平らな路面に対
しての距離の目安を示していま
す。そのため、次の状態のとき
は、画面のガイドと実際の路面
上の距離や進路に誤差が生じま
す。

実際の距離より手前に距離目安線
が表示されます。そのため、上り
坂にある障害物は実際より遠くに
見えます。同様にガイド線と実際
の路面上の進路にも誤差が生じま
す。

実際の距離よりうしろに距離目安
線が表示されます。そのため、下
り坂にある障害物は、実際より近
くに見えます。同様にガイド線と
実際の路面上の進路にも誤差が生
じます。

乗車人数、積載量などにより車が
傾いているときは、実際の距離、
進路と誤差が生じます。

誤差

急な上り坂が後方にあるとき

急な下り坂が後方にあるとき

車が傾いているとき
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画面に表示されるガイド線は路面に対して表示されているため、立体物の
位置を判断できません。張り出しのある立体物（トラックの荷台のような
障害物）が近くにあるときは、次のことにご注意ください。

画面では車両のバンパーとのあいだに余裕があり、ぶつからないように見
えても、実際には車両が進路上にあるためぶつかることがあります。周囲
の安全を直接確認してください。

推定進路線は、平らな表面の物体（路面など）を対象としています。推定
進路線や距離ガイド線を使用して、立体的な物体（車両など）の位置を判
断することはできません。外側に張り出している立体的な物体（トラック
の荷台など）に近づく際は、以下の点に注意してください。

画面上の立体物の歪み

パノラミックビュー（拡大表示を含む）の表示

警告
クリアランスソナーの表示が赤色に点灯したときや、ブザーが連続して鳴るときは、
必ず直接確認して、それ以上進まないでください。車をぶつけるなど、思わぬ事故を
引き起こすおそれがあります。

立体物に近づく際

警告
クリアランスソナーの表示が赤色に点灯したときや、ブザーが連続して鳴るときは、
必ず直接確認して、それ以上進まないでください。車をぶつけるなど、思わぬ事故を
引き起こすおそれがあります。
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画面では車両のバンパーが予想進
路線の外側にあり、ぶつからない
ように見えても、実際には車両が
進路上にあるためぶつかることが
あります。周囲の安全を直接確認
してください。

推定進路線

高い位置にある立体的な物体（壁
の張り出しやトラックの荷台など）
は、画面上に映らない場合があり
ます。周囲の安全を直接確認して
ください。

パノラミックビューでは倒れた柱
がまっすぐでぶつからないように
見えても、実際は柱の上部が張り
出しているため、ぶつかる可能性
があります。後方や周囲の安全を
直接確認してください。

予想進路線について
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画面では、トラックの荷台が予想
進路線の外側にあり、ぶつからな
いように見えても、実際は荷台が
進路上に張り出しているためぶつ
かることがあります。周囲の安全
を直接確認してください。

予想進路線

画面では、距離目安線により の

位置にトラックが駐車してあるよ
うに見えますが、実際には の位

置まで後退すると、ぶつかります。
画面では 、 、 の順に近く見え

ますが、実際の距離は と は同

じ距離で、 は と より遠い距

離にあります。後方や周囲の安全
を直接確認してください。

距離目安線
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次のような症状で気になったりお困りになったときは、考えられる原因と
処置を参考に、もう一度確認してください。
処置をしても直らないときは、トヨタ販売店で点検を受けてください。

知っておいていただきたいこと

故障とお考えになる前に

症状 考えられる原因 対策

画面が見にくい

●夜間など暗いところで使
用。

●レンズ付近の温度が高い、
または低い。

●外気温が低いとき。

●カメラに水滴がついた。

●雨天時など湿度が高い。

●カメラ付近に異物（泥な
ど）がついた。

●太陽やヘッドランプの光
が直接カメラのレンズに
あたった。

●蛍光灯、ナトリウム灯、
水銀灯などの照明下で使
用した。

車両周囲の状況を直接確認
しながら、運転してくださ
い。
カメラおよびその周辺環境
が改善されてから、再びパ
ノラミックビューモニター
をご使用ください。
パノラミックビューモニ
ターの画質調整の方法は、
マルチメディアディスプレ
イの調整と同じです。(「マ
ルチメディア取扱説明書」
を参照してください。)

画面が不鮮明
カメラのレンズに水滴、雪、
泥など異物や汚れが付着し
ている。

大量の水でカメラの汚れを
流したあと、水で湿らせた
やわらかい布でカメラレン
ズをふき取ってください。

画面がずれている
カメラ部に強い衝撃が与え
られた。

トヨタ販売店で点検を受け
てください。

ガイド線が大きくずれる

カメラの位置がずれている。
トヨタ販売店で点検を受け
てください。

●車が傾いているとき（重
い荷物の積載やパンクし
てタイヤ空気圧が低いと
きなど）。

●傾斜地で使用するとき。

故障を示すものではありま
せん。
車両周囲の状況を直接確認
しながら、運転してくださ
い。
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ハンドルが直進状態である
にもかかわらず予想進路線
が動いている

ステアリングセンサーの信
号に異常が発生した。

トヨタ販売店で点検を受け
てください。

ガイド線が表示されない テールゲートが開いている

テールゲートを閉めてくだ
さい。
症状が改善しない場合は、
トヨタ販売店で点検を受け
てください。

が表示される

●バッテリーの脱着中にハ
ンドル操作を行った。

●バッテリー能力が低下し
た。

●バッテリーを脱着した。

●ステアリングセンサーを
脱着した。

●ステアリングセンサーの
信号に異常が発生した。

トヨタ販売店で点検を受け
てください。

パノラミックビューの表示
を拡大できない クリアランスソナーが故障

しているか、センサーが汚
れている可能性があります。

クリアランスソナーの故障
に対する修正手順に従って
ください。（P.247）シースルービュー／ムービ

ングビューが表示されない

症状 考えられる原因 対策
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

イラストの位置にカメラスイッチ
があります。

知識

車速が約 10 mph (16 km/h) 以下の時

に を操作すると、マルチテレインモニ

ターが表示されます。

車速が約 10 mph (16 km/h) をこえる
と、マルチテレインモニターの表示が

マルチテレインモニター★

マルチテレインモニターは運転
者の車両周辺確認を支援します。
オフロード運転での状況判断や
駐車する時に障害物の有無を確
認など、様々な場面で運転者の
周辺状況判断を支援します。

警告
次のことを必ずお守りください。お守
りいただかないと、重大な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

■マルチテレインモニターシステムを
使用するとき

●マルチテレインモニターを過信しな
いでください。
一般の車と同様、必ず後方や周囲の
安全を直接確認しながら慎重に運転
してください。特に周辺に駐車して
いる車や障害物などに接触しないよ
うにしてください。

●カメラのレンズの特性により、マル
チテレインモニター画面に映る人や
障害物などは、実際の位置・距離と
異なります。必ず周囲の安全を直接
確認した上で運転してください。

●画面だけを見ながら運転することは
絶対にしないでください。運転する
際、必ず目視やミラーなどで後方や
周囲の安全を直接確認し、十分注意
したうえで運転してください。

●外気温が低い場合、画面が暗くなっ
たり、映像が薄れたりすることがあ
ります。
特に動いているものの映像がゆがむ、
または画面から見えなくなることが
あるため、必ず周囲の安全を直接目
で確認しながら運転してください。

●次のような場合では、マルチテレイ
ンモニターを使用しないでください。

･ 路面が凍結している、滑りやすい、
または雪が積もっている状態

･ タイヤチェーンまたは非常用タイヤ
を使っているとき

･ フロントドアまたはテールゲートが
完全に閉じていないとき

･ サスペンションが改造されている、
または仕様と異なる大きさのタイヤ
が取り付いてあるとき

カメラスイッチ
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キャンセルされます。

表示される画面を下記のボタン操作で選択することができます。

フロントビュー＆両サイドビュー

アンダーフロアビュー＆両サイドビュー

リヤビュー＆両サイドビュー

ワイドリヤビュー

オートモードON/OFF ボタン（P.315）

マルチテレインモニターON/OFF ボタン
マルチテレインモニターがOFF の時にパノラミックビューモニターが表示されます。
（P.280）

マルチテレインモニターはオフ
ロードに適した画面を表示します。
● フロントビューで次のガイド線
を確認しながら、運転すること
ができます。

･ 前方にある障害物との距離
･ 予想ガイド線

● サイドビューでタイヤ横周辺の
障害物を確認しながら、運転す
ることができます。

 フロントビュー＆両サイド
ビュー

フロントビュー＆両サイドビュー
ボタンを選択します。

メニューボタン

4WDスイッチが４ Lまたは
４Hかつ、マルチテレインモニ
ターがONのとき

車両前方とサイドエリアを確
認する
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フロントビューとサイドビュー画面をふ
れると、各表示サイズを変更することが
できます。

 アンダーフロアビュー＆両サイ
ドビュー

アンダーフロアビュー＆両サイド
ビューボタンを選択します。

 アンダーフロアビュー＆両サイ
ドビュー（フロント拡大時）

アンダーフロアビューとサイドビュー画
面をふれると、各表示サイズを変更する

ことができます。

 リヤビュー＆両サイドビュー
リヤビュー＆両サイドビューボタ
ンを選択します。

 ワイドリヤビュー
ワイドリヤビューボタンを選択し
ます。

画面をふれると、リヤビュー＆両
サイドビューとワイドリヤビュー
表示を切りかえることができます。

パノラミックビューモニターが表
示されます。（P.280）

床下透過映像を確認する

車両後方エリアを確認する

4WDスイッチが2Hまたは
４Hかつ、マルチテレインモニ
ターがOFF のとき
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オート表示モードがONになって
いる時、マルチテレインモニター
画面で を操作しなくても、マル

チテレインモニター画面が表示さ
れます。
･ シフトレバーをDまたはNに
したとき

･ 車速が 10 mph (16 km/h) に
減速されたとき

知識

● を選択するたびに、ON/OFF で

オート表示モードが切りかわります。

オート表示モードがONのとき、表示

灯が点灯します。

●オート表示モードがONのときでも、

を押すことで表示を切りかえること

ができます。

4WDスイッチが4Lまたは4Hかつ、マルチテレインモニターがONの
とき、オフロード走行時の路面状況の把握など、さまざまな走行状況を補
助する情報が表示されます。

車両前方付近の状況確認に利用できます。
● 車両前方の映像に加えて、前進方向を決めるときの参考となるガイド線
が表示されます。

● ハンドルを約 270°以上操作しているときは、ガイド線やその他の操
舵を支援する機能が自動的に表示されます。

オート表示モード

画面表示の見方や機能などについて

フロントビュー＆両サイドビュー
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フロントビュー＆両サイドビューボタン

アンダーフロアビュー＆両サイドビューボタン（P.318）

傾斜計／スリップ表示
車両の推定傾斜度、またはタイヤスリップを表示します。（P.317， 318）

オート表示ボタン
オート表示モードがON/OFF で切りかえることができます。（P.315）

車幅延長線（青）
車幅（ドアミラーを含む）の目安線を表示します。

1.5 ft. (0.5 m) 距離目安線（赤）
車両前方の距離の目安を表示します。
･ バンパー端面から約1.5 ft. (0.5 m) の位置を表示します。

3 ft. (1 m) 距離目安線（青）

6 ft. (2 m) 距離目安線（青）

フロントタイヤ進路線（黄）
ハンドル位置をもとに、フロントタイヤの予想進路を表示します。

前進ガイド線（青）
最も小まわりして前進した場合の軌跡の目安を示します。

フロントタイヤ接地線（青）
フロントタイヤが接地する映像上におけるタイヤの位置の目安を示します。

リヤタイヤ接地線（青）
リヤタイヤが接地する映像上におけるタイヤの位置の目安を示します。

リヤタイヤ接地線（黄）
リヤタイヤが接地する映像上におけるタイヤの位置の目安を示します。

ハンドルを約270°以上操作しているとき

クリアランスソナー
センサーが障害物を検知する時、その障害物への方向とおおよその距離が表示されブ
ザーが鳴ります。
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知識
●シフトレバーが R以外のとき画面が表示されます。

●クリアランスソナーが障害物や他車を検知したとき、傾斜計／スリップ表示エリアに
メッセージが表示されます。

傾斜計は0度～約30度までの範囲で、車両の前後・左右のおおよその
傾きを表示します。

前後傾斜角目盛り
前後方向の傾きを角度で示します。

左右傾斜角目盛り
左右方向の傾きを角度で示します。

ポインター
水平状態に対する車両の傾き具合を示します。

知識
●ポインターの移動と車両イメージの回転により、車両の傾きを角度で示します。

●現在の傾きに応じて、前後・左右傾斜角目盛りの色がかわります。

●エンジンスイッチをONにしたあと、傾き角度の情報が確定するまでは、傾斜角度が
表示されません。

●傾斜計が示す角度は目安であり、他の計測装置によって計測した角度とは異なる場合
があります。

傾斜計



318

Owner’s Manual_Japan_M34645_ja

4-5. 運転支援装置について

タイヤの空転を検知すると、空転
しているタイヤの位置をお知らせ
します。

タイヤアイコン
空転しているタイヤが橙色に点滅します。
（クロールコントロール作動中には、全て
のタイヤが黄色で示されます。）

クリアランスソナーの割り込み

表示
クリアランスソナーがONのとき、障害
物を検知すると表示されます。

現在の車両位置より手前で撮影された映像の上に、現在の車両位置・タイ
ヤ位置より約32 ft (10 m) 後方を示す線が合成表示され、車両下方の状
況や前輪位置の把握などを補助します。

現在の車両位置

アンダーフロアビューで表示される映像（現在の車両位置より約32 

ft.［10 m］後方で撮像された映像）

映像が撮像された時点の車両位置（現在の車両位置より約 32 ft.［10 

m］後方）

スリップ表示

アンダーフロアビュー＆両サイドビューについて
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 アンダーフロアビュー＆両サイドビュー

 アンダーフロアビュー＆両サイドビュー（フロント拡大時）

フロントビュー＆両サイドビューボタン（P.315）

アンダーフロアビュー＆両サイドビューボタン

傾斜計／スリップ表示
車両の傾き具合の目安、またはタイヤスリップを表示します。（P.317， 318）

オート表示ボタン
オート表示モードがON/OFF で切りかえることができます。（P.315）

タイヤ位置表示線（黒または白）
タイヤのある位置、および接地面の目安を示します。

車両形状線（青）
車両端部の位置の目安を示します。

1.5 ft. (0.5 m) 距離目安線（赤または黒）
車両前端からの距離の目安を示します。
･ バンパー端面から約1.5 ft. (0.5 m) の位置を表示します。

アンダーフロアビューを表示する
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フロントタイヤ接地線（青）
映像上におけるタイヤの位置の目安を示します。

車幅線（青）
幅（ドアミラーを含む）のガイド線を表示します。

リヤタイヤ接地線（青）
リヤタイヤが接地する位置にガイド線を表示します。

クリアランスソナー
センサーが障害物を検知するとき、その障害物への方向とおおよその距離が表示され、
ブザーが鳴ります。

知識
●シフトレバーが R以外のときに画面が表示できます。

●アンダーフロアビューが表示されているときに、車速が約 3 mph (5 km/h) 以上にな
ると、画面が自動的にフロントビュー表示に戻ります。

●次の場合は、アンダーフロアビューボタンを操作することができません。
･ 車両が完全に停車していないとき
･ エンジン始動後、一定の距離以上走行していないとき
･ 4WDスイッチを 4Lに切りかえた後、一定の距離以上走行していないとき

●次の場合では、システムが正常に作動しない、またはアンダーフロアビューに切りか
えることができないときがあります。

･ 道路が雪で覆われているとき
･ 夜間で道路に照明がないとき
･ カメラレンズに汚れや異物が付着しているとき
･ 車両の前方に水面（川、水たまりなど）があるとき

警告
●乗車人数・積載量・路面の勾配・路面状況・周囲の明るさ・オプションの装備・指
定以外のタイヤやサスペンション等の装着により、タイヤ形状線・車両形状線と実
際の車両の位置とがずれる場合があります。必ず、周囲の安全を確認しながら運転
してください。

●表示される映像は、撮影された過去に撮影された映像で、自車位置から約 32 ft. 
(10 m) 後方で撮影されたものです。撮影後に物体が移動した場合など、画面に表
示される画像は実際の状態と異なる場合があります。
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駐車時の安全確認を行うために、車両側方からの映像と後方カメラからの
映像を同時に表示するモードです。
シフトレバーがRのとき、画面が表示されます。
 リヤビュー＆両サイドビュー

 ワイドリヤビュー

リヤビュー＆両サイドビュー

ワイドリヤビューボタン

傾斜計／スリップ表示
車両の推定傾斜度、またはタイヤスリップを表示します。（P.317， 318）

1.5 ft.（0.5 m）距離目安線（赤）
車両前端からの距離の目安を示します。
･ バンパー端面から約1.5 ft.（0.5 m）の位置を表示します。

車幅ガイド線（青）
車をまっすぐ後退させたときの進路の目安を示します。

フロントタイヤ接地線（青）
映像上におけるタイヤの位置の目安を示します。

リヤビュー＆両サイドビュー／ワイドリヤビュー
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リヤタイヤ接地線（青）
映像上におけるタイヤの位置の目安を示します。

RCTA（リヤクロストラフィックアラート）
後方から接近する車両をセンサーが検知すると、後方から接近する車両の方向を表示
し、ブザーが鳴ります。

クリアランスソナー
クリアランスソナーが静止物を検知すると、その障害物への方向とおおよその距離が表
示され、ブザーが鳴ります。

知識
●シフトレバーが Rのとき、画面を表示することができます。

●RCTA（リヤクロストラフィックアラート）の詳細について（P.254）

●テールゲートが閉まっていないとガイド線は表示されません。テールゲートを閉めて
もガイド線が表示されない場合は、トヨタ販売店で点検を受けてください。

P.300

P.310

警告
タイヤ位置表示線および自車位置表示線は、乗車人数、積載量、路面の勾配、路面状
況、周囲の明るさなどにより、実際の自車位置と異なる場合があります。常に周囲の
安全を確認しながら運転してください。

マルチテレインモニターの注意
事項

知っておくべきこと
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

車高調整スイッチ

車高調整モード選択スイッチ

スイッチを操作すると、車両後部
の高さが次のように変化します。

低い

高い

車高の調整はエンジン始動中のみ
可能です。
選択した車高モードはメーターの
表示で確認できます。
車高モードの変更中は、選択した
モードが点滅します。
■ 車高モード
● Nモード（ノーマルモード）：通
常走行のときに使用

通常の高さ

● HI モード（ハイモード）：通常の
車高より1.6 in.（40 mm）高
い車高で、悪路走行などに使用

車両の速度が 18 mph （30 km/h ）を
こえると、HI モードは使用できません。

車速が18 mph（30 km/h）をこえる
と、車高は自動的に通常の高さになりま
す。

● LOモード（ローモード）：車へ
の乗り降りや、荷物の積み降ろ
しのときに使用

通常より 1.2 in.（30 mm）低い高さ

車両の速度が 8 mph（12 km/h）をこ
えると、LOモードは使用できません。

車速が8 mph（12 km/h）をこえると、
車高は自動的に通常の高さになります。

車高調整モード選択スイッチを押
すと、車高は現在の高さに固定さ
れます。
マルチインフォメーションディスプレイ
にMAN. 表示灯が点灯し、オートレベリ

電子制御エアサスペンショ
ン★

電子制御エアサスペンションに
より、ドライバーは車高を制御
し、運転状況に合わせて調整す
ることができます。

車高調節スイッチで希望の高さ
を選択します。

車高調節スイッチ

車高の選択

車高制御の停止方法
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ング機能がOFF になります。

車高は車高調節スイッチを押すこ
とで変更できます。
スイッチをもう一度押すか、車速が18 
mph（30 km/h）をこえると、車高は
自動的に通常の高さになります。

知識
■オートレベリング機能

すべてのモードで乗員数や荷物などの積
載条件がかわっても、常に一定の高さに
なるように車高が自動で制御されます。

■HI モード選択時

18 mph（30 km/h）で走行すると、車
高はNモードに移行します。

■LOモード選択時

●車速が8 mph（12 km/h）をこえる
と、車高はNモードに移行します。

●車両への乗り降りや荷物の積み込み、
積み下ろしがしやすくなります。

■電子制御エアサスペンションの作動条
件

次のときシステムは作動しません。

●車両の下部が地面に接触しているとき

●サスペンション周辺が凍結していると
き

エアサスペンション表示灯が点滅したあ
と、消灯し、さらに点灯し続けるけると
きは、電子制御エアサスペンションが作

動していないことを示します。
一度エンジンを停止したあと、再度始動
してください。

■動作音について

電子制御エアサスペンションが作動する
とき、作動音が聞こえることがあります
が、異常ではありません。

■電子制御エアサスペンション故障警告

電子制御エアサスペンションに異常があ
る場合、マルチインフォメーションディ
スプレイに警告メッセージが表示されま
す。
その場合、一度エンジンを停止したあと、
再度始動してください。警告メッセージ
が消えれば、システムは正常に作動して
います。警告メッセージが引き続き表示
される場合は、ただちにトヨタ販売店で
点検を受けてください。

■ 表示灯が点灯したときは

エアサスペンションシステムの故障を示
します。
ただちにトヨタ販売店で点検を受けてく
ださい。（P.69， 438）

警告
■車高制御を停止する必要があるとき

オートレベリング機能により車高が変
化し、身体の一部が挟まれ、思わぬ事
故につながり、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

●浅瀬などの水辺を走行するとき（車
高をHI モードにして車高制御を停止
し、18 mph［30 km/h］以下で走
行してください。）
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警告
●ジャッキアップやタイヤチェーン装
着、または輸送のためにチェーンや
ワイヤーで車両を固定するとき（車
高制御を停止してエンジンを停止し
てください。）

●けん引が必要なとき（車高をNモー
ドにして、車高制御を停止してくだ
さい。）

●スタックしたとき（車高制御を停止
してください。）

●トレーラーを切り離すとき（車高を
Nモードにして、車高制御を停止し
てください。）

■車高の選択について

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

●車高を下げる前に、車の下を確認し
て、誰もいないことを確認してくだ
さい。

●HI モードは、オフロードなどの荒れ
た路面を走行する場合のみ使用して
ください。
このモードでは車両の重心が高くな
るため、急旋回時に車両が不安定に
なり、事故につながる可能性があり
ます。

●ルーフキャリアに荷物を積む際は、
HI モードを選択しないでください。
このモードでは車両の重心が高くな
るため、急旋回時に車両が不安定に
なり、事故につながる可能性があり
ます。

注意
■高さ制限のある場所に駐車するとき
は

乗員が降りたときや積荷を降ろしたと
きは、通常より車高が高めになります
ので、高さ制限のある場所では注意し
てください。

■LOモードの使用について

凹凸のある路面では、LOモードにしな
いでください。車が路面に接触し、損
傷するおそれがあります。

■車高を頻繁に変更すると

コンプレッサーが過熱し、作動が停止
する可能性があります。

■石の多い悪路を走行するとき

システムが悪路走行と認識するため、
車高調整が行われない場合があります。



326

Owner’s Manual_Japan_M34645_ja

4-5. 運転支援装置について

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

DRIVE MODEスイッチ

モードセレクトスイッチ

マルチインフォメーションディ

スプレイ（P.81）

1 DRIVE MODEスイッチを押す

インジケーター が点灯します。

2 モードセレクトスイッチを左右
に操作し、マルチインフォメー
ションディスプレイ表示からド
ライブモードを選択する

 AVS非装着車

マルチインフォメーションディ

スプレイ（4.2 インチディスプ
レイ装着車）

マルチインフォメーションディ

スプレイ（フル液晶ディスプレ
イ装着車）

ドライブモードセレクトス
イッチ★

走行・使用状況に合わせて走行
モードを選択できます。

システムの構成部品

走行モードを選択するには
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･ NORMALモード
燃費性能、静粛性、運動性能のバランス
がよく、市街地を走行する場合に適して
います。

･ ECO モード
スロットル特性をおだやかに設計するこ
とで、エコ運転中の運転者のアクセル操
作をアシストします。またエアコン（暖
房・冷房）の作動を抑え、燃費の向上を
意識した走行に適しています。
ECO表示灯が点灯します。

･ SPORTモード
トランスミッション、エンジンおよびス
テアリングの制御により、アクセルレス
ポンスを向上させます。
正確なハンドリングが求められる状況、
たとえば山道を走行するときなどに適し
ています。
SPORT表示灯が点灯します。

 AVS装着車

マルチインフォメーションディ

スプレイ

･ NORMALモード
燃費性能、静粛性、運動性能のバランス
がよく、市街地を走行する場合に適して
います。

･ COMFORT モード
サスペションを制御することにより、よ
り快適な乗り心地になります。市街地走
行に適しています。
COMFORT 表示灯が点灯します。

･ ECO モード
スロットル特性をおだやかに設計するこ
とで、エコ運転中の運転者のアクセル操
作をアシストします。またエアコン（暖
房・冷房）の作動を抑え、燃費の向上を
意識した走行に適しています。
ECO表示灯が点灯します。

･ SPORT S モード
トランスミッション、エンジンおよびス
テアリングの制御により、アクセルレス
ポンスを向上させます。
正確なハンドリングが求められる状況、
たとえば山道を走行するときなどに適し
ています。
SPORT S 表示灯が点灯します。

･ SPORT S+ モード
トランスミッションとエンジンに加え、
ステアリングやサスペンションを総合的
に制御することにより、操縦性・安定性
の確保に貢献し、スポーティな走りを楽
しみたいときに適しています。
SPORT S+表示灯が点灯します。

･ CUSTOMモード
パワートレーン制御、シャシー制御およ
びエアコン動作の機能をお好みで設定し
走行することができます。カスタムモー
ドは、マルチメディアディスプレイのド
ライブモードカスタマイズ画面でのみ設
定できます。
CUSTOM表示灯が点灯します。
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知識
■作動条件

4WDスイッチが 2Hまたは 4Hのとき

■エコドライブモード時のエアコン作動
について

エコドライブモードは、暖房／冷房の作
動や風量を抑制して、燃費向上を図って
います。空調の効きをよりよくしたいと
きは、次の操作を行ってください。

●風量を調整する（P.355）

●エコドライブモードを解除する
（P.326）

■走行モードの自動解除

次のときは、走行モードが解除されノー
マルモードにもどります。

●エンジンスイッチをOFF にし、再度エ
ンジンスイッチをONにしたとき

●4WDスイッチを 4Lにしたとき

●マルチテレインセレクト★をONにした
とき

●ダウンヒルアシストコントロールシス
テム★が ONになったとき

●TOW HAUL モードまたは TOW+モー
ドがONになったとき★

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

■カスタマイズ機能

カスタムモードの設定を変更できます。
（カスタマイズ一覧：P.485）

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

2H（ハイレンジ2WD・2輪

駆動）
市街地や高速道路などの乾燥した舗装路
面を一般走行する場合に使用します。通
常はこの位置で使用します。

4H（ハイレンジ4WD・4輪

駆動）
悪路・氷雪路・砂地など、すべりやすい
路面を走行する場合に使用します。
4H作動表示灯（緑色）が点灯します。

4L（ローレンジ 4WD・4輪駆

動）
悪路・砂地・ぬかるみ・深雪路などで特
に大きな駆動力を必要とするときなどや
急な降坂路を走行するときに使用します。

4WDシステム★

4WDスイッチを操作して駆動
系の作動状態を切りかえます。

4WDスイッチ
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4L 作動表示灯が点灯します。

■ 2Hから4Hへの切りかえ
1 車速が62 mph (100 km/h)
以下であることを確認する

2 4WDスイッチを押しながら
“4H”に動かす

4H作動表示灯が点灯します。

■ 4Hから2Hへの切りかえ
1 車速が62 mph (100 km/h)
以下であることを確認する

2 4WDスイッチを押しながら
“2H”に動かす

4H作動表示灯が消灯します。

■ 4Hから4L への切りかえ
1 車両を完全に停止させる
2 シフトレバーをNにする
3 4WDスイッチを押しながら
“4L”に動かす

4L作動表示灯が点灯します。

■ 4Lから 4Hへの切りかえ
1 車両を完全に停止させる
2 シフトレバーをNにする
3 4WDスイッチを押しながら
“4H”に動かす

4L作動表示灯が消灯します。

知識
■4L にしたとき

VSCが自動的に OFF になります。

■4H表示灯が点滅したときは

4WDシステムが正常に切りかわっていな

い可能性があります。そのまま直進しな
がら加減速または後退をしてください。

■4H表示灯が点灯し、かつ 4L表示灯が
点滅したときは

マルチインフォメーションディスプレイ
にメッセージが表示されます。表示され
た画面の指示に従って、シフトレバーを
Dまたは Rにして、車両をゆっくりと走
行させたあと、停車してください。

■4H表示灯が点灯し、かつ 4L表示灯が
点滅してブザーが鳴るときは

シフトレバーがNになっていない、また
は車両が動いています。車両を完全に停
止させ、シフトレバーをNにして、表示
灯が点滅しないことを確認してください。

■4H表示灯が点滅し続け、かつ 4L 表示
灯が点灯したときは

マルチインフォメーションディスプレイ
にメッセージが表示されます。表示され
た画面の指示に従って、シフトレバーを
Dまたは Rにして、車両をゆっくりと走
行させたあと、停車してください。

■4H表示灯が点滅し、かつ 4L表示灯が
点灯してブザーが鳴るときは

シフトレバーがNになっていない、また
は車両が動いています。車両を完全に停
止させ、シフトレバーをNにして、表示
灯が点滅しないことを確認してください。

■4Hと 4L 表示灯が速く点滅していると
き

4WDシステムに異常がある可能性があり
ます。ただちにトヨタ販売店で点検を受
けてください。

■4WD走行について

前輪駆動部品のオイルを循環させるため、
月に少なくとも 10 miles （16 km） 程
度は 4WD走行を行ってください。

2Hと 4Hの切りかえ

4Hと 4L の切りかえ
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

AUTO LSDは、2WD車のみで使
用できます。
AUTO LSDは、62 mph（100 
km/h）未満で走行しているときに
作動します。
AUTO LSDは、次の2つの操作
で切りかえられます。

AUTO LSDをONにするには、
を押します。

AUTO LSD表示灯が点灯します。

AUTO LSDをOFFにするには、
もう一度、 を押します。

警告
■4WDスイッチを2Hから4Hに切り
かえるとき

タイヤがスリップしているときには、
絶対に 4WDスイッチを操作しないで
ください。タイヤのスリップや空転が
止まってから、4WDスイッチを操作
してください。

■駐車するときは

4WDスイッチを操作した際、4L表示
灯が点灯または消灯する前にシフトレ
バーを操作すると、4WDの切りかえ
が完了せず、シフトポジションに関係
なく駆動軸が拘束されません。（表示灯
が点滅し、ブザーが鳴ります）
この場合、シフトレバーを Pにしても
車両が動くおそれがあり危険です。必
ず、4WDシステムの切りかえを完了
させてください。

AUTO LSD★

AUTO LSDはタイヤの片方の
みが空転すると、TRACにより
エンジンやブレーキを制御して
駆動力を補助します。
すべりやすい路面や凹凸のある
路面などで片方のタイヤが空転
した場合のみシステムを使用し
てください。

AUTO LSDを使用するとき
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知識
■ブレーキシステムが異常過熱したとき
は

AUTO LSDが停止し、警告ブザーの吹鳴
に合わせて、マルチインフォメーション
ディスプレイに“Traction Control 
Turned OFF”と表示されます。

安全な場所に停車してください。（この間
の通常走行に問題はありません）

しばらくすると、 AUTO LSD は作動可能
状態となります。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

ON/OFF を切りかえる
スイッチを押すと、リヤデフロック作動
表示灯が数秒間点滅し、リヤデフロック
が完了すると表示灯が点灯にかわります。
表示灯が点灯したら、システムが使用で
きます。

もう一度押すと、リヤデフロック状態が
解除され、表示灯が消灯します。

知識
■リヤデフロックを使用するときは

●タイヤが止まっていることを確認して
からロックしてください。

●脱出できたら、ただちにリヤデフロッ
ク状態を解除してください。

警告
■事故を防ぐために

事故を避けるために、以下の点に注意
してください。

●すべりやすい路面や凹凸のある路面
以外で AUTO LSDシステムを使用
しないでください。

●常にAUTO LSDをONにした状態で
走行しないでください。

次のことをお守りいただかないと、ハ
ンドルが重くなるため車のコントロー
ルがしにくくなり、重大な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

注意
■運転中の作動について

タイヤがスリップしている状態で
AUTO LSD を作動させないでくださ
い。タイヤのスリップを止めた状態に
してから、AUTO LSDを ONにして
ください。

リヤデフロック★

リヤデフロックは、すべりやす
い路面や凹凸のある路面でタイ
ヤが空転するときにのみ使用し
てください。特に後輪のいずれ
か一方が空転しているときに効
果を発揮します。

リヤデフロックスイッチ
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■リヤデフロックの解除について

リヤデフロックを解除しても作動表示灯
が点滅し続ける場合は、車両が動いてい
るときに、周囲の安全を確認の上、ハン
ドルを少しまわすと、リヤデフロック状
態が解除されます。

■リヤデフロック状態自動解除機能

次のいずれかの操作をすると、リヤデフ
ロック状態が解除されます。

●エンジンスイッチをOFF にしたとき

●4WDスイッチを2Hまたは4Hに切りか
えたとき

■リヤデフロック使用後は

リヤデフロック作動表示灯が消灯したこ
とを確認してください。

■リヤデフロック作動表示灯について

●リヤデフロック／解除の作動中は、リ
ヤデフロック作動表示灯が点滅します。

●リヤデフロックスイッチを押しても表
示灯の点滅し続けた場合は、車両を完
全に停止させてから、もう一度リヤデ
フロックスイッチを押してください。

以上を実施しても、表示灯が点滅し続け
たときは、4WDシステムに異常があるお
それがあります。この場合、リヤデフ
ロックの切りかえはできません。ただち
にトヨタ販売店で点検を受けてください。

■リヤデフロック状態のときは

リヤデフロック状態のときは、次のシス
テムが使用できません。

●ABS

●ブレーキアシスト

●VSC

●ダウンヒルアシストアシストコント
ロール★

●TRAC
★：グレード、オプションなどにより、装

備の有無があります。

警告
■事故を防ぐために

次のことをお守りください。
お守りいただかないと、思わぬ事故に
つながるおそれがあり危険です。

●すべりやすい路面や凹凸のある路面
以外ではリヤデフロックを使用しな
い

●タイヤの空転が止まるまでリヤデフ
ロックを使用しない

●リヤデフロック状態では、車速約5 
mph（8 km/h）以上で走行しない

●リヤデフロック状態のまま、走行を
続けない
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

DAC/CRAWLスイッチ

モードセレクトスイッチ

作動表示灯（P.70）

1 DAC/CRAWLスイッチを押す

スイッチ上のインジケーター とマルチ

インフォメーションディスプレイのク

ロールコントロール表示灯が点灯し、ス

クロールコントロール★

アクセルペダルやブレーキペダ
ルを踏まなくても、凹凸の大き
なオフロードを一定の低速度で
走行でき、すべりやすい路面で
のスリップや車輪の空転を最小
限に抑え、安定して走行できま
す。

警告
■クロールコントロールをお使いにな
る前に

クロールコントロールを過信しないで
ください。車両の限界性能を高めるも
のではないので、常に路面状況をよく
確認した上で、安全運転に心がけてく
ださい。

■正しく作動しないおそれのある状況

次の路面を走行する場合、車両の一定
速度を維持できないことがあり、思わ
ぬ事故につながるおそれがあります。

●極端な急勾配

●凹凸の激しい路面

●積雪路などのすべりやすい路面

システムの構成部品

クロールコントロールを作動さ
せるには
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リップ表示灯が点滅します。

2 モードセレクトスイッチを左右
に操作し、マルチインフォメー
ションディスプレイ表示から
モードを選択する

マルチインフォメーションディ

スプレイ（4.2 インチディスプ
レイ装着車）

マルチインフォメーションディ

スプレイ（フル液晶ディスプレ
イ装着車）

次の 5つのモードから路面状況に
合わせてモードを選択することが
できます。

マルチインフォメーションディ

スプレイ（4.2 インチディスプ
レイ装着車）

マルチインフォメーションディ

スプレイ（フル液晶ディスプレ
イ装着車）

1 Lo/LOW 2
岩石路や下り坂を走行するときなどに適
しています。

2 Lo-Mid/LOW 1
岩石路・下り坂・凹凸のある登り坂を走
行するときなどに適しています。

3 Mid/MID
凹凸のある登り坂を走行するときなどに
適しています。

4 Mid-Hi/HIGH 1
凹凸のある登り坂・ガレキ路、雪・泥・
砂利・草地などの上を走行するときなど
に適しています。

選択可能なモード
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5 Hi/HIGH 2
凹凸のある登り坂・ガレキ路、雪・泥・
砂利・草地などの上を走行するときなど
に適しています。

 DAC/CRAWLスイッチのイン
ジケーター点灯時

DAC/CRAWLスイッチをもう一
度押す
 DAC/CRAWLスイッチのイン
ジケーター消灯時

DAC/CRAWLスイッチを押して
インジケーターを点灯している状
態にします。
点灯している状態でDAC/
CRAWLスイッチをもう一度押す
クロールコントロールが解除され
ると、クロールコントロール作動
表示灯とスリップ表示灯が消灯し、
マルチインフォメーションディス
プレイにクロールコントロールが
解除されたことを示すメッセージ
が数秒間表示されます。
走行中にクロールコントロールを
解除するときは、とくに慎重に運
転してください。

知識
■クロールコントロールを使用するとき
は

クロールコントロールは、マルチテレイ
ンセレクトがON・OFF のどちらでも使
用できます。（P.336）

■クロールコントロールの作動条件

●エンジンがかかっているとき

●シフトレバーがP・N以外にあるとき

●4WDスイッチが 4L にあるとき

●運転席ドアが閉まっているとき

■クロールコントロールの自動解除

次のいずれかのときに、ブザーが継続的
に鳴り、クロールコントロール表示灯が
点滅後、消灯し、マルチインフォメー
ションディスプレイにクロールコント
ロールが解除されたことを示すメッセー
ジが数秒間表示され、クロールコント
ロールが解除されます。

●シフトレバーをPまたは Nにしたとき

●4WDスイッチを 4Hにしたとき

●運転席ドアを開けたとき

■クロールコントロールの機能制限

●次の場合は、下り坂を一定の速度で降
りるようなブレーキ制御はできますが、
上り坂を一定の速度で登るエンジン制
御はできません。

･ 車速が約 6 mph (10 km/h) をこえた
とき

●次の場合は、エンジン制御・ブレーキ
制御とも一時的に機能を停止します。
この場合、クロールコントロール表示
灯が点滅します。

･ リヤデフロック状態：車速が約 6 mph 
(10 km/h) をこえたとき

･ リヤデフロックが解除状態：車速が約
15 mph (25 km/h) をこえたとき

■長時間の使用について

●クロールコントロールを長時間連続的
に使用すると、ブレーキシステムが異
常過熱します。このときは、ブザーが
鳴り、マルチインフォメーションディ
スプレイに異常を知らせるメッセージ
が表示され、クロールコントロール表
示灯が点滅した後消灯します。一時的
にクロールコントロールが作動しなく
なりますので、速やかに安全な場所に
停車して、表示が消えるまでブレーキ

クロールコントロールを解除す
るときは
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システムを十分に冷却してください。
また、この間の通常走行は可能です。

●クロールコントロールを長時間連続的
に使用すると、オートマチックトラン
スミッションが異常過熱します。この
ときは、ブザーが鳴り、クロールコン
トロールが自動的に解除されます。ま
た、マルチインフォメーションディス
プレイに異常を知らせるメッセージが
表示されることがあります。この場合
は、表示が消えるまで、安全な場所に
停車してください。

■作動音や振動について

●エンジン始動時や発進直後に、エンジ
ンルームから作動音が聞こえることが
ありますが、クロールコントロールシ
ステムの異常ではありません。

●クロールコントロールが作動すると、
次のような現象が発生することがあり
ますが、異常ではありません。

･ 車体やハンドルに振動を感じる
･ 車両停止後もモーター音が聞こえる

■システムに異常があるときは

警告灯が点灯、または警告メッセージが
表示されます。（P.432， 442）

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

マルチテレインセレクト★

マルチテレインセレクトは、オ
フロードでの走破性を向上させ
るシステムです。

あらかじめ用意されたモードの
中から、走行する路面状況に適
したモードを選択することで、
各状況に合わせてブレーキ制御、
駆動力制御やステアリングの
フィーリングが最適化されます。

警告
■マルチテレインセレクトを使用する
ときは

必ず次のことをお守りください。お守
りいただかないと思わぬ事故につなが
るおそれがあり危険です

●選択したモードの表示灯が点灯して
いることを確認してから走行してく
ださい。各表示灯が消灯している状
態ではマルチテレインセレクトの制
御が作動しません。

●走行モードの切りかえ（P.337）
に記載している路面状況は、あくま
で参考情報です。路面状況（勾配・
路面の摩擦係数・起伏）によっては、
十分な効果を発揮できない場合があ
ります。路面状況をよくご確認の上、
走行してください。

●マルチテレインセレクトは車両の性
能限界を高める装置ではありません。
路面状況や走行ルートをあらかじめ
よく確認した上で、安全に注意して
走行してください。
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MTSスイッチ

モードセレクトスイッチ

マルチインフォメーションディ

スプレイ
選択しているモードが表示されます。

1 MTSスイッチを押す

スイッチ上のインジケーター が点灯し

ます。

2 モードセレクトスイッチを左右
に操作し、マルチインフォメー
ションディスプレイ上で走行
モードを選択する

4WDスイッチの状態により、次のモー
ドを選択することができます。

 4WDスイッチが4Lのとき

注意
■使用上の注意

マルチテレインセレクトは、オフロー
ド走行を目的としたシステムです。そ
れ以外の状況では使用しないでくださ
い。

システムの構成部品

走行モードの切りかえ

モード 路面状況

MOGUL
大きな傾斜がある
でこぼこ道に適し
ています

SAND
砂地路の走行や、
滑りやすい路面に
適しています

MUD
泥濘路の走行や、
滑りやすい路面に
適しています

ROCK
岩石路の走行に適
しています
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ブレーキ制御が作動すると、スリップ表
示灯が点滅します。

 4WDスイッチが4Hのとき

ブレーキ制御が作動すると、スリップ表
示灯が点滅します。

SAND・MUD・DEEP SNOW選択時
は、VSC は自動的に OFF になります。
（VSC OFF 表示灯が点灯します。）

知識
■マルチテレインセレクトについて

マルチテレインセレクトはオフロードで
の走破性を高めるため、駆動力を最大限
に利用できるように車両を制御します。
そのため、マルチテレインセレクトが作
動していない状態にくらべて、十分な燃
費性能が発揮できない場合があります。

■機能の自動解除

次のいずれかの場合、マルチテレインセ
レクトが自動的に解除されます。

●エンジンスイッチをOFF にしたとき

●4WDスイッチが 2Hのとき

●4WDスイッチが 4Hのときに TOW 
HAUL・TOW+を選択したとき

●4WDスイッチが 4Hのときに DRIVE 
MODE スイッチを操作したとき

■マルチテレインセレクトの作動を停止
するときは

次の操作を行うとマルチテレインセレク
トの作動が停止し、マルチインフォメー
ションディスプレイの表示が消えます。

MTS スイッチのインジケーター点灯時

MTS スイッチをもう一度押す。

MTS スイッチのインジケーター消灯時

MTS スイッチを押してインジケーターが
点灯している状態にします。点灯してい
る状態で再度MTS スイッチを押す。

■スタックしたときは

4WDスイッチとリヤデフロックスイッチ
を切りかえてください。

切りかえについては、次のページを参照
してください。

●4WDシステム（P.328）

●リヤデフロック（P.331）

■マルチテレインセレクトでの走行中は

次のようなことが起こる場合があります
が、異常ではありません。

●車体やハンドルに振動を感じる

●エンジンルーム内から作動音が聞こえ
る

■トヨタ販売店で点検が必要なとき

次の場合は、システムの故障が考えられ
ます。ただちにトヨタ販売店で点検を受
けてください。

●スリップ表示灯が点灯している

●MTS スイッチを操作しても、マルチイ
ンフォメーションディスプレイに表示
灯が表示されない

モード 路面状況

DIRT

未舗装路などの、
でこぼこした路面
状況に適していま
す

SAND
砂地路などの、滑
りやすい路面に適
しています。

MUD
泥濘路などの、滑
りやすい路面に適
しています。

DEEP 
SNOW

深雪路の走行に適
しています。
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

DAC/CRAWLスイッチ

モードセレクトスイッチ

マルチインフォメーションディ

スプレイ

DAC/CRAWLスイッチを押す
ダウンヒルアシストコントロールシステ
ム表示灯が点灯すれば作動可能状態です。
システムが作動しているときはスリップ
表示灯が点滅します。このとき制動灯と
ストップランプ・ハイマウントストップ
ランプが点灯します。また、作動音が聞
こえることがありますが、異常ではあり
ません。

希望の速度（約 3 mph [4 km/h] 
～ 18 mph [30 km/h]）に設定
するには、モードセレクトスイッ
チをまわします。
設定速度はマルチインフォメー
ションディスプレイに表示されま
す。

ダウンヒルアシストコント
ロールシステム★

急な下り坂を一定の低速度で走
行することができます。

システムは 4WDスイッチが
4Hで、ブレーキペダルとアク
セルペダルを操作しておらず、
かつ車速が 18 mph (30 km/
h) 未満のときに使用できます。

警告
■ダウンヒルアシストコントロールシ
ステムを使うときは

ダウンヒルアシストコントロールシス
テムを過信しないでください。車両性
能の限界を高めるためのものではない
ので、常に路面状況をよく確認した上
で、安全運転を心がけてください。

システムの構成部品

ダウンヒルアシストコントロー
ルシステムを使用するときは

ダウンヒルアシストコントロー
ルシステムの速度を設定する
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マルチインフォメーションディ

スプレイ（4.2 インチディスプ
レイ装着車）

マルチインフォメーションディ

スプレイ（フル液晶ディスプレ
イ装着車）

速度を下げる

速度を上げる

 DAC/CRAWLスイッチのイン
ジケーター点灯時

DAC/CRAWLスイッチをもう一
度押す
 DAC/CRAWLスイッチのイン
ジケーター消灯時

DAC/CRAWLスイッチを押して
インジケーターを点灯している状
態にします。
点灯している状態でDAC/
CRAWLスイッチをもう一度押す

ダウンヒルアシストコントロールシステ
ムは徐々に作動を解除します。解除中は
ダウンヒルアシストコントロールシステ
ム表示灯が点滅し、解除されると消灯し
ます。

表示灯が点滅している最中はシステムは
作動しません。

システムを作動させたいときは、もう一
度DAC/CRAWLスイッチを押します。

知識
■ダウンヒルアシストコントロールシス
テムを使用するときは

●ダウンヒルアシストコントロールシス
テムは、TOW HAUL モードや TOW+
モード、ドライブモードセレクト、ま
たはマルチテレインセレクトなどの走
行モードにかかわらず使用できます。

●ダウンヒルアシストコントロールシス
テムはシフトレバーが P以外のときに
作動しますが、システムの効果を十分
に発揮するために、低いシフトレンジ
にすることをおすすめします。

■ダウンヒルアシストコントロールシス
テム表示灯が点滅したとき

●次の場合は、ダウンヒルアシストコン
トロールシステム表示灯が点滅し、シ
ステムが作動しません。

･ 4WDスイッチを 4H以外に変更した
とき

･ シフトレバーがPにあるとき
･ 車速が約 18 mph (30 km/h) をこえ
たとき

･ ブレーキシステムが異常過熱したとき

●次の場合は、ダウンヒルアシストコン
トロールシステム表示灯が点滅します
が、システムは作動します。

･ シフトレバーがNにあるとき
･ DAC/CRAWLスイッチのインジケー
ター点灯時にDAC/CRAWL スイッチ
を押したとき

ダウンヒルアシストコントロー
ルシステムの解除
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ダウンヒルアシストコントロールシステ
ムは徐々に作動を解除します。解除中は
ダウンヒルアシストコントロールシステ
ム表示灯が点滅し、解除されると消灯し
ます。

■長時間の使用について

ダウンヒルアシストコントロールシステ
ムが長時間作動すると、ブレーキシステ
ムが異常過熱するおそれがあるため、ブ
ザーが鳴り機能が一時的に停止されます。
この場合、ダウンヒルアシストコント
ロールシステム表示灯が点滅します。（通
常走行は可能です）

しばらくして、ダウンヒルアシストコン
トロールシステム表示灯が点灯にかわれ
ばシステムが使用可能となります。

■作動音や振動について

●エンジン始動時や発進直後に、エンジ
ンルームから作動音が聞こえることが
ありますが、異常ではありません。

●ダウンヒルアシストコントロールシス
テムが作動すると、次のような現象が
発生することがありますが、異常では
ありません。

･ 車体やハンドルに振動を感じる
･ 車両停止後もモーター音が聞こえる

■システムに異常があるときは

次の場合は、トヨタ販売店で点検を受け
てください。

●DAC/CRAWLスイッチを押しても、ダ
ウンヒルアシストコントロールシステ
ム表示灯が点灯しない

●スリップ表示灯が点灯する

警告
■正しく作動しないおそれのある状況

次の路面を走行する場合、特に、タイ
ヤのグリップ性能の限界を超えるとき
や、タイヤが十分に接地していないと
きは、車両を一定の低速度に維持でき
ないことがあり、乗員が重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

●泥、砂利の道路などのすべりやすい
路面

●凍結路

●凹凸が大きな荒れた路面
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■ ABS（アンチロックブレーキシ
ステム）

急ブレーキ時、またはすべりやす
い路面やオフロード（砂利・砂
地・泥地など）でのブレーキ時に
タイヤのロックを防ぎ、スリップ
を抑制します。
ABSはマルチテレインセレクトと
同期して作動します。
■ ブレーキアシスト
急ブレーキ時などに、より大きな
ブレーキ力を発生させます。
■ S-VSC（ステアリングアシス
テッドビークルスタビリティコ
ントロール）

ABS・TRAC・VSC・EPS を協
調して制御します。
すべりやすい路面などの走行で急
なハンドル操作をした際に、ハン
ドル操作力を制御することで、車
両の方向安定性確保に貢献します。
■ トレーラースウェイコントロー
ル

トレーラーのふらつきが検知され
たとき、各タイヤに対してブレー
キ圧を選択的に適用して駆動トル

クを低減することで、運転者がト
レーラーのふらつきを制御するの
に役立ちます。
■ TRAC（トラクションコント
ロール）

すべりやすい路面での発進時や加
速時にタイヤの空転を抑え、駆動
力確保に貢献します。
■ ヒルスタートアシストコント
ロール

上り坂で発進するときに、車が後
退するのを緩和します。
■ AVS（アダプティブバリアブル
サスペンションシステム）★

路面の状態や運転操作などに応じ、
ショックアブソーバーの減衰力を
4輪独立に制御することで、なめ
らかな乗り心地と優れた安定感の
確保に貢献し、車両の姿勢維持に
寄与します。また、ドライブモー
ドセレクトで走行モードを選択す
ることで減衰力を切りかえたり
（P.326）、4WDスイッチを
4Lにすることでオフロード走行で
の乗り心地を確保することができ
ます。（P.329）
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

■ EPS（エレクトリックパワース
テアリング）

モーターを利用して、ハンドル操
作を補助します。
■ セカンダリーコリジョンブレー
キ

SRS エアバッグのセンサーが衝突
を検知して作動したとき、自動的
にブレーキと制動灯を制御するこ

運転を補助する装置

走行の安全性や運転性能を確保
するため、走行状況に応じて次
の装置が自動で作動します。た
だし、これらの装置は補助的な
ものなので、過信せずに運転に
は十分に注意してください。

運転を補助する装置について
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とで、車両を減速させ二次衝突に
よる被害の軽減に寄与します。

知識
■TRAC・VSC・ABS・トレーラース
ウェイコントロールが作動していると
き

TRAC・VSC・ABS・トレーラースウェ
イコントロールが作動しているときは、
スリップ表示灯が点滅します。

■TRAC を停止するには

ぬかるみや砂地、雪道などから脱出する
ときに、TRAC が作動していると、アク
セルペダルを踏み込んでもエンジンの出
力が上がらず、脱出が困難な場合があり
ます。このようなときに、VSC OFF ス
イッチを押すことにより、脱出しやすく
なる場合があります。

TRAC を停止するには を押す

マルチインフォメーションディスプレイ

に“Traction Control Turned OFF”

と表示されます。もう一度 を押すと、

システム作動可能状態にもどります。

■TRAC・VSC・トレーラースウェイコ
ントロールを停止するには

TRAC・VSC・トレーラースウェイコン

トロールを停止するには、停車時に

を押し 3秒以上保持する

VSC OFF 表示灯が点灯し、マルチイン
フォメーションディスプレイに
“Traction Control Turned OFF”と表
示されます。※

もう一度 を押すと、システム作動可

能状態にもどります。
※PCS も停止します。PCS 警告灯が点
灯し、マルチインフォメーションディ
スプレイにメッセージが表示されます。
（P.212， 434）

■ を押さなくてもマルチインフォ

メーションディスプレイに TRAC OFF

表示がされたとき

●TRACが一時的に作動できない状態に
なっています。表示が継続する場合は
トヨタ販売店にご相談ください。

●マルチテレインセレクトが作動してい
る場合、モードによっては VSC OFF
スイッチを押していなくても VSC 
OFF 表示灯が点灯します。
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■ヒルスタートアシストコントロールの
作動条件

次のときシステムが作動します。

●シフトレバーの位置が Pまたは N以外
（前進または後退での上り坂発進時）

●車両停止状態

●アクセルペダルを踏んでいない

●パーキングブレーキがかかっていない

●エンジンスイッチがON

■ヒルスタートアシストコントロールの
自動解除

次のいずれかのときシステムが解除され
ます。

●シフトレバーをPまたはNの位置にした

●アクセルペダルを踏んだ

●ブレーキペダルを踏んで、かつパーキ
ングブレーキをかけた

●ブレーキペダルから足を離して最大2秒
経過した

●エンジンスイッチがOFF

■ABS・ブレーキアシスト・VSC・ト
レーラースウェイコントロール・
TRAC・ヒルスタートアシストコント
ロールの作動音と振動

●エンジン始動時や発進直後や、ブレー
キペダルをくり返し踏んだときなどに、
エンジンルームから作動音が聞こえる
ことがありますが、異常ではありませ
ん。

●上記のシステムが作動すると、次のよ
うな現象が発生することがありますが、
異常ではありません。

･ 車体やハンドルに振動を感じる
･ 車両停止後もモーター音が聞こえる

■TRAC・VSC・トレーラースウェイコ
ントロールの自動復帰について

TRAC・VSC・トレーラースウェイコン
トロールを作動停止にしたあと、以下の

ときはシステム作動可能状態にもどりま
す。

●エンジンスイッチをOFF にしたとき

●（TRAC のみを作動停止にしている場
合）車速が高くなったとき
ただし、TRAC と VSCの作動を停止
している場合は、車速による自動復帰
はありません。

■EPS の効果が下がるとき

停車中か極低速走行中に長時間ハンドル
をまわし続けると、EPSシステムのオー
バーヒートを避けるため、EPS の効果が
下がりハンドルが重く感じられるように
なります。その場合は、ハンドル操作を
控えるか、停車し、エンジンを停止して
ください。10分程度でもとの状態にもど
ります。

■セカンダリーコリジョンブレーキの作
動条件

走行中に SRS エアバッグのセンサーが衝
突を検知して作動したとき。
ただし構成部品が破損した場合システム
は作動しません。

■セカンダリーコリジョンブレーキの解
除条件

次のいずれかのとき自動的にシステムが
解除されます

●車速が約 0 mph (0 km/h) になったと
き

●作動して一定時間経過したとき

●アクセルペダルを大きく踏み込んだと
き

警告
■ABSの効果を発揮できないとき

●タイヤのグリップ性能の限界をこえ
たとき（雪に覆われた路面を過剰に
摩耗したタイヤで走行するときなど）
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警告
●雨でぬれた路面やすべりやすい路面
での高速走行時に、ハイドロプレー
ニング現象が発生したとき

■ABS が作動することで、制動距離が
通常よりも長くなる可能性があると
き

ABS は制動距離を短くする装置ではあ
りません。特に次の状況では、常に速
度を控えめにして前車と安全な車間距
離をとってください。

●泥・砂利の道路や積雪路を走行して
いるとき

●タイヤチェーンを装着しているとき

●道路のつなぎ目など、段差をこえた
とき

●凹凸のある路面や石だたみなどの悪
路を走行しているとき

■TRACやVSCの効果を発揮できない
とき

すべりやすい路面では、TRAC や
VSC が作動していても、車両の方向安
定性や駆動力が得られないことがあり
ます。車両の方向安定性や駆動力を失
うような状況では、特に慎重に運転し
てください。

■ヒルスタートアシストコントロール
の効果を発揮できないとき

●ヒルスタートアシストコントロール
を過信しないでください。急勾配の
坂や凍った路面ではヒルスタートア
シストコントロールが効かないこと
があります。

●ヒルスタートアシストコントロール
はパーキングブレーキのように車を
長時間駐車するための機能ではあり
ませんので、同機能を坂道での駐停
車のために使用しないでください。
思わぬ事故につながるおそれがあり
危険です。

■スリップ表示灯が点滅しているとき
は

TRAC、ABS、VSC、トレーラース
ウェイコントロールが作動中であるこ
とを知らせています。常に安全運転を
心がけてください。無謀な運転は思わ
ぬ事故につながるおそれがあり危険で
す。表示灯が点滅したら特に慎重に運
転してください。

■TRACや VSC、トレーラースウェイ
コントロールをOFF にするときは

TRACや VSC、トレーラースウェイ
コントロール は駆動力や車両の方向安
定性を確保しようとするシステムです。
そのため、必要なとき以外は TRAC や
VSC、トレーラースウェイコントロー
ルを作動停止状態にしないでください。
TRACや VSC、トレーラースウェイ
コントロールを作動停止状態にしたと
きは、路面状況に応じた速度で、特に
慎重な運転を心がけてください。

トレーラースウェイコントロールは
VSC の一部であり、VSC が停止して
いる場合や故障している場合は作動し
ません。



346

Owner’s Manual_Japan_M34645_ja

4-5. 運転支援装置について

警告
■タイヤまたはホイールを交換すると
きは

4輪とも指定されたサイズで、同じ
メーカー・ブランド・トレッドパター
ン（溝模様）・ロードインデックス（荷
重指数）のタイヤを使用し、推奨され
た空気圧にしてください。

異なったタイヤを装着すると、ABS・
TRAC・VSC・トレーラースウェイコ
ントロールなど、運転を補助するシス
テムが正常に作動しません。タイヤ、
またはホイールを交換するときは、ト
ヨタ販売店に相談してください。

■タイヤとサスペンションの取り扱い

問題があるタイヤを使用したり、サス
ペンションを改造したりすると、運転
を補助するシステムに悪影響をおよぼ
し、システムの故障につながるおそれ
があります。

■トレーラースウェイコントロールに
関する注意

トレーラースウェイコントロールシス
テムは、すべての状況においてトレー
ラーのふらつきの低減を可能にするも
のではありません。車両やトレーラー
の状態、路面の状態、走行環境といっ
た様々な要因から本システムの効果が
得られない可能性があります。トレー
ラーを適切にけん引する方法について
は、トレーラーに関する取扱説明書を
参照してください。

■トレーラーがふらつくときは

次のことを必ずお守りください。お守
りいただかないと、重大な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

●ハンドルをまっすぐ、しっかりと
握ってください。ハンドルを操作し
てトレーラーのふらつきを抑えよう
としないでください。

●アクセルペダルから急に足を離さず、
徐々に離して速度を落としてくださ
い。速度を上げないでください。ブ
レーキを掛けないでください。

急ハンドルや急ブレーキをかけなけれ
ば車両とトレーラーのふらつきが安定
します。

■セカンダリーコリジョンブレーキに
ついて

セカンダリーコリジョンブレーキを過
信しないでください。本システムは、
二次衝突による被害の軽減に寄与する
ことを目的としていますが、その効果
はさまざまな条件によりかわります。

システムを過信すると重大な傷害にお
よぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

知識
■作動条件

●アクティブフロントスポイラーは、次
の条件をを満たすと自動的に作動しま
す。

走行時は、必ず法定速度を守ってくださ
い。

●外気温が40℉ (5℃ ) 以上の場合、自動
的に作動します。

●けん引モードのときは自動的に格納さ
れます。 

●4Hモードまたは 4Lモード時は自動的
に格納されます。★

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

システムに不具合がある場合は、高速走
行を避け、トヨタ販売店で点検を受けて
ください。

メンテナンスのためにエンジンア
ンダーカバーを取り外すには、ア
クティブフロントスポイラーを展
開する必要があります。
■ アクティブフロントスポイラー
をサービスポジションにする

エンジンスイッチをOFF にしてか
ら約 45秒以内に、ワイパーレ

バーを ※1または ※2 の位

置に動かし、約2秒以上保持して
ください。アクティブフロントス
ポイラーがサービスポジションに
展開されます。
※1タイプA

アクティブフロントスポイ
ラー★

アクティブフロントスポイラー
は、走行中に自動的に作動しま
す。高速走行時の空力性能を向
上させ、より安定した乗り心地
に貢献します。

条件 速度 mph (km/h)

展開する 37（60）以上

格納する 25（40）未満

注意
■システムの損傷を防ぐために

●アクティブフロントスポイラーにア
クセサリーやその他の装飾品を取り
付けないでください。

●アクティブフロントスポイラーを改
造したり、分解したりしないでくだ
さい。

●アクティブフロントスポイラーに強
い衝撃を与えないでください。

アクティブフロントスポイラー
を手動で展開する
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※2タイプ B

■ アクティブフロントスポイラー
を格納位置にする

エンジンスイッチをONにし、シ
フトレバーをRまたはDに入れる
と、アクティブフロントスポイ
ラーが格納されます。

注意
■アクティブフロントスポイラーの損
傷を防ぐために

アクティブフロントスポイラーを手動
で展開または格納する前に、周囲に障
害物や異物がないことを確認してくだ
さい。
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● 次のものはそれぞれ外気温に適
したものをお使いください。

･ エンジンオイル
･ 冷却水
･ ウォッシャー液

● バッテリーの点検を受けてくだ
さい。

● 冬用タイヤ（4輪）やタイヤ
チェーン（後部タイヤ用）※を
使用してください。

※285/65R18のタイヤには、タイヤ
チェーンを装着することはできません。 

タイヤは4輪とも同一サイズで同一銘柄
のものを、タイヤチェーンはタイヤサイ
ズに合ったものを使用してください。

寒冷時の運転

寒冷時に備えて、準備や点検な
ど正しく処置していただいた上
で適切に運転してください。
常に気象条件に適した運転を心
がけてください。

冬を迎える前の準備について

警告
■冬用タイヤを装着するとき

次のことを必ずお守りください。お守
りいただかないと、車両のコントロー
ルが不能となり、重大な傷害におよぶ
か、最悪の場合死亡につながるおそれ
があります。 

●指定サイズのタイヤを使用する

●空気圧を推奨値に調整する

●装着する冬用タイヤの種類に関わら
ず、75 mph（120 km/h）をこえ
て運転しないでください。

●冬用タイヤを装着する際は、必ず 4
輪とも装着する

●4WD：メーカー、モデル、トレッド
パターン、トレッド摩耗が異なるタ
イヤを混在させないでください。

■タイヤチェーンを装着するとき
（285/65R18のタイヤ装着車を除
く）

次のことを必ずお守りください。お守
りいただかないと、車両のコントロー
ルが不能となり、重大な傷害におよぶ
か、最悪の場合死亡につながるおそれ
があります。

●装着したチェーンに定められた制限
速度、もしくは 30 mph (50 km/
h) のどちらか低い方をこえる速度で
走行しない

●路面の凹凸や穴を避ける

●急加速・急ハンドル・急ブレーキや
シフト操作による急激なエンジンブ
レーキの使用は避ける

●カーブの入り口手前で十分減速して、
車のコントロールを失うのを防ぐ

●LTA（レーントレーシングアシスト）
を使用しない

注意
■冬用タイヤを修理・交換するときは

冬用タイヤを交換するときは、トヨタ
販売店に相談してください。冬用タイ
ヤの取り付け・取りはずしは、タイヤ
空気圧バルブ／送信機の作動に影響し
ます。
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状況に応じて次のことを行ってく
ださい。
● ドアやワイパーが凍結したとき
は無理に開けたり動かしたりせ
ず、ぬるま湯をかけるなどして
氷を解かし、すぐに水分を十分
にふき取ってください。

● フロントウインドウガラス前の
外気取り入れ口に雪が積もって
いるときは、エアコンのファン
を正常に作動させるために、雪
を取り除いてください。

● 外装ランプ・ドアミラー・ドア
ガラス・車両の屋根・タイヤの
周辺やブレーキ装置に雪や氷が
付いているときは、取り除いて
ください。

● 乗車する前に靴底に付いた雪を
よく落としてください。

ゆっくりスタートし、車間距離を
十分にとって控えめな速度で走行
してください。

● パーキングブレーキをかけると、
ブレーキ装置が凍結して解除で
きなくなるおそれがあります。
パーキングブレーキはかけずに、
シフトレバーをPに入れて駐車
し、必ず輪止めをしてください。
輪止めをしないと、車が動き思
わぬ事故につながるおそれがあ
り危険です。

● パーキングブレーキをかけずに
駐車するときは、シフトレバー
をP※に入れた状態でシフトレ
バーが動かないことを確認して
ください。

※ブレーキペダルを踏まないで Pからシ
フトするときにロックがかかります。
シフトできる場合は、シフトロックシ
ステムなどの故障が考えられます。た
だちにトヨタ販売店で点検を受けてく
ださい。

 285/65R18 タイヤ非装着車
タイヤチェーンを装着する際は、
正しいサイズのタイヤチェーンを
使用してください。
チェーンサイズはタイヤサイズご
とに規定されています。

サイドチェーン（直径0.2 in.

［5 mm］） 

運転する前に

運転するとき

駐車するとき

警告
■駐車するとき

パーキングブレーキをかけずに駐車す
る場合は、必ず輪止めを行ってくださ
い。輪止めをしないと、車両が動き思
わぬ事故につながるおそれがあり危険
です。

タイヤチェーンの選び方
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クロスチェーン（直径 0.25 in.

［6.3 mm］）
 285/65R18 タイヤ装着車
タイヤと車体の間のスペースが狭
いため、タイヤチェーンは装着で
きません。
スタッドレスタイヤを使用してく
ださい。

タイヤチェーンの使用に関する規
制は、地域や道路の種類によって
異なります。
タイヤチェーンを取り付ける前に、
必ず地域の規制をご確認ください。

知識
■タイヤチェーンの装着

タイヤチェーンの装着および取りはずし
の際は、以下の使用方法および注意事項
を守ってください。

●タイヤチェーンの装着および取りはず
しは、安全な場所で行ってください。

●タイヤチェーンは後輪に装着してくだ
さい。前輪には装着しないでください。

●後輪のタイヤチェーンは、できるだけ
しっかりと締めてください。0.5 ～ 
1.0 km 走行したら、チェーンを締め直
してください。

●タイヤチェーンの装着は、タイヤ
チェーンに付属の取扱説明書に従って
ください。

タイヤチェーンの使用に関する
規制について（285/65R18 タ
イヤ装着車）

注意
■タイヤチェーンの装着

タイヤチェーンを装着すると、タイヤ
空気圧警告バルブとトランスミッター
が正常に機能しない場合があります。
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5-1. エアコンの使い方

5-1. エアコンの使い方

 タイプ A

 タイプ B

温度調整スイッチ

風量調整スイッチ

吹き出し口切りかえスイッチ

フロント席集中送風モード（S-FLOW）スイッチ

内外気切りかえスイッチ

冷房・除湿スイッチ

リヤウインドウデフォッガー＆ミラーヒータースイッチ

フロントデフロスタースイッチ

オートエアコン

設定温度に合わせて吹き出し口と風量を自動で調整します。

エアコン操作スイッチについて
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OFF スイッチ

AUTOスイッチ（オート設定）

運転席側温度調整スイッチ

AUTOスイッチ

SYNC（シンクロ）スイッチ（各席連動モード）

助手席側温度調整スイッチ

■ 温度を調整する
温度調整スイッチを操作します。
温度を上げるには上に、温度を下
げるには下に動かします。
冷房・除湿スイッチが押されていない場
合は、送風または暖房で使用できます。

■ 風量を切りかえる
風量調整スイッチを操作します。
上に動かすとファン速度が上がり、
下に動かすとファン速度が下がり
ます。
OFF スイッチを押すとファンが止まりま
す。

■ 吹き出し口を切りかえる
吹き出し口切りかえスイッチを操
作します。
操作するたびに、次のように切り替わり
ます。

1 上半身に送風
2 上半身と足元に送風
3 足元に送風
4 足元に送風・フロントウインド
ウガラスの曇りを取る

■ 内気循環／外気導入を切りかえ
るには

内外気切りかえスイッチを押しま
す。
スイッチを操作するたびに、外気
導入モードと内気循環モードが切
り替わります。
内気循環モードが選択されると、
スイッチのインジケーターが点灯
します。
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■ 冷房・除湿機能を使用する
冷房・除湿スイッチを押します。
機能がONのときは“A/C ON”イン
ジケーターが点灯します。機能がOFF
のときは“A/C OFF”インジケーター
が点灯します。

■ フロントウィンドウガラスの曇
りを取る

フロントウィンドウガラスとフロ
ントサイドウィンドウの曇り止め
に使用します。
フロントデフロスタースイッチを
押してください。
内気循環モードを使用する場合は、外気
モードスイッチを押してください。（自動
的に切り替わる場合があります。）

フロントウィンドウガラスとサイドウィ
ンドウの曇りを素早く除去するには、風
量を強くし設定温度を上げてください。

前のモードに戻るには、フロントウィン
ドウガラスの曇りが取れた状態でフロン
トデフロスタースイッチをもう一度押し
ます。

フロントデフロスタースイッチがONの
とき、スイッチのインジケーターが点灯
します。

■ リヤウィンドウデフォッガー＆
ミラーヒーター

リヤウィンドウガラスの曇りを取
るときや、ドアミラーから雨滴や
霜を取るときに使用してください。
リヤウィンドウデフォッガー＆ミ
ラーヒータースイッチを押す
リヤウィンドウデフォッガーとミラー
ヒーターは、約 15分後に自動的にOFF
になります。

リヤウィンドウデフォッガーとミラー
ヒータースイッチがONの場合、リヤ

ウィンドウデフォッガーとミラーヒー
タースイッチのインジケーターが点灯し
ます。

知識
■外気温が 75℉（24℃）をこえ、エア
コンが作動している場合

●エアコンの消費電力を抑えるため、エ
アコンは自動的に内気循環モードに切
り替わる場合があります。
これにより燃費も向上します。

●エンジンスイッチをONにすると、内気
循環モードが選択されています。

内外気切りかえスイッチを押すこと
で、いつでも外気モードに切り替え
ることができます。

■ガラスの曇りについて

●車内の湿度が高いときはガラスが曇り
やすくなります。冷房・除湿機能を
ONにすると、吹き出し口からの空気
が除湿され、フロントウィンドウガラ
スの曇りを効果的に除去できます。

●冷房・除湿機能をOFF にすると、ガラ
スが曇りやすくなります。

●内気循環モードを使用すると、ガラス
が曇ることがあります。

■砂ぼこりなどが立つ道路を走行する場
合

すべての窓を閉めてください。窓を閉め
たあとも、車両から舞い上がった砂ぼこ
りなどが車内に吸い込まれる場合は、吸
気モードを外気循環モードに設定し、
ファン速度をOFF 以外の設定にすること
をお勧めします。

■外気導入・内気循環について

●トンネルや渋滞などで、汚れた外気を
車内に入れたくないときや、外気温度
が高いときに冷房効果を高めたい場合
は、内気循環にすると効果的です。
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●設定温度や室内温度などにより、自動
的に切りかわる場合があります。

■外気温度が 0℃近くまで下がったとき

冷房・除湿スイッチを押しても除湿機能
が作動しない場合があります。

■換気とエアコンの臭い

●車室外の空気を車室内に取り入れたと
きは、外気導入にしてください。

●エアコン使用中に、車室内外のさまざ
まな臭いがエアコン装置内に取り込ま
れて混ざり合うことにより、吹き出し
口からの風に臭いがすることがありま
す。

●エアコン始動時に発生する臭いを抑え
るために、オート設定での使用時には
エアコン始動直後、しばらく足元から
の送風に切りかわったり、送風が停止
したりする場合があります。

●駐車時に自動的に外気導入に切りかえ
ることにより駐車中の換気をうながし、
始動時に発生するにおいを緩和します。

■エアコンフィルター

P.412

■エアコンシステムの冷媒

●エアコンシステムの冷媒に関するラベ
ルは、ボンネットの下図に示す位置に
貼付されています。

●ラベルに記載されている各記号の意味
は次のとおりです。

■カスタマイズ

一部の機能はカスタマイズ可能です。
（カスタマイズ可能な機能： P.485）

注意

空調システム

空調システム潤滑油の種
類

エアコンシステムの修理
には登録技術者が必要で
す

可燃性冷媒

警告
■フロントウィンドウガラスの曇りを
防止するために

外気の湿度が非常に高いときにエアコ
ンを低い設定温度で作動させていると
きは、フロントデフロスタースイッチ
を押さないでください。
外気とガラスの温度差でガラスの外側
が曇り、視界をさまたげる場合があり
ます。

■リヤウインドウデフォッガー＆ミ
ラーヒーターが作動しているとき

ドアミラーの表面が非常に熱くなりま
す。やけどをするおそれがあるのでふ
れないでください。

注意
■バッテリーあがりを防ぐために

エンジン停止中は、エアコンを必要以
上に使用しないでください。
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 タイプ A
1 AUTOスイッチを押す
2 温度を設定する
3 運転を停止するには、OFFス
イッチを押す

 タイプ B
1 AUTOスイッチを押す
2 温度を設定する
3 運転を停止するには、OFFス
イッチを押す

風量や吹き出し口を切りかえると、
AUTOスイッチの作動表示灯が消
灯しますが、操作した機能以外の
オート設定は継続します。

知識
■オート設定の作動について

風量は温度設定と外気の状態により自動
で調整されるため、AUTOスイッチを押
した直後、温風や冷風の準備ができるま
でしばらく送風が停止する場合がありま
す。

エアコンの送風がフロント席に優
先されるよう、送風を自動的に制
御する機能です。助手席に乗員が
いない場合は、運転席のみへの送
風に切りかわることがあります。
無駄な冷暖房を抑えることで、燃
費の向上に貢献します。
フロント席集中送風モードは、次
のような状況で作動します。
● リヤ席に乗員を検知していない
● フロントウインドウガラスの曇
り取りが作動していない

作動中は が点灯します。

■ 手動でフロント席集中送風モー
ドの作動／非作動を切りかえる

フロント席集中送風モードは、ス
イッチ操作によりフロント席のみ
への送風と全席への送風を切りか
えることができます。このとき、
送風の自動制御は作動しなくなり
ます。

エアコン操作パネルの を押して

切りかえます。
● 表示灯が点灯：フロント席のみ
への送風

● 表示灯が消灯：全席への送風

知識
■送風の自動制御について

●車室内を快適に保つために、エンジン
始動直後や外気温によっては、乗員が
いないシートにも送風されることがあ
ります。

注意
■エアコンシステムの部品を修理・交
換するときは

修理・交換はトヨタ販売店にご依頼く
ださい。
エバポレーターなどのエアコンシステ
ムの部品を交換する場合は、必ず新品
と交換してください。

オート設定で使用する

フロント席集中送風モード（S-
FLOW）
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●エンジン始動後に乗員が車室内を移動
した場合や乗降した場合は、乗員の有
無を正しく検知できず、送風の自動制
御は作動しません。

■送風の手動制御について

手動でフロント席のみへの送風に切りか
えた場合でも、リヤ席に乗員がいると自
動的に全席に送風されることがあります。

■送風を自動制御にもどすには
1 インジケーターが消灯している状態
で、エンジンスイッチをOFF にする。

2 60 分以上経過後に、エンジンスイッ
チをONにする。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

SYNCモードをONにするには、
SYNCスイッチを上または下に操
作する
運転席側温度調整スイッチで運転席およ
び助手席の設定温度を調整できます。運
転席および助手席の設定温度を別々に設
定するには、助手席側温度調整スイッチ
を操作するか、再度SYNCスイッチを
押してください。

SYNC モードが ONのときは、SYNC
スイッチの表示灯が点灯します。

フロントウィンドウガラスとワイ
パーブレードの凍結を防ぐために
使用してください。
リヤウィンドウデフォッガー＆ミ
ラーヒータースイッチを押す
ウインドシールドデアイサーは、約15
分後に自動的にOFF になります。

リヤウィンドウデフォッガー＆ミラー
ヒータースイッチをONにすると、ウイ
ンドシールドデアイサーもONになりま
す。

リヤウィンドウデフォッガー＆ミラー
ヒータースイッチがONのとき、リヤ
ウィンドウデフォッガー＆ミラーヒー
タースイッチのインジケーターが点灯し
ます。

■ 吹き出し口の位置
吹き出し口の切りかえ設定により、
風が出る位置や風量が変化します。

■ 風向きの調整と吹き出し口の開
閉

 フロント
風向きを左または右、上または下
に向けます。

各席の設定温度を連動して設定
する（SYNCモード）★

フロントワイパーデアイサー

警告
■ウインドシールドデアイサーが作動
しているとき

フロントウィンドウガラス下部および
フロントピラー横の表面が熱くなって
おり、やけどをするおそれがあるので
ふれないでください。

吹き出し口の配置・操作
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1 吹き出し口を開ける
2 吹き出し口を閉じる
 リヤ
風向きを左または右、上または下
に向けます。

1 吹き出し口を開ける
2 吹き出し口を閉じる

警告
■フロントウィンドウガラスの曇り取
りをさまたげないために

インストルメントパネルの上に、吹き
出し口をさえぎるようなものを置かな
いでください。送風がさえぎられ、曇
りが取れにくくなることがあります。
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

■ ステアリングヒーター
ステアリングヒーターのON／
OFF を切りかえる
ステアリングヒーターがONのと
きは、ステアリングヒータース
イッチのインジケーターが点灯し
ます。

■ フロントシートヒーター／シー
トベンチレーター

ステアリングヒーター★／
シートヒーター★／シート
ベンチレーター★

● ステアリングヒーター
ハンドルのグリップ部を暖める
ことができます。

● フロントシートヒーター／リ
ヤシートヒーター

シートの表面を暖めることがで
きます。

● フロントシートベンチレー
ター／リヤシートベンチレー
ター

シート内部に装備されたファン
で換気することにより、シート
表面の通気をよくすることがで
きます。

警告
■低温やけどについて

次の方がステアリングヒーター／シー
トヒーターにふれないようにご注意く
ださい。

●乳幼児・お子さま・お年寄り・病
人・体の不自由な方

●皮膚の弱い方

●疲労の激しい方

●深酒や眠気をさそう薬（睡眠薬、風
邪薬など）を服用された方

注意
■シートヒーター／シートベンチレー
ターの損傷を防ぐために

凹凸のある重量物をシートの上に置い
たり、針金や針などの鋭利なものを突
き刺したりしないでください。

■バッテリーあがりを防ぐために

エンジンが停止した状態で使用しない
でください。

操作スイッチについて
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シートヒーターのON/OFF を

切りかえる
スイッチを押すたびに、作動状態が次の
ように切りかわります。
Hi（3 個点灯）Mid（2個点灯）Lo
（1個点灯）OFF
作動中はレベルインジケーター（赤）が
点灯します。

ファンのON/OFF を切りかえ

る
スイッチを押すたびに、作動状態が次の
ように切りかわります。
Hi（3 個点灯）Mid（2個点灯）Lo
（1個点灯）OFF
作動中はレベルインジケーター（青）が
点灯します。

■ リヤシートヒーター★／シート
ベンチレーター★

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

シートヒーターのON/OFF を

切りかえる
スイッチを押すたびに、作動状態が次の
ように切りかわります。
Hi（3 個点灯）Mid（2個点灯）Lo
（1個点灯）OFF
作動中はレベルインジケーター（赤）が
点灯します。

ファンのON/OFF を切りかえ

る
スイッチを押すたびに、作動状態が次の
ように切りかわります。
Hi（3個点灯）Mid（2 個点灯）Lo
（1 個点灯）OFF
作動中はレベルインジケーター（青）が
点灯します。

知識
■作動条件

エンジンスイッチがONのとき

警告
■異常加熱や低温やけどを防ぐために

シートヒーターを使用するときは次の
ことをお守りください。

●毛布・クッションなどを使用しない

●長時間連続使用しない
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5-2. 室内灯のつけ方

インテリアランプ・パーソナルランプ（P.364）

ドアカーテシランプ★

雰囲気照明★（P.364）

シフトレバー照明★

エンジンスイッチ照明

グローブボックス照明★

足元照明★

フロントトレイ照明

センターコンソール内照明★

ワークランプ
･ カーゴランプ（P.365）
･ ベッドランプ★（P.365）

室内灯一覧

室内灯の位置
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･ トレーラーヒッチランプ★（P.365）
★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

OFF
ランプを消灯する

DOOR
ドアの開閉に連動してランプの点灯・消
灯を切りかえる

点灯
ランプを個別に消灯することはできませ
ん

 フロント
ランプを点灯・消灯する

 リヤ
ランプを点灯・消灯する

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

MOODを押すたびに、照明の明る
さが変わります。

室内灯（メインスイッチ）

インテリアランプ・パーソナル
ランプを操作するには

雰囲気照明★
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OFF
ランプを消灯する

DOOR
カーゴランプおよびベッドランプは、シ
フトレバーが P・D・Rポジションにあ
るときに、ドアまたはテールゲートを開
閉すると点灯・消灯します。
トレーラーヒッチランプは、シフトレ
バーがPまたは Rポジションにあると
きに、ドアまたはテールゲートを開閉す
ると点灯します。トレーラーヒッチラン
プは、シフトレバーがDポジションにな
ると消灯します。

ON
シフトレバーが PまたはRポジション
にあるときは、カーゴランプ・ベッドラ
ンプ・トレーラーヒッチランプが点灯し
ます。シフトレバーがDポジションにあ
るときは、カーゴランプとベッドランプ
のみが点灯します。

知識
■イルミネーテッドエントリーシステム

電子キーの検知・ドアの施錠／解錠・ド
アの開閉・エンジンスイッチのモードに
より、各部の照明が自動的に点灯・消灯
します。

■バッテリーあがりを防ぐために

ドアが完全に閉まっておらず、メインス
イッチがDOORの位置にある場合、次の
ランプが点灯したままになると、20分後
に自動で消灯します。

●インテリアランプ・パーソナルランプ

●カーゴランプ

●ベッドランプ

●トレーラーヒッチランプ

■SRS エアバッグが作動すると

SRS エアバッグの作動時または後方から
強い衝撃を受けたときは、室内灯が約 20
分間自動で点灯します。

手動操作で消灯することもできますが、2
次災害を防ぐため、安全が確保できるま
では消灯しないことをおすすめします。

（衝撃の度合いや事故の状況によっては点
灯しないことがあります。）

■カスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（P.475）

ワークランプ（メインスイッチ）

注意
■バッテリーあがりを防止するために

エンジンが停止した状態で、長時間ラ
ンプを点灯しないでください。

■ランプのレンズの取りはずしについ
て

インテリアランプとフロントパーソナ
ルランプのレンズを絶対に取りはずさ
ないでください。ランプが故障する原
因となります。レンズを取りはずす必
要がある場合は、トヨタ販売店にご相
談ください。
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小物入れ

グローブボックス

カップホルダー

コンソールボックス

ボトルホルダー

リヤシート小物入れ

収納装備一覧

収納装備の位置

警告
■収納装備に放置してはいけないもの

メガネ、ライターやスプレー缶を収納
装備内に放置したままにしないでくだ
さい。放置したままでいると、次のよ
うなことが起こるおそれがあり危険で
す。

●室温が高くなったときの熱や、他の
収納物との接触などにより、メガネ
が変形やひび割れを起こす

●室温が高くなったときにライターや
スプレー缶が爆発したり、他の収納
物との接触でライターが着火したり
スプレー缶のガスがもれるなどして
火災につながる
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レバーを引き上げて開ける

1 メカニカルキーで解錠
2 メカニカルキーで施錠

知識
■グローブボックストレイ

グローブボックス内のトレイは取りはず
すことができます。

1 トレイを持ち上げてツメを取りはずす

2 トレイをスライドしてツメを取りはず
す

 フロント（タイプA）

 フロント（タイプB）
押して開ける

 リヤ（タイプA）

グローブボックスを使うには

警告
■グローブボックスを使用しないとき

グローブボックスを必ず閉じてくださ
い。急ブレーキや急旋回時などに、開
いたフタに体があたったり、収納して
いたものが飛び出したりして、思わぬ
事故につながるおそれがあり危険です。

カップホルダーを使うには
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 リヤ（タイプ B）
アームレストを手前に倒す

 フロント

 リヤ★

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

知識
■ボトルホルダーについて

●ペットボトルのフタを必ず閉めてから
収納してください。

●ペットボトルの大きさ・形によっては
収納できないことがあります。

警告
■収納してはいけないもの

カップホルダーにはカップ・缶・ペッ
トボトル以外のものを置かないでくだ
さい。
急ブレーキや事故により収納していた
ものが飛び出し、けがをするおそれが
あります。
やけどを防ぐために温かい飲み物には
フタを閉めておいてください。

■使用しないとき

フタを必ず閉じてください。
走行中の思わぬ事故や急停止により、
けがをするおそれがあります。

ボトルホルダーを使うには

警告
■収納してはいけないもの

ボトルホルダーにはペットボトル以外
のものを置かないでください。
急ブレーキをかけたときや衝突時に収
納していたものが飛び出し、けがをす
るおそれがあります。

注意
■収納してはいけないもの

ボトルホルダーには、ジュースなどが
入っている紙コップ・ガラス製のコッ
プなどを収納しないでください。
ジュースなどがこぼれたり、ガラス製
品が割れたりするおそれがあります。
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左右どちらかのボタンを押してフ
タを開ける

知識
■コンソールボックス

補助ボックスを移動させると、コンソー
ルボックスを開けることができます。

■コンソールボックス内の仕切りについ
て

コンソールボックスの仕切りは取りはず
すことができます。

取りはずした仕切りは図の位置に収納す
ることができます。

 タイプA
押して開ける
ボックスは、小物を保管することができ
ます。

 タイプB
引いて開ける

コンソールボックスを使うには 警告
■走行中の警告

コンソールボックスを必ず閉じてくだ
さい。
急ブレーキ時などに、開いたフタが体
に当たったり、収納していたものが飛
び出したりして、思わぬ事故につなが
るおそれがあり危険です。

小物入れを使うには
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 タイプ C★

フタを引いて開ける。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

 タイプD★

後部座席の背もたれを倒す。
（P.126）

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

■ リヤシート小物入れを開ける
シートクッションを上げる。
（P.127）
■ リヤシート小物入れを閉める
シートクッションを戻す。
（P.128）

知識
■リヤシート小物入れについて

仕切りは取りはずしたり、位置を変更し
たりできます。

警告
■小物入れを使用しないとき

フタを必ず閉じてください。
急ブレーキや急旋回時などに、開いた
フタに体があたったり、収納していた
ものが飛び出したりして、思わぬ事故
につながるおそれがあり危険です。

■収納してはいけないもの（タイプA）

オーバーヘッドコンソールに0.4lb.
（0.2kg）以上のものを入れないでくだ
さい。
オーバーヘッドコンソールが開き収納
されているものが飛び出したりして、
思わぬ事故につながるおそれがあり危
険です。

リヤシート小物入れを使うには
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ネットやロープを使って荷物を固
定することができます。

■ 固定用留め具
固定用留め具をお好みの位置に調
整して荷物などを固定することが
できます。

ロックプレート

ダイヤル

固定用留め具

● 固定用留め具の取り付け
1 ダイヤルを反時計回りにゆる
め、ロックプレートが 0.5 in.
（12.7 mm）の隙間ができるよ
うに押し下げます。

デッキレール

溝

荷台装備

荷物固定用フック

荷台
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ロックプレート

2 ロックプレートをデッキレール
に挿入し、固定用留め具を 
90°回転させてダイヤルを離
します。

3 固定用留め具をデッキレールの
溝にはまる位置までスライドさ
せます。

トノカバーを使用する場合、固定用留め
具の位置が適切になっており、固定の妨
げになっていないことを確認してくださ
い。

4 ダイヤルを“カチッ”と音が
するまで時計回りにまわしま
す。

5 固定用留め具をデッキレールの
溝にはまり、しっかりと固定さ
れていることを確認してくださ
い。

警告
■固定用留め具に関する注意事項 

●固定用留め具をデッキレール正しく
取り付けれていることを確認してく
ださい。
正しく取り付けしていないと、荷物
などがしっかり固定され無い可能性
があり、急ブレーキ時などに荷物が
飛び出したりして、思わぬ事故につ
ながるおそれがあり危険です。
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■ 垂直での取り付け
荷台の溝を使用して板などで仕切
ることができます。

設置位置：
 タイプA

 タイプB

 タイプC

警告
●固定用留め具に45度をこえる角度や
220 lbs（100 kg）をこえる荷重
をかけたりすると、固定部品や荷物
が損傷する可能性があります。これ
により、急ブレーキ時などに荷物が
飛び出したりして、思わぬ事故につ
ながるおそれがあり危険です。

●荷物がしっかり固定されていること
を確認してください。
荷物などがしっかり固定されていな
いと急ブレーキ時などに荷物が飛び
出したりして、思わぬ事故につなが
るおそれがあり危険です。

●トノカバーを使用する場合、固定用
留め具の位置が適切になっており、
固定の妨げになっていないことを確
認してください。
トノカバーがしっかり固定されてい
ないと走行中にはずれて、思わぬ事
故につながるおそれがあり危険です。

荷台用仕切り板
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準備する板の寸法：
次の寸法で 2 x 8 の板を取り付け
できます。

62.2 in（1580 mm）

60.7 in（1541 mm）

6度

車両に個体差があるため、 と の寸法

を測定し、正確な長さを確認してくださ

い。

■ 水平での取り付け
荷台の溝に 2 x 8 の板などで置く
ことができます。
設置する位置に合わせて、実車で
長さを測り板を準備します。

設置位置：
 タイプA

 タイプB

 タイプC
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寸法：

幅 61.9 in（1573 mm）

幅 55.5 in（1409 mm）

幅 61.9 in（1573 mm）

車両に個体差があるため、 、 、 の

寸法を測定し、正確な長さを確認してく

ださい。

警告
■荷台仕切り版について

●オフロード走行や荒れた地形を走行
する際は、荷台仕切り版を使用しな
いでください。仕切り板が荷台から
飛び出したりして、思わぬ事故につ
ながるおそれがあり危険です。

●仕切り板が適切な寸法になっている
ことを確認してください。適切な寸
法に加工されていないと仕切り板が
荷台から飛び出したりして、思わぬ
事故につながるおそれがあり危険で
す。

注意
■荷台用仕切り板を使用するとき

●板などを溝に取り付けただけでは荷
物をしっかり保持できない場合があ
ります。適切な方法で荷物を固定し
てください。

●荷台の溝は、車両ごと個体差がある
ため、参考値になり、車両に合わせ
て板を調整する必要があります。無
理やり板などを取り付けようとする
と損傷する可能性があります。
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充電用USB端子は、使用する機
器に 5V、2.5A（USB Type-A）
または3.0A（USB Type-C）の
電源としてお使いください。
充電ポートの種類に応じて適切な
端子を使用してください。
このUSB Type-C 端子は充電専用
でありデータ転送などは行えませ
ん。
また、使用する機器によっては、
正常に充電できない場合がありま
す。ご使用になる機器に付属の取
扱説明書もお読みください。
■ 充電用USB端子を使用するには
 コンソールボックス

USB Type-A

USB Type-C

 コンソールボックス背面★

フタを開ける

USB Type-A

USB Type-C
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

知識
■充電用USB 端子の作動条件

エンジンスイッチがACCまたはONの
とき

■充電用USB 端子が正常に働かないおそ
れのある状況

●USB Type-A：DC5V/2.5A をこえる
電力を要求する機器を接続したとき
USB Type-C：DC5V/3.0A をこえる
電力を要求する機器を接続したとき

●パソコンと通信を行う機器を接続した
とき

●接続機器の電源がOFF のとき（機器に
より異なります）

●炎天下に駐車したあとなど、車室内の
温度が高いとき

■使用する外部機器について

一部の機器では、充電中に充電がいった
ん停止後、再充電を開始する場合があり
ますが、故障ではありません。

その他の室内装備

充電用USB端子を使うには



377

5

Owner’s Manual_Japan_M34645_ja

5-4. その他の室内装備の使い方
室
内
装
備
・
機
能

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

ワイヤレスパワーコンソーシアム
（WPC）によるワイヤレス充電規
格Qi に適合したスマートフォンや
モバイルバッテリーなどの携帯機
器を充電エリアに置くだけで、携
帯機器を充電することができます。

適合機器はWPCのホームページ
（https://www.
wirelesspowerconsortium.
com/）でご確認いただけます。
ワイヤレス充電器より大きい携帯
機器には本機能を使用できません。
また、携帯機器によっては、正常
に作動しない場合があります。
ご使用になる携帯機器に付属の取
扱説明書もお読みください。
■「Qi」マークについて
「Qi」、Qi マークは、ワイヤレスパ
ワーコンソーシアム（WPC）の商
標です。
Qi ID：11277

■ 各部の名称

作動表示灯

充電エリア※

充電トレイ

約1.0 in.（2.5 cm）

注意
■充電用USB端子の損傷を防ぐために

●端子部に異物を入れないでください。

●水や液体をかけないでください。

●コンソールボックス背面の充電用
USB 端子を使わないときはフタを必
ず閉じてください。端子部に異物や
液体が入ると故障やショートの原因
になります。

●強い力や衝撃を加えないでください。

●分解や改造、取りはずしをしないで
ください。

■外部機器の損傷を防ぐために

●機器を車室内に放置しないでくださ
い。車室内が高温となり、故障の原
因となります。

●機器が接続されているときに、外部
機器や外部機器のケーブルを押し下
げたり、不要な力を加えたりしない
でください。

■バッテリーあがりを防ぐために

エンジンが停止した状態で、充電用
USB 端子を長時間使用しないでくださ
い。

ワイヤレス充電器を使うには★
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約 3.9 in.（10 cm）
※ワイヤレス充電器内の充電用コイルは、
携帯機器内の充電用コイル位置まで充
電エリア内を移動することができます。
携帯機器のコイル中心が充電エリア内
に入っていれば充電が可能です。
また、2つ以上の携帯機器を同時に充
電エリアに置くと、正しく充電用コイ
ルを検出できず、充電できないことが
あります。

■ 充電する
携帯機器を置く
携帯機器の充電面を下にして、機器の中
央が充電エリアの中央に来るように置い
てください。

充電中は充電トレイ上の作動表示灯が橙
色に点灯します。

充電が行われないときは、「機能が正常に
働かないおそれのある状況」（P.381）
ご確認ください。

充電が完了するとワイヤレス充電器側の
作動表示灯が緑色に点灯します。

■ 再充電機能
● 充電が完了し、充電停止状態が
一定時間経過すると充電を再開
します。

● 充電エリア内で携帯機器が大き
く動くと、充電用コイルがはず
れて充電がいったん停止します
が、充電エリア内に充電用コイ
ルの中心がある場合は、ワイヤ
レス充電器内の充電用コイルが
その付近まで移動して充電を再
開します。充電エリア外まで携
帯機器が動くと、充電が停止し
ます。充電エリアの中央付近に
携帯機器を置き直してください。

■ 急速充電機能
● 次の携帯機器に対しては急速充
電が行えます。

･ WPCの Ver1.3.2 に準拠した、急速
充電に対応した携帯機器

･ 7.5W充電に対応した iOSを搭載して
いる iPhone（iPhone 8 以降の機種）

･ Galaxy 独自の急速充電規格に対応し
た携帯機器

● 急速充電に対応した携帯機器を
充電すると、自動的に急速充電
機能に切りかわります。
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■ 作動表示灯の点灯状況

※1待機中は充電用の電力は出力していません。この状態で金属製のものを充電エリア
に置いても、加熱されることはありません。

※2携帯機器によっては、充電完了後も表示灯が橙色に点灯し続ける場合があります。

■ ワイヤレス充電器が正しく作動しない状況
ワイヤレス充電器が正しく作動しない状況と、想定される原因の対処方法
は次のとおりです。

作動表示灯
状況

ワイヤレス充電器側
マルチメディアディ

スプレイ側

消灯 非表示
マルチメディア電源がOFF、またはエン
ジンスイッチがOFF のとき

緑（点灯） 灰
待機中（充電可能状態）※1

充電完了時※2

橙（点灯） 青 充電中

作動表示灯
想定される原因・対処方法

ワイヤレス充電器側
マルチメディアディ

スプレイ側

橙（1秒間に1回の
点滅をくり返す）

灰

車両とワイヤレス充電器の通信不良
→ エンジンが始動しているときは、一度
エンジンを停止し、再始動してくださ
い。

エンジンスイッチのモードがACCのと
きは、一度エンジンを始動してください。
（P.169）

緑（1秒間に1回の
点滅をくり返す）

非表示

ワイヤレス充電器とマルチメディアシス
テムの通信異常
→ エンジンが始動しているときは、一度
エンジンを停止し、再始動してくださ
い。

エンジンスイッチのモードがACCのと
きは、一度エンジンを始動してください。
（P.169）
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緑（点灯） 青

AM放送局を自動選局している
→ AM放送局の自動選局が完了するのを
お待ちください。また、自動選局が完
了しないときは、自動選局を停止させ
てください。

スマートエントリー＆スタートシステム
が電子キーの検出を行っている。
→ 電子キーの検出が完了するのをお待ち
ください。

緑（点灯） 灰

異物検知：
充電エリア内に金属製の異物があり、異
物の異常過熱防止機能が働いた
→ 充電エリア内にある異物を取り除いて
ください。

携帯機器のずれ・充電面からの浮き：
携帯機器の充電用コイルの中心が充電エ
リアからはずれた、レンズの凸量が大き
い、又はケースが厚いため、異常過熱防
止機能が働いた
→ 携帯機器を充電トレイから取り出し、
5秒後に充電トレイの中央付近に置き
直してください。
また、ケースやカバーを携帯機器に装
着している場合は、はずしてくださ
い。

携帯機器のバッテリー保護機能：
満充電に達する前に、携帯機器のバッテ
リー保護機能により充電が停止した
→ 携帯機器の仕様のため、設定を確認し
てください。

橙（4回連続の点滅
をくり返す）

灰

ワイヤレス充電器内の温度が一定値をこ
えたことによる安全停止
→ いったん充電を停止し、携帯機器を充
電エリアから取り出して、温度が下が
るまでしばらく待ってから充電を開始
してください。

作動表示灯
想定される原因・対処方法

ワイヤレス充電器側
マルチメディアディ

スプレイ側
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知識
■使用条件

エンジンスイッチがACCまたは ONの
とき

■使用できる携帯機器について

●ワイヤレス充電規格Qi 準拠機器を使用
できます。ただし、Qi Ver1.0 及び
1.3.2 以降に対応した携帯機器に対し
ては、互換性を保証しているものでは
ありません。

●携帯電話やスマートフォンをはじめと
する携帯機器を対象とした 5W以下の
低電力給電を対象としています。

●ただし、次の携帯機器に対しては、5W
をこえる充電に対応しています。

･ 7.5Wの充電に対応した iPhone に対
しては、7.5W以下の充電に対応して
います。

･ Galaxy 独自の充電規格に準拠した携帯
機器に対しては、急速充電に対応して
います。

･ WPC規格のVer1.3.2 に規定されてい
る EPP出力に準拠した携帯機器に対し
ては、15W以下の充電に対応していま
す。

■スマートエントリー＆スタートシステ
ムの使用について

充電動作中にスマートエントリー＆ス
タートシステムが電子キーの検出を行う
と、一時的に充電を停止します。電子
キーが検出されると、充電は自動的に再
開します。

■携帯機器にカバーやアクセサリーを付
けるとき

携帯機器に、「Qi」非対応のカバーやアク
セサリーを付けた状態で充電しないでく
ださい。カバー（一部メーカー純正品を
含む）やアクセサリーの種類によっては
充電できない場合があります。

充電エリアに携帯機器を置いても充電が
行われないときは、カバーやアクセサ
リーをはずしてください。

■充電中のAMラジオ放送連携機能

●充電中、AMラジオにノイズが入る場
合、充電の周波数を自動で切りかえて
ノイズを低減します。

●AMラジオを自動選局中は、充電によっ
て発生するノイズで誤選局しないよう、
一時的に充電を停止します。選局が終
了すると、充電は自動的に再開します。

■充電中についての留意事項

●車室内に電子キーを検出できない場合
は、充電することができません。ドア
の開閉時は、一時的に充電が停止する
ことがあります。

●充電中は、ワイヤレス充電器と携帯機
器が温かくなりますが、異常ではあり
ません。充電中に携帯機器が温かく
なったときは、携帯機器側の保護機能
により、充電が停止することがありま
す。この場合、携帯機器の温度が十分
に下がってから、再度、充電を行って
ください。
また、ワイヤレス充電器内の温度を下
げるためファンが作動することがあり
ますが、異常ではありません。

■作動中の音について

エンジンスイッチを押して ACC または
ONに変更したとき、および携帯機器を
検出中は“ジー”や“カチッ”と作
動音がしますが、異常ではありません。

■清掃について

P.397

■機能が正常に働かないおそれのある状
況

次のような場合は正常に充電しない場合
があります。

●携帯機器が満充電のとき
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●有線接続で携帯機器を充電中のとき

●充電エリアと携帯機器のあいだに異物
があるとき

●充電により、携帯機器の温度が高温に
なっているとき

●炎天下などにより、充電エリア付近の
温度が95℉（35℃）以上になってい
るとき

●携帯機器の充電面を上にして置いたと
き

●折りたたみ式等の小型の携帯機器の充
電コイルが充電エリアからはずれてい
るとき

●携帯機器が充電トレイよりも大きいと
き

●カメラレンズが携帯機器の表面から
0.12 in.（3 mm）以上突出している
とき

●近くにテレビ塔や発電所・ガソリンス
タンド・放送局・大型ディスプレイ・
空港があるなど、強い電波やノイズの
発生する場所にいるとき

●電子キーが車内にないとき

●携帯機器の充電面と充電エリアのあい
だに次のようなものを挟んだり、装着
したりしているとき

･ 厚みがあるケースやカバー
･ 充電面が平面状ではなく、段差や傾斜
があるケースやカバー

･ 厚みがあるデコレーション
･ 指リングやストラップなどのアクセサ
リー

●携帯機器の充電面にカメラなどの突起
があり、携帯機器の充電面と充電エリ
アとのあいだにすき間ができるとき

●携帯機器が、次のような金属製のもの
に接していたり、覆われたりしている
とき

･ アルミ箔などの金属の貼られたカード
･ アルミ箔を使用したタバコの箱

･ 金属製の財布やかばん
･ 小銭
･ カイロ
･ CDや DVDなどのメディア
･ 金属製のデコレーション
･ 金属製のケースやカバー
･ 携帯機器の充電面側に磁石が入った手
帳型ケース

●近くで電波式ワイヤレスリモコンを使
用しているとき

●2つ以上の携帯機器を同時に充電エリア
に置いたとき

●Sペン（Galaxy 端末付属のタッチペン）
内蔵の端末（Note シリーズ等）をご使
用の場合、Sペンを挿入したままトレ
イに置いたとき

また、上記以外で、充電が正常に行われ
ない、または、作動表示灯が点滅したま
まのときは、ワイヤレス充電器の異常が
考えられます。トヨタ販売店へお問い合
わせください。

■スマートフォンのOSを更新したとき

スマートフォンのOSバージョンを更新
したとき、充電の仕様が大きく変更され
ることがあります。WPCの対応バージョ
ンが変更された場合、急速充電機能が使
えなくなる場合があります。詳しくは各
メーカーのホームページ情報等でご確認
ください。

■商標について

･ iPhone は、米国および他の国々で登録
された Apple Inc. の商標です。なお、
iPhone の商標はアイホン株式会社のラ
イセンスにもとづき使用されています。

･ Galaxy は、Samsung Electronics 
Co.,Ltd. の商標または登録商標です。

■認証

P.515
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警告
■運転中の注意

携帯機器を充電する場合、安全のため、
運転者は運転中に携帯機器本体の操作
をしないでください。

■走行中の注意

コードレスヘッドフォンなど小型軽量
の携帯機器は、走行中に充電しないで
ください。非常に軽量のため充電トレ
イから飛び出し、思わぬ事故の原因に
なるおそれがあり危険です。

■電波がおよぼす影響について

植込み型心臓ペースメーカー、植込み
型両心室ペーシングパルスジェネレー
タおよび植込み型除細動器などの医療
用電気機器を装着されている方は、ワ
イヤレス充電器のご使用にあたっては
医師とよくご相談ください。ワイヤレ
ス充電器の動作が医療用電気機器に影
響を与えるおそれがあります。

■故障ややけどを防ぐために

次のことをお守りください。
お守りいただかないと装置の故障や損
傷、車両火災、発熱によるやけど、ま
たは感電につながるおそれがあります。

●充電中に、充電エリアと携帯機器の
あいだに金属物を挟まない

●充電エリアにアルミなどのシールや
金属製のものを貼り付けない

●携帯機器本体および外付けのケース
やカバーなどに対して、充電エリア
と接触する側に、アルミなどのシー
ルや金属製のものを貼り付けたまま
充電しない

●小物入れがわりにものを置かない

●強い力や衝撃をかけない

●分解や改造、取りはずしをしない

●指定された携帯機器以外は充電しな
い

●磁気を帯びたものを近付けない

●充電エリアに、ほこりがかぶった状
態で充電しない

●布などをかぶせて充電しない

注意
■故障やデータ破損を防止するために

●充電中に、充電エリアにクレジット
カード・ETCカードなどの磁気カー
ドや磁気記録メディアなどを近付け
ると、磁気の影響によりデータが消
えるおそれがあります。また、腕時
計などの精密機器を近付けると、こ
われたりするおそれがありますので、
近付けないでください。

●携帯機器の充電面と充電エリアのあ
いだに、交通系 IC カードなど非接触
型 IC カードを挟んだまま充電しない
でください。IC チップが非常に高温
になり、携帯機器や IC カードが破損
するおそれがあります。特に、非接
触型 IC カードを取り付けられるケー
スやカバーを携帯機器に装着したま
ま充電しないようにご注意ください。

●携帯機器は車室内に放置しないでく
ださい。炎天下など車室内が高温と
なり、故障の原因になります。

■バッテリーあがりを防止するために

エンジンを停止した状態で、ワイヤレ
ス充電器を長時間使用しないでくださ
い。
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

手前に倒して使用する

センターピラーに取り付けられた
アシストグリップは、車両への乗
り降り時などにお使いください。

 タイプA

 タイプB

DC12V/10A（消費電力 120W）
未満の電気製品を使用するときの
電源としてお使いください。
フタを開ける。

アームレストを使うには★

注意
■アームレストの破損を防ぐために

過度の負荷をかけないでください。

アシストグリップを使うには

注意
■破損を防ぐために

アシストグリップに重いものをかけた
り、過度の負荷をかけたりしないでく
ださい。

コートフックを使うには

警告
■コートフックへかけてはいけないも
の

ハンガーや他の硬いもの、鋭利なもの
をかけないでください。
SRS カーテンシールドエアバッグがふ
くらんだときにそれらのものが飛び、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。

アクセサリーソケットを使うに
は（12VDC）
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知識
■作動条件

エンジンスイッチがACCまたは ONの
とき

■エンジンスイッチをOFF にするとき

モバイルバッテリーなどの、充電機能を
備えた電気製品をはずしてください。
接続したままにしておくと、エンジンス
イッチを正常にOFF することができなく
なる場合があります。

★：グレード、オプションなどにより、

装備の有無があります。

AC120 Vに対応した電気製品を
使用するときの電源としてお使い
ください。AC100 V専用品など、
AC120 Vに対応していない電気
製品を使用しないでください。
■ 作動条件
 コンソールボックス背面
フタを開ける

 荷台
フタを開ける

■ コンセントをONするとき
AC120 Vスイッチを押す。
インジケーターが点灯していると
きは、アクセサリーコンセントを
使用できます。
AC120 Vスイッチを押すたびに
コンセントのON/OFF が切りかわ
ります。

注意
■アクセサリーソケットの損傷を防ぐ
ために

アクセサリーソケットを使わないとき
はフタを必ず閉じてください。
端子部に異物や液体が入ると故障や
ショートの原因になります。

■ヒューズが切れるのを防ぐために

DC12V/10A（消費電力120W）以
上の電気製品を使用しないでください。

■バッテリーあがりを防ぐために

エンジンが停止した状態で、アクセサ
リーソケットを長時間使用しないでく
ださい。

アクセサリーコンセントを使用
するには（120 VAC）★
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■ アクセサリーコンセントの最大
容量

● 車両走行中
コンセントの最大容量は常に AC120 V
／ 100 Wです

● 車両停止中
･ シフトレバーを PまたはN以外の位
置にすると、最大容量は AC120 V ／
100Wに制限されます

･ シフトレバーが PまたはNのとき、
最大容量は AC120 V ／ 400 Wで
す。

上記の状況のとき、コンセントの
メインスイッチをOFFにしてから
再びONにすることで、最大容量
400 Wを回復できます
■ 電源プラグを接続するとき
フタを開けて、電気製品の電源プ
ラグをコンセントの奥までしっか
り挿し込む。
 コンソールボックス背面

 デッキ

■ コンセントをOFFするとき
1 使用している電気製品の電源を
OFF にする

2 AC120 Vスイッチを押して
OFF にする

3 コンセントから電源プラグを取
りはずす

4 コンセントのフタを閉める

知識
■アクセサリーコンセントは以下の場合
に使用することができます

エンジンがかかっているとき

■アクセサリーコンセントに接続する電
気製品について

コンセントに接続できる電気製品を使用
してください。
コンセントの使用中、使用する電気製品
によっては、大きな電流が流れ、瞬間的
に規定の容量をこえる場合があります。
この場合は、保護機能が働き、コンセン
トが使用できなくなる場合がありますが、
故障ではありません。
ただし、以下の注意事項を守ってくださ
い。

●コンセントの使用中、使用する電気製
品によっては、テレビやラジオに雑音
が入ることがあります。
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●使用する電気製品に付属の取扱説明書
や、製品に記載されている注意事項を
必ずお守りください。

●一般的な電気製品の多くは、自動車内
での使用が想定されていません。車室
内で電気製品を使用すると、次のよう
な問題が発生する場合があります。

･ 走行中の振動による電気製品の故障
･ 車室内の温度変化※による電気製品の
故障または作動不良

･ 車室内が平らではないため、設置が不
安定になり、正常に作動しない

※天候・季節・使用環境などによっては、
車室内が極端な高温または低温になる
ことがあります。

■アクセサリーコンセントについて

コンソールボックス背面のコンセントは、
車内で電気製品を使用するための装置で
す。

■正しく作動しないおそれがある電気製
品

次のような電気製品は、AC120 V以下
でも正常に作動しないおそれがあります。

●起動時の電力が大きい電気製品

●精密なデータ処理をする計測機器

●きわめて安定した電力供給を必要とす
る電気製品

●タイマー設定する機器など、コンセン
トの出力が連続して必要な電気製品

■Stop & Start システムの操作

Stop & Start システムの作動によりエン
ジンが停止状態から再始動すると、アク
セサリーコンセントが一時的に使用でき
なくなる場合がありますが、これは故障
ではありません。
AC120 Vスイッチを再度押すと、アク
セサリーコンセントが使用可能になりま
す。

■電源供給機能が使用できない場合につ
いて

AC120 V スイッチを押してもインジ
ケーターが点灯しない場合は、保護機能
が作動している可能性があります。

この場合、以下の適切な手順を行ってく
ださい。

●電気製品のプラグをコンセントから抜
き、コンセントに接続する。すべての
機器の合計消費電力を確認した後、再
度接続して、AC120 V スイッチを再
度押してください。

●電気製品のプラグをコンセントから抜
き、異常がないことを確認した後、再
度接続して AC120 V スイッチを再度
押してください。

●炎天下に駐車した後など、車内の温度
が高い場合は、日陰に移動し、エアコ
ンで車内を十分に冷やしてから
AC120 V スイッチを再度押してくだ
さい。

上記の手順を行ってもコンセントが使用
できない場合は、トヨタ販売店で点検を
受けてください。

●電気製品が故障した場合は、車両を安
全な場所に駐車し、AC120 Vスイッ
チをオフにしてください。

●保護機能が作動して電源が切れた場合
は、以下の手順を実行してください。

1 安全な場所に車両を停車して、パーキ
ングブレーキをかける

2 シフトレバーを PまたはNの位置に
する

3 電気製品の消費電力が400 W以内で
あり、機器に故障がないことを確認し
てください

4 AC120 Vスイッチを押す

車内が高温になっている場合は、窓を開
けて温度を下げ、車内が常温に戻ってか
らスイッチを再びONにしてください。
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上記の手順を行っても電源が復旧しない
場合は、トヨタ販売店で点検を受けてく
ださい。

警告
■安全にお使いいただくために

次のことを必ずお守りください。

お守りいただかないと、思わぬ事故の
原因となり、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

●走行中、次のような場合は、電気製
品を使用しないでください。

･ 電気製品を確実に固定できない機器

･ わき見運転など、安全運転のさまた
げになる場合（テレビ・ビデオ・
DVDなど）

･ 落下による事故や、発熱により火災
が発生するおそれがある場合･やけど
などのおそれがある場合（トース
ター・電子レンジ・電熱器・ポッ
ト・コーヒーメーカーなど）

･ ペダルの下に電気製品が入り込み、
ブレーキペダルが踏めなくなるおそ
れがある場合

●窓を閉めたまま、蒸気が出る電気製
品を使用しないでください。
ガラスが曇って視界が悪化し、運転
に支障が出るなどのおそれがありま
す。
また、他の電装品に悪影響をおよぼ
すおそれがあります。やむを得ず使
用するときは、車両を停車した状態
で窓を開けて使用してください。

●損傷した電子機器は使用しないでく
ださい。
電源機能が使用できない場合があり
ます。

●ぬれた手で電気製品の電源プラグを
抜き挿ししたり、ピンなどをコンセ
ントに挿したりしないでください。
また、コンセントに雨水・飲料水・
雪などが付着した場合は乾燥させて
から使用してください。

●コンセントの改造・分解・修理など
はしないでください。修理について
はトヨタ販売店にご相談ください。

●お子さまにコンセントをさわらせな
いでください。

●コンセントにほこりやゴミが付着し
ないようにしてください。また、定
期的にコンセントを掃除してくださ
い。

●電気製品の電源プラグをコンセント
に挿し込んでもゆるいときは、コン
セントを交換してください。交換に
ついてはトヨタ販売店にご相談くだ
さい。

■駐車中または停車中に使用するとき

次のことを必ずお守りください。

お守りいただかないと、思わぬ事故の
原因となり、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

●コンセントの使用中は車両から離れ
ないでください。

●排気管付近に近付いたり、荷物を置
いたりしないでください。

●ボンネットが閉まっていることを確
認してください。エンジンルーム内
に顔や手を近付けないでください。
ラジエーター冷却用のファンが急に
まわりだすことがあります。ファン
の回転部分にふれたり、近付いたり
すると、手や着衣（特にネクタイ・
スカーフ・マフラーなど）が巻き込
まれるおそれがあります。
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警告
●燃えやすいものの近くで停車しない
でください。

●車庫内など換気が悪い場所や囲まれ
た場所（雪が積もった場所）などで
は、酸素欠乏や排気ガスの充満、滞
留を防ぐため、給排気を可能とする
関連装置などを適切に設置して、使
用してください。
設置できない場合は使用しないでく
ださい。

●給排気換気装置が設置されていない
車庫内など換気の悪い場所、車両が
囲まれる場所（積雪など）では使用
しないでください。

●車両をカーカバーなどで覆った状態
で使用しないでください。

●暖房器具などの電気製品を使用して
車中に泊まる際は、十分注意してく
ださい。

■接続する電気製品について

●使用する電気製品に付属の取扱説明
書や、製品に記載されている注意事
項を必ずお守りください。

●電源プラグや、電気製品が故障して
いるときは使用しないでください。

●特に外気温が低いときや高いときは、
故障や作動不良になる可能性があり
ます。

●水平設置が必要な電気製品は、正常
に作動しない可能性があります。

●防水仕様の電気製品を除き、雨や水
のかかる場所、湿気の多い場所では
使用しないでください。

●車両の状態によっては、一時的に給
電機能が停止することがあるため、
医療機器は使用しないでください。

注意
次のことを必ずお守りください。

お守りいただかないと、正常に作動し
なかったり、車両や電気製品が損傷し
たりするおそれがあります。

■ショートや故障を防ぐために

●車内のトリムの近くやシートの上な
どで、熱気を出す電気製品を使用し
ないでください。熱により溶損や焼
損のおそれがあります。

●振動や熱などに弱い電気製品を車内
で使用しないでください。
車両の振動や、炎天下での駐車時の
熱などにより、電気製品が故障する
おそれがあります。

●コンセントを使用しないときは、フ
タを閉めてください。コンセントに
異物が入ったり、飲料水などがか
かったりすると、故障したり、
ショートしたりするおそれがありま
す。

●マルチコンセントアダプターは使用
しないでください。電源コンセント
に過負荷がかかる可能性があります。

●コンセントから異常な熱を感じた場
合は、使用しないでください。

■外気温が高いときは

炎天下に駐車した後など、車内の温度
が高い場合は、車を日陰に移動し、エ
アコンで車内を十分に冷やしてから、
再度 AC120 V スイッチを押してくだ
さい。
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1 前方をさえぎるには、バイザー
を下ろす

2 側方をさえぎるには、バイザー
を下ろした状態でフックからは
ずし、横へまわす

3 サイドエクステンダーを使用す
るには、バイザーをスライドし
てから、後方に動かす

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

カバーを開ける
ランプが点灯します。

知識
■自動消灯について

エンジンスイッチがOFF の場合、バニ
ティミラーランプが点灯したままのとき

は、約20分後に自動消灯します。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

サンシェードのタブを引き上げて、
アンカーを使ってシェードを固定
してください。
サンシェードを格納するには、サン
シェードのフックを外し、ゆっくりと格
納してください。

サンバイザーを使うには

バニティミラーを使うには★

注意
■バッテリーあがりを防ぐために

バッテリーあがりを防止するために、
エンジンが停止した状態で、長時間ラ
ンプを点灯しないでください。

リヤサンシェード★

注意
■正常に機能させるために

次のことをお守りください。

●開閉のさまたげになる部分にものを
置かない

●リヤサンシェードにものを貼らない

●リヤサンシェードをフックに掛けた
状態では、過度の負荷をかけないで
ください

●リヤドアの開閉中は、リヤサン
シェードを操作しないでください
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注意
●リヤサンシェードを傾けた状態で保
管しないでください。傾けた状態で
保管すると、リヤサンシェードのス
クリーンにシワが寄る場合がありま
す。

■リヤサンシェードの損傷を防ぐため

次のことをお守りください

●どちらかのフックが外れた状態でリ
ヤサンシェードを使用しないでくだ
さい。リヤドアを開閉すると、リヤ
サンシェードが損傷する可能性があ
ります。

●フックを取り付けた状態でスクリー
ンを引っ張らないでください。スク
リーンが破損するおそれがあります。
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6-1. お手入れのしかた

● 水を十分かけながら車体・足ま
わり・下まわりの順番に上から
下へ汚れを洗い落とす

● 車体はスポンジやセーム皮のよ
うなやわらかいもので洗う

● 汚れがひどいときはカーシャン
プーを使用し、水で十分洗い流
す

● 水をふき取る
● 水のはじきが悪くなったときは、
ワックスがけを行う

ボデーの表面の汚れを落としても水が玉
状にならないときは、車体の温度が冷え
ているときにワックスをかける（およそ
体温以下を目安としてください）

知識
■自動洗車機を使うとき

●ドアミラーを格納する

車両前側から洗車してください。また、
走行前は必ずドアミラーを復帰状態にも
どしてください。

●ブラシで車体などに傷が付き、塗装を
損なうことがあります。

■高圧洗浄機を使うとき

室内に水が入るおそれがあるため、ノズ
ルの先端をドアやガラスの開閉部に近付
けすぎたり、同じ場所に連続してあてた
りしないでください。

■洗車などで車に水をかけたとき

電子キーを携帯して洗車などで水をドア
ハンドルにかけた場合、施錠・解錠動作
をくり返すことがあります。その場合は
次のような処置をして、洗車などをして
ください。

●電子キーを車両から 6 ft.（2 m）以上
離れた場所に保管する
（電子キーの盗難に注意してください）

●電子キーを節電モードに設定し、ス
マートエントリー＆スタートシステム
の作動を停止する（P.120）

■ホイール・ホイールキャップについて

●中性洗剤を使用し、早めに汚れを落と
してください。

●洗剤を使用したあとは放置せずに水で
十分洗い流してください。

●塗装の損傷を防ぐため、次のことを必
ずお守りください。

･ 酸性・アルカリ性および研磨剤の入っ
た洗剤を使用しない

･ 硬いブラシを使用しない
･ 夏場の走行後や駐車後でホイールが熱
いときは、洗剤を使用しない

■ブレーキパッドやディスクローターに
ついて

水にぬれた状態のまま駐車しておくと、
錆びて貼り付くことがあります。洗車後
は低速で走行し、ブレーキを数回かけて
乾燥させてから駐車してください。

■バンパーについて

研磨剤入りの洗剤でこすらないようにし
てください。

■メッキ部分のお手入れについて

メッキ部分の汚れが落ちにくい場合は、
次の方法でお手入れをしてください。

●中性洗剤を水で約5％にうすめてやわら
かい布に含ませふき取る

●乾いたやわらかい布で表面の水分をふ

外装の手入れ

お手入れは、部位や素材にあっ
た適切な方法で実施してくださ
い。

手入れの作業要領
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き取る

●油分を含んだ汚れはアルコール系
ウェットティッシュなどで油を浮かせ
てからふき取る

警告
■洗車をするときは

エンジンルーム内に水をかけないでく
ださい。
電気部品などに水がかかると、車両火
災につながるおそれがあり危険です。

■排気管について

排気管は排気ガスにより高温になりま
す。洗車などでふれる場合は、十分に
排気管が冷めてからにしてください。
やけどをするおそれがあります。

■フロントウインドウガラスを清掃す
るとき（雨滴感知式ワイパー装着車）

ワイパースイッチをOFF にしてくださ
い。
AUTOモードになっていると、次のよ
うなときにワイパーが不意に作動し、
指などを挟み重大な傷害を受けたり、
ワイパーブレードなどを損傷するおそ
れがあります。

OFF

AUTO

●雨滴センサー上部のフロントウイン
ドウガラスに手でふれたとき

●水分を含んだ布などを雨滴センサー
に近付けたとき

●フロントウインドウガラスに衝撃を
与えたとき

●車内から雨滴センサー本体にふれる
などして衝撃を与えたとき

■ブラインドスポットモニター付きリ
ヤバンパーについて（塗装済みリヤ
バンパー装着車）

リヤバンパーの塗装に傷が付くと、シ
ステムが正常に作動しなくなるおそれ
があります。トヨタ販売店にご相談く
ださい。

●BSM

●RCTA

●PKSB

注意
■塗装の劣化や車体・部品（ホイール
など）の腐食を防ぐために

●次のような場合は、ただちに洗車し
てください。

･ 海岸地帯を走行したあと

･ 凍結防止剤を散布した道路を走行し
たあと

･ コールタール・花粉・樹液などが付
着したとき

･ 鳥のふん・虫の死がいなどが付着し
たとき

･ ばい煙・油煙・粉じん・鉄粉・化学
物質などの降下が多い場所を走行し
たあと

･ ほこり・泥などで激しく汚れたとき

･ 塗装にベンジンやガソリンなどの有
機溶剤が付着したとき

●塗装に傷が付いた場合は、早めに補
修してください。



396

Owner’s Manual_Japan_M34645_ja

6-1. お手入れのしかた

注意
●ホイール保管時は、腐食を防ぐため
に汚れを落とし、湿気の少ない場所
へ保管してください。

■ランプの清掃

●注意して洗ってください。有機溶剤
や硬いブラシは使用しないでくださ
い。
ランプを損傷させるおそれがありま
す。

●ランプにワックスがけを行わないで
ください。
レンズを損傷するおそれがあります。

■自動洗車機を使用するとき（雨滴感
知式ワイパー装着車）

ワイパースイッチをOFF にしてくださ
い。
AUTOモードになっていると、不意に
ワイパーが作動してワイパーブレード
などを損傷するおそれがあります。

■高圧洗浄機を使用するときは

●洗車時に高圧洗浄機でカメラやカメ
ラ周辺に直接水を当てないでくださ
い。高い水圧により衝撃が加わり、
装置が正常に作動しなくなるおそれ
があります。

●エンブレム裏に搭載されているレー
ダーに直接水をかけないでください。
部品故障の原因になるおそれがあり
ます。

●ノズルの先端を、下記部品の結合部
やブーツ類（ゴムまたは樹脂製のカ
バー）、コネクタ類に近付けすぎない
でください。
高い水圧がかかることにより、部品
が損傷するおそれがあります。

･ 駆動系部品

･ ステアリング部品

･ サスペンション部品

･ ブレーキ部品

●モール、バンパーなど樹脂部分は変
形、損傷するおそれがあるため、洗
浄ノズルと車体との距離を11.9 in.
（30 cm）以上離してください。

また、同じ場所へ連続して水をあてな
いでください。

●フロントウインドウガラス下部へ連
続して水をあてないでください。

エアコンの空気取り入れ口があり、エ
アコンが正常に作動しなくなるおそれ
があります。

●高圧洗浄機で車両の下まわりを洗浄
しないでください。

■ワイパーアームを上げる際は

必ずフック部 を持ってワイパーアー

ムを上げてください。

ワイパーブレードだけを持って上げる

と、ワイパーブレードが変形するおそ

れがあります。

フック部

■ハイマウントストップランプとカー
ゴランプの洗浄

高圧洗浄機を使用する場合は、洗浄ノ
ズルの先端を車体から 20 in.（50 
cm）以上離してください。洗浄ノズル
が車体に近いと、ランプ本体や車内に
水が入る可能性があります。
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● 掃除機などでほこりを取り除き、
水またはぬるま湯を含ませた布
でふき取る

● 汚れが落ちない場合は、中性洗
剤を水で約1%にうすめてやわ
らかい布に含ませふき取る
水を浸した布を固くしぼり、表
面に残った洗剤・水分をふき取
る

知識
■カーペットの洗浄について

カーペットは常に乾いた状態を保つこと
をおすすめします。洗浄には、市販の泡
タイプクリーナーがご利用になれます。
スポンジまたはブラシを使用して泡を
カーペットに広げ、円を描くように塗り
込んでください。直接水をかけたりせず、
ふき取ってから乾燥させてください。

■シートベルトの取り扱いについて

刺激の少ない洗剤とぬるま湯で、布やス
ポンジを使って洗ってください。シート
ベルトのすり切れ・ほつれ・傷などを定
期的に点検してください。

内装の手入れ

お手入れは、部位や素材に合っ
た適切な方法で実施してくださ
い。

車内の手入れをするには

警告
■車両への水の浸入

SRS エアバッグの構成部品や配線をぬ
らさないでください。（P.35）
電気の不具合により、エアバッグが作
動したり、正常に機能しなくなり、重
大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡
につながるおそれがあります。

■内装の手入れをするときは（特にイ
ンストルメントパネル）

艶出しワックスや艶出しクリーナーを
使用しないでください。インストルメ
ントパネルがフロントウインドウガラ
スへ映り込み、運転者の視界をさまた
げ思わぬ事故につながり、重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につなが
るおそれがあります。

注意
■清掃するとき使用する溶剤について

●変色・しみ・塗装はがれの原因にな
るため、次の溶剤は使用しないでく
ださい。

･ シートとハンドル以外の部分：ベン
ジン・ガソリンなどの有機溶剤や酸
性またはアルカリ性の溶剤・染色
剤・漂白剤

･ シート部分：シンナー・ベンジン・
アルコール・その他のアルカリ性や
酸性の溶剤

･ ハンドル：シンナーなどのようなア
ルコールまたは溶剤を含むクリーナ

●艶出しワックスや艶出しクリーナー
を使用しないでください。インスト
ルメントパネルやその他内装の塗装
のはがれ・溶解・変形の原因になる
おそれがあります。



398

Owner’s Manual_Japan_M34645_ja

6-1. お手入れのしかた

● 水で湿らせたやわらかい布また
は合成セーム皮で汚れをふき取
る

● 乾いたやわらかい布で表面に
残った水分を完全にふき取る

知識
■サテン仕上げ金属コーティング部分の
お手入れについて

表面に本物の金属層を使用していますの
で、普段のお手入れが大切です。汚れた
まま長い間放置すると、汚れが落ちにく
くなります。

● 掃除機などでほこりや砂を取り
除く

● うすめた洗剤をやわらかい布に
含ませ、汚れをふき取る

ウール用の中性洗剤を水で約 5%にうす
めて使用してください。

● 水を浸した布を固くしぼり、表
面に残った洗剤をふき取る

● 乾いたやわらかい布で表面の水
分をふき取り、風通しのよい日
陰で乾燥させる

知識
■本革部分のお手入れの目安

品質を長く保つため、年に 2回程度の定
期的なお手入れをおすすめします。

注意
■革の傷みを避けるために

皮革の表面の劣化や損傷を避けるため
に、次のことをお守りください。

●革に付着したほこりや砂はすぐに取
り除く

●直射日光に長時間さらさないように
する
特に夏場は日陰で車を保管する

●ビニール製・プラスチック製・ワッ
クス含有のものは、車内が高温にな
ると革に張り付くおそれがあるため、
革張りの上に置かない

●革の表面に水分を長時間放置すると、
損傷の原因となるおそれがあります

■床に水がかかると

水で洗わないでください。
オーディオやフロアカーペット下にあ
る電気部品に水がかかると、車の故障
の原因になったり、ボデーが錆びるお
それがあります。

■フロントウインドウガラスの内側を
掃除するときは

前方カメラのレンズに、ガラスクリー
ナーが付着しないようにしてください。
また、レンズにはふれないでください。
（P.198）

■リヤウインドウガラスの内側を掃除
するときは

●熱線やアンテナを損傷するおそれが
あるため、ガラスクリーナーなどを
使わず、熱線にそって水またはぬる
ま湯を含ませた布で軽くふいてくだ
さい。

●熱線やアンテナを引っかいたり、損
傷させないように気を付けてくださ
い。

サテン仕上げ金属コーティング
部分の手入れをするには

本革部分の手入れをするには
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● 掃除機などでほこりを取り除く
● 中性洗剤を水で約1%にうすめ
てやわらかい布に含ませふき取
る

● 水を浸した布を固くしぼり、表
面に残った洗剤・水分をふき取
る

合成皮革部分の手入れをするに
は



400

Owner’s Manual_Japan_M34645_ja

6-2. 簡単な点検・部品交換

6-2. 簡単な点検・部品交換

1 ボンネット解除レバーを引く
ボンネットが少し浮き上がります。

2 レバーを引き上げてボンネット
を開ける

ウォッシャー液が出なかったり、
マルチインフォメーションディス
プレイに“Windshield Washer 
Fluid Low”とが表示されたら、
ウォッシャー液を補充する

ボンネット

ボンネットを開けるには

警告
■走行前の確認

ボンネットがしっかりロックされてい
ることを確認してください。
ロックせずに走行すると、走行中にボ
ンネットが突然開いて、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

ウォッシャー液の補充

補充するには

警告
■ウォッシャー液を補充するとき

エンジンが熱いときやエンジンがか
かっているときは、ウォッシャー液を
補充しないでください。ウォッシャー
液にはアルコール成分が含まれている
ため、エンジンなどにかかると出火す
るおそれがあり危険です。

注意
■ウォッシャー液について

ウォッシャー液のかわりに、せっけん
水やエンジン不凍液などを入れないで
ください。
塗装にしみが付くことや、ポンプが故
障してウォッシャー液が出なくなるお
それがあります。
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タイヤは次の項目を点検してくだ
さい。
点検方法は別冊「メンテナンス
ノート」を参照してください。
● タイヤ空気圧
空気圧の点検は、タイヤが冷えていると
きに行ってください。

● タイヤの亀裂・損傷の有無
● タイヤの溝の深さ
● タイヤの異常摩耗（極端にタイ
ヤの片側のみが摩耗していたり、
摩耗程度が他のタイヤと著しく
異なるなど）の有無

知識
■タイヤ交換時期

次の場合、タイヤを交換する必要があり
ます。

●トレッドウェアインジケーターがト
レッド面上に出ている

●タイヤに切れ目、裂け目、内部のワイ
ヤーが見えるほどの深い亀裂、内部損
傷を示す膨らみなどの損傷がある

●タイヤが繰り返しパンクする、または
切れ目やその他の損傷の大きさや位置
により適切に修理できない

不明な点がある場合は、トヨタ販売店に

注意
■ウォッシャー液のうすめ方

必要に応じて水でうすめてください。
水とウォッシャー液の割合は、ウォッ
シャー液の容器に表示してある凍結温
度を参考にしてください。

タイヤについて

メンテナンススケジュールとタ
イヤの摩耗状況に応じてタイヤ
を交換またはローテーション
（タイヤ位置交換）してくださ
い。

タイヤの点検項目
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ご相談ください。

■タイヤの寿命

6 年以上経過したタイヤは、使用頻度が
低い、あるいは全く使用されていない、
損傷が明らかでない場合でも、必ず資格
を持つ整備士による点検を受けなければ
なりません。

■タイヤの最大荷重

交換するタイヤの最大荷重を 1.10で
割った数値が、前軸または後軸のいずれ
か大きい方の総軸重量定格（GAWR）の
1／ 2以上であることを確認してくださ
い。

GAWRについては、認証ラベルを参照し
てください。タイヤの最大荷重について
は、タイヤのサイドウォールに記載され
ている、冷間時のタイヤ最大空気圧時の
荷重制限を参照してください。

■タイヤの種類

●サマータイヤ

サマータイヤは、乾燥した路面での高速
走行に最適な高性能タイヤです。サマー
タイヤは冬用タイヤほどのトラクション
性能を持たないため、雪道や凍結路面で
の走行には不向きです。雪道や凍結路面
での走行には、冬用タイヤの使用をお勧
めします。冬用タイヤを装着する際は、
必ず 4本すべてを交換してください。

●オールシーズンタイヤ

オールシーズンタイヤは、雪上でのトラ
クション性能を向上させ、ほとんどの冬
季条件下での走行に適しているとともに、
通年使用を目的として設計されています。

ただし、大雪や新雪の中では、冬用タイ
ヤと比較して十分なトラクション性能を
発揮しません。また、高速道路走行にお
いては、サマータイヤと比較して加速性
能やハンドリング性能が劣ります。

●冬用タイヤ

雪道や凍結路面を走行する場合は、冬用
タイヤの装着をお勧めします。冬用タイ
ヤを装着する場合は、装着されているタ
イヤと同じサイズ、構造、耐荷重のタイ
ヤをお選びください。お車はラジアルタ
イヤが標準装備されているため、冬用タ
イヤもラジアルタイヤであることを必ず
ご確認ください。冬用タイヤを装着する
場合は、必ず地域の規制をご確認くださ
い。すべての車輪に冬用タイヤを装着し
てください。（P.349）

■冬用タイヤの溝の深さが 0.16 in.
（4mm）以下に摩耗したとき

冬用タイヤとしての性能が失われます。

警告
■点検・交換時の警告

必ず次のことをお守りください。
お守りいただかないと、駆動系部品の
損傷や不安定な操縦特性により、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

●タイヤはすべて同一メーカー・同一
銘柄・同一トレッドパターンで、摩
耗差のないタイヤを使用する

●メーカー指定サイズ以外のタイヤや
ホイールを使用しない

●ラジアルタイヤ・バイアスベルテッ
ドタイヤ・バイアスプライタイヤを
混在使用しない

●サマータイヤ・オールシーズンタイ
ヤ・冬用タイヤを混在使用しない
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図で示すようにタイヤのローテー
ションを行います。

前側

タイヤの摩耗状態を均一にし、寿命をの
ばすために、トヨタは定期点検ごとのタ
イヤローテーションをおすすめします。

タイヤローテーション後は、タイヤ空気

圧警報システムの初期化を確実に行って
ください。

タイヤ空気圧警告バルブと送信機
を用いて、タイヤの空気圧の低下
を早期に知らせるタイヤ空気圧警
報システムが付いています。
タイヤ空気圧警告システムは2種
類の警告システムを採用していま
す。
● “Adjust Pressure”と表示さ
れたとき（通常の警告）

自然な空気漏れや外気温などによりタイ
ヤの空気圧が低下すると、タイヤ空気圧
警告灯が点灯し、ブザーが鳴ります。

（対処法：P.440，473）

● “Immediately Check tire 
when Safe”と表示されたと
き（緊急の警告）

タイヤのパンクなどによりタイヤの空気
圧が急激に低下すると、タイヤ空気圧警
告灯が点灯し、ブザーが鳴ります。

（対処法：P.446）

ただし、タイヤの突然の破裂（バースト
など）は検知できない場合があります。

タイヤ空気圧警報システムによって検出
されたタイヤ空気圧は、マルチインフォ
メーションディスプレイに表示されます。
単位は変更できます。

警告
●他の車両で使用されていたタイヤは
使用しないでください。
以前どのように使用されていたかわ
からないタイヤは使用しないでくだ
さい。

●タイヤ空気圧ラベルまたは取扱説明
書に記載されているものとは異なる
荷重等級または速度記号のタイヤを
使用しないでください。

注意
■悪路走行に対する注意

段差や凹凸のある路上を走行するとき
は注意してください。
タイヤの空気が抜けて、タイヤのクッ
ション作用が低下します。また、タイ
ヤ・ホイール・車体などの部品も損傷
するおそれがあります。

タイヤローテーションをするに
は

タイヤ空気圧警報システム
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■ 単位の変更方法
1 車を安全な場所に駐車し、エン
ジンを停止する

車両が走行している間は変更は行えませ
ん。

2 エンジンスイッチをONにする

3 メーター操作スイッチの ま

たは を押して、 を選択す

る

4 または を押して

“Vehicle Settings”を選択
し、 を押し続ける

5 または を押して

“TPWS”を選択し、 を押

す

6 または を押して“Set 

Unit”を選択し、 を押す

7 または を押してご希望項

目を選択し、 を押す

知識
■タイヤ空気圧警報システムについて

タイヤ空気圧警報システムは、日常点検

の代用ではありません。
日常点検として必ずタイヤを点検してく
ださい。

■タイヤ空気圧表示について

●エンジンスイッチをONにしたあと、空
気圧が表示されるまで数分かかります。
また、空気圧が調節された場合も、表
示が更新されるまで数分かかります。

●タイヤ空気圧は温度によって変化しま
す。また、表示された空気圧は、空気
圧計で測定した数値と異なる場合があ
ります。

■タイヤ空気圧警報システムが正常に働
かないおそれのある状況

●次の場合は、タイヤ空気圧警報システ
ムが正しく作動しない場合があります。

･ 純正ホイール以外を使用したとき
･ 純正（OE）装着タイヤ以外に交換した
とき

･ 指定サイズ以外のタイヤに交換したと
き

･ タイヤチェーンなどを装着していると
き

･ 補助装置付きランフラットタイヤを装
着しているとき

･ 電波を遮断するフィルムがウインドウ
に貼り付けられているとき

･ 車両（特にホイール・ホイールハウス
の周辺）に多くの雪や氷などが付着し
ているとき

･ タイヤ空気圧が指定空気圧より極端に
高いとき

･ タイヤ空気圧警報バルブ／送信機を搭
載していないホイールを使用している
とき

･ タイヤ空気圧警報バルブ／送信機の ID
がタイヤ空気圧警報コンピューターに
登録されていないとき

●次の場合は正しい性能が確保できない
場合があります。

･ 近くにテレビ塔や発電所・ガソリンス
タンド・放送局・大型ディスプレイ・
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空港など、強い電波やノイズの発生す
る場所にいるとき

･ 無線機や携帯電話・コードレス式電話
などの無線通信機器が車両付近にある
とき

電波状況によってタイヤ位置情報が正し
く表示されない場合は、走行して電波状
況がかわることで正しく表示されること
があります。

●停車時は警報開始・警報解除までの時
間が長くなる場合があります。

●タイヤが破裂（バースト）したときな
ど、空気圧が急激に低下したときは、
警報できない場合があります。

■タイヤ空気圧警報システムの警報精度
について

タイヤ空気圧警報システムの警報精度は、
システムを初期化したときの状況によっ
て異なります。このため、空気圧がわず
かに低下している場合や、初期化したと
きより高い空気圧の場合でも警報するこ
とがあります。

■認証情報

P.517

タイヤやホイールを交換するとき
は、付けかえたホイールにも空気
圧バルブ／送信機を装着してくだ
さい。
バルブ／送信機を装着する場合は、
新しい IDコードを登録し、タイヤ
空気圧警告システムを初期化する
必要があります。（P.407）

知識
■ホイールごとタイヤを交換するとき

タイヤ空気圧バルブ／送信機の IDコード
が登録されていないと、タイヤ空気圧警
報システムは正しく作動しません。その
場合、約20分間走行したあとシステム
異常となり、タイヤ空気圧警告灯が約 1
分間点滅、その後点灯します。

■ 次の状況では、タイヤ空気圧警
告システムを初期化する必要が
あります：

● タイヤローテーションをしたと
き

● タイヤ交換をしたとき
● ID コードを登録したあと
（P.407）

空気圧バルブ／送信機の装着に
ついて

注意
■タイヤ・ホイール・空気圧バルブ／
送信機・バルブキャップの修理・交
換

●タイヤをホイールから脱着する際は、
空気圧バルブ／送信機が損傷しない
よう注意してください。脱着手順の
詳細は、トヨタ販売店へご相談くだ
さい。

●バルブキャップを必ず取り付けてく
ださい。バルブキャップをはずして
いると、水が浸入してバルブが腐食
し、固着やエアー漏れの原因となり
ます。

●バルブキャップを交換するときは、
指定以外のバルブキャップを使用し
ないでください。バルブキャップが
固着するおそれがあります。

タイヤ空気圧警告システムの初
期化
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● 登録済みの2つのタイヤセット
を切り替えたとき

タイヤ空気圧警告システムが初期
化されると、現在のタイヤ空気圧
が基準の空気圧として設定されま
す。
■ タイヤ空気圧警告システムの初
期化方法

1 車を安全な場所に駐車し、20
分以上エンジンを停止する

車両が動いているときは、タイヤ位置の
初期化操作はできません。

2 タイヤ空気圧を指定された冷間
時のタイヤ空気圧レベルに調整
する

タイヤ空気圧は、必ず指定冷間時の空気
圧に調整してください。タイヤ空気圧警
告システムは、この空気圧に基づいて作
動します。

3 エンジンを始動する

4 メーター操作スイッチの ま

たは を押して、 を選択す

る

5 または を押して

“Vehicle Settings”を選択
し、 を押し続ける

6 または を押して

“TPWS”を選択し、 を押

す

7 または を押して“Set 

Pressure”を選択し、 を押

し続ける

マルチインフォメーションディ
スプレイに“Set Pressure 
Accepted”と表示され、タイ
ヤ空気圧警告灯が 3回点滅しま
す。メッセージが消え、初期化
が完了します。

マルチインフォメーションディスプレイ
にメッセージが表示されます。

また、タイヤ空気圧警報システムが位置
判定をしている間、マルチインフォメー
ションディスプレイの各タイヤの空気圧
には“--”が表示されます。

8 約25 mph（40 km/h）以上
で適度に右左折や直進をしなが
ら約 10～ 30分走行する

初期化が完了すると、各タイヤの空気圧
がマルチインフォメーションディスプレ
イに表示されます。

約 25 mph（40 km/h）以上で走行し
ていなくても、長時間走行することで初
期化が完了する場合があります。
ただし、1時間以上走行しても初期化が
完了しない場合は、安全な場所に約20
分間停車してから、再度走行してくださ
い。

知識
■初期化するときは

●車速が約 25 mph（40 km/h）以上の
ときに行われます。

●必ず指定空気圧に調整した上で初期化
してください。なお、空気圧の調整お
よび初期化操作は、タイヤが冷えた状
態で行ってください。

●タイヤ空気圧警報システムはお客様自
身で初期化することができます。適度
に右左折もしながら、直進走行をする
ことで初期化されますが、走行条件や
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走行環境によっては、初期化が完了す
るまでに時間がかかる場合があります。

■初期化操作について

●初期化中にエンジンスイッチをOFFに
してしまった場合は、次回ONにした
とき、自動的に初期化処理が再開され
るため、あらためて初期化操作をやり
直す必要はありません。

●初期化の必要がない状態で誤って初期
化操作をしてしまったときは、タイヤ
が冷えている状態で指定空気圧に調整
し、再度初期化操作を行ってください。

●タイヤ位置判定中にタイヤ空気圧が表
示されない場合でも、空気圧低下時は
タイヤ空気圧警告灯が点灯します。

■タイヤ空気圧警報システムが適切に初
期化されていないとき

●次の場合は、初期化に時間がかかる場
合や、初期化できない場合があります。
通常、初期化は約30分以内に完了し
ます。

･ 約 25 mph（40 km/h）以上で走行し
ていない

･ 未舗装の場所を走行した
･ 他車と併走し、自車のセンサーと他車
のセンサーが判別できない

･ 渋滞時や他の車両が近くを走行してい
る状況では、システムが自車のタイヤ
空気圧警告バルブおよび送信機を他の
車両のものと区別するのに時間がかか
る場合があります。

●1時間以上走行しても初期化が完了でき
ない場合は、安全な場所に約 20分以
上停車したあと、再度走行し直してく
ださい。

●タイヤ位置登録中に車を後退させると、
それまでのデータがリセットされるた
め、初期化手順を再度行ってください。

●次の場合では、初期化が開始されない、
または正常に完了しないため、システ
ムが正常に動作しません。

初期化手順を再度実行してください。
･ 初期化操作時に警告灯が 3回点滅しな
いとき

･ 初期化後、約 20分間走行したときに、
タイヤ空気圧警告灯が約 1分間点滅し
た後、点灯し続けるとき

上記の方法でも初期化できない場合は、
トヨタ販売店にご相談ください。

タイヤ空気圧バルブ／送信機には
固有の IDコードが設定されている
ため、新しいバルブ／送信機を装
着したときは、車両のコンピュー
ターに IDコードを登録する必要が
あります。
IDコードを登録するときは、次の
手順を行ってください。
1 車両を安全な場所に駐車し、約
20分間待ってからエンジンを
始動する

2 メーター操作スイッチの ま

たは を押して、 を選択す

る

3 または を押して

“Vehicle Settings”を選択
し、 を押し続ける

警告
■タイヤ空気圧警報システムを初期化
するとき

必ず指定空気圧に調整してから初期化
操作をしてください。お守りいただか
ないと、タイヤ空気圧が低下してもタ
イヤ空気圧警告灯が点灯しない、また
は適切な空気圧でもタイヤ空気圧警告
灯が点灯してしまうことがあります。

ID コードを登録するに
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4 または を押して

“TPWS”を選択し、 を押

す

5 または を押して

“Change Wheel”を選択し、
タイヤ空気圧警告灯がゆっくり
3回点滅するまで を押し続

ける
タイヤ交換モードになり、登録が開始さ
れます。その後、マルチインフォメー
ションディスプレイにメッセージが表示
されます。登録中は、タイヤ空気圧警告
灯が約1分間点滅したあと点灯し、マル
チインフォメーションディスプレイのタ
イヤの空気圧表示が“--”になります。

6 約 25 mph（40 km/h）以上
で適度に右左折や直進をしなが
ら約10～ 30分走行する

登録が完了すると、タイヤ空気圧警告灯
が消灯し、マルチインフォメーション
ディスプレイにタイヤの空気圧が表示さ
れます。

約 25 mph（40 km/h）以上を維持で
きない場合でも時間をかけることにより
登録は完了しますが、1時間以上走行し
ても登録できない場合は、最初からやり
直してください。

7 タイヤ空気圧警報システムを初
期化する。（P.405）

知識
■ ID コードの登録をするとき

●車速が約 25 mph（40 km/h）以上の
ときに行われます。

●登録操作を行う前に、車両の近くにタ
イヤ空気圧バルブ／送信機を装着した
ホイールがないことを確認してくださ
い。

● ID コードの登録をしたあとに初期化を
行ってください。IDコードの登録前に
初期化すると、初期化が無効になりま
す。

● ID コードはお客様自身で登録すること
ができます。適度に右左折もしながら、
直進走行をすることで登録されますが、
走行条件や走行環境によっては、登録
が完了するまでに時間がかかる場合が
あります。

●登録が完了したあとは、走行によりタ
イヤが熱くなっているためタイヤが十
分に冷えたあとで初期化操作を行って
ください。

■ ID コード登録の中止について

● ID コード登録を中止するには、マルチ
インフォメーションディスプレイで
“Change Wheel” を再度選択してく
ださい。

● ID コードの登録を中止した場合、次回
エンジンスイッチをONにしたとき、
タイヤ空気圧警告灯が約 1分間点滅し
たあと点灯します。タイヤ空気圧警報
システムが正常に作動できるようにな
ると、タイヤ空気圧警告灯が消灯しま
す。

●しばらく待ってもタイヤ空気圧警告灯
が消灯しないときは、ID コードの登録
が正常に中止できていないおそれがあ
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ります。正しく中止するためには、再
度 IDコードの登録操作を初めから行
い、走行する前にエンジンスイッチを
OFF にしてください。

■ ID コードの登録がうまくいかないとき

●次の場合は、ID コードの登録に時間が
かかる場合や、登録できない場合があ
ります。
通常、登録は約30分以内に完了しま
す。
約 30分走行しても IDコードの登録が
完了しない場合は、しばらく運転を続
けてください。

･ 走行前に約 20分以上駐車していない
･ 約 25 mph（40 km/h）以上で走行し
ていない

･ 未舗装の場所を走行した
･ 他車と併走し、自車のセンサーと他車
のセンサーが判別できない

･ タイヤ空気圧バルブ／送信機を装着し
たホイールが車内や車両の近くにある

1時間以上走行しても登録できない場合
は、ID コードの登録手順を最初からやり
直してください。

●登録中に車両を後退させると、それま
でのデータがリセットされるため、登
録手順を最初から再度行ってください。

●次の状況では、ID コード登録が開始さ
れない、または正常に完了せず、シス
テムが正常に動作しません。
ID コード登録手順を再度行ってくださ
い。

･ ID コード登録を開始しようとしたとき、
タイヤ空気圧警告灯がゆっくり 3回点
滅しない

･ ID コード登録後、約20分間走行した
ときにタイヤ空気圧警告灯が約 1分間
点滅したあと、点灯し続ける

●上記の方法でも IDコードを登録できな
い場合は、トヨタ販売店にご依頼くだ
さい。

この車両のタイヤ空気圧警告シス
テムには、冬用タイヤなど2セッ
ト目のタイヤ用の IDコードを登録
する機能があります。2セット目
のタイヤはご自身またはトヨタ販
売店にて登録できます。
2セット目のタイヤを登録後、タ
イヤ空気圧警告システムで使用す
るタイヤセットを選択できます。
■ 作動条件
● この機能は2セット目のタイヤ
を登録してある場合のみ、切り
かえをすることができます。2
セット目のタイヤが登録されて
いない場合、メニューで選択し
ても切りかわりません。

● 登録済みのタイヤセットのみ変
更可能であり、他のセットの ID
コードを混在させた場合は作動
しません。

■ タイヤセットの切りかえかた
1 切りかえをしたいタイヤセット
に交換する

2 メーター操作スイッチの ま

たは を押して、 を選択す

る

3 または を押して

“Vehicle Settings”を選択
し、 を押し続ける

4 または を押して

“TPWS”を選択し、 を押

す

タイヤセットを選択する
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5 または を押して

“Change Wheel”を選択し、
タイヤ空気圧警告灯がゆっくり
3回点滅するまで を押し続

ける
そのあとにタイヤ空気圧警告灯が1分間
点滅した後、点灯します。

約 2分後に2セット目のタイヤセット
の登録が行われます。タイヤ空気圧警告
灯が消灯し、マルチインフォメーション
ディスプレイのタイヤの空気圧表示が
“--”になります。

6 タイヤ空気圧警報システムを初
期化する（P.406）

取り付けたタイヤの空気圧が異なる場合、
初期化が必要になりますが、同じ空気圧
に設定されている場合は、初期化の必要
はありません。

7 約 25 mph（40 km/h）以上
で適度に右左折や直進をしなが
ら約10～ 30分走行する

2セット目に切りかえが完了すると、タ
イヤ空気圧警告灯が消灯し、マルチイン
フォメーションディスプレイにタイヤ空
気圧が表示されます。

タイヤの指定空気圧は、運転席側
の空気圧ラベルで確認することが
できます。（P.473）

タイヤバルブ

タイヤ空気圧ゲージ
1 タイヤバルブキャップを外す

タイヤ空気圧について

タイヤ空気圧を確認する

確認と調整方法
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2 タイヤ空気圧ゲージの先端をタ
イヤバルブに押し付ける

3 ゲージで空気圧を確認する
4 タイヤの空気圧が指定以下のと
きは空気圧を調整する
空気を入れすぎた場合は、バル
ブの中央を押して空気を抜きま
す。

5 タイヤ空気圧の測定と調整が完
了したら、バルブに石鹸水を塗
り空気漏れがないか確認する

6 タイヤバルブキャップを元に戻
す

知識
■タイヤ空気圧の点検間隔

タイヤの空気圧は 2週間ごと、または少
なくとも月に 1回は点検してください。
スペアタイヤの点検も忘れずに行ってく
ださい。

■タイヤ空気圧が適正でない場合

適切に調整されていないタイヤ空気圧で
走行すると、次のようなことが起こる場
合があります。

●燃費の悪化

●乗り心地や操縦安定性の低下

●摩耗によるタイヤ寿命の低下

●安全性の低下

●駆動系部品の損傷

ひんぱんにタイヤ空気圧が低下する場合
は、トヨタ販売店でタイヤの点検を受け
てください。

■タイヤ空気圧の点検のしかた

タイヤ空気圧の点検の際は、次のことを
お守りください。

●タイヤが冷えている状態で点検してく
ださい。
冷間時のタイヤ空気圧は、車両が3時

間以上駐車されている、または1 
miles（1.5 km）以上走行していない
場合は、正確に測定できます。

●タイヤ空気圧ゲージを必ず使用する
タイヤの外観だけでは空気圧が適正か
どうか判断できません。

●走行後はタイヤの発熱により空気圧が
高くなります。異常ではありませんの
で減圧しないでください。

●車両の定員重量をこえないでください。
乗員と荷物の重量を不均等にかけない
ようにしてください。

警告
■タイヤの性能を発揮するために

適正なタイヤ空気圧を維持してくださ
い。
タイヤ空気圧が適正に保たれていない
と、次のようなことが起こるおそれが
あり、重大な傷害におよぶか、最悪の
場合死亡につながるおそれがあります。

●過度の摩耗

●偏摩耗

●操縦安定性の低下

●タイヤの過熱による破裂

●タイヤとホイールのあいだからの空
気もれ

●ホイールの変形、タイヤの損傷

●走行時にタイヤが損傷する可能性の
増大（路上障害物、道路のつなぎ目
や段差など）
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1 エンジンスイッチをOFF にす
る

2 グローブボックスを開く

3 パネルを取りはずす

注意
■タイヤ空気圧の点検・調整をしたあ
とは

タイヤのバルブキャップを確実に取り
付けてください。
バルブキャップをはずしていると、ほ
こりや水分がバルブに入り空気がもれ、
タイヤの空気圧が低下するおそれがあ
ります。

エアコンフィルターの交換

エアコンを快適にお使いいただ
くために、エアコンフィルター
を定期的に交換してください。

交換するには



413

6

Owner’s Manual_Japan_M34645_ja

6-2. 簡単な点検・部品交換
お
手
入
れ
の
し
か
た

4 フィルターカバーのロックをは
ずし（ ）、ツメからフィル

ターカバーを抜き（ ）、フィ

ルターカバーを取りはずす

5 フィルターケースを取りはずす

6 フィルターを取りはずし、新し
いフィルターと交換する

“ UP”マークの矢印が上を向くよう

に取り付けます。

知識
■エアコンフィルターの点検について

エアコンフィルターは、メンテナンスス
ケジュールに従って点検・交換してくだ
さい。粉じんの多い地区や交通量の多い
場所では、早めの交換が必要になる場合
があります。（メンテナンススケジュール
については、“Owner’s Manual 
Supplement” または“Scheduled 
Maintenance Guide” を参照してくだ
さい。）

■エアコンの風量が減少したときは

フィルターの目詰まりが考えられますの
で、フィルターを交換してください。

注意
■エアコンを使用するときの注意

フィルターを装着せずにエアコンを使
用すると、故障の原因になることがあ
ります。
必ずフィルターを装着してください。

■フィルターカバーの損傷を防ぐため
に

フィルターカバーのロックをはずすと
きに、フィルターカバーを矢印の方向
に動かす際は、ツメに無理な力がかか
らないように注意してください。ツメ
が破損するおそれがあります。
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知識
■電子キーの電池が消耗していると

次のような状態になります。

●スマートエントリー＆スタートシステ
ム・ワイヤレス機能が作動しない

●作動距離が短くなる

交換をするには、次のものを準備
してください。
● マイナスドライバー
● 小さいマイナスドライバー
● リチウム電池：CR2450

知識
■リチウム電池CR2450 の入手

●電池はトヨタ販売店・時計店およびカ
メラ店などで購入できます。

●交換は、必ずメーカーが推奨する同一
または同等タイプの電池を使用してく
ださい。

●使用済み電池は、地域のルールに従っ
て廃棄してください。

1 ロックを解除してメカニカル
キーを抜く

2 カバーをはずす
適切なサイズのマイナスドライバーをご
使用ください。無理にこじった場合、カ
バーが変形するおそれがあります。
傷が付くのを防ぐため、マイナスドライ
バーの先端にテープなどを巻いて保護し
てください。

3 消耗した電池を取り出す
カバーをはずしたときに、上側のカバー
に電子キーのモジュールが貼り付き、電
池面が隠れている場合があります。この
場合、電子キーのモジュールをひっくり
返し、図のように電池が見える状態で作
業してください。
新しい電池は、＋極を上にして取り付け

電子キーの電池交換

電池が消耗しているときは、新
しい電池に交換してください。
電池はご自身で交換できますが、
部品が破損するおそれがあるの
で、トヨタ販売店で交換するこ
とをおすすめします。

事前に準備するもの

電池を交換するには
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ます。

4 取り付けるときは、取りはずし
たときと逆の手順で取り付ける

警告
■取りはずした電池およびその他の部
品について

これらの部品は小さく、お子さまが
誤って飲み込むと窒息の原因となるこ
とがあります。お子さまの手の届かな
い場所に保管してください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

■電子キーの電池について

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

●誤って電池を飲み込まないように注
意してください。化学熱傷のおそれ
があります。

●電子キーにはコイン電池もしくはボ
タン電池が使われています。電池を
飲み込むと、わずか 2時間で重度の
化学熱傷を引き起こし、重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。

●新しい電池および取りはずした電池
は、お子さまにさわらせないでくだ
さい。

●カバーがしっかり閉まらない場合は
そのまま使用せず、お子さまの手の
届かない場所に保管し、トヨタ販売
店で点検を受けてください。

●誤って電池を飲み込んだ、または体
の一部に入れてしまった場合は、す
ぐに医師の診察を受けてください。

■電池の爆発や可燃性の液体またはガ
スの漏れを防ぐために

●同じタイプの電池と交換してくださ
い。異なったタイプの電池を使用す
ると、電池が爆発するおそれがあり
ます。

●極端に温度の高いところや、高度が
高く極端に気圧が低いところに電池
を持ち込まないでください。

●電池を燃やしたり、つぶしたり、
切ったりしないでください。

注意
■電池を交換するときは

適切なサイズのマイナスドライバーを
使用してください。無理な力がかかる
と、カバーが変形したり破損したりす
るおそれがあります。

■交換後、正常に機能させるために

次のことを必ずお守りください。

●ぬれた手で電池を交換しない錆の原
因になります。

●電池以外の部品に、ふれたり動かし
たりしない

●電極を曲げない
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1 エンジンスイッチをOFF にす
る

2 ヒューズボックスを開ける
 エンジンルーム：タイプA
ヒューズボックス

ツメを押しながらカバーを持ち上げる

 エンジンルーム：タイプB
ヒューズボックス

ツメを押しながらカバーを持ち上げる

 助手席足元（インストルメント
パネル）

ツメを押してアンダーカバーを取りはず
す

足元照明装着車：ツメを押してコネク
ターと固定部を取りはずします。

ヒューズボックスのカバーをとりはずす

ヒューズボックスのカバーを取りはずす
ときや、取り付けるときはツメを押して
ください。

ヒューズの点検・交換

ランプがつかないときや電気系
統の装置が働かないときは、
ヒューズ切れが考えられます。
ヒューズの点検を行ってくださ
い。

ヒューズの点検・交換をするに
は
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 リヤシート（助手席側）
サイドカバーを取りはずす

クリップを取りはずす

1 リヤ席のアンダーカバーを矢印
の方向に持ち上げ、ツメをはず
す

2 リヤ席のアンダーカバーを矢印
の方向に引く

3 車両前方に引いて、リヤ席のア

ンダーカバーを取りはずす

3 ヒューズを引き抜く
ヒューズはずしでタイプ A
ヒューズのみを引き抜くことが
できます。

4 ヒューズが切れていないか点検
する

タイプAおよびB：
ヒューズボックスの表示に従い、規定容
量のヒューズに交換します。

タイプCおよびD：
トヨタ販売店にご連絡ください。

 タイプA
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正常

ヒューズ切れ

 タイプ B

正常

ヒューズ切れ

 タイプ C

正常

ヒューズ切れ

 タイプD

正常

ヒューズ切れ

知識
■ヒューズを交換したあと

●カバーを取り付けるときは、ツメを
しっかり取り付けてください。

●交換してもランプ類が点灯しないとき
は、電球を交換してください。

●交換しても再度ヒューズが切れる場合
は、トヨタ販売店で点検を受けてくだ
さい。

■バッテリーからの回路に過剰な負荷が
かかると

配線が損傷を受ける前にヒューズが切れ
るように設計されています。

■電球（バルブ）を交換するときは

この車両に指定されているトヨタ純正品
のご使用をおすすめします。
一部の電球は過電流を防止する専用回路
に接続されているため、この車両指定の
トヨタ純正品以外は使用できない場合が
あります。

警告
■車の故障や、車両火災を防ぐために

次のことをお守りください。
お守りいただかないと、車の故障や火
災、けがをするおそれがあります。

●規定容量以外のヒューズ、または
ヒューズ以外のものを使用しないで
ください。

●必ずトヨタ純正ヒューズか同等品を
使用してください。

●ヒューズやヒューズボックスを改造
しないでください。
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切れた電球のW（ワット）数を確
認してください。（P.474）

フロント方向指示灯／車幅灯

（バルブタイプ）

注意
■ヒューズを交換する前に

ヒューズが切れた原因が電気の過剰負
荷だと判明したときは、トヨタ販売店
で点検を受けてください。

電球（バルブ）の交換

次に記載する電球は、ご自身で
交換できます。電球交換の難易
度は電球によって異なります。
部品が破損するおそれがあるの
で、トヨタ販売店で交換するこ
とをおすすめします。

電球の用意

電球の位置
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■ トヨタ販売店で交換が必要なラ
ンプ

次のランプが切れたときは、トヨ
タ販売店で交換してください。
● ヘッドランプ
● デイタイムランニングランプ
● フロント方向指示灯／車幅灯
（LEDタイプ）

● フロントフォグランプ★

● サイドマーカーランプ
● サイド方向指示灯
● 尾灯
● 制動灯
● 後退灯
● リヤ方向指示灯
● ハイマウントストップライトラ
ンプ／カーゴランプ

● トレーラーヒッチランプ★

● ベッドランプ★
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

知識
■電球を交換するとき

電球がソケットにしっかりと挿し込まれ、
光がもれていないことを確認してくださ
い。

■LED ランプについて

フロント方向指示灯／車幅灯（バルブタ
イプ）以外のランプは数個の LEDで構成
されています。もし LED がひとつでも点
灯しないときは、トヨタ販売店で交換し
てください。

■レンズ内の水滴と曇り

レンズ内の一時的な曇りは、機能上問題
ありません。ただし、次のようなときは、
トヨタ販売店にご相談ください。

●レンズ内側に大粒の水滴が付いている

●ランプ内に水がたまっている

■電球（バルブ）を交換するとき

P.418

■ フロント方向指示灯／車幅灯
（バルブタイプ）
1 作業スペースを十分に確保する
ために、交換する電球と反対側
にハンドルを回します。
フェンダーライナーのネジを取
りはずす

右側の電球を交換する場合はハンドルを
左に、左側の電球を交換する場合はハン
ドルを右に回します。

電球交換をするには
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2 フェンダーライナーをめくり、
ソケットを左にまわして取りは
ずす

3 電球を取りはずす

4 新しい電球を取り付け、ソケッ
トを右にまわして取り付ける

5 フェンダーライナーをもとにも
どし、ボルトを取り付ける

警告
■電球を交換するとき

●ランプは消灯してください。消灯直
後は高温になっているため、交換し
ないでください。やけどをすること
があります。
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警告
●電球のガラス部を素手でふれないで
ください。
やむを得ずガラス部を持つ場合は、
電球に油脂や水分を付着させないた
めに、乾いた清潔な布などを介して
持ってください。また、電球を傷付
けたり、落下させたりすると球切れ
や破裂することがあります。

●電球や電球を固定するための部品は
しっかり取り付けてください。取り
付けが不十分な場合、発熱や発火、
または内部への浸水による故障や、
レンズ内に曇りが発生することがあ
ります。

●電球・ソケット・電気回路および構
成部品を、修理または分解しないで
ください。感電により、重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。

■お車の故障や火災を防ぐために

電球が正しい位置にしっかりと取り付
けられていることを確認してください。
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7-1. まず初めに

● 非常点滅灯（P.425）を点滅
させながら、車を路肩に寄せ停
車する

非常点滅灯は、故障などでやむを得ず路
上駐車する場合、他車に知らせるため使
用します。

● 高速道路や自動車専用道路では、
次のことに従う

1 同乗者を避難させる

2 車両の50m以上後方（ ）に

発炎筒（P.425）と停止表示
板を置くか、停止表示灯を使用
する

● 見通しが悪い場合はさらに後方
に置いてください。

● 発炎筒は、燃料もれの際やトン
ネル内では使用しないでくださ

い。

3 その後、ガードレールの外側な
どに避難する

知識
■停止表示板・停止表示灯について

●高速道路や自動車専用道路でやむを得
ず駐停車する場合は、停止表示板また
は停止表示灯の表示が、法律で義務付
けられています。

停止表示板

停止表示灯

●停止表示板のご購入については、トヨ
タ販売店にお問い合わせください。

故障したときは

故障のときはすみやかに次の指
示に従ってください。

対処のしかた
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スイッチを押す
すべての方向指示灯が点滅します。
もう一度押すと消灯します。

知識
■非常点滅灯について

●エンジン停止中に、非常点滅灯を長時
間使用すると、バッテリーがあがるお
それがあります。

●SRS エアバッグの作動時または後方か
ら強い衝撃を受けたときは、非常点滅
灯が自動で点滅します。
非常点滅灯スイッチを 2回押すか、約
20分経過すると消灯します。
（衝撃の度合いや事故の状況によっては
点滅しないことがあります）

1 本体をまわしながら抜き、本体
を逆さにして挿し込む

2 先端のフタを取り、すり薬 で

発炎筒の先端をこすり、着火さ
せる

必ず車外で使用してください。

着火させる際は、筒先を顔や体に向けな
いでください。

非常点滅灯（ハザードラン
プ）

故障などでやむを得ず路上駐車
する場合、他車に知らせるため
に使用してください。

点滅させるには

発炎筒

高速道路や踏切などでの故障・
事故時に非常信号用として使用
します。
（トンネル内や可燃物の近くでは
使用しないでください）
発炎時間は約 5分です。非常点
滅灯と併用してください。

発炎筒を使うには
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知識
■発炎筒の交換について

本体に表示してある有効期限が切れる前
に、トヨタ販売店でお求めください。有
効期限が切れると、着火しなかったり、
炎が小さくなる場合があります。

1 ブレーキペダルを両足でしっか
りと踏み続ける

ブレーキペダルをくり返し踏まないでく
ださい。通常より強い力が必要となり、
制動距離も長くなります。

2 シフトレバーをNに入れる
 シフトレバーがNに入った場合
3 減速後、車を安全な道路脇に停
める

4 エンジンを停止する
 シフトレバーがNに入らない場
合

3 ブレーキペダルを両足で踏み続
け、可能な限り減速させる

4 エンジンスイッチを2秒以上押
し続けるか、素早く3回以上連
続で押してエンジンを停止する

5 車を安全な道路脇に停める

警告
■発炎筒を使用してはいけない場所

次の場所では、発炎筒を使用しないで
ください。

煙で視界が悪くなったり、引火するお
それがあるため危険です。

●トンネル内

●ガソリンなど可燃物の近く

■発炎筒の取り扱いについて

次のことを必ずお守りください。

お守りいただかないと、重大な傷害を
受けるおそれがあり危険です。

●使用中は、発炎筒を顔や体に向けた
り、近付けたりしない

●発炎筒は、お子さまにさわらせない

車両を緊急停止するには

万一、車が止まらなくなったと
きの非常時のみ、手順に従って
車を停止させてください。

車を停止するには
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● ドアを開けることができる場合、
ドアを開けて車外に出てくださ
い。

● ドアを開けることができない場
合、パワーウインドウスイッチ
でドアガラスを開けて避難経路
を確保してください。

● ドアガラスが開けられる場合、
窓から車外に出てください。

● 水没によりドアおよびドアガラ
スを開けることができない場合、
落ち着いて車内外の水圧差がな
くなるまで車内が浸水するのを
待ってからドアを開けて車外に
出てください。

車外の水位がドア高さの半分をこえると、
水圧で車内からドアを開けることができ
なくなります。

知識
■水位がフロアをこえると

水位がフロアをこえて時間が経過すると、
電気装置が損傷し、パワーウインドウが
作動しなくなったり、エンジンが停止し、
車が移動できなくなるおそれがあります。

警告
■走行中にやむを得ずエンジンを停止
するとき

操作力補助がなくなり、ハンドルが重
くなるため、車のコントロールがしに
くくなり危険です。エンジンを停止す
る前に、十分に減速するようにしてく
ださい。

水没・冠水したときは

この車両は水深が深い道路を走
行できるように設計されていま
せん。冠水路または冠水のおそ
れがある道路は、走行しないで
ください。車両が水没や漂流す
ることが予想される場合は、車
内に留まると危険です。落ち着
いて次のように対処してくださ
い。
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■緊急脱出用ハンマー※の使用について

合わせガラスは、緊急脱出用ハンマーで
割ることができません。

この車両のドアガラスに合わせガラスは
使用されていません。
※詳しくはトヨタ販売店にお問い合わせ
ください。

警告
■走行中の警告

冠水路または冠水のおそれがある道路
は、走行しないでください。車両が故
障して動かなくなり、水没や漂流から
死亡につながるおそれがあります。

車中泊が必要なときは

警告
車中泊としてお車をご利用になる場合
は、エコノミークラス症候群や熱中症、
一酸化炭素中毒などのリスクを伴うた
め十分注意してください。

●詳しい注意事項などを以下のURL で
確認することができます。

https://www.toyota.co.jp/jpn/
sustainability/social_contribution/
tdrs/emergency
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7-2. 緊急時の対処法

次の場合は、駆動系の故障が考え
られるため、トヨタ販売店または
専門業者へご連絡ください。
● エンジンはかかるが車が動かな
い

● 異常な音がする

 前向きにけん引するときは

台車を使用して後輪を持ち上げる

 うしろ向きにけん引するときは

台車を使用して前輪を持ち上げる

けん引について

けん引は、できるだけトヨタ販
売店または専門業者にご依頼く
ださい。

その場合は、レッカー車または、
車両運搬車を使用することをお
すすめします。

けん引の前に販売店への連絡が
必要な状況

レッカー車でけん引するとき

警告
次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

■レッカー車でけん引するとき

2WD車

必ず 4輪とも持ち上げた状態で運搬し
てください。タイヤが地面に着いた状
態でけん引すると、駆動系部品が破損
したり、車の向きがかわり事故につな
がったりするおそれがあります。
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車両運搬車で輸送するときは、タ
イヤ固定ベルトを使用してくださ
い。タイヤ固定方法については、
車両運搬車の取扱説明書を参照し
てください。
輸送中の車両移動を抑制するため、
パーキングブレーキをかけ、エン
ジンスイッチをOFF にしてくださ
い。

お車にけん引フックは装備されて
いません。けん引が必要な場合は、
トヨタ販売店にお問い合わせくだ
さい。

警告
4WD車

4輪とも持ち上げた状態で運搬してく
ださい。タイヤが地面に着いた状態で
けん引すると、駆動系部品が破損した
り車が台車から飛び出したりするおそ
れがあります。

注意
■ホイールリフト式トラックによるけ
ん引時の車両損傷防止について

●エンジンスイッチがOFF の状態で、
車両を後方からけん引しないでくだ
さい。

●車両を持ち上げる際は、持ち上げた
車両の反対側でけん引するための十
分な最低地上高を確保してください。
十分な地上高がない場合、けん引中
に車両が損傷するおそれがあります。

■Stop & Startシステム搭載車両をけ
ん引するために

4輪すべてを地面につけた状態でけん
引する場合は、システムを保護するた
め、けん引前にエンジンスイッチを
OFF にし、その後エンジンを始動する
か、エンジンスイッチをONにしてく
ださい。

■レッカー車でけん引するとき

車両の損傷を防ぐために図のような
レッカー車ではけん引しないでくださ
い。

車両運搬車を使用するとき

他車にけん引してもらうとき
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システムが作動したあと、エンジ
ンを始動するには、次の手順に
従ってください。
1 エンジンスイッチをACCまた
はOFFにする

2 エンジンを再始動する

フューエルポンプシャット
オフシステム

エンジン停止時およびSRSエア
バッグ作動時は、フューエルポ
ンプシャットオフシステムが作
動し、燃料供給を停止し、燃料
もれを最小限に抑えます。

エンジンを始動するには

注意
■エンジンを始動する前に

車両の下をよく確認してください。

地面に燃料漏れを見つけた場合は、燃
料システムに損傷があり、修理する必
要があります。その場合はエンジンを
再始動しないでください。
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■ ブレーキ警告灯（警告ブザー）

■ ブレーキ警告灯（警告ブザー）

■ 高水温警告灯※

※メッセージと一緒にマルチインフォメーションディスプレイに表示されます。

■ 充電警告灯（警告ブザー）※

警告灯がついたときは

警告灯が点灯または点滅したままの場合は、落ち着いて次のように対処
してください。なお、点灯・点滅しても、その後消灯すれば異常ではあ
りません。ただし、同じ現象が再度発生した場合は、トヨタ販売店で点
検を受けてください。

警告灯・警告ブザーへの対応

警告灯 警告内容・対処方法

（Type A）

または

（赤色）
（Type B）

●ブレーキ液の不足
●ブレーキ系統の異常
→ ただちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してください。
走行を続けると危険です。

警告灯 警告内容・対処方法

（黄色）

パーキングブレーキシステムの異常
→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法

エンジン冷却水の高温異常
→ ただちに安全な場所に停車し、対処方法（P.464）に従ってく
ださい。

警告灯 警告内容・対処方法

充電系統の異常
→ ただちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してください。
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※ メッセージと一緒にマルチインフォメーションディスプレイに表示されます。

■ 油圧警告灯（警告ブザー）※

※メッセージと一緒にマルチインフォメーションディスプレイに表示されます。

■ エンジン警告灯

■ SRSエアバッグ／プリテンショナー警告灯

■ ABS＆ブレーキアシスト警告灯

警告灯 警告内容・対処方法

エンジンオイル圧力の異常
→ ただちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してください。

警告灯 警告内容・対処方法

（Type A）
または

（Type B）

●エンジン電子制御システムの異常
●電子制御スロットルの異常
●排出ガス浄化装置の異常
→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法

●SRSエアバッグシステムの異常
●助手席乗員検知システムの異常
●プリテンショナー付きシートベルトシステムの異常
→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法

（Type A）

または

（Type B）

●ABSの異常
●ブレーキアシストの異常
→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。
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■ パワーステアリング警告灯（警告ブザー）

■ PCS警告灯

■ LTA表示灯（警告ブザー）※

※4.2 インチディスプレイ装着車：マルチインフォメーションディスプレイに表示され
ます。

■ Stop & Start キャンセル表示灯

警告灯 警告内容・対処方法

（赤色）
または

（黄色）

EPS（エレクトリックパワーステアリング）の異常
→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法

（点滅または点灯）

警告ブザーが鳴った場合：
●プリクラッシュセーフティの異常
→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

警告ブザーが鳴らない場合：

プリクラッシュセーフティが一時的、または対処を行うまで作動停
止している
→ マルチインフォメーションディスプレイに表示されているメッ
セージの指示に従ってください。（P.200，442）

プリクラッシュセーフティがOFF、またはVSC（ビークルスタビリ
ティコントロール）システムが停止しているときも点灯します。
→ P.343

警告灯 警告内容・対処方法

（橙色）

LTA（レーントレーシングアシスト）の異常
→ マルチインフォメーションディスプレイに表示されているメッ
セージの指示に従ってください。（P.222）

警告灯 警告内容・対処方法

（点滅）

Stop ＆ Start システムの異常
→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。
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■ クリアランスソナーOFF表示灯（警告ブザー）★

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

■ PKSB OFF 表示灯（警告ブザー）★

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

■ “RCTA OFF”表示灯（警告ブザー）★

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

警告灯 警告内容・対処方法

（点滅）

クリアランスソナーの異常
→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

センサー部の汚れなどによりシステムが一時的に使用できない
→ マルチインフォメーションディスプレイに表示されているメッ
セージの指示に従ってください。（P.249）

警告灯 警告内容・対処方法

（点滅）

ブザーが鳴った場合：

PKSB（パーキングサポートブレーキ）の異常
→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

ブザーが鳴らなかった場合：

センサー部の汚れなどによりシステムが一時的に使用できない
→ マルチインフォメーションディスプレイに表示されているメッ
セージの指示に従ってください。（P.263）

警告灯 警告内容・対処方法

（点滅）

RCTA（リヤクロストトフィックアラート）の異常
→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

レーダーセンサー周辺のリヤバンパーに汚れや付着物がある
（P.242）
→ マルチインフォメーションディスプレイに表示されているメッ
セージの指示に従ってください。（P.255）
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■ スリップ表示灯

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

■ ペダル誤操作警告灯（警告ブザー）※

※メッセージと一緒にマルチインフォメーションディスプレイに表示されます。

■ ブレーキホールド作動表示灯（警告ブザー）

警告灯 警告内容・対処方法

●VSCシステム／トレーラースウェイコントロールの異常
●TRACシステムの異常
●ヒルスタートアシストコントロールシステムの異常
●マルチテレインセレクトブレーキコントロール★の異常
●クロールコントロール★の異常
●ダウンヒルアシストコントロールシステム★の異常
→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法

ブザーが鳴った場合：
●ブレーキオーバーライドシステムの異常
●ドライブスタートコントロールの異常
●ドライブスタートコントロール作動時
→ マルチインフォメーションディスプレイに表示されているメッ
セージの指示に従ってください。

ブザーが鳴らなかった場合：

ブレーキオーバーライドシステム作動時
→ アクセルペダルから足を離し、ブレーキペダルを踏んでください。

警告灯 警告内容・対処方法

（点滅）

ブレーキホールドシステムの異常
→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。
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■ パーキングブレーキ表示灯（警告ブザー）

■ リヤデフロック作動表示灯★

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

■ タイヤ空気圧警告灯

■ 燃料残量警告灯

警告灯 警告内容・対処方法

（点滅）
（Type A）
または

（点滅）
（Type B）

パーキングブレーキが完全にかかっていない、または解除されてい
ない可能性がある
→ パーキングブレーキスイッチを再度操作してください。
パーキングブレーキが解除されていないときは点灯します。解除
後、消灯すれば正常です。

警告灯 警告内容・対処方法

（点滅）

リヤディファレンシャルロックシステムの異常
→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法

警告灯が約 1分間点滅したあとに点灯した場合：

タイヤ空気圧警報システムの異常
→ トヨタ販売店で点検を受けてください。

警告灯が点灯した場合：

次のようなタイヤ空気圧の低下を表します。
●自然要因
●タイヤのパンク
→ ただちに安全な場所に停車し、対処方法（P.439）に従ってく
ださい。

警告灯 警告内容・対処方法

燃料の残量が約3.4 gal. (13.0L, 2.8 Imp. gal.) 以下になった
→ 燃料を補給する
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■ 運転席・助手席シートベルト非着用警告灯（警告ブザー※）

※運転席シートベルト非着用警告ブザー：
運転席シートベルト警告ブザーは、運転席のシートベルトが装着されていないことを
知らせるために鳴ります。エンジンスイッチをONにすると 1回ブザーが鳴ります。
シートベルトが非着用のまま車速が一定以上になると警告ブザーが一定時間断続的に
鳴ります。
助手席シートベルト非着用警告ブザー：
助手席シートベルト警告ブザーは、助手席のシートベルトが装着されていないことを
乗員に知らせるために作動します。シートベルトが非着用のまま車速が一定以上にな
ると警告ブザーが一定時間断続的に鳴ります。

■ リヤ席シートベルト非着用警告灯※1（警告ブザー）※2

※14.2 インチディスプレイ装着車：マルチインフォメーションディスプレイに点灯し
ます。

※2リヤ席シートベルト非着用警告ブザー：
リヤ席シートベルト非着用（いずれかのシートベルト脱着により、リヤ席シートベ
ルト非着用警告灯が点灯している状態）のまま車速が一定以上になると警告ブザー
が一定時間断続的に鳴ります。

■ エアーサスペンション異常表示灯★※

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。
※4.2 インチディスプレイ装着車：マルチインフォメーションディスプレイに表示され
ます。

警告灯 警告内容・対処方法

運転席・助手席シートベルトの非着用
→ シートベルトを着用する
助手席に人が乗っている場合、助手席のシートベルトも着用しな
ければ警告灯（警告ブザー）は消灯しません。

警告灯 警告内容・対処方法

リヤ席シートベルトの非着用
→ シートベルトを着用する

警告灯 警告内容・対処方法

エアーサスペンションシステムの異常
→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。
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■ トレーラーブレーキ警告灯★

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

知識
■警告ブザーについて

状況によっては、外部の騒音やオーディ
オの音などにより、ブザー音が聞こえな
い場合があります。

■シートベルト非着用警告灯の乗員検知
センサーの作動について

●助手席に乗員がいなくても、シートに
荷物などを置くと、センサーが重量を
検知して警告灯が点滅することがあり
ます。

●助手席に座布団などを敷くと、セン
サーが乗員を検知せず警告灯が作動し
ないことがあります。

■SRS 警告灯

この警告灯システムは、エアバッグセン
サーアッセンブリー、フロントインパク
トセンサー、サイドインパクトセンサー
（フロントドア）、サイドインパクトセン
サー（フロント）、サイドインパクトセン
サー（リヤ）、運転席ポジションセン
サー、運転席シートベルトバックルス
イッチ、助手席乗員検知センサー、“AIR 
BAG ON”表示灯、“AIR BAG OFF”
表示灯、助手席シートベルトバックルス
イッチ、シートベルトプリテンショナー、
エアバッグ、回線回路、および電源装置
を検知します。（P.36）

■走行中にエンジン警告灯が点灯したと
き

まず次を確認してください：

●燃料は入っていますか？

入っていないの場合は、ただちに燃料を
補給してください。

●燃料口キャップは緩んでいませんか？

緩んでいる場合は、しっかりと閉めてく
ださい。
数回の走行後、警告灯は消灯します。
数回走行しても警告灯が消えない場合は、
できるだけ早くトヨタ販売店にご相談く
ださい。

■パワーステアリング警告灯／警告ブ
ザーについて

バッテリーの充電が不十分な場合、また
は一時的に電圧が下がった場合に警告灯
が点灯し、警告ブザーが鳴ることがあり
ます。

■タイヤ空気圧警告灯が点灯した場合

タイヤがパンクしていないか確認してく
ださい。

パンクしているときは：P.446

パンクしていないときは：
エンジンスイッチをOFF にしたあとで再
度ONにして、タイヤ空気圧警告灯が点
灯しているか点滅しているかを確認して
ください。

タイヤ空気圧警告灯が約1分間点滅した
あとに点灯した場合

タイヤ空気圧警報システムに異常がある
おそれがあります。ただちにトヨタ販売
店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法

●トレーラーブレーキコントロールシステムの異常
●トレーラーコネクタ回路の異常
→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。
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タイヤ空気圧警告灯が点灯した場合
1 タイヤが十分に冷えてから空気圧を確
認し、適切な値に調整する

2 数分たっても警告灯が消灯しない場合
は、指定空気圧であることを確認し、
タイヤ空気圧警報システムの初期化を
行う。（P.406）

■自然要因によるタイヤ空気圧警報につ
いて

自然な空気もれ、外気温による空気圧の
変化など、自然要因によりタイヤ空気圧
警告灯が点灯することがあります。この
場合、タイヤ空気圧を適切な値に調整し
てください。数分後に警告灯が消灯しま
す。

■スペアタイヤに交換したときは

スペアタイヤには、タイヤ空気圧警告バ
ルブと送信機が装備されていません。パ
ンクしたタイヤをスペアタイヤに交換し
ても、タイヤ空気圧警告灯は消灯しませ
ん。
正常なタイヤと交換し、適切なタイヤ空
気圧に調整してください。数分後にタイ
ヤ空気圧警告灯は消灯します。

■タイヤ空気圧警報システムが正常に働
かないおそれがある状況

P.404

警告
■ABS 警告灯とブレーキ警告灯が同時
に点灯したときは

ただちに安全な場所に停車し、トヨタ
販売店にご連絡ください。
ABS またはブレーキアシストシステム
に異常が発生しているだけでなく、強
めのブレーキの際に車両が不安定にな
るおそれがあり、重大な傷害におよぶ
か、最悪の場合死亡につながるおそれ
があります。

■パワーステアリング警告灯が点灯し
たとき

黄色に点灯したときは操作力補助が制
限され、赤色に点灯したときは操作力
補助がなくなるため、ハンドル操作が
非常に重くなることがあります。
ハンドル操作が通常より重いときは、
ハンドルをしっかりと持ち、通常より
強く操作してください。

■タイヤ空気圧警告灯が点灯した場合

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、駆動系部品の
損傷や不安定な操縦特性により、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

●できる限り速やかに安全な場所に停
車し、タイヤ空気圧を調整してくだ
さい。

●タイヤ空気圧を調整したあとも警告
灯が点灯している場合はタイヤがパ
ンクしている可能性がありますので、
確認してください。タイヤがパンク
している場合はスペアタイヤに交換
し、最寄りのトヨタ販売店でタイヤ
の修理をしてください。

●急ハンドル・急ブレーキは避けてく
ださい。
もしタイヤの状態が悪化した場合、
ハンドル操作またはブレーキが効か
なくなるおそれがあります。

■タイヤの破裂、突然の空気もれが発
生した場合

急激にタイヤ空気圧が低下した場合は、
タイヤ空気圧警報システムによる警報
ができない場合があります。
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警告
■Maintenance of the tires

Each tire, including the spare (if 
provided), should be checked 
monthly when cold and inflated to 
the inflation pressure 
recommended by the vehicle 
manufacturer on the vehicle 
placard or tire inflation pressure 
label (tire and load information 
label). (If your vehicle has tires of 
a different size than the size 
indicated on the vehicle placard or 
tire inflation pressure label [tire 
and load information label], you 
should determine the proper tire 
inflation pressure for those tires.)

As an added safety feature, your 
vehicle has been equipped with a 
tire pressure monitoring system 
(TPMS-tire pressure warning 
system) that illuminates a low tire 
pressure telltale (tire pressure 
warning light) when one or more of 
your tires is significantly 
underinflated. Accordingly, when 
the low tire pressure telltale (tire 
pressure warning light) 
illuminates, you should stop and 
check your tires as soon as 
possible, and inflate them to the 
proper pressure. Driving on a 
significantly under-inflated tire 
causes the tire to overheat and 
can lead to tire failure. Under-
inflation also reduces fuel 
efficiency and tire tread life, and 
may affect the vehicle’s handling 
and stopping ability.

Please note that the TPMS (tire 
pressure warning system) is not a 
substitute for proper tire 
maintenance, and it is the 
driver’s responsibility to maintain 
correct tire pressure, even if 
under-inflation has not reached 
the level to trigger illumination of 
the TPMS low tire pressure 
telltale (tire pressure warning 
light).

Your vehicle has also been 
equipped with a TPMS (tire 
pressure warning system) 
malfunction indicator to indicate 
when the system is not operating 
properly.

The TPMS (tire pressure warning 
system) malfunction indicator is 
combined with the low tire 
pressure telltale (tire pressure 
warning light). When the system 
detects a malfunction, the telltale 
will flash for approximately one 
minute and then remain 
continuously illuminated. This 
sequence will continue upon 
subsequent vehicle start-ups as 
long as the malfunction exists. 
When the malfunction indicator is 
illuminated, the system may not 
be able to detect or signal low tire 
pressure as intended.
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知識
■警告メッセージについて

文中の警告メッセージの表示は、使用状
況や車両の仕様により実際の表示と異な
る場合があります。

■各部の操作に関するメッセージが表示
されたときは

●アクセルペダルまたはブレーキペダル
の操作に関するメッセージが表示され
たとき

PCS（プリクラッシュセーフティ）や
レーダークルーズコントロール（全車速
追従機能付き）などの運転支援システム
の作動中、ブレーキ操作に関する警告
メッセージが表示される場合があります。
メッセージが表示されたときは、必ず減
速、または画面で指示された操作を行っ
てください。

警告
TPMS (tire pressure warning 
system) malfunctions may occur 
for a variety of reasons, including 
the installation of replacement or 
alternate tires or wheels on the 
vehicle that prevent the TPMS 
(tire pressure warning system) 
from functioning properly. Always 
check the TPMS (tire pressure 
warning system) malfunction 
telltale after replacing one or more 
tires or wheels on your vehicle to 
ensure that the replacement or 
alternate tires and wheels allow 
the TPMS (tire pressure warning 
system) to continue to function 
properly.

注意
■タイヤ空気圧警報システムが正常に
作動するようにするため

構造・メーカー・銘柄・トレッドパ
ターンが異なるタイヤを使用しないで
ください。タイヤ空気圧警報システム
が正常に作動しないことがあります。

警告メッセージが表示され
たときは

マルチインフォメーションディ
スプレイには、システムの故障
や誤った操作をしたときの警告、
メンテナンスが必要であること
をお知らせするメッセージが表
示されます。メッセージが表示
されたときは、メッセージの内
容に従って対処してください。

また、メッセージと同時に専用
警告灯が点灯・点滅する場合が
あります。その際は、各警告灯
が点灯・点滅したときの対処方
法（P.432）に従ってくださ
い。

処置後に再度メッセージが表示
されたときは、トヨタ販売店へ
ご連絡ください。
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ブレーキオーバーライドシステムが作動
すると、警告メッセージが表示されます。
（P.162）

ドライブスタートコントロール
（P.167）または PKSB（パーキング
サポートブレーキ）★（P.259）が作
動したときに、警告メッセージが表示さ
れます。画面の指示に従って対処してく
ださい。

●エンジンスイッチの操作に関するメッ
セージが表示されたとき

正しい手順で始動操作をしていないとき
や、誤操作の可能性があるときなどに、
エンジンスイッチの操作に関するアドバ
イスが表示されます。画面の指示に従っ
て操作し直してください。

●シフトレバーの操作に関するメッセー
ジが表示されたとき

誤ったシフトポジションの選択や、停車
中の意図せぬ車両の動き出しなどを防止
するため、シフトレバーの操作が指示さ
れることがあります。
その場合は、画面の指示に従ってシフト
ポジションを変更してください。

●各部の開閉状態や、消耗品の補充など
に関するメッセージ・画像が表示され
たとき

画面の表示、または警告灯で指示された
部位を確認し、開いているドアを閉めた
り、消耗品を補充したりするなどの対処
を行ってください。
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

■トヨタ販売店での点検をうながすメッ
セージが表示されたときは

警告メッセージで名称が表示されたシス
テム、または部位などに問題が発生して
います。すみやかにトヨタ販売店で点検
を受けてください。

■取扱説明書の確認をうながすメッセー
ジが表示されたときは

●“Engine Coolant Temp High Stop 
in a Safe Place See Owner’s 
Manual” が表示されたときは、対処
方法に従ってください。（P.464）

●次のメッセージが表示されたときは、
故障している可能性があります。
安全な場所に車を停め、ただちにトヨ
タ販売店に連絡してください。走行を
続けると危険です。

･ “Transmission Oil Temp. High 
Stop in a Safe Place and See 
Owner’s Manual”

･ “Charging System Malfunction 
Stop in a Safe Place See 
Owner’s Manual”

･ “Smart Key System Malfunction 
See Owner’s Manual”

●次のメッセージが表示されたときは、
故障している可能性があります。
ただちにトヨタ販売店で点検を受けて
ください。

･ “Oil Pressure Low Stop in a Safe 
Place See Owner’s Manual”

･ “Braking Power Low Stop in a 
Safe Place See Owner’s 
Manual”

■“Shift to P Before Exiting 
Vehicle”または“Shift to P when 
Parked” が表示されたとき

シフトレバーが P以外の位置でエンジン
スイッチをOFF にせずに運転席ドアを開
けた場合に、メッセージが表示されます。

シフトレバーを Pに入れてください。

■“Auto Power OFF to Conserve 
Battery”が表示されたとき

自動電源OFF 機能が作動したときにメッ
セージが表示されます。

次回エンジン始動時にエンジン回転数を
少し高めにして約5分間その回転数を保
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持し、バッテリーを充電してください。

■“Headlight System Malfunction 
Visit Your Dealer” が表示されたと
き

次のシステムに異常があるおそれがあり
ます。ただちにトヨタ販売店で点検を受
けてください。

●LED ヘッドランプ

●オートヘッドライトレベリングシステ
ム★

●オートマチックハイビーム
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

■“Engine Oil Level Low Add or 
Replace” が表示されたとき

エンジンオイルが不足しているときに
メッセージが表示されます。エンジンオ
イル量を点検し、オイルを補給してくだ
さい。また、傾斜路などに停車したとき
に表示される場合があります。水平な路
面に移動し、メッセージが表示されるか
確認してください。

■“Engine Stopped Steering Power 
Low”が表示されたとき

走行中にエンジンが停止したときにメッ
セージが表示されます。

ハンドル操作が通常より重いときは、ハ
ンドルをしっかりと持ち、通常より強く
操作してください。

■“Maintenance Required Soon”が
表示されたとき

メンテナンススケジュール※に記載され
ている走行距離から点検・整備をまもな
く実施する必要があることをお知らせし
ます。

メッセージをリセットしてからおよそ
4500 miles（7200 km）走行後に表
示します。

必要に応じてメンテナンスを実施してく
ださい。メンテナンスが完了したら、
メッセージをリセットしてください。
※車両のメンテナンス間隔については、
別冊の“Scheduled Maintenance 
Guide”または“Owner’s Manual 
Supplement” を参照してください。

■“Maintenance Required Visit 
Your Dealer” が表示されたとき

メンテナンススケジュール※に記載され
ている走行距離から点検・整備を実施す
る必要があることをお知らせします。

メッセージをリセットしてからおよそ
5000 miles（8000 km）走行後に表
示します。（メッセージをリセットしてい
ない場合、正しく作動しません。）

必要に応じてメンテナンスを実施してく
ださい。メンテナンスが完了したら、
メッセージをリセットしてください。
※車両のメンテナンス間隔については、
別冊の“Scheduled Maintenance 
Guide”または“Owner’s Manual 
Supplement” を参照してください。

■“Engine Maintenance Required 
Visit Your Dealer” が表示されたと
き

エンジンに異常があるおそれがあります。
ただちにトヨタ販売店で点検を受けてく
ださい。

■“Oil Maintenance Required 
Soon”が表示されたとき

エンジンオイルがまもなく交換時期であ
るときに表示されます。

エンジンオイルを点検し、必要であれば
交換してください。エンジンオイルを交
換した後は、必ずメッセージをリセット
してください。
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■“Oil Maintenance Required”が表
示されたとき

エンジンオイルの交換が必要であるとき
に表示されます。

トヨタ販売店でエンジンオイルおよびオ
イルフィルターを点検・交換してくださ
い。交換後は、必ずメッセージをリセッ
トしてください。

■前方カメラの異常を示すメッセージが
表示されたとき

メッセージに表示された異常が解消され
るまで、次のシステムは作動しない可能
性があります。（P.200，432）

●PCS（プリクラッシュセーフティ）

●LTA（レーントレーシングアシスト）

●オートマチックハイビーム

●RSA（ロードサインアシスト）★

●レーダークルーズコントロール（全車
速追従機能付き）

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

■レーダーの異常を示すメッセージが表
示されたとき

メッセージに表示された異常が解消され
るまで、次のシステムは作動しない可能
性があります。（P.200，432）

●PCS（プリクラッシュセーフティ）

●LTA（レーントレーシングアシスト）

●レーダークルーズコントロール（全車
速追従機能付き）

■“Radar Cruise Control 
Unavailable See Owner’s 
Manual”が表示されたとき

レーダークルーズコントロール（全車速
追従機能付き）のシステムが一時的、ま
たは対処を行うまで使用できません。（要
因および対処方法：P.200）

■“Radar Cruise Control 
Unavailable” が表示されたとき

レーダークルーズコントロール（全車速
追従機能付き）のシステムが一時的に使
用不可と判断されています。しばらく走
行してからレーダークルーズコントロー
ル（全車速追従機能付き）を再設定して
ください。

■“Power Tailgate Unavailable 
Fully Close Tailgate Manually to 
Re-Activate Power Tailgate” が表
示されたとき★

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

テールゲートオープナースイッチを押し
たあとに次のメッセージが表示された場
合、パワーテールゲートの初期化が必要
です。パワーテールゲートを初期化する
には、手動でテールゲートを完全に閉め
てください。

次のような状況が発生した場合、パワー
テールゲートの初期化が必要になること
があります。

･ 挟み込み検知が作動し、テールゲート
が完全に閉まっていない場合

･ テールゲートのコネクターを脱着した
あと、テールゲートを完全に閉じてい
ない

･ テールゲートが完全に閉まっていない
状態で、パワーテールゲートの作動を
停止した

･ バッテリーを再接続したあとに、テー
ルゲートを完全に閉じていない

テールゲートが完全に閉まると、システ
ムは初期化され、メッセージは消えます。

■“Power Tailgate Unavailable/
Malfunction Visit Your Dealer” が
表示されたとき★

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。
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システムに異常があるおそれがあります。

トヨタ販売店で点検を受けてください。

■警告ブザー

P.442

● 地面が固く平らで安全な場所に
移動する

● パーキングブレーキをかける
● シフトレバーをPにする
● エンジンを停止する
● 非常点滅灯を点滅させる
（P.425）

● 電子制御サスペンション装着
車：車高調整モードスイッチを
押して、システムを手動モード
に設定してください
（P.323）

パンクしたときは

パンクしたタイヤを、備え付け
のスペアタイヤと交換してくだ
さい。

（タイヤについての詳しい説明は
P.401を参照してください）

警告
■タイヤがパンクしたとき

パンクしたまま走行しないでください。
短い距離でも、タイヤとホイールが修
理できないほど損傷したり、思わぬ事
故につながるおそれがあり危険です。

ジャッキで車体を持ち上げる前
に
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■ スペアタイヤ

■ 工具・ジャッキ
 Double Cab

ジャッキ

工具袋

ホイールロックキー★

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

 CrewMax

ジャッキ

工具袋

ホイールロックキー★

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

スペアタイヤ・工具・ジャッキ
の位置

警告
■ジャッキの使用について

次のことをお守りください。

ジャッキの取り扱いを誤ると、車が落
下して重大な傷害におよぶか、最悪の
場合死亡につながるおそれがあります。

●ジャッキはタイヤ交換・タイヤ
チェーン取り付け・取りはずし以外
の目的で使用しない

●備え付けのジャッキは、お客様の車
にしか使うことができないため、他
の車に使ったり他の車のジャッキを
お客様の車に使用したりしない
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります

ホイールロックナット付きのタイ
ヤを交換する際は、次の手順に
従ってホイールロックナットの取
りはずし、取り付けを行ってくだ
さい。ホイールロックキーはグ
ローブボックスに収納されていま
す。使用後は必ず元の位置にもど
し、紛失しないようにしてくださ
い。（P.447）

■ 取りはずす
取りはずしをしやすいようにホ
イールロックナットを必ず最初に
ゆるめてください。
1 ホイールロックキーをホイール
ロックナットのパターンが合う
までまわす

2 ホイールナットレンチを使用し
てホイールロックナットをゆる
める

■ 取り付ける
取り付けをしやすいようにホイー
ルロックナットを必ず最後に締め
付けてください。
1 ホイールロックナットを手で取
り付ける

2 ホイールロックキーをホイール
ロックナットのパターンが合う
までまわす

3 ホイールナットレンチを使用し
てホイールロックナットを指定
の締め付けトルクで締める

警告
●ジャッキはジャッキセット位置に正
しくかける

●ジャッキで支えられている車の下に
体を入れない

●車がジャッキで支えられている状態
で、エンジンを始動したり車を走ら
せない

●車内に人を乗せたまま車を持ち上げ
ない

●車を持ち上げるときは、ジャッキの
上または下にものを載せない

●車を持ち上げるときは、タイヤ交換
できる高さ以上に上げない

●車の下にもぐり込んで作業する場合
は、ジャッキスタンドを使用する

●車両を下げる際はとくに、ご自身や
周囲の人がけがをしないよう注意し
てください。

■ジャッキハンドルを使用するときは

ジャッキハンドルが不意に分解しない
ように、ジャッキハンドルを組み付け
たあと、ホイールナットレンチの穴部
を使いネジ部を確実に締め付けてくだ
さい。

ホイールロックナット★

注意
■ホイールロックキーを使用するとき
は

インパクトレンチは使用しないでくだ
さい。インパクトレンチを使用すると、
ホイールロックナットとホイールロッ
クキーに損傷を与えるおそれがありま
す。ホイールロックの取り付けについ
ては、トヨタ販売店にお問い合わせく
ださい。
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1 ヘッドレストを折りたたみ
（P.133）、ストラップを引い
て背もたれを倒します。

2 ジャッキをゆるめて取りはず
す。

1 ゆるめる
2 締める
使用後は取りはずしたときと逆の手順で
取り付けます。

3 固定バンドをはずして工具袋を
取り出す

1 ジャッキハンドルを組み付ける

ジャッキと工具袋を取り出すに
は

スペアタイヤを取り出すには
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2 組み付けたジャッキハンドルを
挿し込み、反時計回りにまわす

3 スペアタイヤを引き出し、アン
カープレートを取りはずす

1 輪止め※をする

※輪止めは、トヨタ販売店で購入するこ
とができます。

2 ナットを少し（約1回転）ゆる
める

ホイールロック装着車：ホイールロック
キーを使用してホイールロックをゆるめ
てください。

パンクしたタイヤを交換するに
は

交換するタイヤ 輪止めの位置

左前輪 右側後輪うしろ

右前輪 左側後輪うしろ

左後輪 右側前輪前

右後輪 左側前輪前
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3 図のようにジャッキハンドルを
組み付ける

4 図に示すジャッキセット位置に
ジャッキをかける

フロント

リヤ

ジャッキは水平で固い場所に設置してく
ださい。

5 タイヤが地面から少し離れるま
で、車体を上げる

リヤアクスルハウジングにジャッキを
セットするときは、ジャッキ上部の溝と、
ハウジングを図のように合わせるように

してください。

6 ナットすべてを取りはずし、タ
イヤを取りはずす

タイヤを直接地面に置くときは、ホイー
ルの意匠面に傷が付かないよう意匠面を
上にします。

警告
■タイヤ交換について

●次のことを必ずお守りください。

お守りいただかないと、重大な傷害を
受けるおそれがあり危険です。

･ スペアタイヤは完全に地面に降ろし
てから取り出す

･ センターオーナメントは直接手をか
けて取らない
取り扱いには十分に注意してくださ
い。けがをするおそれがあります。
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1 ホイール接触面の汚れをふき取
る

ホイール接触面が汚れていると、走行中
ナットがゆるみ、タイヤがはずれるおそ
れがあります。

2 スペアタイヤを取り付け、タイ
ヤががたつかない程度まで手で
ナットを仮締めする

スチールホイールからスチールホイール

（スペアタイヤ含む）に交換する場合は、

ナットのテーパー部 がホイールのシー

ト部 に軽くあたるまでまわします。

アルミホイールからスチールホイール

（スペアタイヤ含む）に交換する場合は、

ナットのテーパー部 がホイールのシー

警告
･ 走行直後、ディスクホイールやブ
レーキまわりなどにはふれない
走行直後のディスクホイールやブ
レーキまわりは高温になっているた
め、タイヤ交換などで手や足などが
ふれると、やけどをするおそれがあ
ります。

●次のことをお守りいただかないと
ナットがゆるみ、ホイールがはずれ
落ち、重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがあり
ます。

･ タイヤを交換したあとは、速やかに
締め付けトルクを確認する

スチールホイール：154 ft•lbf （209 
N•m, 21.3 kgf•m）
アルミホイール：97 ft•lbf （131 
N•m, 13.4 kgf•m）

･ タイヤの取り付けには、使用してい
るホイール専用のナットを使用する

･ 100 miles（160 km）走行するま
でに再度ホイールナットの締め付け
を確認する

･ ボルトやナットのねじ部や、ホイー
ルのボルト穴につぶれや亀裂などの
異常がある場合は、トヨタ販売店で
点検を受ける

･ 走行中に脱落するおそれがあるため、
損傷が激しいホイールオーナメント
は取り付けない

･ ナットを取り付けるときは、必ず
テーパー部を内側にして取り付ける

スペアタイヤを取り付けるには
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ト部 に軽くあたるまでまわします。

3 車体を下げる

4 ホイールナットレンチを使用
し、図の番号順でナットを2、
3度しっかり締め付ける

締め付けトルク：
154 ft•lbf （209 N•m, 21.3 kgf•m）

1 センターオーナメントを取りは
ずす

2 タイヤの外側が上になるように
地面に置き、アンカープレート
を取り付け、ジャッキハンドル
をまわして鎖のたるみをなくす

3 アンカープレートがホイールの
中心にあることを確認してくだ
さい。

警告
■パンクしたタイヤを格納するときは

次の手順をお守りいただかないと、ス
ペアタイヤキャリアの損傷やタイヤの
落下により、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

パンクしたタイヤ・ジャッキ・
工具の収納
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4 タイヤはまっすぐ上げてくださ
い。走行中、急ブレーキや衝突
の際にタイヤが前方に飛び出す
のを防ぐため、周囲の部品を巻
き込まないようにしてくださ
い。

締め付けトルク：
34.7 ft•lbf （46.6 N•m, 4.8 kgf•m）

5 タイヤを巻き上げたら、タイヤ
が確実に固定されていることを
確認する

1 タイヤを上下にゆする
2 回転させる
タイヤが周囲の部品に干渉していないこ
とを直接目で確認してください。

ゆるんだり、正しく収納できなかったり
した場合は、手順 2から手順 4をくり
返してください。

6 タイヤが下がったときや不安定
なときは、手順 5をくり返す

7 工具・ジャッキを収納する

知識
■スペアタイヤについて

●タイヤの側面に TEMPORARY USE 
ONLY と書かれています。
応急用にのみ使用してください。

●空気圧を必ず点検してください。
（P.473）

■スペアタイヤを使用するときは

スペアタイヤにはタイヤ空気圧警報シス
テムが装備されていないため、スペアタ
イヤの空気圧低下はタイヤ空気圧警報シ
ステムによって表示されません。また、
タイヤ空気圧警報システムが点灯した後
にスペアタイヤを交換した場合、警告灯
は点灯したままになります。

■雪道・凍結路で後輪がパンクしたとき

一時的に車両の前輪にスペアタイヤを取
り付けます。次の手順で後輪にタイヤ
チェーンを装着してください：
1 前輪をスペアタイヤに交換する
2 パンクした後輪をはずした前輪に交換
する

3 タイヤチェーンを後輪に装着する

警告
■スペアタイヤを使用するときは

●お客様の車専用になっているため、
他の車には使用しないでください。

●同時に2つ以上のスペアタイヤを使
用しないでください。

●できるだけ早く通常のタイヤと交換
してください。

●急加速・急ハンドル・急ブレーキや
シフト操作による急激なエンジンブ
レーキの使用は避けてください。

■スペアタイヤを装着しているとき

正確な車両速度が検出できない場合が
あり、次のシステムが正常に作動しな
くなるおそれがあります。

･ ABS & ブレーキアシスト

･ VSC

･ TRAC

･ AUTO LSD★

･ PCS（プリクラッシュセーフティ）
★
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警告
･ AHB（オートマチックハイビーム）

･ LTA（レーントレーシングアシスト）

･ レーダークルーズコントロール（全
車速追従機能付き）

･ EPS

･ トレーラースウェイコントロール

･ タイヤ空気圧警報システム

･ BSM（ブラインドスポットモニ
ター）★

･ パノラミックビューモニター★

･ マルチテレインモニター★

･ バッグガイドモニター★

･ クリアランスソナー★

･ PKSB（パーキングサポートブレー
キ）★

･ ナビゲーションシステム★

また、次のシステムは、性能が十分に
発揮できないばかりでなく、駆動系部
品に悪影響を与えるおそれがあります。

･ 4WDシステム★

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

■スペアタイヤ使用時の速度制限

スペアタイヤを装着しているときは、
50 mph (80 km/h) 以上の速度で走
行しないでください。

スペアタイヤは、高速走行に適してい
ないため、思わぬ事故につながるおそ
れがあり危険です。

注意
■パンクしたタイヤで車両を運転しな
いでください

パンクしたタイヤのまま走行を続けな
いでください。
たとえ短距離であってもパンクしたタ
イヤで走行すると、タイヤとホイール
が修復不可能な損傷するおそれがあり
ます。

■タイヤチェーンの装着について

スペアタイヤには、タイヤチェーンを
装着しないでください。
タイヤチェーンが車体にあたり、車を
損傷したり走行に悪影響をおよぼした
りするおそれがあります。

■スペアタイヤを格納するときは

タイヤと車両とのあいだにものが挟
まっていないことを確認してください。

■タイヤを交換するときは

タイヤ・ホイール・タイヤ空気圧警告
システムのバルブや送信機を取りはず
したり、付けかえるときは、トヨタ販
売店へご連絡ください。タイヤ空気圧
警告システムのバルブと送信機の扱い
を誤ると、バルブと送信機が損傷する
おそれがあります。

■タイヤ空気圧警告バルブおよび送信
機の損傷を防ぐため

補修液でタイヤを修理した場合、タイ
ヤ空気圧警告バルブと送信機が正常に
作動しない可能性があります。補修液
を使用した場合は、速やかにトヨタ販
売店またはその他の認定サービス工場
にご連絡ください。タイヤ交換時には、
必ずタイヤ空気圧警告バルブと送信機
を交換してください。（P.405）
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次の原因が考えられます。
● 電子キーが正常に働いていない
可能性があります。（P.458）

● 燃料が入っていない可能性があ
ります。
給油してください。

● 燃料を吸い込みすぎている可能
性があります。
再度、正しい手順（P.169）
に従って、エンジンをかけてく
ださい。

● エンジンイモビライザーシステ
ムに異常がある可能性がありま
す。（P.64）

次の原因が考えられます。
● バッテリーあがりの可能性があ
ります。（P.460）

● バッテリーのターミナルがゆる
んでいる可能性があります。

（P.460）

電子キーの電池切れやヒューズ切
れなど、電気系統異常の可能性が
あります。異常の種類によっては、
エンジンを一時的な処置でかける
ことができます。（P.456）

次の原因が考えられます。
● バッテリーあがりの可能性があ
ります。（P.460）

● バッテリーのターミナルがはず
れている可能性があります。
（P.460）
対処の方法がわからないとき、あるいは
対処をしてもエンジンがかからないとき
は、トヨタ販売店にご連絡ください。

通常のエンジン始動操作でエンジ
ンが始動しないときは、次の手順
でエンジンが始動する場合があり
ます。
緊急時以外は、この方法で始動さ
せないでください。
1 パーキングブレーキがかかって
いることを確認するため、パー
キングブレーキスイッチを引く
（P.179）
2 シフトレバーがPの位置にある
ことを確認する

3 エンジンスイッチをACCにす
る

エンジンがかからないとき
は

正しいエンジンのかけ方
（P.169）に従っても、エンジ
ンがかからないときは、次の状
況の中であてはまるものを確認
し、適切に対処してください。

スターターは正常にまわってい
るのにエンジンがかからない場
合

スターターがゆっくりまわる／
室内灯・ヘッドランプが暗い／
ホーンの音が小さい、または鳴
らない場合

スターターがまわらない場合

スターターがまわらない／室内
灯・ヘッドランプが点灯しない
／ホーンが鳴らない場合

緊急時の始動について
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4 ブレーキペダルをしっかり踏ん
でエンジンスイッチを約15秒
以上押し続ける

上記の方法でエンジンが始動しても、シ
ステムの故障が考えられます。ただちに
トヨタ販売店で点検を受けてください

キーをなくしたときは

キーナンバープレートに打刻さ
れたキーナンバーと残りのキー
から、トヨタ販売店でトヨタ純
正品の新しいキーを作ることが
できます。

キーナンバープレートは車の中
以外の安全な場所（財布の中な
ど）に保管してください。

注意
■電子キーを紛失したとき

電子キーを紛失した状態で放置すると、
盗難の危険性が極めて高くなります。
車両に付属している残りの電子キーを
すべてお持ちの上、ただちにトヨタ販
売店にご相談ください。
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知識
■電子キーが正常に働かないとき

●車両カスタマイズ機能でスマートエン
トリー＆スタートシステムの設定を確
認し、非作動になっている場合には、
作動可能に設定変更してください。
（P.475）

●電子キーが節電モードに設定されてい
ないことを確認してください。設定さ
れている場合は解除してください。
（P.121）

メカニカルキー（P.98）を使っ
て次の操作ができます。（運転席ド
アのみ）

1 全ドア施錠
2 全ドア解錠
キーを回すと運転席ドアのロックが解除
されます。もう一度回すと、他のドアの
ロックも解除されます。

知識
■キー連動機能

1 ドアガラスが閉まる（まわし続ける）

2 ドアガラスとパノラマムーンルーフ★

が開く（まわし続ける）

トヨタ販売店での設定変更が必要です。
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

電子キーが正常に働かない
ときは

電子キーと車両間の通信がさま
たげられたり（P.121）、電子
キーの電池が切れたときは、ス
マートエントリー＆スタートシ
ステムとワイヤレスリモコンが
使用できなくなります。このよ
うな場合、次の手順でドアを開
けたり、エンジンを始動したり
することができます。

注意
■スマートエントリー＆スタートシス
テムの故障などで販売店に車両を
持っていくとき

車両に付属しているすべての電子キー
をお持ちください。

ドアを施錠・解錠するには
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1 シフトレバーが Pの状態でブ
レーキペダルを踏む

2 スイッチが付いている側を表に
して、電子キーでエンジンス
イッチにふれる

電子キーを認識するとブザーが鳴り、
ONへ切りかわります。

車両カスタマイズ機能でスマートエント
リー＆スタートシステムの設定が非作動
になっているときは、ACC へ切りかわ
ります。

3 ブレーキペダルをしっかりと踏
み込んで、マルチインフォメー

ションディスプレイに が表

示されていることを確認する
4 エンジンスイッチを短く確実に
押す

処置をしても作動しないときは、
トヨタ販売店にご連絡ください。

知識
■エンジンの停止方法

通常のエンジンの停止方法と同様に、
パーキングブレーキをかけ、シフトレ
バーをPにしてエンジンスイッチを押し
ます。

■電子キーの電池交換

ここで説明しているエンジンの始動方法
は一時的な処置です。電池が切れたとき
は、ただちに電池の交換をおすすめしま
す。（P.414）

■オートアラームについて

メカニカルキーで施錠した場合、オート
アラームが設定されません。なお、オー
トアラーム設定中にメカニカルキーで解
錠すると、警報が鳴りますのでご注意く
ださい。（P.65）

■エンジンスイッチのモードの切りかえ

エンジン始動方法の手順 3で、ブレーキ
ペダルから足を離してエンジンスイッチ
を押すと、エンジンが始動せず、スイッ
チを押すごとにモードが切りかわります。
（P.171）

警告
■メカニカルキーを使ってパワーウイ
ンドウとパノラマムーンルーフ★を
操作するとき

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

ドアガラスやパノラマムーンルーフに
人が挟まれるおそれがないことを確認
してから操作してください。
またお子さまには、メカニカルキーに
よる操作をさせないでください。お子
さまや他の人がドアガラスやパノラマ
ムーンルーフに挟まれたり巻き込まれ
たりするおそれがあります。

エンジンを始動するには
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ブースターケーブルと12Vの
バッテリー付き救援車があれば、
次の手順に従って、エンジンを始
動させることができます。
1 電子キーを携帯していることを
確認する

ブースターケーブル接続時、場合によっ
ては、オートアラームが作動し自動的に
ドアが施錠されます。（P.66）

2 ボンネットを開けてる
（P.400）
3 バッテリーの＋端子のカバーを
開ける

4 エンジンカバーを取りはずす
先端を持ち上げてカバーを固定ピンから
はずし、カバー本体を手前に引いて取り
はずします。

5 赤色のブースターケーブルを自車のバッテリーの＋端子 につなぎ、

もう一方の端を救援車のバッテリーの＋端子 につなぐ。その後、黒

色のブースターケーブルを救援車のバッテリーの－端子 につなぎ、

もう一方の端を金属部 につなぐ

バッテリーがあがったとき
は

バッテリーがあがった場合、次
の手順でエンジンを始動するこ
とができます。

エンジンを再始動するには
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ブースターケーブルは、指定の端子および接続箇所に届くものを使用してください。

バッテリーの＋端子（自車）

バッテリーの＋端子（救援車）

バッテリーの－端子（救援車）

図に示す金属部

6 救援車のエンジンをかけ、回転
を少し高めにして、約 5分間自
車のバッテリーを充電する

7 エンジンスイッチがOFF の状
態でいずれかのドアを開閉する

8 救援車のエンジン回転を維持し
たまま、エンジンスイッチを
いったんONにしてからエンジ
ンを始動する

9 エンジンが始動したら、ブース
ターケーブルをつないだときと
逆の順ではずす

10取りはずしたときと逆の手順
で、エンジンカバーを取り付け
ます。

エンジンがかかっても、早めにト
ヨタ販売店で点検を受けてくださ
い。

知識
■バッテリーあがり時の始動について

この車両は、押しがけによる始動はでき
ません。

■バッテリーあがりを防ぐために

●エンジンが停止しているときは、ラン
プやエアコン、オーディオなどの電源
を切ってください。

●渋滞などで長時間止まっているときは、
不必要な電装品の電源を切ってくださ
い。

■バッテリーがあがってしまったとき

●コンピューターに記憶されている情報
が消去されます。バッテリーがあがっ
たときはトヨタ販売店で点検を受けて
ください。

●初期設定が必要な機能があります。
（P.487）
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■バッテリー端子をはずすとき

バッテリー端子をはずすと、コンピュー
ターに記憶されている情報が消去されま
す。バッテリー端子をはずすときは、ト
ヨタ販売店にご相談ください。

■バッテリーの充電について

バッテリーの電力は、車両を使用してい
ないあいだも、一部の電装品による消費
や自然放電のために、少しずつ消費され
ています。そのため、車両を長時間放置
すると、バッテリーがあがってエンジン
を始動できなくなるおそれがあります。
（バッテリーは走行中に自動で充電されま
す）

■バッテリーあがり時や取りはずし時な
ど

●バッテリー脱着直後はスマートエント
リー＆スタートシステムによるドアの
解錠ができない場合があります。解錠
できなかった場合は、ワイヤレスリモ
コン、またはメカニカルキーで解錠・
施錠を実施してください。

●バッテリー脱着後、最初の始動操作で
はエンジンが始動できないことがあり
ますが異常ではありません。再度始動
操作を行ってください。

●車両は常にエンジンスイッチの状態を
記憶しています。バッテリーあがり時、
バッテリー脱着後は、バッテリーをは
ずす前の状態に復帰します。バッテ
リーを脱着する際は、エンジンスイッ
チをOFF にしてから行ってください。
バッテリーあがり前のエンジンスイッ
チの状態が不明の場合、バッテリー接
続時は特に注意してください。

●Stop & Start システムは、最大 1時間
エンジンを自動停止しない場合があり
ます。

■バッテリーを交換するとき

●装着されているバッテリーは、Stop & 
Start システム専用品です。LN3-eco
またはそれ以上の性能を持つバッテ
リーと交換してください。適切なバッ
テリーをご使用いただかない場合、
バッテリー保護のために Stop & Start
システムの作動が制限されます。さら
に、バッテリーの早期劣化や、最悪の
場合にはエンジンが再始動しなくなる
おそれがあります。詳しくはトヨタ販
売店にご相談ください。

●欧州規格バッテリーを使用してくださ
い。

●交換前と同一のケースサイズ（LN4）、
20時間率容量（20HR）が同等
（75Ah）以上、かつ性能基準値
（CCA）が同等（776A）以上のバッテ
リーを使用してください。

･ ケースサイズが異なると、バッテリー
が正しく固定されません。

･ 20時間率容量が小さいと、車両を使用
していない期間が短い期間であっても
バッテリーがあがって、エンジンの始
動ができなくなるおそれがあります。

詳しくは、トヨタ販売店にご相談くださ
い。

警告
■バッテリー端子をはずすとき

必ず－端子を先にはずしてください。
＋端子を先にはずすと、＋端子が周辺
の金属部分にふれた場合、火花が発生
し火災につながるおそれがあるほか、
感電し重大な傷害におよぶか、最悪の
場合死亡につながるおそれがあります。
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警告
■バッテリーの引火または爆発を防ぐ
ために

バッテリーから発生する可燃性ガスに
引火して爆発するおそれがあり危険で
すので、火や火花が発生しないよう、
次のことをお守りください。

●ブースターケーブルは正しい端子ま
たは接続箇所以外に接続しない

●＋端子に接続したブースターケーブ
ルの先を付近のブラケットや未塗装
の金属部に接触させない

●ブースターケーブルは＋側と－側の
端子を絶対に接触させない

●バッテリー付近では、喫煙したり
マッチやライターなどで火を起こさ
ない

■バッテリーの取り扱いについて

バッテリー内には有毒で腐食性のある
酸性の電解液が入っており、また関連
部品には鉛または鉛の混合物を含んで
いるので、取り扱いに関し、次のこと
を必ずお守りください。

●バッテリーを取り扱うときは保護メ
ガネを着用し、液（酸）が皮膚・衣
服・車体に付着しないようにする

●必要以上、顔や頭などをバッテリー
に近付けない

●誤ってバッテリー液が体に付着した
り目に入ったりした場合、ただちに
大量の水で洗い、すぐに医師の診察
を受ける
また、医師の診察を受けるまで、水
を含ませたスポンジや布を患部にあ
てておく

●固定クランプ、端子、その他のバッ
テリー関連部品を扱った後は、必ず
手を洗ってください。

●お子さまをバッテリーに近付けない

■バッテリーを交換するときは

●液栓やインジケーターが固定クラン
プに近いと、バッテリー液（硫酸）
がもれだすおそれがあります。

●バッテリーの交換については、トヨ
タ販売店にご相談ください。

注意
■ブースターケーブルの取り扱いにつ
いて

ブースターケーブルを接続したり、取
りはずすときは、冷却ファンやベルト
に巻き込まれないように十分注意して
ください。

■ブースターケーブルを接続するとき
は

指定の端子および接続箇所以外にブー
スターケーブルを接続しないでくださ
い。電子機器に悪影響をおよぼしたり、
破損につながったりするおそれがあり
ます。
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1 安全な場所に停車し、エアコン
をOFFにしてから、エンジン
を停止する

2 蒸気が出ている場合：
蒸気が出なくなったことを確認
してから、注意してボンネット
を開ける
蒸気が出ていない場合：
注意してボンネットを開ける

3 エンジンが十分に冷えてから、
ラジエーターコア部（放熱部）
やホースなどからの冷却水もれ
を点検する

多量の冷却水もれがある場合は、ただち
にトヨタ販売店に連絡してください。

ファン

エンジンラジエーター

インタークーラーラジエーター

4 冷却水の量がリザーバータンク
の“F”（上限）と“L”（下
限）のあいだにあるかを点検す
る

 エンジン

リザーバータンク

“F”（上限）

“L”（下限）

オーバーヒートしたときは

次のような場合は、オーバーヒートの可能性があります。

● 水温計（P.73, 77）の表示がレッドゾーンに入ったり、エンジン
の出力が低下する（スピードが出ないなど）

● マルチインフォメーションディスプレイに“Engine Coolant Temp 
High Stop in a Safe Place See Owner’s Manual”が表示され
る

● エンジンルームから蒸気が出る

対処方法
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 インタークーラー

リザーバータンク

“F”（上限）

“L”（下限）
5 冷却水が不足している場合は、
冷却水を補給する

冷却水がない場合は、応急措置として水
を補給してください。

 エンジン

 インタークーラー

6 エンジンを始動し、ラジエー
ター冷却用のファンが作動して
いるか、およびラジエーターコ
アやホースなどから冷却水もれ
がないことを再度確認する

7 ファンが作動していない場合：
すぐにエンジンを停止し、トヨ
タ販売店に連絡してください。
ファンが作動している場合：
最寄りのトヨタ販売店で点検を
受けてください。

8 マルチインフォメーションディ
スプレイの“Engine Coolant 
Temp High Stop in a Safe 
Place See Owner’s 
Manual”表示を確認する

表示が消えていない場合：
すぐにエンジンを停止し、トヨタ販売店
に連絡してください。

表示が消えている場合：
最寄りのトヨタ販売店で点検を受けてく
ださい。

警告
■エンジンルームを点検しているとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、やけどなどの
重大な傷害を受けるおそれがあります。

●エンジンルームから蒸気が出ている
場合は、蒸気が出なくなるまでボン
ネットを開けないでください。エン
ジンルーム内が高温になっています。

●手や着衣（特にネクタイ・スカー
フ・マフラーなど）をファンやベル
トから離してください。手や着衣が
巻き込まれ、重大な傷害を受けるお
それがあり危険です。
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1 パーキングブレーキをかけシフ
トレバーを Pにして、エンジン
を停止する

シフトレバーを Pにしたあとは、シフト
レバーのボタンを押さないでください。

2 後輪周辺の土や雪などを取り除
く

3 後輪の下に木や石などをあてが
う

4 エンジンを再始動する
5 シフトレバーをDまたはRに
入れ、パーキングブレーキを解
除して注意しながらアクセルペ
ダルを踏む

知識
■脱出しにくいとき

次の方法もお試しください。

●TRACを OFF にする

（P.343）
●リヤデフロックを使用する★

（P.331）
●4WDスイッチを切りかえる★

（P.328）

●クロールコントロールを使用する★

（P.333）

●マルチテレインセレクトを使用する★

（P.336）

警告
●エンジンおよびラジエーターが熱い
場合は、冷却水リザーバータンクの
キャップを開けないでください。
高温の蒸気や冷却水が圧力によって
噴き出すおそれがあります。

注意
■冷却水を入れるとき

エンジンが十分に冷えてからゆっくり
入れてください。
エンジンが熱いときに急に冷たい冷却
水を入れると、エンジンが損傷するお
それがあります。

■冷却系統の故障を防ぐために

次のことをお守りください。

●異物（砂やほこりなど）を冷却水に
混入させない

●市販の冷却水用添加剤を使用しない

スタックしたときは

ぬかるみや砂地・雪道などでタ
イヤが空転したり埋まり込んで
動けなくなったときは次の方法
を試みてください。

脱出するには
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★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

警告
■脱出するとき

前進と後退をくり返してスタックから
脱出する場合、他の車・ものまたは人
との衝突を避けるため周囲に何もない
ことを確認してください。
スタックから脱出するとき、車が前方
または後方に飛び出すおそれがありま
すので、特に注意してください。

■シフトレバーを操作するとき

アクセルペダルを踏み込んだまま操作
しないように気を付けてください。
車が急発進し、思わぬ事故につながる
おそれがあり危険です。

注意
■トランスミッションやその他の部品
への損傷を避けるために

●後輪が空転するのを避け、必要以上
にアクセルペダルを踏まないでくだ
さい。

●上記の方法で脱出できなかった場合、
けん引による救援が必要です。
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8-1. 仕様一覧

※エタノールの混合率10％以下、または ETBEの混合率 22％以下のガソリン（酸素
含有率3.7％以下）を使用することができます。

※エンジンオイルの容量は交換する際の目安です。オイル量の確認は、エンジンの暖機
後に停止し、5分以上経過してからレベルゲージで行ってください。

■ 指定エンジンオイル
API 規格 SP/RC、SN PLUS/
RC、SN/RCか、ILSAC規格に
合致したオイルをご使用ください。
0W-20は、新車時に工場充填さ
れている推奨オイルであり、優れ
た省燃費性能を発揮できます。
0W-20が入手困難な場合は、
5W-30もご使用いただけます。
なお、ILSAC規格合格油の缶には
ILSAC CERTIFICATION（イル
サックサーティフィケーション）
マークが付いています。

API マーク

ILSAC CERTIFICATIONマー

ク

メンテナンスデータ（指定燃料・オイル量など）

燃料

指定燃料 容量（参考値）

･ 無鉛レギュラーガソリン

･ バイオ混合ガソリン（レギュラー）※
32.2 gal. （122.0 L, 
26.8 Imp.gal.）

エンジンオイル

指定銘柄
容量（参考値※）

オイルのみ交換
オイルとオイル
フィルター交換

推奨：
弊社純正モーターオイル SP 0W-20
API SP/RC, ILSAC GF-6A, SAE 0W-20
適合：
弊社純正モーターオイル SP 5W-30
API SP/RC, ILSAC GF-6A, SAE 5W-30

7.4 qt.（7.0 L, 
6.2 Imp. qt.）

7.7 qt.（7.3 L, 
6.4 Imp. qt.）
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■ エンジンオイル推奨粘度
下記図に基づき、外気温に適した
粘度のものをご使用ください。

オイル粘度について（例として
0W-20で説明します）：
･ 0W-20の 0Wは、低温時のエ
ンジン始動特性を示しています。
Wの前の数値が小さいほど冬場
や寒冷時のエンジン始動が容易
になります。

･ 0W-20の 20は、高温時の粘
度特性を示しています。

※容量は目安です。
交換が必要な際はトヨタ販売店にお問い合わせください。

※容量は目安です。
交換が必要な際はトヨタ販売店にお問い合わせください。

ラジエーター

容量※

ガソリンエン
ジン

13.1 qt. （12.4 L, 10.9 Imp. qt.）

インタークー
ラー

4.6 qt. （4.4 L, 3.9 Imp. qt.）

指定銘柄

次のいずれかを使用してください：

●Toyota Super Long Life Coolant

●同等品

純水のみを使用しないでください。

オートマチックトランスミッション

容量※ 11.7 qt. （11.1 L, 9.8 Imp. qt.）

指定銘柄 Toyota Genuine ATF WS

注意
■オートマチックトランスミッションフルードについて

指定銘柄以外のフルードを使用すると、振動・異音の発生や、故障などの原因になる
おそれがあります。
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新車時に“Toyota Genuine ATF WS”が工場充填されています。
交換する際は、“Toyota Genuine ATF WS”または同等品をご使用く
ださい。詳細はトヨタ販売店にお問い合わせください。

新車時に“Toyota Genuine Differential Gear Oil” が工場充填されて
います。
交換する際は、“Toyota Genuine Differential Gear Oil” または同等
品をご使用ください。詳細はトヨタ販売店にお問い合わせください。

※1エンジン回転時に 110 lbf（490 N, 50 kgf）の踏力をかけたときの床板とのすき
間の最小値です。

※2ブレーキ警告灯（黄色）が点灯しないことを必ず確認してください。（ブレーキ警告
灯が点灯した場合は、P.432を参照してください。）

トランスファー（4WD車）

容量 2.17 qt. （2.05 L, 1.80 Imp.qt.）

指定銘柄 Toyota Genuine ATF WS

ディファレンシャル

容量

フロント（4WD
車）

1.4 qt. （1.29 L, 1.1 Imp.qt.）

リヤ

リヤディファレンシャルロック非搭載車
5.7 qt. （5.42 L, 4.8 Imp.qt.）

リヤディファレンシャルロック搭載車
5.6 qt. （5.34 L, 4.7 Imp.qt.）

指定銘柄
Toyota Genuine Differential Gear Oil LT 
75W-85 GL-5または同等品

ブレーキ

踏み込んだときの床板とのすき間※1 3.6 in.（93.3 mm）

遊び 0.04  0.24 in. （1  6 mm）

パーキングブレーキ表示灯の状態※2

パーキングブレーキスイッチを1～ 2秒間引い
たとき：点灯する

パーキングブレーキスイッチを1～ 2秒間押し
たとき：消灯する

指定銘柄 トヨタ純正ブレーキフルード 2500H-A
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 18インチタイヤ（タイプA）

 18インチタイヤ（タイプB）

 18インチタイヤ（タイプC）

タイヤ・ホイール

タイヤサイズ 245/75R18 112T, 245/75R18 112T（スペア）

タイヤが冷えているときの
空気圧

35 psi （240 kPa, 2.4 kgf/cm2 or bar）

36 psi （250 kPa, 2.5 kgf/cm2 or bar）（スペア）

ホイールサイズ 18  7 1/2 J, 18  7J（スペア）

ホイールナットの締め付け
トルク

154 ft•lbf （209 N•m, 21.3 kgf•m）

タイヤサイズ 265/70R18 116T, 245/75R18 112T（スペア）

タイヤが冷えているときの
空気圧

35 psi （240 kPa, 2.4 kgf/cm2 or bar）

36 psi （250 kPa, 2.5 kgf/cm2 or bar）（スペア）

ホイールサイズ 18  7 1/2 J, 18  7J（スペア）

ホイールナットの締め付け
トルク

スチールホイール：
154 ft•lbf （209 N•m, 21.3 kgf•m）

アルミホイール：
97 ft•lbf （131 N•m, 13.4 kgf•m）

タイヤサイズ 265/70R18 116T, 265/70R18 116T（スペア）

タイヤが冷えているときの
空気圧 35 psi （240 kPa, 2.4 kgf/cm2 or bar）

ホイールサイズ 18  7 1/2 J, 18  7J（スペア）

ホイールナットの締め付け
トルク

スチールホイール：
154 ft•lbf （209 N•m, 21.3 kgf•m）

アルミホイール：
97 ft•lbf （131 N•m, 13.4 kgf•m）
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 20インチタイヤ（タイプA）

 20インチタイヤ（タイプB）

A：ウェッジベース電球（オレンジ）

タイヤサイズ 265/60R20 112H, 245/75R18 112T（スペア）

タイヤが冷えているときの
空気圧

35 psi （240 kPa, 2.4 kgf/cm2 or bar）

36 psi （250 kPa, 2.5 kgf/cm2 or bar）（スペア）

ホイールサイズ 20  8J, 18  7J（スペア）

ホイールナットの締め付け
トルク

スチールホイール：
154 ft•lbf （209 N•m, 21.3 kgf•m）

アルミホイール：
97 ft•lbf （131 N•m, 13.4 kgf•m）

タイヤサイズ 265/60R20 112H, 265/70R18 116T（スペア）

タイヤが冷えているときの
空気圧 35 psi （240 kPa, 2.4 kgf/cm2 or bar）

ホイールサイズ 20  8 1/2 J, 18  7J（スペア）

ホイールナットの締め付け
トルク

スチールホイール：
154 ft•lbf （209 N•m, 21.3 kgf•m）

アルミホイール：
97 ft•lbf （131 N•m, 13.4 kgf•m）

電球（バルブ）

電球
W（ワット）

数
タイプ

車外 フロント方向指示灯／車幅灯 28/8 A
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車
両
情
報

8-2. カスタマイズ機能

■ マルチインフォメーションディ
スプレイで設定するには

1 メーター操作スイッチの ま

たは を押して を選択する

2 メーター操作スイッチを操作し
て、カスタマイズしたい項目を
選択します

3 メーター操作スイッチの を

押してご希望の設定に切りかえ
る

前の画面にもどったり、設定を終了する

場合は、 スイッチを押します。

■ マルチメディアディスプレイで
設定するには

1 メインメニューの をタッチ

する
2 “Vehicle customize”を選
択する

3 一覧表示された中から設定を変
更する項目を選択する

詳細設定の方法は、各画面ごとに異なり
ます。画面に表示されているアドバイス
文を参考に設定を行ってください。

機能によっては、他の機能と連動して設定がかわるものもあります。詳し
くはトヨタ販売店へお問い合わせください。

 マルチメディアディスプレイの画面操作で設定変更可能

 マルチインフォメーションディスプレイで設定変更可能

 トヨタ販売店で設定変更可能

記号の意味：O=使用可能、̶=使用不可

ユーザーカスタマイズ機能

お車に装備されている各種の機
能は、ご希望に合わせてトヨタ
販売店で作動内容を変更するこ
とができます。また、マルチメ
ディアディスプレイ・マルチイ
ンフォメーションディスプレイ
の操作により、設定を変更する
ことができる機能もあります。

設定を変更するには
警告

■カスタマイズ設定を行うとき

エンジンを始動した状態で操作を行う
ため、車庫内など囲まれた場所では、
十分に換気をしてください。換気をし
ないと、排気ガスが充満し、排気ガス
に含まれる一酸化炭素（CO）により、
重大な健康障害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

注意
■カスタマイズ設定を行うとき

バッテリーあがりを起こす可能性があ
りますので、確実にエンジンがかかっ
ている状態で実施してください。

車両カスタマイズ設定一覧
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■ メーター・マルチインフォメーションディスプレイ（P.73，77，
81）

※1機能についての詳しい説明はP.85 を参照してください。
※2初期設定は国によって異なります。

機能の内容※1 カスタマイズ設定

言語※2
●English

●French

●Spanish

̶ O ̶

単位※2

●miles （MPG US）

●km （km/L）

●km （L/100 km）

●miles （MPG Imperial）

̶ O ̶

メーター表示※3
●Digital

●Analog

●Digital & Analog

̶ O ̶

燃費グラフ

●Total average (Average fuel 
consumption [after reset])

●Trip average (Average fuel 
consumption [after start])

●Tank average (Average fuel 
consumption [after refuel])

̶ O ̶

オーディオシステム連携表示
●On

●Off
̶ O ̶

ドライブインフォタイプ
●Trip (after start)

●Total (after reset)
̶ O ̶

ドライブインフォ項目（1行目）

●Distance

●Average vehicle speed

●Elapsed time

̶ O ̶

ドライブインフォ項目（2行目）

●Distance

●Average vehicle speed

●Elapsed time

̶ O ̶

割込表示
●On

●Off
̶ O ̶
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車
両
情
報

※3フル液晶ディスプレイ装着車のみ

■ ヘッドアップディスプレイ★（P.89）

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

■ ドアロック（P.99，106，458）

機能の内容 カスタマイズ設定

ヘッドアップディスプレイ
●On

●Off
̶ O ̶

エコドライブインジケーター
●On

●Off
̶ O ̶

目的地／通り名へのルート案内
●On

●Off
̶ O ̶

運転支援システム表示★
●On

●Off
̶ O ̶

コンパス表示
●On

●Off
̶ O ̶

オーディオシステム表示
●On

●Off
̶ O ̶

機能の内容 カスタマイズ設定

メカニカルキーによる解錠

●Driver’s door unlocked in 
one step, all doors unlocked 

in two step

●All doors unlocked in one 
step

̶ ̶ O

シフト操作連動ドアロック

●Shift position linked door 
locking operation

●Speed linked door locking 
operation

●Off

O ̶ O

シフト操作連動ドアアンロック

●Shift position linked door 
unlocking operation

●Driver’s door linked door 
unlocking operation

●Off

O ̶ O



478

Owner’s Manual_Japan_M34645_ja

8-2. カスタマイズ機能

■ スマートエントリー＆スタートシステム、ワイヤレスドアロック共通
（P.99，106，119）

■ スマートエントリー＆スタートシステム（P.99，106，119）

機能の内容 カスタマイズ設定

作動の合図（ブザー音量調整）
●Off

●1～ 7
O ̶ O

作動の合図（非常点滅灯）
●On

●Off
O ̶ O

解錠後、ドアを開けなかったとき
の自動施錠までの時間

●30 seconds

●60 seconds

●120 seconds

O ̶ O

半ドア警告ブザー（車両を施錠し
たとき）

●On

●Off
̶ ̶ O

機能の内容 カスタマイズ設定

スマートエントリー＆スタートシ
ステム

●On

●Off
̶ ̶ O

解錠されるドアの選択
●Driver’s door

●All the doors
O ̶ O

全席解錠までの運転席ドアハンド
ル保持時間

●Off

●1.5 seconds

●2 seconds

●2.5 seconds

̶ ̶ O

連続ロック操作の有効回数
●2 times

●As many as desired
̶ ̶ O
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車
両
情
報

■ ワイヤレスドアロック（P.97，99，107）

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

■ リヤシートリマインダー（P.101）

■ テールゲート開放警告（P.108，110）

機能の内容 カスタマイズ設定

ワイヤレス機能
●On

●Off
̶ ̶ O

解錠時の操作

●Driver’s door unlocked in 
one step, all doors unlocked 

in two step

●All doors unlocked in one 
step

O ̶ O

テールゲートの開操作

●One short press

●Push twice

●Press and hold (short)

●Press and hold (long)

●Off

̶ ̶ O

パワーテールゲートの開閉操作★

●Single press

●Double press

●Press and hold

●Off

̶ ̶ O

盗難防止パニックモード
●On

●Off
̶ ̶ O

ドアオープン時の施錠操作
●On

●Off
O ̶ O

機能の内容 カスタマイズ設定

後席置き忘れ防止の表示
●On

●Off
̶ O ̶

機能の内容 カスタマイズ設定

テールゲート開放警告
●On

●Off
̶ O ̶
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■ パワーテールゲート★ （P.108）

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

■ ポジションメモリー★ （P.129）

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

機能の内容 カスタマイズ設定

パワーテールゲートの操作
●On

●Off
̶ O ̶

クローズアシスト
●On

●Off
̶ ̶ O

テールランプおよびテールゲート
ハンドルのオープナースイッチに
よるパワーテールゲート操作

●On

●Off （latch release only）
̶ ̶ O

作動の合図（ブザー）
●On

●Off
̶ ̶ O

パワーテールゲートブザー音量

●Low

●Medium

●High

̶ O ̶

機能の内容 カスタマイズ設定

メモリーコール機能と連動するド
アの選択

●Driver’s door

●All doors
̶ ̶ O

降車時の運転席スライド動作

●Full

●Partial

●Off

O ̶ O

ハンドルの操作・調整

●Tilt only

●Telescopic only

●Tilt and telescopic

●Off

O ̶ O
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両
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報

■ ドアミラー（P.147）

■ パワーウインドウ、パノラマムーンルーフ★（P.150，154）

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

■ 方向指示レバー（P.178）

機能の内容 カスタマイズ設定

オート電動格納作動

●Linked to the locking/
unlocking of the doors

●Linked to operation of the 
engine switch

●Off

̶ ̶ O

機能の内容 カスタマイズ設定

メカニカルキー連動機能
●On

●Off
̶ ̶ O

ワイヤレスリモコン連動機能
●On （open only）

●Off
̶ ̶ O

ワイヤレスリモコン連動作動の合
図（ブザー）

●On

●Off
̶ ̶ O

サイドウインドウ開警告制御
●On

●Off
̶ ̶ O

スライディングルーフ開警告制御
●On

●Off
̶ ̶ O

機能の内容 カスタマイズ設定

車線変更時のウインカーの点滅回
数

●Off

●3～ 7
̶ ̶ O
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■ ランプ自動点灯・消灯システム（P.185）

■ ランプ（P.185）

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

■ PCS（プリクラッシュセーフティ）（P.202）

※エンジンスイッチをONにするたびに、システムは自動的に作動します。

機能の内容 カスタマイズ設定

ライトセンサーの感度調整 ●-2 ～ 2 O ̶ O

ドア閉鎖後、ヘッドライトが自動
消灯するまでの時間

●Off

●30 seconds

●60 seconds

●90 seconds

O ̶ O

ワイパー連動ヘッドランプ点灯機
能

●On

●Off
̶ ̶ O

機能の内容 カスタマイズ設定

デイタイムランニングランプ
●On

●Off
O ̶ O

おむかえ照明機能の制御★
●On

●Off
̶ ̶ O

機能の内容 カスタマイズ設定

プリクラッシュセーフティ※
●On

●Off
̶ O ̶

警報タイミング

●Late

●Middle

●Early

̶ O ̶
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両
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報

■ LTA（レーントレーシングアシスト）（P.213）

■ RSA（ロードサインアシスト）★（P.222）

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

機能の内容 カスタマイズ設定

車線中央維持機能
●On

●Off
̶ O ̶

警報手段
●Steering wheel vibration

●Buzzer
̶ O ̶

警報感度
●Standard

●High
̶ O ̶

ふらつき警報機能
●On

●Off
̶ O ̶

ふらつき警報機能の感度

●Low

●Standard

●High

̶ O ̶

機能の内容 カスタマイズ設定

RSA（ロードサインアシスト）
機能

●On

●Off
̶ O ̶

制限速度超過告知

●No notification

●Display only

●Display and buzzer

̶ O ̶

制限速度超過の告知車速

●1 mph （2 km/h）

●3 mph （5 km/h）

●5 mph （10 km/h）

̶ O ̶

その他告知方法（進入禁止通知）

●No notification

●Display only

●Display and buzzer

̶ O ̶
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■ Stop & Start システム（P.235）

■ BSM（ブラインドスポットモニター）★ （P.241）

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

■ クリアランスソナー★ （P.247）

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

■ RCTA（リヤクロストラフィックアラート）★ （P.254）

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

機能の内容 カスタマイズ設定

エアコン作動時のストップ＆ス
タートシステム作動時間の変更

●Standard

●Extended
̶ O ̶

機能の内容 カスタマイズ設定

ブラインドスポットモニター機能
●On

●Off
̶ O ̶

ドアミラーインジケーターの明る
さ

●Bright

●Dim
̶ O ̶

接近車両を知らせるタイミング
（感度）

●Late

●Intermediate

●Early

●Only when vehicle detected 
in blind spot

̶ O ̶

機能の内容 カスタマイズ設定

クリアランスソナー機能
●On

●Off
̶ O ̶

ブザー音量 ●Level 1 ～ Level 3 ̶ O ̶

機能の内容 カスタマイズ設定

RCTA（リヤクロストラフィック
アラート）機能

●On

●Off
̶ O ̶

ブザー音量 ●Level 1 ～ Level 3 ̶ O ̶



485

8

Owner’s Manual_Japan_M34645_ja

8-2. カスタマイズ機能
車
両
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■ エアコン（P.354）

■ イルミネーション（P.363）

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

■ ドライブモードセレクトスイッチ★ （P.326）

機能の内容 カスタマイズ設定

AUTO スイッチをONにしたと
き、A/Cスイッチが連動してON
になる

●On

●Off
O ̶ O

機能の内容 カスタマイズ設定

室内灯およびラゲージランプが自
動で消灯するまでの時間

●Off

●7.5 seconds

●15 seconds

●30 seconds

O ̶ O

エンジンスイッチOFF後のパー
ソナル／室内灯の作動

●On

●Off
̶ ̶ O

ドア解錠時のパーソナル／室内灯
の作動

●On

●Off
̶ ̶ O

電子キーを携帯した状態で車両に
接近した際のパーソナル／室内灯
の作動

●On

●Off
̶ ̶ O

アンビエントライト★
●On

●Off
̶ ̶ O

機能の内容 カスタマイズ設定

カスタムモード時のパワートレイ
ン制御★

●Eco

●Normal

●Power

O ̶ ̶

カスタムモード時のサスペンショ
ン制御★

●Comfort

●Normal

●Sport

O ̶ ̶

カスタムモード時のステアリング
制御★

●Normal

●Sport
O ̶ ̶
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★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

知識
■車両カスタマイズについて

●スマートエントリー＆スタートシステ
ムが“Off” の場合、エントリー機能
はカスタマイズできません。

●ドア解錠後にドアを閉じたままにする
と、タイマーによる自動ドアロック機
能が作動し、操作ブザー音量や操作信
号（ハザードランプ）機能設定に応じ
て信号が発生します。

●一部の設定はスイッチやマルチメディ
アシステムで変更可能です。スイッチ
で設定を変更した場合、変更内容はエ
ンジンスイッチを一度OFF にしてから
ONにするまでマルチメディアシステ
ムに反映されません。
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8-3. 初期設定

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

初期設定が必要な項目

次の項目はバッテリーを再接続したり、メンテナンスを行ったあとなど
に、システムを正しく作動させるために初期設定が必要です。

設定が必要な項目

項目 初期設定が必要なとき 参照先

PKSB（パーキングサ
ポートブレーキ）★

･ バッテリーの充電・交換後の再接続
時

P.264

タイヤ空気圧警報シス
テム

･ 走行速度や積載重量の変更などによ
り、タイヤの空気圧が変化したとき

･ タイヤサイズの変更などにより、タ
イヤの指定空気圧が変更になったと
き

･ タイヤローテーションを実施したと
き

･ ID コードの登録を実施したとき

P.405

バックガイドモニター
★ ･ バッテリーが再装着されたとき

･ バッテリーの再装着中にハンドルが
動かされたとき

･ バッテリー残量が少なくなってきた
とき

P.278，310，322
パノラミックビューモ
ニター★

マルチテレインモニ
ター★

パワーテールゲート★

･ テールゲートを再装着したとき

･ バッテリーが再装着されたとき

･ 挟み込み防止機能が作動したとき

･ メーター操作スイッチを使用して
テールゲートシステムの電源をON
にしたとき

P.111，445
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こんなときは（症状別さくいん）

1-1. こんなときは（症状別さくいん）

こんなときは（症状別さくいん）

● メカニカルキーをなくした場合、
トヨタ販売店でトヨタ純正の新
しいキーまたはメカニカルキー
を作ることができます。
（P.457）

● 電子キーをなくすと盗難の危険
性が極めて高くなるため、ただ
ちにトヨタ販売店にご相談くだ
さい。（P.457）

● キーの電池が消耗、または電池
が切れていませんか？
（P.414）

● エンジンスイッチがONになっ
ていませんか？

施錠するときは、エンジンスイッチを
OFF にしてください。（P.171）

● 電子キーを車内に置き忘れてい
ませんか？

施錠するときは、電子キーを携帯してい
ることを確認してください。

● 電波状況により、機能が正常に
働いていない可能性があります。
（P.121）

● チャイルドプロテクターがか
かっていませんか？

チャイルドプロテクターがかかっている
と車内からは開きません。いったん車外
から開けて、チャイルドプロテクターを
解除してください。（P.102）

● ブレーキペダルをしっかりと踏
みながらエンジンスイッチを押
していますか？（P.169）

● シフトレバーはPになっていま
すか？（P.169）

● キーが車内の検知される場所に
ありますか？（P.120）

● キーの電池が消耗、または電池
が切れていませんか？

このときは、一時的な方法でエンジンを
かけることができます。（P.459）

● バッテリーがあがっていません
か？（P.460）

お困りの際は、トヨタ販売店に
ご連絡いただく前にまず次のこ
とを確認してください。

施錠／解錠／ドアの開閉ができ
ない

キーをなくした

電子キーが正常に動作しない

施錠・解錠できない

リヤドアが開かない

故障かな？と思ったら

エンジンがかからない
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● エンジンスイッチはONになっ
ていますか？

エンジンスイッチがONでブレーキを踏
んでも解除できないとき（P.175）

● ウインドウロックスイッチが押
されていませんか？

ウインドウロックスイッチが押されてい
ると、運転席以外のパワーウインドウは
操作できなくなります。（P.152）

● 一定時間ACCまたはON（エン
ジンがかかっていない状態）に
しておくと、自動電源OFF 機能
が作動します。（P.172）

● シートベルト非装着灯が点滅し
ている

運転席と助手席の乗員はシートベルトを
着用していますか？（P.438）

● パーキングブレーキ表示灯が点
灯している

パーキングブレーキは解除されています
か？（P.179）

状況によっては他の警告ブザーが

鳴る場合もあります。（P.432, 
442）

● オートアラームを設定中に車内
に残った人がドアを開けました
か？

センサーが感知してオートアラームが作
動します。（P.65）

オートアラームを解除または停止
するには、次のいずれかを行って
ください。
● スマートエントリー＆スタート
システムまたはワイヤレスリモ
コンを使ってドアを解錠する

● エンジンスイッチをACCまたは
ONにするか、エンジンを始動
する（数秒後に解除・停止しま
す）

● マルチインフォメーションディ
スプレイにメッセージが表示さ
れていますか？

マルチインフォメーションディスプレイ
のメッセージを確認してください。
（P.432）

● 警告灯や警告メッセージが表示
されたときは、P.432、442
をご確認ください。

ブレーキペダルを踏んでいても
シフトレバーが Pから動かな
い

パワーウインドウスイッチを操
作してもドアガラスが開閉しな
い

エンジンスイッチが自動的に
OFF になった

走行中に警告ブザーが鳴った

オートアラームが作動してホー
ン（警音器）が鳴る

車から離れると警告ブザーが鳴
る

警告灯や警告メッセージが表示
されたとき
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● 車を安全な場所に停め、パンク
したタイヤをスペアタイヤに交
換してください。（P.446）

● ぬかるみ・砂地・雪道などで動
けなくなったときの脱出方法を
試してください。（P.466）

トラブルが発生した

タイヤがパンクした

立ち往生した
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五十音順さくいん
あ

アースポイント（バッテリーあがりの処
置）.....................................................460
アームレスト......................................384
アウターミラー（ドアミラー）.........147
格納のしかた..........................................148
操作.........................................................147

ブラインドスポットモニター（BSM）241
ポジションメモリー..............................129
ミラーヒーター......................................356
リヤクロストラフィックアラート（RCTA）

..............................................................254

アクセサリーコンセント...................385
アクセサリーソケット.......................384
アクティブフロントスポイラー.......347
アシストグリップ ..............................384
足元照明..............................................363
アダプティブバリアブルサスペンション
システム（AVS）.............................342
アラーム
警告ブザー .............................................432

アンカーブラケット（トップテザースト
ラップ）................................................54
アンチロックブレーキシステム（ABS）
...........................................................342
警告灯.....................................................433

アンテナ（スマートエントリー＆スター
トシステム）.....................................119

い

イグニッションスイッチ（エンジンス
イッチ）
エンジンのかけ方..................................169
自動電源OFF 機能................................172

車両を緊急停止するには ......................426
モードの切りかえ..................................171

イモビライザーシステム......................64
インジケーター（表示灯）....................70
インタークーラー
容量.........................................................471

インテリアランプ..............................363
インナーミラー.......................138, 139

う

ウインカー（方向指示灯）
電球（バルブ）の交換 ..........................420
方向指示レバー......................................178
ワット数 .................................................474

ウインドウ
ウォッシャー..........................................191
パワーウインドウ..................................150

パワーバックウインドウ ......................153
リヤウインドウデフォッガー...............356

ウインドウロックスイッチ...............152
ウォッシャー
液の補充 .................................................400
冬の前の準備・点検..............................349
フロント .................................................191

リヤ.........................................................191

動けなくなったときは（スタック）.466
運転
運転を補助する装置..............................342
寒冷時の運転..........................................349
正しい運転姿勢.........................................27
手順.........................................................161

運転支援機能情報表示 .........................84
運転席シートベルト非着用警告灯...438
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え

エアコン
フィルターの清掃..................................412
フロント席集中送風モード（S-FLOW）

..............................................................358

エアコン・デフォッガー...................356
エアサスペンション ..........................323
エアバッグ.............................................35
SRS エアバッグ警告灯........................433
カーテンシールドエアバッグ作動条件..38
カーテンシールドエアバッグの注意......40

改造・廃棄 ................................................43
サイドエアバッグ作動条件 .....................38
サイドエアバッグの注意 .........................40

作動条件 ............................................37, 38
助手席乗員検知システム .........................44
正しい姿勢 ................................................27

配置............................................................35

エコドライブインジケーター......83, 92
S-FLOW
フロント席集中送風モード ..................358

LED デイタイムランニングランプ..185
LTA（レーントレーシングアシスト）
警告メッセージ......................................222

操作.........................................................213

エレクトリックパワーステアリング
（EPS）
機能.........................................................342
警告灯.....................................................434

エンジン
エンジンがかからない（エンジンが始動で

きない）................................................456
エンジンスイッチ..................................169
エンジンの始動方法..............................169

オーバーヒート......................................464

緊急始動機能..........................................456
緊急時の停止方法..................................426
ボンネット..............................................400

エンジンオイル..................................470
警告灯 .....................................................433
メンテナンスデータ..............................470
容量.........................................................470

エンジンスイッチ
エンジンのかけ方..................................169
自動電源OFF 機能................................172

車両を緊急停止するには ......................426
モードの切りかえ..................................171

エンジンスイッチ照明 ......................363
エンジンフード（ボンネット）.........400
エンジンルーム
エンジンルームから蒸気が出ている...464

お

オイル（エンジンオイル）.................470
オーディオシステム連携表示..............84
オートアラーム.....................................65
オートエアコン..................................354
オートエアコン......................................354

AUTO LSD .......................................330
オートマチックトランスミッション
...............................................173, 471
Sモード .................................................175

TOW HAUL スイッチ..........................173
容量.........................................................471

オートマチックハイビーム...............188
オートレベリングシステム（ヘッドラン
プ）.....................................................186
オーバーヒート..................................464
オープナー
テールゲート...............................107, 108
ボンネット..............................................400
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お子さまを乗せるとき..........................49
ウインドウロックスイッチ ..................152
エアバッグの注意.....................................40

お子さまの安全のために .........................49
キーの電池 .............................................415
シートヒーターの注意事項 ..................361
シートベルトの着用.........................29, 30

ステアリングホイールの注意事項.......361
チャイルドシート.....................................49
チャイルドシートの取り付け .................49

バッテリーに関する警告 ......................463
パノラマムーンルーフ..........................156
パワーウインドウに関する警告...........151

パワーバックウインドウ ......................153
リヤドアチャイルドプロテクター.......102

オドメーター／トリップメーターディス
プレイ
表示項目 ............................................75, 79

か

カーゴランプ...........................363, 365
電球（バルブ）の交換..........................420

カーテンシールドエアバッグ..............35
カーペット
フロアマットの取り付け方 .....................26

外気温度表示........................ 73, 77, 92
外装の電球（バルブ）..............419, 420
交換要領 ......................................419, 420
ワット数 .................................................474

カスタマイズ機能 ..............................475
カップホルダー..................................367
ガラスの曇り取り（リヤウインドウデ
フォッガー）.....................................356
寒冷時の運転......................................349

き

キー ........................................................96
エンジンが始動できない ......................456
キーナンバープレート .............................96

キーレスエントリー..............97, 99, 119
キーをなくした......................................457
警告ブザー..............................................120

スマートエントリー＆スタートシステム
..............................................................106
正常に働かない......................................458
施錠・解錠ができない ..........................458

節電機能 .................................................120
電子キー ....................................................96
電池が切れた..........................................414

メカニカルキー.................................96, 98
ワイヤレスリモコン.................................97

キーレスエントリー
スマートエントリー＆スタートシステム
..............................................................119
ワイヤレスドアロック .............................97

給油 .....................................................195
給油のしかた..........................................195
メンテナンスデータ..............................470

緊急時シートベルト固定機構......31, 33
緊急始動機能......................................456
緊急時の対処
エンジンが始動できない ......................456

オーバーヒートした..............................464
キーの電池が切れた...................414, 458
キーをなくした......................................457
警告灯がついた......................................432

警告メッセージが表示された...............442
けん引 .....................................................429
故障したときは......................................424
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車中泊が必要なときは..........................428
車両を緊急停止する..............................426
水没したときは......................................427

水没・冠水した......................................427
スタックした..........................................466
電子キーが正常に働かない ..................458
バッテリーがあがった..........................460

パンクした .............................................446
ヒューエルポンプシャットオフシステム
..............................................................431

く

空気圧（タイヤ）................................473
タイヤ空気圧警報システム ..................403

曇り取り
フロントガラス......................................356
ミラーヒーター......................................356

リヤウインドウデフォッガー ..............356

クラクション（ホーン）.....................137
クリアランスソナー ..........................247
警告灯.....................................................435

警告ブザー .............................................253
警告メッセージ......................................249
操作.........................................................248

クリアランスランプ（車幅灯）.........185
スイッチ .................................................185
電球（バルブ）の交換..........................420

クリップ
フロアマット.............................................26

クルーズコントロール
レーダークルーズコントロール（全車速追

従機能付き）.........................................225

グローブボックス ..............................367
グローブボックス照明.......................363
クロールコントロール.......................333

け

警音器（ホーン）................................137
計器類（メーター）.......................73, 77
警告灯 .........................................69, 432
RCTA OFF表示灯................................435
エアーサスペンション異常表示灯.......438
ABS＆ブレーキアシスト ....................433

SRSエアバッグ....................................433
LTA表示灯 ............................................434
エンジン .................................................433
クリアランスソナーOFF 表示灯.........435

高水温 .....................................................432
シートベルト非着用..............................438
充電.........................................................432

Stop & Start キャンセル表示灯........434
スリップ表示灯......................................436
タイヤ空気圧..........................................437

ドライブスタートコントロール...........436
トレーラーブレーキ警告灯...................439
燃料残量 .................................................437
パワーステアリング..............................434

PKSB OFF表示灯 ...............................435
PCS ........................................................434
ブレーキ .................................................432

ブレーキオーバーライドシステム.......436
ブレーキホールド作動表示灯....436, 437
油圧.........................................................433

リヤデフロック作動表示灯...................437

警告ブザー
RCTA（リヤクロストラフィックアラート）
..............................................................435

SRSエアバッグ....................................433
LTA（レーントレーシングアシスト）213, 
216, 434
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エンジン .................................................433
クリアランスソナー..............................435
高水温.....................................................432

シートベルト非着用..............................438
シフトダウン制限警告ブザー ..............176
車線逸脱抑制機能..................................221
衝突警報 .................................................202

接近警報 .................................................231
手放し運転警告（LTA）........................221
ドアガラスを開ける..............................151

ドアの解錠 .............................................100
ドライブスタートコントロール...........436
パーキングブレーキ未解除走行時.......181

パワーステアリング..............................434
半ドア.....................................................102
PKSB（パーキングサポートブレーキ）
..............................................................435

プリクラッシュセーフティ ..................434
プリクラッシュブレーキ ......................202
ブレーキ .................................................432

ブレーキオーバーライドシステム.......436
ブレーキホールド.......................436, 437
油圧.........................................................433

警告メッセージ..................................442
傾斜計.............................................80, 84
けん引
トレーラータイプの設定 .........................86

こ

交換
キーの電池 .............................................414
電球（バルブ）........................................419
ヒューズ .................................................416

航続可能距離.........................................83

後退灯（バックアップランプ）
電球（バルブ）の交換 ..........................420

コートフック......................................384
小物いれ..............................................369
コンソールボックス ..........................369

さ

サイドウインドウ..............................150
サイドエアバッグ.................................35
サイド方向指示灯..............................178
電球（バルブ）の交換 ..........................420

方向指示レバー......................................178

サイドマーカーランプ
電球（バルブ）の交換 ..........................420

ランプスイッチ......................................185

サイドミラー（ドアミラー）.............147
格納のしかた..........................................148

操作.........................................................147
ブラインドスポットモニター（BSM）241
ポジションメモリー..............................129
ミラーヒーター......................................356

リヤクロストラフィックアラート（RCTA）
..............................................................254

サンバイザー......................................390

し

シート ......................................124, 126
シートヒーター......................................361

シートベンチレーター ..........................361
正しい運転姿勢.........................................27
チャイルドシート.....................................49

調整.........................................................124
手入れ .....................................................397
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パワーイージーアクセスシステム.......129
フロントシートリフレッシュシステム125
ヘッドレスト..........................................133

ポジションメモリー..............................129
メモリーコール機能..............................129

シートヒーター..................................361
シートベルト.........................................29
お子さまの着用.................................29, 30
緊急時シートベルト固定機構 .........31, 33
高さ調節 ....................................................33

正しく着用するには.................................30
チャイルドシート固定機構付シートベルト
.........................................................31, 33

チャイルドシートの取り付け .................51
着け方........................................................31
着け方・はずし方.....................................30
手入れ.....................................................397

妊娠中の方の着用.....................................29
はずし方・格納のしかた .........................32
非着用警告灯..........................................438

シートベルト非着用警告灯...............438
シートベルトプリテンショナー..........34
機能............................................................34

プリテンショナー警告灯 ......................433

シートベンチレーター.......................361
室内灯（インテリアランプ）.............363
始動のしかた......................................169
シフトレバー......................................173
シフトポジションの切りかえ ..............174
操作.........................................................173

シフトレバー照明 ..............................363
シフトロックシステム.......................175
車中泊が必要なときは.......................428

車幅灯
電球（バルブ）の交換 ..........................420
ランプスイッチ......................................185

車両仕様（スペック）........................470
車両情報表示.........................................84
車両を緊急停止するには...................426
充電用USB端子...............................376
瞬間燃費.................................................83
仕様（車両仕様）................................470
初期化 .................................................487
タイヤ空気圧警報システム...................405
パワーウインドウ..................................150

初期設定..............................................487
PKSB（パーキングサポートブレーキ）
..............................................................264

助手席シートベルト非着用警告灯...438
助手席乗員検知システム......................44

す

水温計 ............................................73, 77
スイッチ
イグニッション......................................169
ウインドウロック..................................152
エアコン・デフォッガー ......................356

LTA（レーントレーシングアシスト）ス
イッチ ..................................................218
エンジンスイッチ..................................169

オートマチックハイビーム...................188
カーゴランプ..........................................365
シートヒーター......................................361
車間距離切りかえスイッチ...................226

車高調整スイッチ..................................323
ステアリングヒーター ..........................361
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TOW HAUL スイッチ..........................176
DAC/CRAWLスイッチ ...........333, 339
テールゲートオープナースイッチ.....107, 

109
ドアミラー .............................................147
ドアロック .............................................101
ドライブモードセレクト ......................326

TRAC OFF............................................343
パーキングブレーキ..............................179
ハザードランプ......................................425

パノラマムーンルーフ..........................154
パワーウインドウスイッチ ..................150
パワーステップスイッチ ...........105, 118

PKSB（パーキングサポートブレーキ）
..............................................................261
非常点滅灯（ハザードランプ）.............425
VSC OFF...............................................343

フォグランプ..........................................188
ブレーキホールドスイッチ ..................182
フロントワイパーデアイサー ..............359

ヘッドアップディスプレイスイッチ......90
ベンチレーター（シートベンチレーター）
..............................................................361

ホーン（警音器）....................................137
ポジションメモリー..............................129
MTSスイッチ............................336, 337

メーター操作スイッチ.............................82
モードセレクトスイッチ333, 336, 337, 
339
4WDスイッチ ......................................328

ランプ.....................................................185
リヤウインドウデフォッガー ..............356
リヤデフロック......................................331

レーダークルーズコントロール（全車速追
従機能付き）スイッチ .......................226
ワークランプ..........................................365

水没・冠水したときは ......................427
スタック..............................................466
Stop & Start キャンセルスイッチ235
ステアリングヒーター ......................361
ステアリングホイール（ハンドル）.136
位置調整 .................................................136
ステアリングヒーター ..........................361

パワーイージーアクセスシステム.......129
ポジションメモリー..............................129
メーター操作スイッチ .............................82

Stop & Start キャンセル表示灯
警告灯 .....................................................434

Stop & Start システム情報 ..............88
ストレージボックス ..........................370
スノータイヤ（冬用タイヤ）.............349
スピードメーター.........................73, 77
スペアタイヤ
空気圧 .....................................................473

スペック（車両仕様）........................470
スマートエントリー＆スタートシステム
..........................................................119
アンテナの位置......................................119
エンジンの始動......................................169
エントリー機能.........................................99

キーレスエントリー..............................106
緊急始動機能..........................................456
正常に働かないとき..............................458

スモールランプ（車幅灯）
電球（バルブ）の交換 ..........................420
ランプスイッチ......................................185
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せ

清掃
アルミホイール......................................394
外装.........................................................394

シートベルト..........................................397
内装.........................................................397
ホイールキャップ..................................394

レーダー .................................................198

セカンダリーコリジョンブレーキ（前突
時の二次衝突軽減）..........................342
積算距離計（オドメーター）........75, 79
接近警報..............................................231
センサー
PCS（プリクラッシュセーフティ）....198

RCTA（リヤクロストラフィックアラート）
..............................................................242
インナーミラー......................................139

雨滴感知センサー..................................193
LTA（レーントレーシングアシスト）.213
オートマチックハイビーム ..................188
クリアランスソナー..............................247

パーキングサポートブレーキ（静止物）
..............................................................247
パーキングサポートブレーキ（後方接近車

両）........................................................242
BSM（ブラインドスポットモニター）242
ライトセンサー......................................185

レーダークルーズコントロール（全車速追
従機能付き）.........................................198
レーダーセンサー..................................198

洗車 .....................................................394
前照灯（ヘッドランプ）.....................185
オートレベリングシステム ..................186
電球（バルブ）の交換..........................420

マニュアルレべリングシステム...........187
ライトセンサー......................................185
ランプ消し忘れ防止機能 ......................186

ランプスイッチ......................................185

センターコンソール内照明...............363

そ

走行距離.................................................84
走行時間.................................................84
走行情報表示.........................................83
走行モード（ドライブモード）.........326
送信機（タイヤ空気圧警報システム）
..........................................................403

た

ターンシグナルランプ（方向指示灯）
..........................................................178
電球（バルブ）の交換 ..........................420

方向指示レバー......................................178

タイヤ .................................................401
空気圧 ..........................................410, 473

警告灯 .....................................................437
サイズ .....................................................473
チェーン .................................................350
点検.........................................................401

パンク応急修理キット ..........................446
パンクしたときは..................................446
ローテーション（位置交換）.................403

タイヤが空まわりする（スタックした）
..........................................................466
タイヤ空気圧
警告灯 .....................................................437
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タイヤ空気圧警報システム...............403
ID コードの登録 ....................................407
機能について..........................................403

空気圧バルブ／送信機について...........405
空気圧表示画面......................................403
警告灯.....................................................437
初期化.....................................................405

タイヤセットの選択..............................409

TOW HAUL スイッチ......................176
ダウンヒルアシストコントロールシステ
ム.......................................................339

ち

チェーン（タイヤチェーン）.............350
チャイルドシート .................................49
LATCH アンカーでの取り付け..............56
アンカーブラケット（トップテザースト

ラップ ) の使用 ......................................54
シートベルトでの固定.............................59
助手席乗員検知システム .........................44

チャイルドプロテクター...................102
駐車ブレーキ（パーキングブレーキ）
...........................................................179
未解除走行時警告ブザー ......................181

つ

ツール（工具）....................................447

て

ディスプレイ
LTA（レーントレーシングアシスト）.218
クリアランスソナー..............................247

警告メッセージ......................................442
ヘッドアップディスプレイ......................89
マルチインフォメーションディスプレイ

.................................................................81
レーダークルーズコントロール（全車速追
従機能付き）.........................................225

デイタイムランニングランプ
電球（バルブ）の交換 ..........................420

ディファレンシャル ..........................472
容量.........................................................472

手入れ
アルミホイール......................................394
外装.........................................................394

シートベルト..........................................397
内装.........................................................397
ホイールキャップ..................................394
レーダー .................................................198

テールゲート......................................106
テールゲートの取り外し ......................113
パワーテールゲート..............................108

テールゲートオープナー...................107
テールゲートオープナースイッチ...109
テールランプ（尾灯）........................185
電球（バルブ）の交換 ..........................420
ランプスイッチ......................................185

デジタルインナーミラー...................139
デフォッガー（リヤウインドウデフォッ
ガー）.................................................356
電圧計 ............................................73, 77
電球（バルブ）
交換要領（外装バルブ）.............419, 420

点検基準値（メンテナンスデータ）.470
電子キー.................................................96
正常に働かないとき..............................458
節電機能 .................................................120
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電池が切れた..........................................458
電池交換 .................................................414

電子制御エアサスペンション...........323
電池交換（キー）................................414
電動サンシェード ..............................154

と

ドア ........................................................99
オートドアロック・アンロック機能...102
スマートエントリー＆スタートシステム
..............................................................119

チャイルドプロテクター ......................102
ドアガラス .............................................150
ドアの解錠警告ブザー..........................100

ドアロックスイッチ..............................101

ドアカーテシランプ ..........................363
ドアミラー..........................................147
格納のしかた..........................................148
操作.........................................................147
ミラーヒーター......................................356

ドアロック
サイドドア ................................................99

Tow ゲージ ...........................................80
盗難防止装置
イモビライザーシステム .........................64
オートアラーム.........................................65

時計 ................................................73, 77
Toyota Safety Sense ...................198
RSA（ロードサインアシスト）............222
AHB（オートマチックハイビーム）....188
LTA（レーントレーシングアシスト）.213

PCS（プリクラッシュセーフティ）....202
レーダークルーズコントロール（全車速追
従機能付き）.........................................225

ドライブインフォメーション..............84
ドライブスタートコントロール.......167
ドライブモードセレクトスイッチ...326
トラクションコントロール（TRAC）
..........................................................342
トランスファー..................................472
容量.........................................................472

トランスミッション ..........................173
操作.........................................................174

トリップメーター.........................75, 79
トレーラータイプの設定......................86
トレーラーのけん引
トレーラータイプの設定 .........................86

トレーラーヒッチランプ...................363
電球（バルブ）の交換 ..........................420

な

内装
収納装備 .................................................366
手入れ .....................................................397

ナビゲーションシステム連携表示......84

に

ニーエアバッグ.....................................35
荷台 .....................................................371
荷台用仕切り板..................................373
荷物
積むときの注意......................................168

荷台装備 .................................................371

ぬ

ぬかるみにはまった（スタック）.....466
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ね

燃費
瞬間燃費 ....................................................83
平均燃費 ....................................................83

燃費画面.................................................93
燃費グラフ.............................................83
燃料 .....................................................470
給油.........................................................195
種類.........................................................470
燃料計................................................73, 77
燃料残量警告灯......................................437

容量.........................................................470

燃料計.............................................73, 77

は

パーキングサポートブレーキ
警告灯.....................................................435

パーキングサポートブレーキ（PKSB）
...........................................................259
警告メッセージ......................................263
操作.........................................................261

パーキングサポートブレーキ（後方接近車
両）........................................................267
パーキングサポートブレーキ（静止物）
..............................................................264

パーキングブレーキ ..........................179
ブレーキ警告灯......................................432
未解除走行時警告ブザー ......................181

パーソナルランプ ...................363, 364
排気ガス.................................................48
ハイビーム（ヘッドランプ）.............185
電球（バルブ）の交換..........................420
ランプスイッチ......................................185

ハイマウントストップランプ
電球（バルブ）の交換 ..........................420

ハザードランプ（非常点滅灯）.........425
スイッチ .................................................425
電球（バルブ）の交換 ..........................420
ワット数 .................................................474

挟み込み防止機能
電動サンシェード..................................155
パノラマムーンルーフ ..........................155
パワーウインドウ..................................150

パワーテールゲート..............................111
パワーランニングボード ......................104

バックアップランプ（後退灯）
電球（バルブ）の交換 ..........................420

バックウインドウ
パワーバックウインドウ ......................153

バックガイドモニター ......................269
運転時の注意事項..................................269
画面表示 .................................................270
距離目安線モード..................................273

知っておいていただきたいこと...........278
駐車ガイド線モード..............................273
バックガイドモニターの注意事項.......274

バックガイドモニターを使用する.......271
予想進路線モード..................................272

バッテリー
警告灯 .....................................................432

バッテリーがあがった ..........................460
冬の前の準備..........................................349

パニックモード.....................................98
バニティミラー..................................390
バニティライト..................................390
パノラマムーンルーフ ......................154
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パノラミックビューモニター...........280
運転時の注意事項..................................280
カメラスイッチについて ......................282

画面表示 .................................................283
画面を拡大表示する..............................299
知っておいていただきたいこと...........310
車両後方と車両周囲を確認する...........290

車両前方と周囲を確認する ..................285
車両の周囲を確認する..........................284
荷台を確認する......................................299

パノラミックビューモニターの注意事項
..............................................................300
ボデーカラーを設定する ......................300

メニューボタンについて ......................282

バルブ（電球）
交換要領（外装のバルブ）....................420
ワット数 .................................................474

パワーイージーアクセスシステム ...129
パワーウインドウ
ウインドウロックスイッチ ..................152

操作.........................................................150
ドアロック連動ドアガラス開閉機能...151
挟み込み防止機能..................................150

パワーステアリング ..........................342
警告灯.....................................................434

パワーテールゲート
ワイヤレスリモコン..............................108

パワーバックウインドウ...................153
パワーベッドステップ.......................117
パワーランニングボード...................103
パンクした..........................................446
番号灯（ライセンスプレートランプ）
...........................................................185
ランプスイッチ......................................185

ハンドル（ステアリングホイール）.136
位置調整 .................................................136
メーター操作スイッチ.............................82

ひ

PKSB（パーキングサポートブレーキ）
..........................................................259
警告メッセージ......................................263

操作.........................................................261
パーキングサポートブレーキ（後方接近車
両）........................................................267

パーキングサポートブレーキ（静止物）
..............................................................264

PCS（プリクラッシュセーフティ）202
機能.........................................................202

操作.........................................................205

ヒーター
オートエアコン......................................354

シートヒーター......................................361
ステアリングヒーター ..........................361
ミラーヒーター......................................356

非常点滅灯（ハザードランプ）.........425
スイッチ .................................................425
電球（バルブ）の交換 ..........................420
ワット数 .................................................474

尾灯（テールランプ）........................185
電球（バルブ）の交換 ..........................420
ランプスイッチ......................................185

ヒューエルポンプシャットオフシステム
..........................................................431
ヒューズ..............................................416
表示灯 ....................................................70
ヒルスタートアシストコントロール342

ふ

ブーストメーター.................................80
フォグランプ
電球（バルブ）の交換 ..........................420
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ブザー
パーキングブレーキ未解除走行時警告181
ブレーキホールド.......................436, 437

フック
コートフック..........................................384
荷物固定用フック..................................371
フロアマット固定フック .........................26

フューエルリッド（給油口）.............195
給油のしかた..........................................195

冬用タイヤ..........................................349
ブラインドスポットモニター（BSM）
...........................................................241
BSM（ブラインドスポットモニター）
操作.........................................................242

ブラインドスポットモニター（BSM）
操作.........................................................242
トレーラータイプの設定 .........................86

プリクラッシュセーフティ（PCS）202
機能.........................................................202
操作.........................................................205

PCS 警告灯 ...........................................434

ブレーキ
警告灯.....................................................432

パーキングブレーキ..............................179
ブレーキ警告灯......................................432
ブレーキホールド..................................182

ブレーキアシスト ..............................342
ブレーキオーバーライドシステム ...162
ブレーキフルード ..............................472
ブレーキホールド ..............................182
フロアマット.........................................26
フロントシート..................................124
シートヒーター......................................361

正しい運転姿勢.........................................27
調整.........................................................124

パワーイージーアクセスシステム.......129
フロントシートリフレッシュシステム125
ヘッドレスト..........................................133

ベンチレーター......................................361
ポジションメモリー..............................129
メモリーコール機能...................129, 131

フロントトレイ照明 ..........................363
フロントフォグランプ
スイッチ .................................................188

フロント方向指示灯 ..........................178
電球（バルブ）の交換 ...............420, 474
方向指示レバー......................................178

雰囲気照明...............................363, 364

へ

平均車速.................................................84
平均燃費.................................................83
ヘッドアップディスプレイ..................89
運転支援システム表示 .............................91
エコドライブインジケーター..................92
外気温度表示.............................................89

設定............................................................90
ナビゲーションシステム連携表示..89, 91
ヘッドアップディスプレイスイッチ......90

割り込み表示.............................................91

ヘッドアップディスプレイスイッチ ..90
ヘッドランプ......................................185
オートマチックハイビーム...................188
電球（バルブ）の交換 ..........................420
マニュアルレべリングシステム...........187
ライトセンサー......................................185

ランプ消し忘れ防止機能 ......................186
ランプスイッチ......................................185
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ベッドランプ......................................363
電球（バルブ）の交換..........................420

ヘッドランプオートレベリングシステム
...........................................................186
ヘッドレスト......................................133
ベンチレーター（シートベンチレーター）
...........................................................361

ほ

ホイール
サイズ.....................................................473

ホイールロックナット.......................448
方向指示灯..........................................178
電球（バルブ）の交換..........................420

方向指示レバー......................................178

ホーン（警音器）................................137
ポジションメモリー ..........................129
パワーイージーアクセスシステム.......129
メモリーコール機能..............................131

ボトルホルダー..................................368
ボンネット
開け方.....................................................400

ま

マルチインフォメーションディスプレイ
..............................................................81
運転支援機能情報表示.............................84
エコドライブインジケーター .................83

LTA（レーントレーシングアシスト）.218
オーディオシステム連携 .........................84
クリアランスソナー..............................247

警告メッセージ......................................442
車両情報表示.............................................84
Stop & Start システム情報..................88

設定............................................................85
走行情報表示.............................................83
タイヤ空気圧..........................................403

トレーラータイプの設定 .........................86
ナビゲーションシステム連携..................84
燃費グラフ.................................................83
メーター操作スイッチ .............................82

メニューアイコン.....................................81
レーダークルーズコントロール（全車速追
従機能付き）.........................................225

マルチテレインセレクト...................336
マルチテレインモニター
オート表示モード..................................315

カメラスイッチ......................................312
画面表示の見方や機能などについて...315
知っておくべきこと..............................322
マルチテレインモニターについて.......312

マルチテレインモニターの注意事項...322
メニューボタン......................................313

み

ミラー
インナーミラー......................................138
デジタルインナーミラー ......................139

ドアミラー..............................................147
バニティミラー......................................390
ミラーヒーター......................................356

め

メーター
計器類 ................................................73, 77

警告灯 .............................................69, 432
警告メッセージ......................................442
傾斜計 ................................................80, 84
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照度調整 ............................................76, 80
設定............................................................85
電圧計................................................73, 77

Towゲージ...............................................80
時計....................................................73, 77
表示灯........................................................70
ブーストメーター.....................................80

マルチインフォメーションディスプレイ
.................................................................81
メーター操作スイッチ.............................82

油圧計................................................73, 77

メーター照度調整 .........................76, 80
メーター操作スイッチ..........................82
メカニカルキー.....................................98
メニューアイコン .................................81
メンテナンスデータ ..........................470

も

モード選択スイッチ
TOW HAUL スイッチ..........................176

ゆ

油圧計.............................................73, 77
雪道ですべって動けない（スタックした）
...........................................................466
油脂類..................................................470

よ

4WDシステム...................................328

ら

ライセンスプレートランプ（番号灯）
...........................................................185
ランプスイッチ......................................185

ライト
バニティライト......................................390

ラジエーター
オーバーヒート......................................464
容量.........................................................471

ランプ
オートマチックハイビーム...................188

室内灯 ..........................................363, 364
電球（バルブ）の交換 ..........................419
非常点滅灯（ハザードランプ）.............425

フロントフォグランプ ..........................188
ヘッドランプ（前照灯）........................185
方向指示灯（ターンシグナルランプ／ウイ

ンカー）................................................178
ライトセンサー......................................185
ランプ消し忘れ防止機能 ......................186

ランプ消し忘れ防止機能...................186

り

リヤウインドウデフォッガースイッチ
..........................................................356
リヤクロストラフィックアラート
（RCTA）...........................................254
警告メッセージ......................................255

操作.........................................................255

リヤサンシェード..............................390
リヤシート..........................................126
シートクッションを持ち上げる・もどす
..............................................................127
シートヒーター......................................361
背もたれを倒す・もどす ......................126

ヘッドレスト..........................................133
ベンチレーター......................................361

リヤ席シートベルト非着用警告灯...438
リヤデフロック..................................331
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リヤ方向指示灯..................................178
電球（バルブ）の交換..........................420
方向指示レバー......................................178

る

ルームミラー（インナーミラー）...138, 
139

れ

冷却水..................................................471
冬の前の準備..........................................349

冷却装置（ラジエーター）.................471
オーバーヒート......................................464

レーダークルーズコントロール（全車速
追従機能付き）..................................225
警告メッセージ......................................233
接近警報 .................................................231

レーントレーシングアシスト（LTA）
...........................................................213
レーントレーシングアシスト（LTA）
警告灯.....................................................434

警告メッセージ......................................222
操作.........................................................213

レバー
シフト.....................................................173

方向指示 .................................................178
ボンネット解除......................................400

ろ

ロードサインアシスト (RSA)..........222
ロック
ウインドウロック..................................152

スマートエントリー＆スタートシステム
..............................................................119

ドア............................................................99
ワイヤレスリモコン.................................97

わ

ワークランプ...........................363, 365
ワイパー＆ウォッシャー
ウォッシャー液の補充 ..........................400

フロント .................................................191
リヤ.........................................................191

ワイヤレス充電器..............................377
ワイヤレスリモートコントロール
節電機能 .................................................120

ワイヤレスリモコン
操作............................................................97

電池の交換..............................................414
半ドア警告ブザー..................................102

ワックス..............................................394
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五十音順さくいん

　

次の装備は、別冊「マルチメディア取
扱説明書」をお読みください。
･ナビゲーションシステム
･オーディオ
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 For vehicles sold in the U.S.A.
FCC ID:NI4TMLF19D-1
FCC ID:HYQ14FBX

 For vehicles sold in Canada
IC: 2842A-TMLF1901
IC: 1551A-14FBX

認証情報

スマートエントリー＆スタートシステム／エンジンイモビライザーシス
テム
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 For vehicles sold in the U.S.A., Hawaii, Guam, Puerto Rico, 
A.Samoa and Saipan

 For vehicles sold in Canada

Toyota Safety Sense
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 For vehicles sold in the U.S.A., Hawaii, Guam, Puerto Rico, 
A.Samoa and Saipan

BSM（ブラインドスポットモニター）
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 For vehicles sold in Canada
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 For vehicles sold in the U.S.A., Hawaii, Guam, Puerto Rico, 
A.Samoa and Saipan

 For vehicles sold in Canada

クリアランスソナー
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 For vehicles sold in the U.S.A., Hawaii, Guam, Puerto Rico, 
A.Samoa and Saipan

ワイヤレス充電器
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 For vehicles sold in Canada
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 For vehicles sold in the U.S.A., Hawaii, Guam, Puerto Rico, 
A.Samoa and Saipan

タイヤ空気圧警報システム
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 For vehicles sold in Canada

スマートエントリー＆スタートシステム／エンジンイモビライザーシス
テム
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Toyota Safety Sense
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ガソリンスタンドでの情報

ボンネットフック (P.400)

給油口 (P.196)

タイヤ空気圧 (P.473)

ボンネット解除レバー (P.400)

燃料の容量（参考値） 32.2 gal.（122.0 L, 26.8 Imp.gal.）

燃料の種類 P.470

タイヤが冷えていると
きの空気圧

P.473

エンジンオイル容量
（参考値）

P.470

エンジンオイルの種類 P.470








